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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──怖こわい──

　張はり裂さけんばかりの恐きよう怖ふが、胸むねの内を圧あつ迫ぱくしながらどこまでも巨きよ大だいに膨ふくらむ。

　周囲は暗くら闇やみ。突とつ風ぷうが木々を騒さわがしく揺ゆり動かし、雨上がりの分ぶ厚あつい雲の切れ間から、微かすかに満月が顔を覗のぞかせている。その頼たよりない満月の光に照らし出された川の中を、母娘おやこが互たがいの絆きずなを確たしかめるように抱だき締しめ合いながら流されていた。

　川の流れは数日間降ふり続いた雨の影えい響きようで濁だく流りゆうと化し、激げき流りゆうと化して容よう赦しやなく親子の絆を引き離はなそうと襲おそい掛かる。それに脅おびえる娘むすめを、母親は必死に抱き締めていた。

　まだ若わかい母親。やっと二〇〇歳さいに達したばかり。周囲の反対を押おし切って結ばれた人との間に、五〇歳さいになる一人ひとり娘むすめを儲もうけて、幸せな日々を過すごしていた。しかしこの夜、理り不ふ尽じんな暴ぼう力りよくによって、愛する夫が自分と娘を逃にがすために殺された。一族の多くの者が殺された。自分と娘の命運もまた、大いなる試練の渦か中ちゆうで消し去られようとしている。

　このような理不尽の渦中にありながら、しかし母親の心には怒いかりも悲しみも憎にくしみも絶ぜつ望ぼうもなかった。ただ祈いのりがあるだけ。自分の腕うでの中で震ふるえている幼おさない命を助けたいと、せめて幼い娘の未来だけは守りたいと、個この力を大きく凌りよう駕がする激流に翻ほん弄ろうされながら必死になって抵てい抗こうしていた。

　幼い娘にとって母の温ぬくもりは、心を破は壊かいしようと襲ってくる恐きよう怖ふに対たい抗こうする唯ゆい一いつの拠より所だった。だから娘も必死に祈った。この温もりが失われないように、目を瞑つむりながら偉い大だいなる世せ界かい樹じゆの木に加か護ごを祈り続けた。

　お互いが、互いの温もりをより強く感じようと、必死になって努めていた。

　その娘を、母親が一いつ瞬しゆんだけ強く抱き締めて弱々しく微笑ほほえんだ。

「……パメラ……世界樹の加護を信じてね……」

　娘を抱き締めていた手が緩ゆるみ、娘から母親の温もりが永えい遠えんに離れていった……。




「いやぁぁぁぁ！　お母さぁぁぁぁん！」

　パメラが叫さけびながら跳はね起きた。

　窓まどから射さし込こむ、柔やわらかい朝の光。

　住み慣なれた自分の部屋の、使い慣れた自分のベッド。

　目覚めたパメラの目に飛び込む風景は、そんな昨日と変わらない光景で、いつもと同じ風景だった。

「……また、子どもの頃ころの夢ゆめ……」

　全身が汗あせでビッショリになっているのを自覚して、パメラは大きく息を吐はき、小さく俯うつむいて泣き笑いのような表ひよう情じようを浮うかべた。

　あれから一〇〇年ほど経たったのに、未いまだにこの悪あく夢むにうなされる。満月が近付く毎ごとに、夏になると、思い出したように悪夢が甦よみがえる。

　……そう、まさに悪夢。

　不知火しらぬいの森の第三層そうにあった、白エルフ族の集落を襲った悲ひ劇げき。それは戦いとはとても呼よべない一方的な殺さつ戮りくだった。

　ある緑エルフ族の若者は呟つぶやいた。

『……目め障ざわりだ……』

　妻つまと子の前で倒たおれ伏ふした父親を見下ろし、その顔に笑えみを張り付かせ。

　また、ある者は叫さけんだ。全身を真っ赤な返り血で染そめ。

『死に絶たえろ！　分不ふ相そう応おうな野心を抱いだく、役にも立たない虫ケラめ！』

　その目には、どす黒い炎ほのおが点ともっていた。

　白エルフ族の集落を……パメラの幸せをすべて破は壊かいした緑エルフ族全体に、得え体たいの知れない狂きよう気きが満ちていた。

　理由は判わからない。何な故ぜそんな悲劇が起こったのか、命令を下した緑エルフ族の族長エルゼンバッハは黙もくして語らない。

　逃げまどい、次々と倒れていく大人達。

　泣き叫び、無む惨ざんに殺されていく友人達。

　自分を逃がそうとして、増ぞう水すいした川に飛び込んだ母親の最さい期ご。

　すべての悲しみが、網もう膜まくに張り付いて離れない。

　今年もまた、あの日と同じ満月の夜が来る。

　また、独ひとりだけの眠ねむれない夜が続く……。

　陰いん鬱うつに沈しずむパメラの心とは対照的に、部屋の中は平へい穏おんそのものだった。天窓からは穏おだやかな朝の光が射さし込み、小鳥のさえずりが聞こえてくる。

　その朝日があまりに眩まぶしく、小鳥の声があまりにも愉たのしげで……

　パメラは独りベッドに座すわって、両手で顔を覆おおって小さく嗚お咽えつを漏もらした。




　エベルシアと呼ばれる大陸の中央に、プロペティアと呼ばれる大だい帝てい国こくがある。

　その広大な領りよう地ち故ゆえ、東西南北いずれも複ふく数すうの国と国こつ境きようを接せつしていたが、その国力は強大で民たみは富とみ栄さかえ、兵は勇ゆう猛もうを以もつて名を知られ、大陸の中央に確かつ固こたる繁はん栄えいを築きずいていた。

　そのプロペティア帝国から見て南西の方向に不知火しらぬいの森と呼ばれる場所がある。その高さを測はかりかねるほどの絶ぜつ壁ぺきによって周囲の大地から隔かく絶ぜつされた、エルフ族の住む神しん秘ぴの森である。その森の中央には世界樹の木と呼ばれる神木があり、その世界樹の木が平へい坦たんであった大地を、地底世界から溢あふれ出した災さい厄やくからこの地を守るために隆りゆう起きさせたのだと大陸の人々は信じている。

　もっとも、伝説上の話である。真しん偽ぎのほどは定さだかではない。不知火の森はその絶壁によって、真偽を明らかにしようと望んだ探たん究きゆう者しや達の侵しん入にゆうを長年拒こばみ続けてきた。

　その絶壁を登る事に生しよう涯がいを費ついやしたとある探究者は、晩ばん年ねんに自伝でこう述べている。

『私の行く手を遮さえぎったのは、この絶壁ではない。世界樹と呼ばれる神木が、火を扱あつかう我われ々われ人間の侵入を拒み続けたのである。不知火の森……この地は神しん聖せい不ふ可か侵しんの聖せい域いきなのだ。今までも、そしてこれからも……』

　また、別の探究者はこう書き残す。

『我々人間の侵入を阻はばんでいるのは、世界樹の木ではない。不知火の森でもない。かの地に住まうエルフ族なのである。彼等が森の周囲に結界を張はり、火を扱う人間の侵入を拒み続けているのだ。私は、人間界に放ほう浪ろうするエルフと幸運にも会談する機会を得、そう確かく信しんを得たのである』

　彼等がどこまで真相に迫せまったのかも定かではない。ここに挙げた資し料りようはあくまでも有力とされる説にすぎないのだ。おそらく真相は、実じつ際さいに不知火の森に足を踏ふみ入れてみない事には解かい明めいしないだろう。そしてその日は永えい遠えんに来ないものと思われていた。

　だが、物事に永遠は存そん在ざいしない。

　プロペティア帝国の皇こう帝ていオーウェル二世から勅ちよく命めいを受けた者達……深しん紅くの宮きゆう廷てい法ほう衣いを着た特別宮廷魔ま術じゆつ師しラキス・フレーバーをリーダーとする五人とおまけが、『世界樹の木より取りだしたる薪まき』を手に入れるために地底世界から続く『次じ元げん回かい廊ろう』を通り抜ぬけ、ついに神聖不可侵であった不知火の森に記念すべき第一歩を踏み出そうとしていた。

　時に、帝国暦れき六三八年、夏の出来事である。
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　青い空に入道雲。

　強い日ひ射ざしに映はえる緑の森。

　そんな大自然の情じよう景けいを目前にしたラキス・フレーバーは、『次じ元げん回かい廊ろう』の出口である洞どう窟くつと森の境界で立ち止まってしばし自じ慢まんの長い黒くろ髪かみが心地ここちよい自然の風に遊ばれるのを堪たん能のうし、やがて美お味いしい空気を胸むね一いつ杯ぱいに吸すい込んでご満まん悦えつそうに微笑ほほえんだ。

「さて、と……コホン。ついにやって来ました不知火しらぬいの森！　馬ば鹿か帝ていのおかげで東とう奔ほん西せい走そうしたあげく、地底王国でドワーフ王にも泣きつかれて『世せ界かい樹じゆから取り出した薪まき』を求めるあたし達の前に、ようやく姿すがたを現あらわした前人未み踏とうの大だい秘ひ境きよう！　あたしが今踏ふみ出そうとしているこの一歩は小さいけれど、大きな足あし跡あととして歴史に……」

「いいから、さっさと一歩を踏み出せ。鬱うつ陶とうしい」

　中央騎き士し団だんに所しよ属ぞくする剣けん士しロイヤル・ハーツが、ため息混まじりにラキスの背せ中なかを蹴け飛とばした。

　正せい確かくには蹴ったと言うより押したと表ひよう現げんした方が正しい。ご託たくを並ならべるラキスに呆あきれて後ろからトン。それが足なのは、兄妹と言えるほど気き心ごころ知れた者同士のご愛あい敬きよう。

　だが、蹴られてバランスを崩くずしたラキスはそのまま足を踏み出せばいいものを、

「どわわわわっ！」

　慌あわてた声を出しながら諦あきらめ悪く爪つま先さき立ちになって、何とか体たい勢せいを立て直そうと胸を反らせながら両手を振ふり回して必死に足あ掻がき……

「うぎゃっ！」

　果たせず倒たおれて、顔面から大地にめり込んだ。

　周囲に流れる気まずい沈ちん黙もく。

　倒れたままピクとも動かないラキス。

　ピーヒョロロ～

　青く晴れ渡わたる上空を、鳥がさえずりながら飛び去った。

「……ラキス……大だい丈じよう夫ぶか？」

　ハーツが少し心配して訊たずねると、ラキスが強したたかに打ちつけた顔を手で押さえながらムクリと起き上がる。

「大丈夫じゃない！　いきなり何て事するのよ！」

　地面に座すわり込こんで睨にらみ付けるラキスに、ハーツが頭をかきながら苦く笑しようする。

「いや……まさか顔面から倒れるとは。それに、素す直なおに足を踏み出していれば良かったと思うんだが……」

「何言っているのよ！　せっかくの歴史的瞬しゆん間かんだったんだから、ちゃんと手順を踏んで盛もり上げて、美しく記き憶おくに残したいでしょう！　そんなみっともない第一歩なんて、あたしには踏み出せないわよ！」

　何やらこだわりがあったらしい。

「結果的に、もっとみっともない第一歩になりましたけどね……」

　外がい務む省しよう子こ飼がいの探たん究きゆう者しやであるグレン・フォードが呆れ混まじりに近付いて、ラキスが地面に記した顔形の前に座り込む。そして座っているラキスの横に荷物を下ろして、中から一本の杭くいと数すう枚まいの木の板、それにトンカチと釘くぎを取り出して何やら工作を始めた。

　トントントントン

　トンカチで釘を打つリズミカルな音が、静かな森に響ひびき渡る。

「……グレン、何やっているの……？」

　少し呆ぼう然ぜんとしながら首を傾かしげるラキスに、グレンは手を止めずに苦笑混じりの笑えみを浮うかべた。

「何にせよ、これが歴史的な第一歩になりましたからね。探究者としての僕ぼくの役目は、これをちゃんとした証しよう拠ことして形に残す事なんですよ。すぐに終わりますから、ちょっと待っていてください」

「それはいいけど……で、何を作っているの？」

「立て札ですよ。取り敢あえずラキスさんが記しるしたという、記念碑ひみたいな物ですね」

「ふ～ん……」

　どうやらハーツに対する怒いかりを忘わすれたらしく、ラキスは木の板を釘とトンカチで組み立てるグレンの姿を、地面に座り込んだままポカンと見つめた。

「ラキスさ～ん、もういいんですか～？」

　背はい後ごから掛かけられた明るく元気な女の子の声に、ラキスが振り向く。するとエイブルを抱だいたメルフィ・アンブラッドと、煙草たばこを吹ふかしているマイルズ・キュベルウィンの二人が手持ち無ぶ沙さ汰たに立っていた。

　変な生き物こと龍りゆうの幼よう生せいであるエイブルだけは紅こう龍りゆうヴェルフェルのお目付役だが、帝国情じよう報ほう局きよくの特とく殊しゆエージェントであるメルフィと内務省の雇やとわれ冒ぼう険けん者しやであるマイルズは、ハーツやグレン同様に『勅ちよく命めい』の仲間である。その仲間の問い掛けにラキスが首を傾げた。

「……何が？」

　そのラキスの反はん応のうに、マイルズが苦笑しながら肩かたを竦すくめる。

「俺おれ達たち、ラキスちゃんが『歴史的な儀ぎ式しき』をやると言うから、もうかれこれ三〇分も待っているんだよね～。退たい屈くつだし、早く終わって欲ほしいんだよね～」

　マイルズの言葉にラキスが瞳ひとみを彷徨さまよわせ、頭をポリポリ。

「そうだった。ハーツのせいで変な事になっちゃったけど、やり直すのも何だし……仕方ないからもういいよ」

　ラキスの返事にメルフィが無む邪じや気きに頷うなずく。

　それと同時にメルフィの手からエイブルが飛び出した。

　ラキスが何気なくエイブルの行方ゆくえを目で追うと、パタパタと飛ぶエイブルが木の実がたわわに実った森の木に着地した。

「あっ、果実を見付けたんだ」

　思わず嬉うれしそうに微笑ほほえむラキスに、マイルズが小さく肩を竦める。

「まだ、食べられるかどうかは判わからないけどね～。グレン君も初めて見る種類らしいから、エイブル君に味見をしてもらおうと言う訳わけさ」

　毒味をさせるなと思うなかれ。雑ざつ食しよく性せいで何でも食べるエイブルは、龍の幼生であるため人間なんかよりもずっと抵てい抗こう力りよくが強い。少々毒を食べても平気なのだ。

　見守る中、エイブルは果実を一個こもぎ取って臭においを嗅かいで、パクリと一口食べた。

「エイブルく～ん、美お味いしいですか～？」

　右手を挙げて背せ伸のびをしながら訊たずねるメルフィに、エイブルがニッコリ頷く。

「美味しいです。それに毒もないですから、みんなにも食べられるです」

　その返事に、自然とみんなの顔に笑みが浮かんだ。

　何せこのところ、みんな『ゲラの干ほし肉』しか食べていない。美味しくもないしもう見たくもないほど食べ飽あきてもいるから、他ほかの食べ物が手に入るのは有あり難がたいのだ。

「よかったです～。あたし、いっぱい採とってきますね」

　メルフィが嬉しそうに微笑みながら、籠かごを片かた手てにエイブルがいる木に駆かけ寄よる。そのメルフィに、工作をしているグレンが思い出したように振ふり向いた。

「あ、メルフィさん、少し余よ分ぶんに採ってきてください。僕にとっては貴き重ちような研究資し料りようですからね」

「解わかったです～」

　グレンに返事をして、メルフィがスルスルと音もなく木に登った。籠を手にして片手なのに、不自由を少しも感じさせない身軽さである。

　感心しながらメルフィの木登りを見つめていたラキスが、不意に何かを思い出したらしく手を打った。

「あっ、そうだった。それはそうとして、ハーツ！　謝あやまれ！」

　頰ほおを膨ふくらませて睨にらむラキスの急変ぶりに、ハーツが小さく首を傾かしげる。

「……何をだ？」

「何をじゃない！　あたしを蹴け飛とばしておいてしらばっくれんな！」

「……あ、まだ覚えていたのか」ハーツが小さく苦く笑しようを漏もらす。

「だが、基き本ほん的にはお前が悪い。すぐにやればいいものを三〇分もじらしたあげくに、訳わけの解わからん事を長々と曰のたまうから……。子どもの頃ころからその傾けい向こうはあったが、前置きが長いのはお前の悪い癖くせだぞ？」

「何言ってるの、ハーツが短気なの！　だいたい昔からサル兄は……」

「その呼よび方は止めろ！」

「呼ばれたくないなら、謝れ！」

「謝っただろうが！」

「全然これっぽっちも謝ってない！」

　ラキスとハーツがそんな言い争いをしている間にグレンは立て札を完成させ、力を込めて地面に突つき立てた。

「これで、後は消えないインクで文字を書き込めば完成です」

　そう言って、グレンが筆で立て札に文字を書き込む。

　地面に座すわり込んでいるラキスには位置的に死角になってグレンが何と書いたか見えないが、それを読んだハーツが何な故ぜかラキスを見て鼻で笑った。

「……何よ？」

　嫌いやな予感がしてラキスが立ち上がり、服の泥どろを叩はたき落としながら覗のぞくようにして立て札に書かれた文字を読んだ。

『人類最初の到とう達たつ地ち。帝てい国こく暦れき六三八年、帝国中央騎き士し団だん騎士ロイヤル・ハーツに蹴けり飛ばされた特別宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しラキス・フレーバーが、顔面にて記念すべき第一歩をここに記す。～探たん究きゆう者しやグレン・フォード～』

「ぶっ！　立てんな！　こんな情なさけない立て札！」

　思わず憤ふん慨がいするラキスに、グレンが大きくため息を吐つく。

「僕だって、こんな情けない物は立てたくはありませんよ。でも、一いち応おう証しよう拠こを立てないと探究者学会で発表しても信じてもらえませんから、仕方ありませんよ」

「だからって、何も『蹴り飛ばされた』とか『顔面にて』とかまで書く必要はないじゃない！　せめてもう少し表ひよう現げんを抑おさえるとか、いっそ書かないとかしてよ！」

「何言っているんですか、真実は尊とうといんですよ。僕は噓うそを吐いてまで自分の手て柄がらを捏ねつ造ぞうする気はないんです。それにどのみち探究者学会で状じよう況きようを詳くわしく発表するんですから、ここで取り繕つくろっても意味がありませんよ」

「うわっ、融ゆう通ずうがきかない！」

　思わず頭を抱かかえたラキスに、ハーツがにやけ笑いを浮うかべて大おお袈げ裟さに頷うなずいた。

「確たしかに、真実は尊ぶべきだな」

　そのにやけ笑いに嫌味を感じ、ラキスが切れた。

「……そうよね……真実は尊ぶべきよね……じゃ、この『ロイヤル・ハーツ』という偽ぎ名めいも本名に直さないとね……クス、クス、クス……」

　嫌な含み笑いを漏らしながら、思わず後ずさるグレンから筆を取り上げると、立て札に向き直る。そしてそこに書かれた『ロイヤル・ハーツ』という文字を横よこ棒ぼうで訂てい正せいし、正しい本名をその上に……

「やめんか馬ば鹿か者もの！　やって良い事と悪い事の区別も付かんのか！」

　焦あせったハーツの真しん剣けんな一いち撃げきが、ラキスを豪ごう快かいに蹴り飛ばす。

　どうやら本名を書く事は、やってはいけない事らしい。

「だって、あたしだけ恥はずかしい目に遭あうなんて不公平じゃない！　原げん因いんを作ったのはハーツなんだから、ハーツだって同じ目に遭うべきよ！」

　起き上がって再ふたたび立て札に向かおうとするラキスを、必死になったハーツが羽は交がい締じめにして妨ぼう害がいする。

「放せ！　大陸中の笑い者にしてやるんだから！」

「解わかった！　俺が悪かった！　洒落しやれにならんからやめろラキス！　な！」

　……どうやら、よほど知られたくない本名らしい。

「ラキスさ～ん！」

　頭上から声を掛かけられ、ラキスがハーツに羽交い締めにされたまま上を見上げた。

　木の上の枝えだにまたがったメルフィが、いっぱいに果実を入れた籠かごを頭に載のせて嬉うれしそうにニコニコ微笑ほほえみながら、下にいるラキス達に元気いっぱいに手を振ふっている。

「何？　どうしたのメルフィ？」

「あのですね、向こうに大きな湖が見えるですよ～。あたし水着を持って来ましたから、泳ぎに行きませんか～」

　メルフィが指差す方向を、ラキスがハーツの手を振り解ほどいて観察する。しかしラキスの位置からは森しか見えず、湖の気配すら判わからない。

「ねえメルフィ、湖ってどんな感じ？　すぐ近くにあるの？　お昼までに着けるかな？　焼き魚とか食べられるかな？」

　ラキスが期待を込こめて、木の上にいるメルフィを見上げる。

　ラキスもメルフィも年とし頃ごろの女の子だから、できれば長い旅の垢あかを落としたい。それに、ずいぶん食べてないから川の魚がかなり魅み力りよく的だ。

　そんなラキスの期待に、メルフィがニッコリ微笑んだ。

「えっとですね～、上流に大きな滝たきがあって、下流にも同じくらいの滝があって、その真ん中にすっごく大きな湖があるんです～。結けつ構こう近くですよ。お昼まであと三時間くらいですから、大だい丈じよう夫ぶだと思うです～」

　その答えにラキスが嬉しそうに頷く。

「うん。それじゃメルフィ、早く降おりてきて。ほらグレン、早く荷物を片かた付づけて出発してお昼にしよう。ハーツもマイルズも見てないで手伝ってよ」

　そう言いながら、ラキスが嬉き々きとしてグレンの片かた付づけを手伝い出す。どうやら立て札の件けんは忘わすれてしまったらしい。

「ああっ！　ラキスさん、もう少し丁てい寧ねいに扱あつかってくださいよ」

　グレンがラキスの乱らん雑ざつな後片付けに悲鳴をあげ、ハーツとマイルズがヤレヤレと言いたげに苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめた。

　やがて後片付けが終わって、ラキスがポンポンと手を叩たたき、

「よし、もういいね。それじゃ湖に向かって出発！」

　そう言いながら先頭に立って、元気いっぱいに未知の森へと分け入った。




　　　　２




　想そう像ぞう以上に森を歩くのは大変で、もうじき三時間が経けい過かしようとしていたが、ラキス達はまだ湖に辿たどり着けずに森の中を彷徨さまよっていた。

　長い年月をかけて大地に積もった落ち葉は、一歩踏ふみ出すたびに沈しずみ込んで足取りを重くする。それが湿しつ気けを含ふくんでいるものだから、気持ち悪いし鬱うつ陶とうしい。更さらに身の丈たけほどにも生おい茂しげった草木が、視し界かいを遮さえぎり行く手を阻はばむ。

　特に、こんな場所を歩くのに向かない宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの制せい服ふくを着ているラキスは人一倍の苦労を強いられる。最初は汚よごれるのを嫌きらって摘つまみ上げていた長いスカートは、もうすっかり泥どろまみれ。滝のように流れ落ちる額ひたいの汗あせを手で拭ぬぐえば顔に泥が付き、汗で濡ぬれた長い黒くろ髪かみがまとわり付いて、ラキスの不ふ機き嫌げん指数を確かく実じつに上じよう昇しようさせていた。

「まったくもう……変な虫は寄よってくるし、足場は悪いし、草木が視界を遮って鬱陶しいし……エルフ族が住んでいるんだからもっとマシだと思ったのに、何よ、まるっきりジャングルじゃない！　せめて獣けもの道みちでもあったら……」

　ブツブツ文もん句くを言いながら不機嫌そうに生い茂る草を掻かき分け進む。そんなラキスの神しん経けいを逆さか撫なでするように、背はい後ごからは仲間達の賑にぎやかな声がする。

「あそこの木にも果実がなっているです～」

「ボク、採とってくるです」

　パタパタパタ。もぎ。パタパタパタ。

「ご苦労さん。黄色地に紫むらさき色の縞しま模も様よう……グレン、これ食べられるのか？」

「……見た事はないですね。たぶん、新発見の果実ですよ。調べてみないと食べられるかどうか判はん断だんできません」

「なら、例によってエイブル君の出番だね～」

「ボク、食べてみるです」

　パク。モグモグモ……ぐはっ！

「……苦いです……」

「エイブルにも食べられないとなると、毒だなこれは」

　ポイ。

「ああっ！　捨すてちゃ駄だ目めですよハーツさん！　食べられなくても、僕ぼくにとっては貴き重ちような資し料りようなんですから！」

　アセアセ拾い。ゴソゴソ仕し舞まう。

「グレンさんグレンさん。あそこにキノコがいっぱい生えているです～」

「え！　もしかしてまた新種ですか！」

「ボク、あれ食べた事あるです。あんまり美お味いしくないです」

「俺も見た事があるね～。俗ぞくに言う、笑いダケだね～」

「……そうですか」

　ガックリ。

「へ～、あれが笑いダケなんですか？　あたし、初めて見たです～。確たしかあれ、食べると可お笑かしくなってケタケタ笑うんです～。気分が落ち込んだときに食べると効こう果か的っていう噂うわさを聞いた事がありますから、あたしいっぱい採さい取しゆしときますね～」

「待てメルフィ！　そんな噂を誰だれから聞いたのかは知らんが、その知ち識しきは思いっ切り間ま違ちがっているぞ！」

「……え？」

　背後から聞こえるそんな声に、不意にラキスが立ち止まった。

「……何でみんな、そんなに楽しそうなの……？」

『……は？』

　同時に首を傾かしげる仲間達に、ラキスが振ふり向いて不ふ機き嫌げんな視線を向ける。

「あたしは暑くて、怠だるくて、きつくて、汚れて、機嫌が悪いのに、何でみんなはいきなり似え非せグルメ家になって、楽しそうに山菜採りに励はげんでいるのよ！」

　思いっ切り八つ当たりである。

「ボク、夏だから暑いのは当然だと思うです」

　パタパタ飛びながら、エイブルが小さく首を傾げる。

「怠だるいのはたぶん、脱だつ水すい症しよう状じようですよ。ラキスさん、さっきから水分補ほ給きゆうをしていませんし」

　グレンが苦笑しながら荷物をゴソゴソ。

「きついのは、お前が自分で勝手に先頭に立って進んでいるからだろう？　こういう場合先頭が一番きついのは当然だろうが」

　ハーツがため息混まじりに首を振る。

「でも、汚れているのはあたし達も一いつ緒しよです～」

　あっちこっち汚れているメルフィが、無む邪じや気きに微笑ほほえんで自分の服を指差す。

「別にグルメを標ひよう榜ぼうしている訳わけじゃないけどさ、みんな『ゲラの干ほし肉』にウンザリしているから、どうしてもそっちに目がいっちゃうんだよね～」

　マイルズが苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめる。

　そんなみんなの反はん応のうに、ラキスが頰ほおを膨ふくらませた。

「うるさいな！　あたしだって訳の解わからない事を言っているって自覚しているんだから、いちいちあたしの八つ当たりに返事するな！　だいたい食い物にウンザリしているのは同じなんだから、自分達ばっかり楽しんでないで、少しくらいあたしに分けてくれてもいいでしょう！」

　そのラキスの八つ当たりに、グレンが少し神しん妙みような表ひよう情じようで頷うなずいた。

「……そうですね。すみませんラキスさん。確かに僕達に気配りが足りませんでしたよ。……どうぞ、食べてみてください」

　謝あやまりながらグレンが差し出した手には、荷物から取り出した水すい筒とうと、エイブルすら吐はき出した黄色地に紫の縞模様をした果実が。

「こんな下げ手て物もの、食わそうとするなぁぁぁぁ！」

　ラキスが果実を摑つかんで、空に向かって全力投球。

「ああっ！　僕の大切な資料が昼間に輝かがやくお星様に！　何てひどい事を！」

「うるさい！」

　果実が消えた空を仰あおぎ見るグレンから水筒を奪うばい、浴びるようにしてがぶ飲みする。そんなラキスに、メルフィが少し離はなれて首を傾げた。

「……ラキスさん、何で不ふ機き嫌げんなんですか？」

　訊たずねられたマイルズとハーツが小さく苦笑。

「さっきから、ぬかるみに足を取られて転ぶたびに機嫌が悪くなっていったみたいだけどね～。ずっと一人で先頭だったから疲ひ労ろうもあるだろうし、それにお腹なかが空すくと怒おこりっぽくなるしね～」

「もっとも、ほとんど自じ業ごう自じ得とくなんだがな。しかしそれくらいで機嫌が悪くなるとは……はっ！　もしかしてラキスのやつ、あの日か？」

　ポンと手を叩たたくハーツの顔面に、ラキスが全力で投じた水筒が直ちよく撃げきする。

「お下げ劣れつな発想するな！　違ちがうわよ！」

　顔を真っ赤にしてプイとそっぽを向き、再ふたたび草を掻かき分け始める。そんなラキスに、ハーツが落ちた空からの水筒を拾い上げながら小さく苦笑を漏もらした。

「ま、冗じよう談だんはともかくだ。なあラキス、さっきから訊きこうと思っていたんだが……お前、今回はどうするつもりなんだ？」

「どうするって……何を？」

　首を傾げながら振り向くラキス。

　ハーツが水筒の取っ手を指に引っかけて振り回しながら、真ま面じ目めな表情を向けた。

「お前は本気で『世せ界かい樹じゆの薪まき』を手に入れるつもりなのか？　確たしか帝てい都とを出発するときの話し合いで、『失敗する』と決めていたはずだが」

　確かく認にんするハーツに、ラキスが草を掻き分けながら少し困こまった表情でため息を吐ついた。

「だって仕方ないじゃない。あたしとしては陛へい下かと性しよう悪わる龍りゆうの『神に成なる』企たくらみには反対だけど、『地底世界の太陽復ふつ活かつ』というドワーフ族の頼たのみを断ことわれなかったんだもの……。それに、あたしはこんな世界の果てみたいな所でいつまでも彷徨さまよっていたくもないし。当初の予定はあくまでも予定として、何事も臨りん機き応おう変へんに臨のぞまないとね」

「……まあ、行き当たりばったりはお前の十お八は番こだが」

「……何よ、その言い方は。あたしの方ほう針しんに何か文もん句くがあるの？」

　頰を膨らませて振り向くラキスに、ハーツは苦笑しながら首を振る。

「いや、お前がいいなら俺おれはかまわん。もともと軍部の意向は『手に入れろ』だし、五つある『集める物』を一つくらい手に入れても、大局には影えい響きようはないだろうしな」

「なら、含みのあるような言い方をしないでよ」

　ラキスが頰を膨らませたまま正面に向き直り、再び草木を掻き分け進む。そのラキスとハーツの後ろで、会話を聞いていたメルフィが首を傾かしげた。

「あの……結局どうする事になったんですか？」

　メルフィの問いに、ラキスが小さく苦笑を浮うかべて振ふり向く。

「メルフィは、どうしたらいいと思う？」

「え？　あたしですか？　えっと……あたしは難むずかしい事は解らないですけど……困っている人がいたら、助けるのが正しい事だって思います～」

　少し的まとが外はずれたような返事だが、ラキスはメルフィに優やさしく微笑ほほえんで頷く。

「うん、そうだね。だから今回は、困っているドワーフ族を助けるために『世界樹の薪』を手に入れようと思うの。グレンとマイルズもそれでいいよね？」

　ついでに確認するラキスに、グレンとマイルズが苦笑しながら頷く。

「そうですね。……僕としては外がい務む省しようの意向もありますし、『世界樹の薪』を手に入れたら自動的に『プロミネンスの炎ほのお』も手に入る事になりますから、極力手に入れない方向で進めるべきだと思います。けど、殊こと更さらに反対はしませんよ」

「内務省の方針は臨機応変。だから状じよう況きようによっての方針転てん換かんはかまわないさ。もっとも俺はどっちでもいいんだけどね～。面めん倒どうくさくなければさ」

「それじゃ、今回は手に入れる事に決定するね」

『ふむ。ならば余よは静観を決め込こむ事にしよう』

　不意にエイブルの口からそんな言葉が発せられ、キョトンとしたメルフィを除のぞいた男三人がザザザーと波が引くようにしてエイブルから遠ざかり、ラキスが身体からだを強こわ張ばらせてギギギと顔を向ける。

「そ、その声は……出たな性悪龍！」

　性悪龍こと紅こう龍りゆうヴェルフェルの出しゆつ現げんに、ラキスが実に嫌いやそうな表ひよう情じようをする。そんなラキスの態たい度どに、ヴェルフェルがエイブルの身体を使って「フン！」と偉えらそうに胸むねを張った。

『相も変わらず無礼な子ギツネだ、まだ龍の中の龍たるこの余の偉い大だいさが理り解かいできぬと見える。まあ、その矮わい小しようなる脳のう味み噌そでは致いたし方あるまい。格かく別べつの配はい慮りよを以もつて聞き流してやる故ゆえ、感かん涙るいの海に水すい没ぼつするが良いぞ』

　相変わらずの尊そん大だいな嫌味を言うヴェルフェルに、ラキスはため息を吐つきながらパタパタと手を振る。

「はいはい。あなたが性悪な上に陰いん険けんな龍だって事は解わかっているわよ。それより何よ、さっきの『静観』てのは？　何かするつもりだったの？」

　訊ねるラキスに、ヴェルフェルが実に遺い憾かんという表情をする。

『ふむ、どうやらその矮小なる頭ず蓋がい骨こつの中には梅うめ干ぼし大のお味噌が詰つまっているらしい。あまりにも高等すぎて余の言葉が理解できなかったか。致し方ない、勿もつ体たいなくもこの余が直じき々じきに教えてやろう。『静観する』とはつまり『何もやらない』という意味だ』

「うがっ！　解っているわよそんな事！　そうじゃなくて、あたし達が『世界樹の薪』を手に入れないと決めていたら、何をするつもりだったのかって訊きいているの！」

『ほう、少しは高級なお味噌を詰めているらしい。しかし、余が何をするつもりかなど言わずもがな。そなた達が姑こ息そくにも偉大なるこの余と帝てい国こく皇こう帝ていの意に反する行こう為いを画かく策さくしたならば、当然『邪じや魔ま』して『手に入れる』方向へと導みちびいたに決まっているではないか。高級とは言え所しよ詮せんお味噌では、その程てい度どを解かいする事もできぬか』

「うがぁぁぁぁ！」

「落ち着けラキス！　性せい格かくはヴェルフェルでも身体はエイブルだ！　蹴けりを入れても意味がないぞ！」

「放してハーツ！　あたしの気が晴れるから意味はあるわよ！」

　蹴りを入れようと暴あばれるラキスをハーツが羽は交がい締じめにする。そんなラキスの目の前でヴェルフェルがふんぞり返り、挑ちよう発はつするように鼻で笑う。

『他人の不幸は蜜みつの味。余はそなた達の苦労する様を生暖かい目で見守ろう。せいぜい苦労して、余を大いに楽しませるが良いぞ』

　そしてヴェルフェルの気配が消え、

「以上、ヴェルフェル様との通信終わりです」

　エイブルがペコリと頭を下げた。

「うがぁぁぁぁ！　やり場のない怒いかりがぁぁぁぁ！」

「気持ちは解るが落ち着けラキス。取り敢あえず湖に着いたら休きゆう憩けいしような」

　怒りに震ふるえて空に叫さけぶラキスの頭を、ハーツが苦笑しながら優しく撫なでる。

「あたし、先頭を代わります～」

　メルフィが無む邪じや気きに微笑みながら、一行の先頭に立って森を分け進んだ。

　そうやって森の中を分け進み、やがて昼をちょっと過すぎた頃ころ、森で閉とざされていた視し界かいが開けて大きな湖が出現した。

　対岸に見える森の緑は米こめ粒つぶのように小さく見え、こちらの岸の水辺から森までは結けつ構こう距きよ離りがあり、小石や砂じや利りに混まじって大岩が点々としている。

　その光景を見てメルフィが、嬉うれしそうに森から飛び出て駆かけ寄よった。

「おっきな湖です～。泳げるです～。あたし、夏の必ひつ需じゆ品ひんですから水着を持って来ているんです。いっぱい持って来ていますから、きっとラキスさんにも合うのがあると思うですよ。だから一いつ緒しよに泳ぎましょうね」

「……うん……だけどメルフィ、その前に食事にしようね……」

　無邪気に微笑ほほえむメルフィに、ラキスがわずかに顔を引きつらせた。
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　昼下がりの午後。

　食事の後でお腹なかは満まん腹ぷく。

　久ひさしぶりに髪かみを洗あらって、身体からだも洗えてご満まん悦えつ。

　太陽の光のもと、濡ぬれた髪を撫でる自然の風が心地ここちよい。

「う～ん……気持ちいい……」

　ラキスは心地良さに誘われて、大きく背せ伸のびをしながら仰あお向むけに寝ね転ころがった。

　ラキスが寝転がったのは、水辺のすぐ近くにある大岩の一つ。汚よごれた服は取り敢えず洗って、生命を持つ杖つえ『魔王の錫しやく杖じよう』を物もの干ほし竿ざお代わりに干してある。その代わりにメルフィに借りた、上下が分かれたタイプの水着を着ている。

　いつもほとんど肌はだを隠かくした服ふく装そうをしているラキスにとって、これを着けるのは結構勇気が必要だった。しかしこれ以外にサイズが合わなかったから仕方がない。でも恥はずかしいので岩場の陰かげに隠れて、男達には絶ぜつ対たいに近付くなと言い付けてある。

　しかし、当初はソワソワしていたラキスも時間の経けい過かとともに冷たい水と眩まぶしい太陽と心地よい風にすっかり気持ちが緩ゆるんで、久しぶりの日光浴を満まん喫きつしていた。

「……こんなにくつろいだ気分になれたのは、ずいぶん久しぶりだな……」

　仰向けになって青空に両手の平をかざし、目を細めてそう呟つぶやく。

　考えてみれば、皇帝陛へい下かのわがままに翻ほん弄ろうされた一年間だった。

　その前は宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの水すい準じゆんに達しない魔力を何とか誤ご魔ま化かそうと必死で、更さらにその前は超ちよう難なん関かんで知られる朱す雀ざくの塔とうの官かん僚りよう試験を突とつ破ぱするために、必死で勉強をしていた。

　実の兄が死んでから背せ負おわされた家族の生活。宮廷魔術師団内での様々な嫌いやがらせ。厄やつ介かい事ごとを押おし付けられて奔ほん走そうする毎日。……そういう気の重い事を忘わすれてくつろげたのは、実に久しぶりである。

　もっとも、そういうゴタゴタが全部片かた付づいた訳わけではないのだが……。

　ラキスは考えるのを止やめ、ゆっくり瞼まぶたを閉じた。

　目を閉じれば聞こえてくる、森で遊ぶ鳥のさえずり。

　心和なごませる、水のせせらぎ。

　時折吹ふく風がサラサラと木の葉を鳴らし、干してある洗せん濯たく物ものをはためかせ、エイブルと一緒に泳いでいるメルフィの元気なはしゃぎ声を運んでくる。

　そして聞こえるハーツの声。

「ラキス、ちょっといいか？」

「どわぁぁぁぁ！」

　開けた目の前にあるハーツの顔に、ラキスが悲鳴をあげながら身を起こした。

「な……こ……こらっ！　こっちに来るなって言っておいたじゃない！　花も恥じらう可か憐れんな乙女おとめがあられもない姿すがたでいるのに、何堂々と覗のぞいてるのよ！」

　ラキスが慌あわてふためいて身体を丸めながら両手で隠し、耳まで真っ赤にして後ずさる。その様子にハーツが呆あきれた様子で大きくため息を吐いた。

「あのな……裸はだかでいるのならまだしも水着を着ているんだろうが。それに言っておくが、俺はお前のおしめを替かえた事だってあるんだぞ。何を今更恥ずかしがるんだ？」

「う、うるさいな！　子どもの頃と一緒にするな！」

「解わかった解った。難むずかしい年頃だな」

　苦く笑しようするハーツに、ラキスがちょっぴり頰ほおを膨ふくらませる。

「……まったく……それで何よ？」

「いや、さっきからマイルズと話し合っていたんだが、結けつ論ろんが出ないんで直ちよく接せつお前に聞こうと言う事になってな。重大な懸けん案あん事項だから、良く考えて答えて欲ほしいんだ」

「え？……うん。解った」

　ハーツの表ひよう情じようがあまりにも真しん剣けんだったので、ラキスが思わず気け圧おされて、少し戸と惑まどいながらも表情を改めて姿し勢せいを正した。

「で、何？」

　訊たずねるラキスに、ハーツが少し神しん妙みように頷うなずく。

「ラキス、お前はメルフィより三歳さいも年上だし、身長もお前の方が少し高いよな」

「うん……そうだけど？」

「それなのに、何でメルフィの水着がお前のサイズとピッタリなんだ？」

　ガツン！

　思わずラキスが額ひたいを岩場で強打した。

「メルフィの発育が良いのかお前の発育が悪いのか、俺とマイルズでさっきから真剣に議論していたんだが……て、ちょっと待てラキス！　肩かたを震ふるわせながらそんな大きな石を握にぎり締しめているのは、一体何のまね……」

　ベキッッッッ！

　ラキスが投じた拳こぶし大だいの石が顔面に炸さく裂れつし、ハーツがもんどり打って大地に崩くずれ落ちる。

「馬ば鹿かな事を真剣に議論するな！　これだけフリーサイズだったの！　あたしが悪いんでも何でもないわよ！」

　肩を震わせラキスが怒ど鳴なるが、目を回して沈ちん黙もくしたハーツの耳には届とどかない。

「……何やっているんです？」

　その声にラキスが振ふり向くと、ちょうどハーツが倒たおれたシーンを目もく撃げきしたらしく、グレンが目を丸くして立っていた。

「……何よ……グレンも文もん句くがある訳……？」

「は？」

　目を三角に尖とがらせたラキスに、グレンが小さく首を傾かしげる。

「いえ、文句じゃないんですけど……いいんですか、ここでこんなにゆっくりしてて？　ここは第二層そうですし、緑エルフに見付かりやすいと思うんですよ」

　そのグレンの問いに、ラキスが少し考えて首を傾げる。

「……何？　その緑エルフとか第二層って？」

「……………………」

　グレンが思わず沈黙し、大きく聞こえる水のせせらぎ。

「……ラキスさん……それ、いつもの笑えない冗じよう談だんですよね……？」

「……いや……本気なんだけど……」

　再ふたたび流れる短い沈黙。

　やがてグレンが瞳ひとみを彷徨さまよわせているラキスを見ながら、何で依い頼らい主ぬしの一人であるドワーフ王に不知火しらぬいの森についての情じよう報ほうを聞かなかったのかという愚ぐ痴ちを呑のみ込こんで、ため息混まじりの呻うめき声を出しながら頭を抱かかえた。

「……いいですか、簡かん単たんに説明しますと不知火の森は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきで隔へだてられた三つの層で構こう成せいされているんですよ。そうですね、三段だんに作った鏡かがみ餅もちを想そう像ぞうしてください。一番下から第一層、第二層、第三層と呼よび、世せ界かい樹じゆの木は一番高い第三層に生えているんですよ」

「あっ、そうよね。うん。知ってる知ってる。……で、どうして第二層じゃ駄だ目めなの？」

「……本当に、事前の情報収しゆう集しゆうをしていないんですね……」

「そ、その……えっと……ごめん。してない」

　瞳を彷徨わせて頷くラキスに、グレンが大きくため息。

「僕ぼくの聞いた話によりますと、『森の妖よう精せい』と呼ばれるエルフ族には三つの種族があって各層に住み分けているらしいんですよ。それぞれ白エルフ、緑エルフ、黒エルフと呼ばれていて、種族によって人間に対する友好度が違ちがうと聞いています。その三種族を『女王』と呼ばれる存そん在ざいが統とう括かつしているらしいんですけど、これは支し配はいという形ではなくて『エルフ族の代表者』と言うべき存在らしく、三つの種族にはそれぞれ大きな自じ治ち権けんが与あたえられているらしいんです。ですから、いずれその『女王』と会うにしろ、最初に接せつ触しよくする種族は選んだ方がいいですよ」

「ふ～ん……思っていたよりも複ふく雑ざつなんだ……。それで、グレンは最初に会う種族はどれがいいと思うの？」

「そうですね……第三層に住むのは白エルフ族ですけど、人間界に降おりてきた事例がなく謎なぞの多い種族です。人間に対してどんな反はん応のうを示しめすか判わかりません。次に、僕達が今いるこの第二層に住む緑エルフ族は、排はい他た的な種族らしいです。人間界に降りてきた記録が数例あるんですけど、どの記録にも人間に対してあまり友好的でなかったとあります。最後に、第一層に住むのは黒エルフ族です。人間界に降りてくる事が多く、エルフとしては好戦的な種族として知られていますけど、僕の知る資し料りようでは『好戦的だが好こう奇き心しんが強く、打ち解とければ良き友人となれる』とあります。ですから、一番友好的と思われる黒エルフ族と最初に接触するのがいいと思いますよ」

　少し考え込こみながらそう言って、グレンがラキスを見て苦く笑しようする。

「ただ今の説明は、僕が探たん究きゆう者しやとして持つ伝でん承しよう知ち識しきにドワーフ族から聞きいた話を足し合わせたものですけど、ドワーフ族とエルフ族は長い間交流がありません。昔の情報ですし、正せい確かくじゃないかもしれないんです。ですから判はん断だんはラキスさんにお任まかせしますよ」

　グレンにそう言われて、ラキスが少し困こまった表情でポリポリと頭をかく。

「う～ん……でも、みんな長旅で疲つかれているし、今日はここで休みたいな……。ま、いいじゃない、緑エルフ族に見付かっても。どうせあたし達はエルフ達と話し合いに来ているんだから、遅おそかれ早かれ緑エルフとも会わないといけないんだし。それにまさか、いきなり襲おそってくる事はないだろうし」

　そのラキスの返事に、グレンが小さく苦笑しながら頷うなずく。

「僕もそう思いますけど、一いち応おう用心はしておいた方がいいですよ。ともかく、一ひと晩ばんここで過すごすのなら、僕はマイルズさんと一いつ緒しよに夕食の材料を探さがしてきます」

「あれ、もうそんな時間？」

　ラキスが時間を確かく認にんするために太陽を見上げると、グレンが微笑ほほえみながら首を振る。

「いいえ、少し早いですけどね。ただ、まったく知らない場所ですから早めに行動するに越こした事はないですし、僕としてもこの森を少しでも探たん索さくしたいんですよ」

「ふ～ん。じゃ、あたしはメルフィ達と食事の用意とかして待ってるね」

　ラキスが微笑んで立ち上がり、着き替がえるために干ほしていた服を手に取った。そのラキスをグレンがじっと見つめる。

　その視し線せんに気が付いて、ラキスがグレンに振ふり向いて首を傾かしげた。

「ん？　何？　まだ何かあるの？」

　グレンが少し顔を赤らめて、少し慌あわてた様子で視線を逸そらす。

「あ、いえ……その……似に合あってますよ、その水着」

「うがぁぁぁぁ！」

　目を三角に尖とがらせて石を投げるラキスに、グレンは訳わけが解わからず慌てて逃にげ出した。
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　湖に流れ込む川の上流を遡さかのぼってしばらく歩くと、呆あきれるほど高い断崖から落ちてくる壮そう大だいな滝たきがあった。

　気が遠くなるほどの高さから落ちてくる水は、滝たき壺つぼを覆おおい隠かくそうとするように生おい茂しげる木々の枝えだ葉はにぶつかり、下に転がる大岩にぶつかり、様々な場所で飛沫しぶきが弾はじける。

　弾けた水飛沫は、霧きりとなって立ち上る。

　霧が立ち上り、眩まばゆい太陽を受けた滝壺に浮うかび上がる巨きよ大だいな虹にじ。

　グレンはそんな壮大な光景に感動しながら我われを忘わすれてスケッチに勤いそしんでいた。

　そんなグレンに、マイルズが話しかける。

「そろ……が……じゃ……かな？」

　滝の轟ごう音おんに紛まぎれて良く聞き取れない。

「え？　よく……い……よ」

　グレンの返答も、やはりほとんど聞き取れない。

「……だか……だし……が……な？」

「……だめ……で……ない……よ」

　まったく会話が成り立たない。

　マイルズがグレンの手を摑つかみ、引きずるように滝から遠ざける。慌てたグレンが喚わめきながら抵てい抗こうしたが、意に介かいさないマイルズは口をパクパクさせて聞こえないと示しめし、普ふ通つうに会話できる川岸まで引きずった。

「何するんですか！　まだスケッチが完成していないんですから、もう少し待ってくださいよ！」

　憤ふん慨がいするグレンにマイルズが肩を竦すくめ、

「だけどさ、もうずいぶん時間が経たっちゃってるしね～。食料調達の必要もあるんだから、あんまりゆっくりできないと思うんだけどね～」

　言われてグレンが空を見上げた。

　まだ明るい。だが太陽は、もうずいぶん西に傾かたむいている。

「野や営えいの用意とかもしないといけないからね～。グレン君の探求心に火が点ついているのは解るけど、初めての場所だけに、早めに準じゆん備びをした方がいいんじゃないかな～？」

　そう言われてグレンが渋しぶ々しぶ頷く。

「……そうですね。まだ現げん在ざい位置の特定もできていませんし、地形の測そく量りようも全然終わっていないですけど……今日の所は取り敢あえず、下見と言う事で満足しておきますよ」

　そう言って、巻まき尺じやくやら測量器具やらを荷物に片かた付づけ始めた。

「時間や状じよう況きようを忘わすれて没ぼつ頭とうするなんてさ、何だかグレン君らしくないね～」

　苦く笑しようするマイルズに、グレンも小さく苦笑する。

「誰だれ一人として入った事のない場所を探索するのは知識を求める探究者にとって最高の名めい誉よですし、不知火しらぬいの森の謎なぞを解とき明かす事は探究者であるなら誰もが一度は渇かつ望ぼうする夢ゆめなんですよ。その夢を実現できたんですから、僕だって平静ではいられませんよ」

「取り立てておかしな所のある森には見えないけどね～。スケッチしていた滝だって、大きいだけで何かあるようには見えないけどさ～」

　そう言いながら滝の方に視線を向けるマイルズに、グレンが小さく笑えみを浮かべる。

「そうですね。ですけど伝でん承しようでは、かつて『プロミネンスの炎ほのお』が地上を襲おそったとき、世せ界かい樹じゆの木が大地を三層そうに隆りゆう起きさせて、森を災さい厄やくから守ったとされているんですよ。世界樹の木から遠ざかるにつれ力は弱まりますから、均きん一いつに隆起せずにそんな形になったんでしょうね。ですから不知火の森内部にも、外周と同じ巨大な断だん崖がいがあるはずなんです。それを立りつ証しようできただけでも世紀の大発見になるんですよ」

「成る程ほどね～。それでグレン君は、あの大滝がその断崖じゃないかと睨にらんで調べていた訳なんだね～。それで、結果は判わかったのかな？」

「ええ。崖がけの地層を調べてみたんですけど、外周部の地層構こう成せいとかなりの部分で類るい似じ点てんが見付かったんですよ。平面だった大地が隆起したと……伝承どおり、不知火の森は三層に分かれて隆起していると見て間ま違ちがいないでしょう。これで……」

「グレン君、ちょっと待った」

　珍めずらしくマイルズが真ま面じ目めな表ひよう情じようをして、グレンの言葉を遮さえぎって森に視線を向けた。

「……どうしたんですか？」

　戸と惑まどうグレンに、マイルズが口元に人差し指を立てながら重心を低くし、草の陰かげに身を潜ひそめて森の一点を睨み付けた。その様子にグレンも腰こしを落とし、草むらに身を潜めながら森に視線を向けた。

　森の奥おくで、木の枝えだが微かすかに揺ゆれる。

「……獣けものですか？」

　グレンが緊きん張ちようしながら囁ささやくように訊たずねると、マイルズが小さく首を振ふった。

「気配から察するに、たぶんエルフじゃないかな？」

　マイルズがグレンと同様声を落としながら、しかしどこか愉たのしげに呟つぶやく。

　グレンは少し緊張して木の枝の揺れを観察し、やがて水辺に現あらわれたその姿を見て思わず息を呑のんだ。

　それは少女だった。

　見た感じ、年の頃ころは一四、五歳さい。容よう姿しは整いすぎるくらい整っているが表情には笑えみがなく、そのためか少し冷たい印象を受ける。

　チラリと見えた瞳ひとみの色は、鮮あざやかに透すき通った緑色。髪かみの色は美しい金きん髪ぱつで、全体的にはショートだが横髪を一ひと房ふさ分肩かたに掛かかるまで伸のばしている。特とく徴ちよう的な長い耳は、残念ながらその横髪に隠かくれていて見る事ができない。

　服ふく装そうは緑を基き調ちようにした革かわ製せいのもので、ショートパンツに肩の見える服。そこから見えるスラリと伸びた手足は肌はだ色いろで、驚おどろくほど細いが健康的に見える。

（まだ子どもみたいだね～。グレン君、あれは何エルフなのかな？）

　潜んでいるのを気付かれないように囁いて訊ねるマイルズに、グレンはそのエルフの少女を見つめて小さく首を振った。

（……判りません……各エルフ族の色は髪の色からきた名めい称しようで、緑エルフ族は緑髪、黒エルフ族は黒髪、白エルフ族は銀髪と決まっているんです。僕は実物を見るのは初めてですけど、金髪なんてエルフは存そん在ざいしないはずなんですよ……）

（でも、身長も低いし、体付きは人間に見えないね～）

　マイルズの呟きにグレンも頷うなずく。その少女の姿は幻げん想そう的で、神しん秘ぴ的で、息をするのを忘れてしまうほどに美しい。まさしく妖よう精せいのような美しさだった。

　二人の声が聞こえたのか、エルフの少女は小さくアゴを引いて左右に視し線せんを向け、グレン達の隠れた茂しげみの近くに歩いてきた。

　一いつ瞬しゆん、茂みに隠れた二人の身体からだに緊張が走る。

　しかし、二人の存在に気付いた訳わけではなかったらしい。緑エルフの少女は水辺に近付いてしゃがみ込こみ、革かわ製せいの靴くつを脱ぬいで素す足あしになって川の中に入っていった。そして膝ひざまで川に浸つかって水面から出た大岩の所に行き、おそらく水浴びをするつもりなのだろう、両手を服の裾すそに掛けて……

「うわぁぁぁっ！　ちょっと待ったぁぁぁぁ！」

　顔を真っ赤にしたグレンが、声を出しながら茂みから慌あわてて飛び出した。

　そのグレンと振り向いたエルフの少女と目が合って、少女は服をお腹なかのところまでたくし上げたまま、目をまん丸にして凍こおり付く。
















「あ～あ、駄だ目めだね～グレン君。せっかくいい所だったのにさ～」

　肩かたを竦すくめるマイルズに、グレンがキッと振り向く。

「何言っているんですか！　そのつもりはなかったとはいえ覗のぞきなんて、僕ぼくは名めい誉よに懸かけて絶ぜつ対たいにできませんよ！」

「真ま面じ目めだね～。でも、我が慢まんは健康に良くないね～」

「が、が、が、我慢なんかしていませんよ！」

　軽口を叩たたくマイルズにグレンが怒ど鳴なる。しかし顔を真っ赤にしてどもっては、説得力はあまりない。

「……人間……どうして……」

　エルフの少女の呆ぼう然ぜんとした呟きが聞こえ、グレンが少女に振り向いた。

　だが、川の中に立っている少女は既すでに呆然としていなかった。服に掛けていた右手を前に突つき出し、手の平を上に向けてグレンを睨にらみながら小さく何かを呟く。すると右手のひらに煙けむりのような靄もやが立ち、それが渦うず巻まき炎ほのおと化して、やがて一体の、炎に包まれた鳥の姿へと変へん貌ぼうした。

「……これはもしかして炎の霊れい獣じゆう……信じられない……エルフが……」

　グレンが驚きよう愕がくして小さく呟く。

　霊獣とは四大元げん素そを利用して召しよう喚かんされる、伝説にも登場する有名な召喚獣である。

　緑エルフ族はこの召喚魔ま法ほうが得意とされているから、この少女が緑エルフであるならば霊獣を召喚しても不思議ではない。問題は、それが炎の霊獣だと言う事。森の守しゆ護ご者しやであるエルフ族は火を忌いみ嫌きらい、定説では絶対に炎の霊獣を召喚しないとされている。

　その固定観念を覆くつがえす事実を目の前にして、グレンの探たん究きゆう者しや魂だましいに火が点ついた。

「すごいですよ！　もしかして緑エルフはみんな炎の霊獣を使うんですか？　もしそうだとすれば、これは新発見ですよ！　もしそうじゃないとしても、緑エルフの中には炎の霊獣を召喚する者がいるという発見は、きっと探究者学会に衝しよう撃げきをもたらしますよ！」

「……え？　あの、えっと……」

　グレンの反はん応のうに、エルフの少女はアテが外はずれたような戸惑いの呟きを漏もらした。

「……詳しいね。でも、違ちがう。炎の霊獣を使うのは私だけだし、私は緑エルフじゃない」

　そして思い出したようにグレンを睨む。

「……いけない？」

　しかしグレンは、そんな事ではまったく怯ひるまない。

「いけないなんて事はないですよ！　そうだ！　ぜひ、名前を教えてもらえませんか？　僕はグレン・フォードという者です！」

「……あの……アニス……」

　グレンにペースを掻かき乱みだされて、呆あつ気けにとられたアニスが思わず素す直なおに名前を教える。だが、次の瞬間ハッとして、

「……あの……命の危き険けんを感じない？　お仲間の人は、とっくに逃にげ出しているよ」

「え？」

　訊たずねるアニスにグレンが振ふり向くと、そこにいるはずのマイルズの姿すがたがどこにもない。慌あわてて捜さがすと、脱だつ兎との如ごとく走り去るマイルズの後ろ姿が小さく見えた。

　そこでようやくグレンは自分の立場を思い出し、今いま更さらながら顔を青ざめさせる。

「も、もしかして、覗いていた事を怒おこっているんですか？　違いますよ！　あれは事じ故こなんですよ！　それは僕だって少し惜おしいことをしたかな……って、うわぁぁぁぁ！　何を言っているんだ僕は！　いや！　そうじゃなくて！　決して覗こうとしていた訳じゃないんですよ！」

「……あの……その事は別に怒ってないんだけど……」

　首を大きく振りながら慌てふためき言い訳わけをするグレンに、アニスが一いつ瞬しゆん呆あきれ顔を見せる。そしてグレンを見つめて何か考え、小さく笑えみを浮うかべて首を振った。

「グレン……どうやってこの森に入り込んだのか知らないけれど、ここは危険。手て遅おくれにならないうちに……争いに巻まき込まれないうちに、早く人間界に帰った方がいい。人間が不知火しらぬいの森に入り込んだと緑エルフ族に知られたら……緑エルフ族の族長エルゼンバッハ様に捕まったら、きっと殺される」

「……え？」

「それとも、ここで私に焼き殺された方がいい？」

　アニスが表ひよう情じようを硬かたくして目を細める。それが、単なる脅おどしではないと言いたげな圧あつ力りよくとなって向けられて、グレンが思わず後ずさった。

「ちょっと待ってくださいよ……僕達はこの森に話し合いに来たんです。そうだ『女王』に会わせてくれませんか？　もし話し合いが不調に終わったら僕達は……」

「……この森に、今『女王』はいない。残念だけど、帰らないなら死ぬだけ」

　そう言って、アニスが炎の霊獣を解とき放った。

「うわぁぁぁぁ！」

　グレンが慌ててアニスに背せを向け、脱兎の如く逃げ出す。だが、運悪く川原の石に蹴けつ躓まずいて転んだ。

　思わず目を瞑つむって身体からだを強こわ張ばらせる。しかし、いつまで経たっても炎の霊獣は襲おそってこない。グレンが恐おそる恐る目を開けると、襲ってくるはずの炎の霊獣の姿は何ど処こにもなく、森の中に入っていくアニスの姿が遠くに見えた。

「……さようなら……」

　アニスが振り向いて小さな笑みを残し、森の中に溶とけ込むように、まるで森と同化するように消えていった。後に残ったのは、変わらない森の景色と水の流れ。そして地面に座すわり込んで呆ぼう然ぜんとするグレンだけ。

「……森の妖よう精せい……」

　グレンはしばらく呆然として、アニスが消えた森を見つめていた。
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　パチパチと焚たき火の木が爆はぜる。

　辺りはもうすっかり夜になり、満月を間近に控ひかえた月明かりを焚き火の明かりが凌りよう駕がして、焚き火を囲んで座った五人と一匹ぴきの姿を闇やみ夜よに描えがき出している。

　野や営えい地ちにと定めた大小様々な石の転がる湖のほとり。森から結けつ構こう離はなれていて視し界かいが良よいから不意打ちを受ける危き険けん性せいが格かく段だんに減へるし、水辺からも離れているから、よほどの大雨でも降ふらなければ水に浸つかる心配もない。そんな場所にテントを張って、ラキス達は食後のお茶をすすっていた。

　泳ぎ疲つかれたらしくメルフィがラキスの膝ひざ枕まくらで、エイブルを抱だき締しめながら安らかな寝ね息いきを立てている。そんなメルフィに微笑ほほえんで、ラキスがちょっぴり上うわ目め遣づかいになって、何やらため息を吐つきながら考え込んでいるグレンに視線を向けた。

「グレン、何を考えてるの？　もしかして、アニスってエルフの事？」

　ラキスの問いに、グレンが小さく微笑んで頷うなずく。

「……ええ。やっぱり気になるんですよ」

「……でも、帰れって言われたからって帰る訳にはいかないじゃない。それに、夜になって森を歩くのは危険だから、朝日が昇のぼってから第一層そうに出発しようって決めたでしょう。警けい戒かいはするけど、気にしても仕方がないと思うけど……？」

　小さくため息を吐くラキスに、グレンが小さく苦く笑しようを浮かべる。

「そうじゃないんですよ。ただ、どうして彼女が、本来ならエルフ族にはいないはずの金きん髪ぱつなのか気になるんです。彼女が緑エルフではないとしたら、どうして召しよう喚かん魔ま法ほうが使えたのかも。さっきも言いましたけど、本来有り得ない事なんですよ」

「ふ～ん……」

　ラキスが何だか複ふく雑ざつそうな表情で頷いて、手に持ったお茶をすすった。

「でもさ、それも考えても仕方のない事だと思うけどね～」

　そう言って肩かたを竦すくめるマイルズに、グレンがちょっぴり険けん悪あくな視線を向ける。

「……それじゃ、別の事を考えましょうか？　例えば、僕を見み捨すてて逃にげた薄はく情じよう者ものをどうしようかとか」

「グレン君もしつこいね～。さっきから謝あやまっているのにさ」

「しつこいじゃないですよ！　アニスさんが見み逃のがしてくれたから良かったですけど、もう少しで殺されるところだったんですよ！」

　目を尖とがらせるグレンに、マイルズがチッ、チッ、チッ、と舌したを打ちながら器用に人差し指を振ふってみせる。

「甘あまいね～グレン君。俺おれはあの子を見た瞬間に、この子は悪戯いたずらに危き害がいを加える子じゃないと確かく信しんしていたのさ」

「だったら、脱だつ兎との如ごとく逃げないでくださいよ！」

「甘いね～。ベテラン冒ぼう険けん者しやとは、ほんのわずかな危険にも敏びん感かんなのさ。君くん子し、危あやうきに近ちか寄よらずを日ひ頃ごろ実じつ践せんしてこそ、幾いく度どもの冒険に生き残れるんだよね～」

「という事は、やっぱり危険を感じていたんじゃないですか！」

　興こう奮ふんするグレンに、マイルズが大きなため息を吐いて肩を竦める。

「大人になろうよ、グレン君。誰だれにでも失敗はある。過か去この過あやまちには囚とらわれずに、未来を見み据すえて水に流すのが大人なのさ」

「少しは反省というものをしてくださいよ！」

　興奮したグレンの声に、眠ねむっていたメルフィが身を起こした。

「……どうしたですか……？」

　眠そうな目をこすって訊たずねるメルフィに、ラキスが優やさしく微笑む。

「何でもないの。大だい丈じよう夫ぶだから寝ねてていいよ」

「……そうですか……」

　そう呟つぶやいて、コテンとラキスの膝ひざに倒たおれる。そんなメルフィに気を遣つかって、マイルズが肩を竦めて、グレンは表ひよう情じようをムッツリさせながら押おし黙だまった。

　その時不意に、それまで黙ってお茶を飲んでいたハーツが立ち上がった。

「……マイルズ、ちょっと付き合ってくれないか？」

　そう言ってアゴで湖の方を指し示しめすハーツに、マイルズが小さく頷いて立ち上がる。

「何？　どうしたの？」

　そのまま歩いて行こうとする二人を、ラキスが戸と惑まどって呼よび止める。そのラキスにハーツが立ち止まって小さく微笑む。

「気にするな、単なる連れションだ。すぐに戻もどる」

「……あ、そう。だったら意味深な言い方をしないでよね、まったく……」

　ラキスが顔を背そむけて、追い払はらうようにパタパタと手を振る。それに苦笑しながら、ハーツとマイルズが闇やみの中に消えて行った。

「……何だか知らないけど、男同士の話があるみたいね」

　二人がいなくなったのを確かく認にんして、ラキスがグレンに微笑み掛かける。しかしグレンは、心ここにあらずという感じで焚たき火を見つめてため息を吐いていた。

　そのグレンの様子に、ラキスも小さくため息。膝の上で気持ちよさそうな寝息を立てているメルフィの髪を優しく撫なでながら、考え込こんでいるグレンに視し線せんを向けて、何も言えずに視線を落とす。しばらくそんな事を繰くり返した。

「ねえ、グレン……そのエルフ、そんなに綺き麗れいだったの……？」

「……え？　何か言いましたかラキスさん？」

　問い返すグレンを、ラキスがしばし見つめて小さく微笑む。

「あのね、あたしエルフ族の事は全然知らないんだけど、エルフが『炎ほのおの霊れい獣じゆう』とか使えるのって、そんなに珍めずらしいの？」

「そうですね……森と共に暮くらし森と共に生きる精せい霊れいであるエルフ族にとって、森は生せい命めいの母に等しい存そん在ざいなんですよ。ですから、森を破は壊かいする存在である『火』をひどく忌いみ嫌きらいます。エルフにとって『火』を使う事は、存在意い義ぎの放ほう棄きにも等しい行こう為いなんです。この森が『不知火しらぬいの森』と呼ばれているのも、そんなエルフ族の気き質しつに由来します。ですからこの森で火を使うのは、本来なら犯おかすべからざる……禁きん忌き……」

　火の弾はじける音がして、グレンが顔を引きつらせて焚き火を見つめる。同時にラキスも、焚き火を見つめて顔を引きつらせた。

「……やっぱり……あたし達が使っても駄だ目めなのかな……」

「……たぶん……」

　二人がそう呟いたとき、突とつ然ぜんラキスの膝で眠っていたメルフィの身体からだがビクンと動き、ラキスが慌あわてて視線を下ろした。

　同時にメルフィも慌てた様子で身を起こす。

『うぎゃっ！』

　悲鳴が聞こえて、二人が額ひたいを押さえてのたうち回る。メルフィが抱だいていたエイブルが衝しよう撃げきで投げ出され、地面でピクピクしながら意味不明の呻うめき声をあげた。

「イタタ……いきなりどうしたのメルフィ？」

　額を押さえたラキスの問いに、メルフィはすぐに答えずに周囲に視線を向ける。

「……ラキスさん……何だかあたし達、周りを囲まれているみたいです……」

「え？」

　ラキスがそう呟くのが早いか、

　びぃぃぃん。

　ラキスの足あし下もとに矢が突つき刺ささり、辺りに矢や尻じりの震ふるえる音が響ひびき渡わたる。同時にラキス達の周囲で、大地がいくつも盛もり上がり、巨きよ大だいな怪かい物ぶつに変へん貌ぼうしていく。

　その異い様ような光景に、真っ青になったラキスとグレンが口を大きく開いた。







　第二章　エルフの襲しゆう撃げき
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　湖面に映うつる月が、時折吹ふく風に静かに揺ゆれる。

　ラキス達からかなり離はなれた場所で、水辺の傍そばにある大岩に身体からだを預あずけて腕うでを組んだハーツが無言でマイルズを見つめていた。

　それに対してマイルズは、小さく首を傾かしげながら肩かたを竦すくめる。

「……で、何の用かな？」

　とぼけるマイルズに、しかしハーツは気にもせずに腕を組んだまま目を瞑つむる。

「伝説の冒ぼう険けん者しやマイルズ・キュベルウィン……最近は聞かないが、俺が駆かけ出しの冒険者だった頃ころには良く聞かされた名前だ。そのマイルズ・キュベルウィンともあろう者が、単に失敗で、身を守る術すべを持たないグレンを一人置いて逃にげ出したと、俺に信じろと言うのか？　それは無理な相談だな」

　ハーツの言葉にマイルズが薄うすく笑う。

「そのマイルズ・キュベルウィンは死んだのさ。八年前の、ある戦いで……」

　しばらくハーツがマイルズを無言で見つめ、やがて小さく頷うなずく。

「……なら、人ひと違ちがいだな。だが俺も、自分で言うのも何だが『雷らい雲うん』の二つ名で呼よばれた冒険者だ。動きを見ればどの程てい度どの使い手かは判わかる。何な故ぜ、グレンを置き去りにした？」

　訊たずねるハーツをマイルズが無言で見つめ、やがて小さく笑えみを浮うかべる。

「勘かん……だな。少なくともあの場面ではグレン君に危き険けんがない、あの場面ではああした方が良いと、俺はあのアニスという娘むすめを見た瞬しゆん間かんに感じた。どうしてそう断だん言げんできるのかは俺にも解わからないが、俺はこの勘を信じてこれまで生きてきた。だから今回もそうした。それだけの事さ」

「……もし、グレンに危険がおよぶと感じても、同じように行動したか？」

　鋭するどい視し線せんを向けるハーツに、マイルズが薄い笑みを浮かべて煙草たばこを取り出し、火を点つけて煙けむりを吐はき出す。そしてゆっくりとハーツに視線を向けた。

「……さあね。それはその場面になってみないと解らないね。ただ、冒険者なら誰もがそうする。たとえそれで仲間を見殺しにする事になっても、そうでなければギリギリの戦いの中で生き残る事はできない。……ハーツなら、それを良く承しよう知ちしているだろう？」

「……まあ、な」ハーツが小さく頷き、自じ嘲ちよう気味の笑みを浮かべる。

「……自分が生き残るためには、ときには大切なものを犠ぎ牲せいにしなければならない……ギリギリの状じよう況きようで研とぎ澄すまされた感覚にただ盲もう目もく的に従したがい、生き残った後になって自分が大切な人を見殺しにしたのだと気付く……冒険者なんて、そんな因いん果がな商売だ。だから俺は冒険者をやめた。俺の剣けんは、大切なものを守るためにあればいい。もう二度と、大切な者を失うような事はしない。ただそのためだけに……」

　呟つぶやくようにそう言って、ハーツがマイルズに鋭い視線を向ける。

「マイルズ、俺は冒険者としてのお前の行動は理り解かいできる。メルフィも、ああ見えても帝てい国こく情じよう報ほう部ぶのエージェントとして厳きびしい訓練を受けた身だから、戦いの非ひ情じようさは承知しているだろう。だが、グレンと特にラキスは冒険者としては素人しろうとだ。そして二人とも、お前を仲間として信しん頼らいしている。もしお前が冒険者としての理り屈くつで二人を見殺しにしたら、俺はお前を許ゆるさない」

　その言葉と同時に、湖に映る月が大きく揺れた。

　ハーツがマイルズに、凄すさまじいまでの殺さつ気きを叩たたき付ける。

　だがマイルズは、気にした様子も見せずに笑みを浮かべて肩を竦めた。

「ま、肝きもに銘めいじておきましょ」

　マイルズがそう言ったとき……

『うぎゃぁぁぁぁ！』

　ラキス達のものと思われる絶ぜつ叫きようが遠くから聞こえ、二人が同時に顔を強こわ張ばらせて声のした方向に振ふり向いた。

「しまった！」

「まずったね～」

　ハーツとマイルズが同時に声をあげて、慌あわててラキス達がいる場所に向かって駆かけ出した。だが、距きよ離りが遠い。駆け付けるまで時間が掛かる。ラキス達に会話を聞かせないために離はなれすぎたのが仇あだになった。

「ラキス！」

　駆けながらハーツは、内心で油ゆ断だんしていた自分に呪じゆ詛そを吐きながら、今は亡なき友人の妹であり、かつ今の己おのれが守るべき者の名を叫さけんだ。
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「うぎゃぁぁぁぁ！」

　悲鳴をあげながら、ラキスが大岩の陰かげに飛び込んだ。

　水みず際ぎわであるらしく足首が水に浸つかり、小さな波は紋もんが月明かりの中に浮かんで消える。しかしラキスにはそれを見ている余よ裕ゆうはない。大岩に背せをもたれさせ、全力疾しつ走そうして切れた息を整えながら、胸むねを手で押おさえて動どう悸きを鎮しずめた。

「な、な、な、何よ今のサソリのお化けは！　いきなり地面から湧わき出てきたわよ？」

「た、たぶん大地の霊れい獣じゆうですよ。大地の精せい霊れいによって形作られた召しよう喚かん獣じゆうです」

　動転して訊たずねるラキスに、やはり全力疾走して息を切らしたグレンが喘あえぎながら答える。

「と言う事は、やっぱり緑エルフ族が襲しゆう撃げきしてきた訳わけ？」

「それ以外には考えられないですね。一いつ緒しよに弓矢で攻こう撃げきしてきましたし……」

　そう会話を交かわし、ラキスとグレンが盾たてにしていた大岩をよじ登って向こうの様子を覗のぞき見た。

　岩の上ではメルフィが、ナイフを手にして敵てきを迎げい撃げきしている。三メートル以上はあるサソリのような化け物が、空気を切り裂さくメルフィの投げナイフに貫つらぬかれ、奇き怪かいな絶叫をあげながら土クズになって大地へと還かえっていった。

　とはいえ状況はあまり好転しない。ラキス達の隠れた岩場の周囲を十数体の大地の霊獣が包囲して、あるものはジリジリと、あるものは一いつ気き呵か成せいに突つっ込んでくる。

「ラキスさ～ん、魔ま法ほうで援えん護ごしてくださ～い！」

　メルフィに言われ、ラキスが慌てて呪じゆ文もんを唱える。迫せまってきた大地の霊獣数体を広こう域いき魔法で吹ふき飛ばした。だが、いったん崩くずれた大地の霊獣は、しばらくするとまた元の姿すがたに復ふつ活かつする。

「な、何？　効きかないの？」

　動転するラキスに、グレンが小さく首を振る。

「効かないんじゃないんですよ。大地の霊獣は魔法によってかりそめの生せい命めいを与あたえられた存そん在ざいですから、術じゆつ者しやを倒たおさない限かぎりは何度でも復活して来るんですよ」

「でもエルフさん達、森の中から出て来ないです～。遠すぎて狙ねらえないです～」

　メルフィの言葉に、ラキスが森を見て顔を強張らせる。ラキスの魔法でもあそこまでは届とどかない。もっとも、エルフ族の魔法もラキス達のいる場所までは届かないらしく、一度倒した大地の霊獣は少し離れた場所で復活してくる。あれがいきなり足あし下もとから現あらわれたら、かなり厄やつ介かいな状況になっていただろう。

　しかし、状況が長引けばどちらが先に力尽つきるかは火を見るまでもなく明らかだ。おまけにラキス達のすぐ背はい後ごは湖で逃にげ場がない。背はい水すいの陣じんと言えば聞こえはいいが、単に追い詰つめられただけの状況である。

「ラキスさん、ここはひとまず湖を泳いで対岸まで逃げた方がいいですよ」

　状況を冷静に分ぶん析せきしてそう提てい案あんするグレンに、しかしラキスが顔を引きつらせながら首を振る。

「……駄だ目め……泳げない……」

「え？」

「……生まれ故こ郷きようには浅い小川しかなかったし、帝てい都とに出てきてからずっと勉強ばかりしていたから、あたし全然泳げないの……」

　顔を青ざめさせたラキスに、グレンが驚おどろいて目を瞬しばたたかせる。

「……ラキスさん、本当に泳げなかったんですか？　でもそれじゃ、何で湖に向かって後こう退たいしたんですか！」

「だって、エルフ族が魔法が使えるなんて知らなかったんだもの！　それに他ほかに逃げ道もなかったじゃない！　それでも相手が魔法さえ使えなければあたしが魔法を使って時間稼かせぎができただろうし、ハーツ達と合流できたら何とか脱だつ出しゆつできると思ったのよ！」

「でも……これじゃ袋ふくろの鼠ねずみですよ……」

　グレンの呟つぶやきにラキスが押し黙だまる。それを承しよう知ちしているから青ざめているのだ。

　そのラキスに、ナイフを投げていたメルフィが手を止めて振り向いた。

「ラキスさん……サソリのお化けさん達の動きが止まったです……」

「……え？」

　ラキスが戸と惑まどいながら様子を覗のぞくと、前進をやめて佇たたずんでいる大地の霊獣の後方に、遠とお巻まきにしているエルフ達の姿が見えた。

　その多くは、メルフィと同じくらいの身長の男達。特とく徴ちよう的な長い耳を持ち、華きや奢しやな体付きで革かわ製せいの服を身に着け、髪かみの色は濃こさに個こ人じん差さがあるものの緑色。間ま違ちがいなく緑エルフと呼よばれる種族だ。彼等は手に弓を持ち、険けん悪あくな表ひよう情じようでこちらを睨にらみ付けている。

　その緑エルフ達の中に、一人だけ他とは違う金きん髪ぱつの少女がいた。その金髪の少女が、緑エルフ族の中からたった一人でラキス達のいる岩場に進み出て来る。

「……あれは……アニスさん……」

　ラキスの隣となりで顔を出したグレンがそう呟き、ラキスがその少女を凝ぎよう視しする。

　月明かりに照らし出されたその少女は、同どう性せいのラキスから見てもため息が出そうになるほど美しい。しかし、今はそんな事を気にしている場合ではない。

「何よグレン……彼女、緑エルフじゃないんじゃなかったの？」

「僕ぼくに言われても知りませんよ……」

　ラキスの呟きにグレンが戸惑いながら答える。もっとも、そんな事を言っている場合でもない。アニスはラキスの魔法の射しや程てい内に一〇歩ほど進んで立ち止まり、無表情ながらもどこか決然と感じさせる表情をラキス達に向けた。

「私はアニス。第二層そうにおける緑エルフ軍の指し揮き官かんをしている。総そう攻こう撃げきを開始する前に確かく認にんしたい。森と精せい霊れいの名に懸かけて、話が終わるまで攻撃はしない。赤い服を着た人、姿を見せて名乗って」

「え？　あたし？　えっと……」

　いきなり指名されて戸惑うラキスに、メルフィとグレンが視線を向ける。

「ラキスさん、どうするんです？」

　不安そうに訊たずねるメルフィに、ラキスが考え込こむ。

「う～ん……このままだとどうしようもないし、せっかく相手が話し合いをしたいと言っているんだから……」

「でも、罠わなかもしれませんよ。姿を見せた途と端たんに攻撃してくるかも……」

　やはり不安そうに言うグレン。そのグレンの手の中で、気を失っていたエイブルがムクリと頭をもたげた。

「ボク、知っているです。エルフは森と精霊に噓うそを吐つくのは絶ぜつ対たいに許ゆるされないんです。だからエルフ族が森と精霊に約束したら、絶対の契けい約やくになるんです」

「あ、そうなんだ。う～ん……」

　ラキスが少し考え、しばらくして頷うなずく。そして意を決して、でも怖こわいから上半身だけ見せてアニスと対面した。

「えっと、あたしはラキス・フレーバー。プロペティア帝てい国こくの特別宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し。帝国皇こう帝ていオーウェル二世陛へい下かの勅ちよく命めいを帯びて、ついでにドワーフ王国グラード王の意を受けて、使者としてここに来たの。なのに、いきなり攻撃してくるなんてあんまりじゃない！」

　そのラキスの言葉に、エルフ達から二通りのリアクションがあった。

「やっぱり……宮廷魔術師……」

　アニスが小さくそう呟く。しかしそう反はん応のうしたのはアニス一人で、後ろに控ひかえた緑エルフ達が反応したのはそこではなかった。

「ドワーフ王グラードだと……」

「おのれドワーフ族め……我われらに人間の使いをよこすとは……」

「長き交流の途と絶だえたドワーフ族が、今いま更さら一体何の使者を……」

「だがしかし……如い何かなる者であろうとも、この聖せいなる不知火しらぬいの森で火を使った大たい罪ざいは許されん……」

　緑エルフ達の、何だか怒いかりと戸惑いが混まじったような反応に、ラキスがうっすらと額ひたいに汗あせをかく。

（……かなりやばいかも……何だか、世せ界かい樹じゆの木を薪まきにして使いたいなんて言ったら、問答無用で殺されそうな気がしてきた……）

　素す直なおに答えられないと感じたラキスが、内心で苦く悩のうしながら、当然次に問われるであろう『何の用で来た？』という問いに対する適てき当とうな答えを探さがして頭をフル回転させる。

　だが、アニスの次の言葉はラキスの想定外のものだった。

「あなた達は完全に包囲されている。これ以上の抵てい抗こうは時間の無む駄だ。大人しく投とう降こうして。抵抗すれば命はない」

　無表情でそう告げるアニスに、ラキスがしばし思考を停止。言い訳わけが無用になった安あん堵ど感かんの中で再ふたたび思考を再さい開かいして苦く笑しようを浮うかべる。

「冗じよう談だんでしょ？　捕つかまれば殺されるって解わかっているのに、投降する馬ば鹿かはいないわよ」

　呆あきれたラキスの言葉に、アニスが小さく苦笑を浮かべる。

「そうだった。なら、こうしよう。もちろん、不知火の森に人間が入り込み、あまつさえ火を焚たくという行こう為いは許されないから、相そう応おうの罰ばつは受けてもらう。でも、今投降すれば命の保ほ障しようだけはする。森と精霊の名に懸けて」

　アニスの言葉に、後ろに控えた緑エルフ達がざわめいた。

「馬鹿な！　越えつ権けん行為だ！」

「そんな事が許されるはずがない！」

「思い上がるなアニス！　貴き様さまは単なる代行者にすぎんのだぞ！」

　そう口々に叫さけぶ緑エルフ達に、アニスがゆっくり視し線せんを向ける。

「私は、この第二層におけるエルゼンバッハ様の代だい弁べん者しや……私の意い思しは、即すなわち族長エルゼンバッハ様の意思」

「くっ……忌いみ子の分ぶん際ざいで……」

　不満げにざわめく緑エルフ達の中から、そんな呟つぶやきが小さく聞こえる。その誰だれが言ったか判わからない呟きに、アニスが無む表ひよう情じようのまま目を細めた。

　不満を漏もらしていた緑エルフ達が水を打ったように静まり返り、アニスが視線をラキスに戻もどす。

「そういう事。だから大人しく投降して」

「ちょ、ちょっと待って。みんなで相談するから」

　ラキスが少し慌あわてた様子でそう言って、岩場の陰かげに身体からだを引っ込める。そしてグレンとメルフィに向かって地面に座すわり込み、ヒソヒソと相談を始めた。

「どう思う？　あたしには噓うそを言っている様には見えなかったけど……でも、アニスってエルフ、何だか緑エルフ族の中で微び妙みような立場みたい。信じていいものかな？」

　訊ねるラキスにグレンが頷く。

「そうですね。アニスさんが約束を守るつもりでも、どう転ぶか判らないですね。でも、状じよう況きようが変わりましたから僕には判りませんけど、勝ち目がないなら信じるしかないかも知れないですよ。正直なところ、どうなんです？」

　そう訊たずね返すグレンにラキスが渋しぶい表情をする。

「……正直、無理だと思う。今までは相手が手て加か減げんしてくれたから何とかなったけど、弓矢で攻こう撃げきされながら大地の霊れい獣じゆうに一いつ斉せいに押おし寄せられたら、あたし防ぼう御ぎよ魔ま法ほうで手て一いつ杯ぱいになってメルフィ一人で迎げい撃げきすることになるし……」

「え？　あたし一人でですか？　でも、あたし一人だと持ち堪こたえる自信ないです～」

　メルフィがビックリした表情で、慌てて大きく首を振ふる。それにラキスが頷うなずいて、小さくため息を吐ついた。

「そうよね……逃にげ道はないし、やっぱり降こう伏ふくしかないかな……ハーツとマイルズがいれば何とかなったかもしれない……」

「いや、俺おれ達がいても時間稼かせぎにしかならんぞ？」

「そうだね～。多た勢ぜいに無勢だし、正面から戦ったら勝ち目はないよね～。ここはやっぱり逃げるが勝ちじゃないかな～？」

「……ど、どわぁぁぁっ！」

　耳元で聞こえる二人の声に、ラキスが思わず悲鳴をあげて腰こしを抜ぬかす。振り向けば、ラキスの背はい後ごから中ちゆう腰ごしになって覗のぞき込んでいるハーツとマイルズが、全身から水を滴したたらせて苦笑している。

「ハーツにマイルズ！　いったいいつの間に帰ってきたのよ！　あ～ビックリした！」

　胸むねを押さえて動どう悸きを鎮しずめるラキスに、グレンが苦笑を浮かべる。

「ラキスさんがアニスさんと会話を始めた辺りからですよ。駆かけ付けたら僕達が窮きゆう地ちに陥おちいっていたから、緑エルフ族に気付かれないように湖を泳いで来たそうです。だから状況が変わったって言ったんですけど……気付いてなかったんですね」

「さっさと教えてよ！　そういう重要な事は！　だいたいハーツもマイルズも、何であたしの後ろに無言で立つのよ！　気付く訳がないじゃない！」

　睨にらむラキスにハーツが微笑ほほえみ、

「いや、それはお前を驚おどろかそうと思ってな」

「……うがっ！」

　ラキスがぶち切れてハーツに蹴けりを入れる。

　その時、岩陰から緑エルフの様子を見たメルフィが、首を傾かしげながら振り向いた。

「ラキスさん、何だか緑エルフさん達の様子が変ですよ？」

「え？　攻撃してきたの？」

　ラキスが慌ててメルフィの隣となりから様子を覗く。しかし、どうもそうではない。

　ラキス達を包囲している緑エルフ達や大地の霊獣の数が、明らかにさっき見たのよりも少なくなっている。それにアニスが緑エルフ達のところに下がって、何やら頻しきりに指し示じを出しているように見える。

「どうしたんだろう……何が起こったの？」

　そう疑ぎ問もんを浮かべてメルフィを見るラキスの肩かたに、上空から降こう下かしてきたらしいエイブルが止まった。

　不意を突つかれ、ラキスが目を見開いて大きく口を開ける。

「ラキス！」

　慌ててハーツとマイルズがラキスの口を塞ふさぎ、そのまま後ろに引きずり倒たおした。

「ぐあっ！」

　地面に仰あお向むけに叩たたき付けられ、ラキスが苦く悶もんの表情を浮うかべてのたうち回る。

「……悪い。マイルズと同時だったんで勢いきおいあまった。大だい丈じよう夫ぶかラキス？」

　ポリポリと頭をかきながら苦く笑しようを浮かべるハーツに、ラキスが目に涙なみだを浮かべて睨み付ける。

「全然、大丈夫じゃない！　いったいあたしに何の恨うらみがあるのよ！」

「いや……本名の事でからかわれたりとかいろいろあるが、取り敢あえずそれは置いといて。どうだったエイブル、何か判わかったか？」

　訊ねるハーツに、ラキスと一いつ緒しよに投げ出されていたエイブルがムクリと起き上がる。

「ボク、空から見てきたですけど、何だか様子が変です。エルフさん達がボク達を取り囲んでいるエルフさん達に近付いているです」

「……何、それ？」

　意味が良く解らず、ラキスが服の埃ほこりを叩はたいて立ち上がりながら小さく首を傾げる。その問いにエイブルが言葉を続ける。

「ボク、良く解らないですけど、たぶん近付いてくるのは別の種類のエルフさんです。緑エルフさん達が緊きん張ちようしていたから、ボク、戦いが始まると思うです」

『……………………』

　ラキス達が沈ちん黙もくしてお互たがいを見つめ合う。

「敵てきの敵が味方とは限かぎらんな」

「あたし、逃げたらいいと思うです。今がチャンスです～」

「でもさ、どこに逃げるのかな～？　状況も何も全然判っていないんだしさ、迷まい子ごのときは下へ手たに動かない方がいいんだよね～」

「でも、僕達は迷子じゃないですし、ここに止とどまって良い事があるとは思えませんよ。そうですね、取り敢えず第三層に向かって川かわ沿ぞいに上流に向かってみたらどうですか？　当初の予定もそうだったんですし……」

　そんなみんなの意見を聞きながら、ラキスが頭を回転させる。

　情じよう報ほうが少なすぎて判はん断だんが難むずかしいが、緑エルフ族に捕つかまっても良い事があるとは思えないし、取り敢えずこの窮きゆう地ちは脱だつ出しゆつしておくべきだ。頭の中でそう結けつ論ろんに達したとき……

　……ポタン……

　水すい滴てきがラキスの額ひたいに当たった。

「……雨？」

　ラキスが手の平を上に向けて見上げるが、夜空には満天の星が輝かがやいている。

　……ポタン……ポタン……ポタン……

　肩や背せ中なかに当たる水滴。不ふ審しんに思ったラキスが後ろを振ふり向き、思わず硬こう直ちよく。振り向いたラキスのすぐ目の前で、丸くて愛らしい目玉がパチクリ。湖から生えた壁かべのような水の化け物が、ラキスを捕とらえようと手を伸のばしていた。

　ラキスが恐きよう怖ふで持っていた錫しやく杖じようを落とし、絶ぜつ叫きようにも似にた悲鳴をあげる。それとほぼ同時に、三メートル以上はあるゼリーのように蠢うごめく水の壁が、伸ばす手でラキスの両手を胴どう体たいごと摑つかみ、両足も膝ひざの辺りで束そく縛ばくし、ひょいとラキスを頭上に担かつぎ上げた。

　そして、水の壁の中にある丸くて愛らしい目をパチクリとして、ハーツ達に一礼。その、どこかコミカルでどこか現げん実じつ味みの欠けた一連の動作を、みんなが呆ぼう然ぜんとして見守った。
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「う、あ、こ、こ、こらぁぁぁぁ！　呆然と見てないで、助けてよ～！」

　担ぎ上げられたラキスの泣き声にも似た叫さけび声で、ようやくみんな我われに返かえった。

「あ、これ、水の霊れい獣じゆうですよ！」

「と言う事はラキスのやつ、恥はずかしくもこんな情なさけ無い生き物に捕まっているのか！」

　グレンの言葉にハーツが反はん応のうしたとき、その水の霊獣がラキスを担ぎ上げたまま湖の岸辺を、どこか間の抜ぬけたようなコミカルな動きで水みず飛沫しぶきをあげて駆かけ出した。

「この薄はく情じよう者ものぉぉぉぉ！」

　連れ去られながら、ラキスが半泣きになって絶叫する。

「あ、しまった！」

「ラキスさ～ん！」
















　ハーツとメルフィが同時に駆け出す。

　その二人に少し遅おくれてグレンが駆け出し、最さい後こう尾びがマイルズ。

　そのマイルズが急に表情を険けわしくし、背負った身の丈たけほどもある長ちよう剣けんに手を掛かけた。

「グレン君、止まれ！」

「え？」

　グレンが思わず戸と惑まどいの声をあげたとき、目前の大地が突とつ然ぜん盛もり上がり、サソリに似た大地の霊獣が地面から顕れた。

「うわぁぁぁぁ！」

　仰ぎよう天てんして腰こしを抜かしたグレンに、大地の霊獣が右の爪つめを振り上げる。

　ガシィィィィン！

　火花が散るような衝しよう撃げき音おんが響ひびき、マイルズが長剣で爪を受け止めた。

「グレン！　マイルズ！」

　先に行っていたハーツが異い変へんに気付いて二人に振り向く。しかしその時には既すでに、大地の霊獣が次々と姿すがたを現していた。

「しまった！　戦力を分ぶん断だんするつもりか！」

　そう叫んで剣を抜こうとするハーツに、

「無理だハーツ！　俺とグレン君は反対方向に逃にげる！　こっちは俺に任まかせて君はラキスちゃんを助けろ！　メルフィちゃん一人だと不安だ！」

　マイルズがラキスを追い掛けていくメルフィの後ろ姿を指差して鋭するどく叫ぶ。そのマイルズ目掛けて、大地の霊獣が再ふたたび爪を振り上げた。

　ズゥゥゥゥン！

　腹はらに響く震しん動どうがして、大地の霊獣の爪が地面に突つき刺ささる。

　しかしマイルズは、それが振り下ろされるより早く腰を抜かしたグレンを抱えて、真後ろに跳ちよう躍やくしていた。

　その様子を見て、躊ちゆう躇ちよしていたハーツが頷うなずいた。

「そっちは任せるぞマイルズ！」

　そう言ってメルフィを追って駆け出すハーツ。

　一方マイルズは青く輝く長剣を自じ在ざいに操あやつり、襲おそい掛かる大地の霊獣を目にも止まらぬ早さで真っ二つに切り伏ふせた。

　だが倒した大地の霊獣は、いったん崩ほう壊かいして土に戻ったあと、再び土が集まって大地の霊獣へと変へん貌ぼうする。

「このままだときりがないね～。グレン君、立てるかい？」

「ええ……驚おどろきましたけど、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　大地の霊れい獣じゆうと間合いをとるマイルズに、グレンが頷いて立ち上がる。

「だったらここは、さっさと逃げる事にしよう」

　大地の霊獣に背せを向けて逃げ出そうとしたマイルズは、しかし数歩走って足を止めた。

　炎ほのおの霊獣を右手に従したがえたアニスが、さっきまでラキス達が隠かくれていた大岩の所で、二人の退たい路ろを塞ふさぐように佇たたずんでいた。

「……強いね。でも無む駄だ。逃がさない」

　無表情でそう言ってグレンとマイルズを見つめるアニス。その金きん髪ぱつが炎の霊獣の発する光に照らされて美しく輝かがやき、その左手には、さっきラキスが落とした『魔ま王おうの錫しやく杖じよう』が握にぎられていた。

「『魔王の錫杖』……そうか、さっきラキスちゃんが水の霊獣に捕とらえられたときに落としたんだな……」

　グレンを庇かばってアニスと対たい峙じしながら、マイルズが小さく呟つぶやく。

　数体の大地の霊獣が背はい後ごから威い嚇かくするように牽けん制せいし、正面にはアニスが距きよ離りをとって警けい戒かいしながら炎の霊獣を従えている。右手は湖。左手には、姿は見えないが、おそらく緑エルフ達が弓矢を構かまえてるだろう。

「これはまずいね……」

　正しよう真しん正しよう銘めいの窮きゆう地ちに、マイルズが小さく舌したを打った。

「……ラキスという宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しは捕らえた。残る二人も時間の問題。無駄な抵てい抗こうはやめて大人しくすれば、命は助ける」

　優ゆう勢せいを確かく信しんした様子でアニスがそう告げる。

「マイルズさん……」

　グレンが落ち着かない様子で、隣となりで剣を身構えているマイルズに訊たずねるように呟く。しかしマイルズはそのグレンを手で制せいし、剣を構え直してアニスに小さな笑えみを向けた。

「……グレン君の話だと、召しよう喚かん獣じゆうを操れるのは一人で一体だけ……君は炎の霊獣を操っているから、この大地の霊獣達を操っているのは君じゃない。他ほかのエルフ達は離はなれた所にいる気配だ。と言う事は、状じよう況きようが判わからない彼等は、君から指し示じを受けるまでは大地の霊獣に攻こう撃げき命令を下せない。一いつ瞬しゆんで君を倒たおせば、活路は見み出いだせるな……」

　マイルズの表ひよう情じように浮うかんだ、凄すごみのある笑み。

　アニスとは二〇歩くらい離れていて、常じよう識しき的には一瞬で斬きり付けるのは無理がある。だがマイルズが笑みを浮かべた瞬間、アニスが背せ筋すじに悪お寒かんが走った様子で小さく身体からだを震ふるわせ、そして慌あわてたように右手のひらに生み出している炎の霊獣を前面に構え、マイルズを緊きん張ちようした面おも持もちで睨にらみ返した。

「……まさか……この距離で……？」

　アニスが小さく呟き、マイルズが笑みを深める。

　静かな緊張が二人の間に走った。

　マイルズが剣けんの柄つかを握り締しめる。

　気け圧おされた様子で小さく後ずさるアニスの頰ほおを、一筋の汗あせが流れ落ちた。

　不意にマイルズが、緊張した表情で固かた唾ずを呑のんでいるグレンに視し線せんを向けて、小さく微ほほ笑えんでアニスに視線を戻もどした。

「……降こう伏ふくしてもいいが、一つ約束をしてくれないかな？　君が拾ったその錫杖を、エルゼンバッハとか言う族長には渡さないと……いや、誰だれにも見せないと」

　そう言ったマイルズに、アニスが驚きの表情を見せる。

「……何な故ぜ？」

「勘さ。それをエルゼンバッハとか言うのが手にすると危き険けんだと、俺おれの勘が告げている。俺達に返すのが無理なら、君の手でどこか人目に付かない所に隠して欲ほしい」

　その言葉に、アニスが少し驚いた表情でマイルズを見つめる。そして左手に持った錫杖を見つめてしばし考え、マイルズに視線を戻して小さく頷いた。

「……解わかった。森と精せい霊れいの名に懸かけて約束する」

「……君を信用しよう」

　マイルズが小さく微笑ほほえんで構えを解とき、身体から力を抜ぬいて手に持った長剣を地面に放ほうり投げた。




　　　　４




　何とか逃にげ出そうともがくが、如何いかんせん水の霊獣に手足を束そく縛ばくされては動きようがない。ラキスにできる事は、首を動かす事と口を動かす事ぐらいだ。

「た～す～け～て～！」

「ラキスさ～ん！」

　情なさけない声で助けを求めるラキスを追い掛かけながら、メルフィがナイフを取り出して水の霊獣に目掛けて思いっ切り投じる。そのナイフは狙ねらい違たがわず水の霊獣を貫つらぬくのだが、ゼリーのようなその身体は一瞬プルンと震えるだけで、一向に効きいた様子がない。

「何でですか～！」

「たぶん、魔法じゃないと効かないです」

　駆かけながら疑ぎ問もんをあげるメルフィに、エイブルがパタパタと飛びながらそう答える。

「ラキスさ～ん！　魔法じゃないと効かないです～！」

「今のあたしが使える訳わけがないじゃない～！　お願いだから、何とかして～！」

　メルフィの呼よび掛けに、ラキスが泣きそうな声で答える。

　本来は手足を束縛されても簡かん単たんな魔法なら使えるのだが、何せ捕とらえられて動どう揺ようしている上に、移い動どうする衝しよう撃げきで上下に揺ゆすられているので精せい神しん集中ができないのだ。

「メルフィ！　何とかそいつの足止めをしてくれ！　俺の剣はドワーフ族に借りた魔ま法ほう剣けんだから、追い付きさえすれば倒せる！」

　後方から駆けてくるハーツがメルフィにそう叫さけぶ。

　ハーツも全力で走っているのだが、水の霊れい獣じゆうが走るスピードとほとんど変わらないのでさっきから一向に距きよ離りが縮ちぢまらない。

「でも……何とかって言われても……」

　メルフィが呟つぶやきながら困こまった表情で、ラキスを抱かかえて水面を走る水の霊獣と併へい走そうする。メルフィの方が水の霊獣より走るのが早いのだが、相手が水上にいるので近付けない。ナイフの攻撃が効かない以上、メルフィに打つ手がない。

「い～や～だ～！　このままだとあたし、為なす術すべもなく緑エルフ族に捕つかまっちゃう～！　そしてあんな事やこんな事をされて、ぼろ雑ぞう巾きんのようになって虫ケラのように殺されちゃうんだ～！　こんなに若わかくて可愛かわいいのに～！　お月様なんて、大ッ嫌きらいだ～！」

（……あの憎にくまれ口があるうちは大だい丈じよう夫ぶだと思うが……）

　走りながらハーツが思わず苦く笑しようを浮うかべた。

　もっとも、まずい状じよう況きようであるのは間ま違ちがいない。おそらく水の霊獣が向かう先には緑エルフ族が待ち構かまえているはずである。ラキスを追って走っているメルフィやハーツも不意打ちを受ける危険性せいが高い。

　しかしその時こそがハーツ達にとって最後のチャンスでもある。緑エルフ達がどの程てい度どの戦力を用意しているかにもよるが、ある程度ならハーツとメルフィの実力なら対たい処しよできる。マイルズがハーツを追わせたのも、その辺の計算があってこそだろう。

「仕方ない！　メルフィ、体力は温おん存ぞんしておけよ！」

「はいです～」

「ハーツの薄はく情じよう者もの～！」

　先を考えて呼び掛けたハーツに、メルフィの明めい快かいな返事と泣きそうなラキスの非ひ難なんの声が返ってくる。ハーツがそれに苦笑すると、メルフィの隣となりを飛んでいたエイブルがパタパタと飛んできた。

「ハーツさん、前方にエルフさんがいるです」

「来たか……」

　ハーツが前方に目を凝こらすと、遠くに、月に照らされた人ひと影かげが確たしかに見えた。

　しかし、待ち伏ぶせにしては様子が変だ。人影は一人だけで、しかもハーツ達が走っている正面に立っている。

　だが、ハーツにはそう感じられないが、周囲の森に隠かくれているのかもしれない。

「メルフィ！　ラキス！　用心しろ！」

「はいです！」

「無む茶ちや言うな～！」

　同じように返ってくるメルフィの返事とラキスの非難。

　しかしハーツはそれに反はん応のうしなかった。前方に見える人影が真っ赤に輝かがやく炎ほのおに包まれた鳥を生み出し、それをラキス目掛けて解き放ったのだ。

「ああっ！」

　メルフィが悲鳴にも似にた声をあげ、ハーツが息を呑のむ。二人とも、位置的にもタイミング的にも、それがラキスに直撃するのを阻そ止しできない。

「ラキス！」

　ハーツが絶ぜつ望ぼう的な気持ちでラキスの名を絶ぜつ叫きようした時、炎の霊獣が目標を貫つらぬいた。

　ラキスを、ではない。ラキスを抱えていた水の霊獣を、である。

　貫いた炎の霊獣は何事もなかったかの如ごとく闇やみ夜よに舞まい上がり、貫かれた水の霊獣は一いつ瞬しゆんにして蒸じよう発はつし、その姿すがたが掻かき消えた。

「どわぁぁぁぁ！」

　当然支ささえを失ったラキスは、情なさけない悲鳴をあげながら水の中に墜つい落らくする。そして派は手でに水柱が上がって、水みず飛沫しぶきが舞い散った。

「た、助けて～！　あたし泳げな……ぶくぶくぶく……」

「ラキスさ～ん！」

　一瞬呆ぼう然ぜんとしたが、溺おぼれるラキスを見てメルフィが慌あわてて湖に飛び込こむ。ハーツはそれを確かく認にんして、炎の霊獣を放った人影からラキスとメルフィを守れる位置に急いだ。

　水と火という相反する属ぞく性せいのものがぶつかって片かた方ほうだけが消える……即すなわちそれは、炎の霊獣を放った人物の力量が水の霊獣を操あやつっていた者の力量を、圧あつ倒とう的に凌りよう駕がしている事を意味している。

　ハーツはラキス達とその人影との間に立って、メルフィがラキスを救出する水音を背せ中なかに聞きながら用心して剣を身構えた。

「……心配しないで……取り敢あえず敵てきではないつもりです……もちろん、あなた達の対たい応おう次し第だいではありますけれど……」

　その人影が、そう声を掛かけながら歩いて近付いてくる。まだ少し遠くて姿は良く見えないが、声から判はん断だんするにまだ若わかい女じよ性せいである。

「……敵ではないと言われて、そのまま信じる馬ば鹿かはいないな」

　ハーツが警けい戒かいを解とかずに小さく笑うと、その人影が「くすっ」と笑った。

「もっともですね。でも、あなた達のお陰かげで、私達は本隊から離はなれた緑エルフを倒たおせました。少なくとも、私には敵対する理由がありません。あなた達には、私達と敵対する理由はありますか？」

「……それは、そちらの正体が判わからん事には、何とも判断できんな」

　ハーツの指し摘てきに、その人影が何やら手を打つ仕草をした。

　その時ハーツの背はい後ごで、ラキスとメルフィが水から上がってくる音がする。

「かはっ！　けほっ！　けほっ！」

　咳せき込むラキスの背中をメルフィがさする。そんな二人にハーツが、人影に警戒しながらゆっくり近付いた。

「……大丈夫かラキス？」

「うん……水いっぱい飲んじゃったけど、何とか生きてる……」

　ラキスが咳き込みながら弱々しくハーツに答え、歩いてくる人物に気付いて涙なみだ目めで睨にらみ付けた。

「ひどいじゃないアニス！　攻こう撃げきしないとか言っておいて奇き襲しゆうしてくるなんて！　約束違い反はんよ！」

「……違ちがいます。私は白エルフのパメラ。一応、白エルフ族を代表する立場です」

　炎の霊れい獣じゆうが戻もどってきて、パメラと名乗った人物の姿を夜の闇から浮うかび上がらせた。

　少女に見えた。背せ格かつ好こうはアニスとほとんど一いつ緒しよ。長く伸のびた耳がエルフである事を証しよう明めいし、その姿は同性のラキスの目から見てもため息が出るほど美しい。幼おさなさが残ったその顔立ちはどことなくアニスを思い起こさせる。ただアニスと明らかに違うのは、炎の霊獣によって照らし出されたその髪かみの色。アニスが短い金きん髪ぱつであるのに対して、この白エルフの少女は長く伸ばした銀髪だった。

　人前には決して姿を現あらわさないとされる白エルフ。その姿を思わず見つめるラキス達に、パメラが帰ってきた炎の霊獣を手のひらに乗せて微笑ほほえむ。

「私も、人間の人達を見るのは初めてです。お互たがい興きよう味みがあるとは思いますけど、ここはいつ緑エルフ族がやってくるか判りませんから危き険けんです。近くに私が率ひきいる黒エルフ族の仲間がいますから、彼等と合流して、改めて自じ己こ紹しよう介かいとしませんか？」

「……黒エルフ族？　白エルフのあなたが黒エルフ族を率いているの？」

　ラキスが疑ぎ問もんを覚えて小さく首を傾かしげると、パメラが小さく頷うなずいた。

「ええ。今、白エルフ族と黒エルフ族は、緑エルフ族に対する共同戦線を張はっています。それで黒エルフ族から一部の部隊を預あずからせてもらっているんです。緑エルフ族によって、私達白エルフ族は全ぜん滅めつの危機に瀕ひんしていますから……」

　パメラが少し視し線せんを落として小さく唇くちびるを嚙かみ、しかしすぐに視線を戻して微笑む。

「あなた方さえよろしければ、仲間と合流した後で第一層そうにある黒エルフ族の集落に案内します。そこが白エルフ族と黒エルフ族の本ほん拠きよ地ちです。そこで、この森が今おかれた状じよう況きようを説明しますから、あなた達の事じ情じようも教えて頂いただけませんか？　もしかしたら、お互いに協力ができるかも……」

「ちょ、ちょっと待って！　あたし達、まだ仲間がいるのよ！　二人と合流してからじゃないと……」

「その人達は……既すでに緑エルフ族に捕つかまりました」

「……え？」

　ラキスがパメラの言葉を聞いてしばし愕がく然ぜんとし、突とつ然ぜん踵きびすを返して駆かけ出そうとする。そのラキスをハーツが慌てて取り押おさえた。

「落ち着けラキス！　今戻っても、お前も捕まるだけだぞ！」

「だからって、グレンとマイルズを見殺しにはできないわよ！　放して！」

　叫さけびながら暴あばれるラキスを、ハーツが必死に羽は交がい締じめにして放さない。その二人の様子にメルフィがエイブルを抱だいてオロオロとする。

　そんなラキス達に、パメラが炎ほのおの霊獣を消して近付いた。

「……自みずから降こう伏ふくしたそうですから、たぶんすぐに殺される事はないでしょう。ですが、今ここにいる私達の戦力では、残念ですけどその人達を奪だつ還かんするのは不ふ可か能のうです。でも、黒エルフ族を動かす事ができれば救出できる可か能のう性せいはあります。そのためにも、あなた達に黒エルフ族の集落に来て欲ほしいんです」

「……どういうこと？」

　振ふり向いて鋭するどい視線を向けるラキスに、パメラがどこか悲しげな笑みを浮かべる。

「……今の黒エルフ族の族長ガーベルは、残念ながら緑エルフ族との全面衝しよう突とつには消極的です。ですが、その彼を動かす事ができれば……」

「二人を助けてくれるのね！」

　必死の形ぎよう相そうで詰つめ寄よるラキスに、パメラが小さく頷いた。

「……解わかった。早く案内して」

「お、おいラキス！　そんなに簡かん単たんに初対面の相手を信用して……」

　少し慌あわてて止めるハーツに、ラキスが怒いかりにも似にた表情で振り向く。

「じゃあ、他ほかにどんな手があるのよ！　私達は全然この森の状況も地形も解らないのに！　相手はいきなり襲おそってくるやつらなのよ！　うかうかしてたら、二人が殺されちゃうかも知れないのよ！」

　そのラキスの形相にハーツが黙だまり込み、メルフィがやはりオロオロとする。

　そんなラキス達に、パメラが穏おだやかに微笑んだ。

「そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶです。私は、この森に初めて訪おとずれた人間を歓かん迎げいします。同じく緑エルフ族に敵てき対たいする者であるならば……」
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「宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しを、取り逃にがした……？」

　報ほう告こくを受けて驚おどろきの表情を見せたアニスに、報告する緑エルフの男が嘲あざけりにも似た笑みを浮かべた。

「待ち伏ぶせした者達は全滅していた。黒エルフ族に襲しゆう撃げきされたのだ。やはり作戦を中止して引き揚あげさせるべきだったのだ。貴き様さまの判はん断だんミスだ」

　どこか勝ち誇ほこった様子のその男を、アニスが小さく首を傾かしげて見つめる。

「……待ち伏せをさせていた部隊には、襲撃に備そなえて増ぞう援えんを送った。状況から見て、それが間に合わなかったはずがない。……待ち伏せさせていた部隊が全滅したわりには、増援に向かわせたあなたの部隊に損そん害がいがみられないけど……？」

　アニスに見つめられ、男が急に落ち着かない態たい度どを見せた。

　それを見て、アニスがわずかに目を細める。

「……私の指し示じに……従したがわなかった？」

「く、黒エルフ族が総そう攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのだぞ！　たったあれだけの増援で撃げき退たいできるはずがない！　俺おれは被ひ害がいを最さい小しよう限げんに止とどめようと……！」

　怒ど鳴なる男に、アニスが冷たい視線を突つき刺さす。

「……黒エルフ族の族長ガーベルは、まだ私達と全面戦争に突入する気はない。攻撃してきたのは一部の先走った人達……増援部隊が間に合えば撃退できた少人数のはず。なのにあなたは私の指示を無視し、勝手に判断して味方を見殺しにした……」

「う……だが、しかし……」

　なおも言い逃のがれをしようとする男を見て、アニスが小さくため息を吐ついた。

「……仕方ない。エルゼンバッハ様に報告する」

　瞬しゆん間かん、男の顔に恐きよう怖ふが浮うかぶ。

「ゆ、許ゆるしてくれアニス！　二度と指示に逆さからわないと誓ちかう！　エルゼンバッハ様に報告されたら……俺には妻つまも子もいるんだ！　頼たのむ、勘かん弁べんしてくれ！」

　恐怖に震ふるえながら足に縋すがり付くように懇こん願がんするその男を、アニスはしばらく無言で見つめて、小さく息を吐いた。

「……次は許さない。行って」

「すまない！」

　逃げるようにして去っていく男の後ろ姿すがたを、アニスは悲しそうな表ひよう情じようで見送った。

「エルゼンバッハ様の支し配はい力りよくが弱まっている……少し長く第二層そうにいすぎた……一度、第三層に戻もどらないと……だけど……」

　表情の中に見える迷まよいを、アニスが小さく首を振ふって払はらい除のける。

「もう、先送りにはできない。帝てい国こくに介かい入にゆうされたら取り返しのつかない事になる……決断しないと……みんなが幸せになるために……」

　夜空を見上げて、誰だれにも聞かれないように小さく、決断するように呟つぶやいた。
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　黒エルフ族と合流して、ラキス達は森の中を第一層を目指して進んでいた。

　月明かりがあると言っても森の中では頼たよりにならない。しかしエルフにとって、夜の闇やみはまったく苦にならないようだった。

　先頭を歩く白エルフのパメラがラキスの手を引き、時たま振ふり向いて足あし下もとにある障しよう害がい物ぶつを注意してくれる。そのラキスの服の袖そでをメルフィが摑つかみ、メルフィの服をハーツが摑つかむ。その周囲を黒エルフ達が取り囲んで進んでいる。

　一見捕とらえられて連行されているようにも見えるが、ラキス達が闇の中ではぐれてしまわないようにというエルフ達の配はい慮りよである。しかし、いくら配慮してくれても、こんな暗闇の中で不ふ馴なれな森を長時間歩かされたラキス達はもうヘトヘトだった。

「……ねえパメラ……まだ第一層に着かないの……？」

　小さくため息を漏もらすラキスに、パメラが立ち止まって振り向いた。

「後ろを振り向いて、少し上を見上げてみてください」

「……何？」

　ラキスが振り向くと、月明かりに照らされた巨きよ大だいな絶ぜつ壁ぺきが、木の枝えだ葉はの隙すき間まから少し遠くに見えた。

「あの絶壁の上が第二層。ここは既すでに第一層です。黒エルフ族の勢せい力りよく圏けんですから、もう緑エルフ族の襲しゆう撃げきを恐おそれる必要はありません」

「？　あたし、全然降おりた感覚がなかったですけど……？」

　断だん崖がいを見つめて首を傾かしげるメルフィに、パメラが穏おだやかに微笑ほほえむ。

「不知火しらぬいの森を隔へだてる絶壁は、物理的には存そん在ざいしても感覚的には存在しません。感覚的に存在しないものは現げん実じつには存在しません。だから私達は、あの絶壁に遮さえぎられる事なく第二層から第一層に来る事ができるんです」

　そのパメラの言葉を聞いて、メルフィがラキスの袖を引っ張ぱる。

「ラキスさん……あたし、パメラさんが何を言っているのか全然解わからないです……」

「安心してメルフィ。あたしにもサッパリ解らないから」

　首を傾げるメルフィに微笑んで、ラキスがパメラに苦く笑しようを向けた。

「ま、そんなことより、緑エルフ族に襲おそわれる心配がないのなら、もう魔ま法ほうの明かりを点つけてもいいよね？」

「……そうですね。忘わすれていました」

　パメラが苦笑しながら頷うなずく。ラキスはそれを確かく認にんして呪じゆ文もんを唱えようとして、ハタと自分が錫しやく杖じようを持っていない事に気が付いた。

「あれ？　ハーツ！　メルフィ！　あたしの錫杖を知らない!?」

　慌あわてて訊たずねるラキスに二人が首を傾げる。

「あたしがラキスさんを湖から助け出した時には、もう持っていなかったですよ？」

「水の霊れい獣じゆうに襲われた時に落としたんじゃないのか？」

　そう答える二人に、ラキスが困こまって頰ほおをかく。

「……そうか……参ったな……あれがないと、あたし魔力が安定しないんだけどな……」

　下を向いて小さく呟くラキスに、パメラが首を傾げる。

「どうしたんですか？　何か困った事でも？」

「あ、ううん。何でもない」

　ラキスが少し慌てた様子で手をパタパタとする。

　ラキスの錫杖は、かつて魔王が使っていた『魔王の錫杖』である。基き本ほん的には術じゆつ者しやが内包する魔力を極きよく限げんまで高めて、それを暴ぼう走そうさせずに制せい御ぎよする力を持つ。魔力を増ぞう幅ふくしているラキスとしては魔力を安定させるブレーカーの役やく割わりを期待して使っているにすぎない。しかし魔王が使っていた物だけあって、時々不思議な力を発はつ揮きする。現在の所有者であるラキスにしても、判わからない事だらけの物である。下へ手たな人物の手に渡って悪用されたらちょっと怖こわい。だから下手な説明をせずに誤ご魔ま化かした。

「えっと、取り敢あえず魔法を使うね」

　誤魔化すために笑みを浮うかべながら、ラキスが呪文を唱えるために姿し勢せいを正す。するとパメラが何な故ぜか瞳ひとみを輝かがやかせて身を乗り出した。周囲を見ると、黒エルフ達も固かた唾ずを呑のんでラキスを見つめている。

「……あの……何か……？」

　ラキスが戸と惑まどって乾かわいた笑みを向けると、エルフ達が少し慌てた様子で視し線せんを逸そらした。

「ごめんなさい。邪じや魔までしたか？」

　苦笑して訊ねるパメラに、ラキスが戸惑ったまま首を振る。

「別に邪魔って事はないんだけど、何でみんなあたしに注目するのかなって……」

「私達、話には聞いていましたけど、人間の使う魔法を見るのは初めてなんです。だからどんなのか興きよう味みがあって……」

「あ、そうなんだ。それじゃ仕方ないね」

　ラキスが苦笑しながら頷いて、もう一度魔法の準じゆん備びに取り掛かかる。するとエルフ達がまた身を乗り出してラキスに注目した。

（……何だか……やりにくい……）

　ラキスが小さく深しん呼こ吸きゆうして集中し、小さく呟つぶやくように呪文を唱えて魔法の明かりを一いつ個こ出す。その途と端たん、エルフ達から拍はく手しゆと歓かん声せいが湧わき起こった。

「……見せ物じゃないんだけどな……」

　思わず苦笑するラキスに、パメラが魔法の光を見つめながら小さく感かん嘆たんの息を吐つく。

「これが人間の使う魔法……偵てい察さつの報ほう告こくでは聞いていましたけど不思議な力ですね……」

「あたしにしたら、パメラが使う炎ほのおの霊獣の方がよっぽど不思議だけどね」

　ラキスがちょっと照れくさそうにそう言うと、何な故ぜかパメラが自じ嘲ちよう気味の笑みを浮かべて下を向いた。

「……あれは、誇ほこれるようなものじゃありません。私の負の感かん情じようが生み出した……緑エルフ族に対する私の憎にくしみが生み出した、本来なら忌いむべき力です……」

「……どういうこと？」

　ラキスの問いにパメラは答えない。悲しそうでいてどこか決然とした笑みをラキスに向けて、背せを向けて目的地に向かって歩みを進める。

「もうすぐ、黒エルフ族の集落に着きます……」

「……パメラ？」

　ラキスが首を傾かしげながら、先に進むパメラを少し慌てて追い掛ける。

　メルフィやハーツ、それに黒エルフ達もつられるように歩き出し、一行は再ふたたび森の中を進み始めた。

　ラキスは何やら沈しずんだ様子で歩くパメラの背中を見ながら、何だか声を掛けるのも躊躇ためらわれて小さく息を吐いた。

　その時、パメラが振ふり向かず、歩きながら呟く。

「……エルフ族の諍いさかいは、エルフ族にとって森の象しよう徴ちようである世せ界かい樹じゆの木が、今から一五〇年ほど前に突とつ然ぜん『我われを滅めつせよ』と言い出した事から始まりました……」

「……喋しやべったの？　木が？」

　思わず戸惑って確認するラキスに、パメラが振り向きもせずに歩きながら頷く。

「森を守り、慈いつくしみ、育はぐくむ事に喜びを見み出いだしていた私達にとって、それはまさに青天の霹へき靂れきでした。それは、あってはならない事だったんです……」

「そりゃ、木が喋ったら驚おどろくわよね……」

　パメラが立ち止まって、頷くラキスに少し呆あきれた表情を向ける。

「……驚いたのは喋った事じゃなく、その内ない容ようの方です。私達白エルフ族には、限かぎられた者にですけど木と意い識しきを通じる者がいます。私も一いち応おうその一人です。ですから木が喋る事には驚いたりしません。でも木が自分を殺してくれなんて言うと思いますか？　考えられない事です」

「あ……そうなんだ……」

　ラキスが苦く笑しようしながら頭をかく。

　パメラはそんなラキスにため息を吐いて、再び前を向いて歩き始めた。

「……当時は、白エルフ族が第三層そうで世界樹の木を世話していました。ですから緑エルフ族は白エルフ族の管理責せき任にんを糾きゆう弾だんしました。黒エルフ族は世界樹の木の言げんを時代の流れとして捉とらえ、閉へい鎖さされた世界の変へん革かくを求めました。……世界樹の木の言の解かい釈しやくを巡めぐってそれぞれの利害や思想の違ちがいが部族間の軋あつ轢れきを生み……でも、それでも何とか調和を保たもっていたんです……エルゼンバッハという女じよ性せいが、緑エルフ族の族長になるまでは……」

　パメラが表情を暗くして声を落とす。

「……エルゼンバッハは子どもの頃ころ、変わり者だった親に連れられて人間界に行き、悲ひ惨さんな体験をしたそうです。緑エルフの里さとに戻もどってきたエルゼンバッハは人間を憎にくんでいました。人間は火の種族だ……世界を滅ほろぼし掛けた、汚けがれた一族の末まつ裔えいだ。だからむしろ積極的に滅ぼすべきだと主しゆ張ちようしていたそうです。でも……その体験は同情すべきものですし、だから緑エルフ族も彼女に対して同情的だったそうですけど、さすがにその意見は極きよく端たんすぎて、彼女の主張はほとんど相手にされなかったそうです。それでエルゼンバッハは仲間である緑エルフ族にその憎しみの矛ほこ先さきを向け、次し第だいに孤こ立りつしていったと聞いています」

「……可哀かわい想そうだけど良くある話よね。でも、そんなのが何で族長の座ざに着けたの？」

「……解わかりません。気付いた時には、既すでに族長の座におさまっていたそうです」

「……何、それ？」

　訊たずねるラキスに、パメラが小さく首を振る。

「まったく判わからないんです。私はまだ生まれたばかりでしたので具体的には知りませんが、当時はエルフ間の交流は盛さかんで白エルフ族や黒エルフ族の集落に緑エルフが滞たい在ざいしていたそうです。その彼等すら戸と惑まどい、首を傾げていたと聞いています」

「……………………」

「エルゼンバッハが族長になったからといって、すぐにすべての緑エルフが彼女の意見に賛さん成せいした訳わけではありませんでした。当初は、ほんの一ひと握にぎりの熱ねつ狂きよう的な支し持じ者しやがいただけだったそうです。でも、次第に状じよう況きようは変わっていきました。盛んだった緑エルフ族と他のエルフ族との交流は途と絶だえ……そして……悲ひ劇げきが起きました……」

　パメラが視し線せんを落として、両手を強く握り締める。

「このままだとエルフ族の調和が保てなくなる。そう考えた白エルフ族の族長は、エルゼンバッハの説得に赴おもむきました。悲劇が起こったのは、その夜です。族長がいつまでも帰ってこない事を心配していた白エルフ族は、突然の緑エルフ族の襲しゆう撃げきに対たい処しよできませんでした……戸惑い、逃にげ惑まどい、愛する者を何とか助けようと懸けん命めいに……」

　パメラが握り締めた拳こぶしを震ふるわせながら、声を殺して背せ中なかで泣く。

「……私は……絶ぜつ対たいにエルゼンバッハを許ゆるさない……絶対に緑エルフ族を許さない……それに与くみする者も……絶対に……」

　愛する者を殺された憤いきどおり。

　すべてを失った絶望的な悲しみ。

　それらがパメラの姿すがたから痛いたいほど伝わってきて、ラキスは何と言っていいか解らず無言でパメラを見つめた。

　不意に、ラキスの肩かたをハーツが背はい後ごから叩たたいた。

　ラキスが振り向くと、ハーツが口元に人差し指を立てて、パメラから引き離はなすようにしてラキスを後ろに下がらせる。

「ど、どうしたの？」

「ラキス……エイブルがいない。暗くら闇やみを歩いている途中に、メルフィの腕うでから飛んでいったらしい」

「……え？」

　驚おどろくラキスを、ハーツが真しん剣けんな目で見つめる。

「ま、エイブルの事は心配ないだろう。あれでも龍りゆうの幼よう生せいだし、いざとなればヴェルフェルが出てくるからな。それよりもラキス、あまりパメラを信用しすぎるな」

「……パメラが、あたし達をはめようとしているかもしれないって、ハーツは思うの？」

　小さく眉まゆをひそめて問うラキスに、ハーツが小さく首を振ふる。

「そこまでは俺おれにも解らん。だが、俺達を利用するつもりなのは間違いない。気付いているか？　普ふ段だんは落ち着いていて穏おだやかなパメラの目が、緑エルフ族に関する事になったら憎しみに満ちた目に豹ひよう変へんする事に……」

「うん……あたしも少し気になっていたんだけど……でも、それは当然じゃないの？　それにあたし達も、グレンとマイルズを助けるために利用しようとしているんだし……」

　そう答えるラキスに、ハーツが真剣な表ひよう情じようのまま小さく首を振る。

「あれは……憎しみで自分を見失っている者の目だ。俺は以前、同じ目をしていたやつと一いつ緒しよに冒ぼう険けんをした事がある。そいつは、目的のために仲間を利用して殺そうとした。気を付けた方がいい」

「……あたしには、パメラがそんなに悪い人には見えないけどな……」

　ラキスが複ふく雑ざつな表情をして口の中で呟つぶやく。

　その時、先頭を歩くパメラが不意に足を止めて振り向いた。

「着きました。ここが黒エルフ族の集落です」
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　黒エルフ族の集落は、切り立った崖がけに囲まれた谷の合間に存そん在ざいしていた。

　この集落にある建物の多くは、基き本ほん的には地表面上には存在していない。基本的な立地場所は木の上であり、森の木を巧こう妙みように利用して、木と融ゆう合ごうするように建てられている。

　ある家は、木の枝えだ葉はが生おい茂しげる部分がそっくりそのまま建物になっていて、どういう理り屈くつからか、その屋根全面から青々とした枝葉が伸のび茂っている。またある家は、巨きよ木ぼくの幹みきの部分が建物になっている。それは建物の中心を木の幹が貫つらぬいているといった構こう造ぞうではなく、明らかに木の幹が歪いびつに膨ふくれ上がり、その膨れ上がった場所に建物がスッポリ収おさまっていた。

　その木の上の建物をつなぐ木もく製せいの通路が、周囲の巨木や岩場を利用して縦じゆう横おう無む尽じんに張はり巡めぐらされている。集落内の地面には獣けもの道みちに似にた道が通っているが、しかし主要な通路は明らかに地上ではなく、基本的に黒エルフ族は木の上で生活しているようであった。

「……ずいぶん高いな……」

　ラキスが木の上にある通路をおっかなびっくり歩きながら、思わず下を覗のぞき込こんでそう呟いた。

　別に高所恐きよう怖ふ症しようという訳わけでもないし、道みち幅はばも一メートルちょっとある。だから歩くのに支し障しようはないはずなのだが、手て摺すりとかの落下防ぼう止しがないので、どうしても落ちたときの事を考えて足が竦すくんでしまう。見かけによらず強固な造りで、大人数が乗ってもビクともしないのでまだマシだが、これが吊つり橋みたいに揺ゆれたら、怖こわすぎてラキスには歩けなかっただろう。

　もっとも、そうなのはラキス一人だけ。住み慣なれているエルフ達は当然としても、メルフィもハーツも平然として歩いていた。

「大だい丈じよう夫ぶです。エルフも木から落ちる事はありますけど、まだ死んだ人はいません」

「……それ、あんまり慰なぐさめにならない……」

　振り向いて苦く笑しようするパメラに、ラキスが思わず顔を引きつらせた。

　しかし、ラキスの頭上に浮うかぶ魔ま法ほうの光が珍めずらしいのか、人間そのものが珍しいのか……集落の黒エルフ達は、ある者は家の窓まどから顔を出し、ある者は木に登って、歩くラキス達を遠くから見つめている。そんな状じよう態たいで、一人だけ弱音を吐はくのはプライドが許ゆるさない。何とか威い厳げんを保たもつために、ラキスは前を歩いてもらっているメルフィの腰こしを両手で摑つかんでへっぴり腰になりながら、へたり込みそうになる足腰に鞭むちを打った。

　そうこうしながら、やがて集落の中央にある広場に辿たどり着く。

　そこは、それまでの通路と違ちがって集会ができそうなほどの広さがあり、その広場に面して一ひと際きわ大きな建けん造ぞう物ぶつが建てられている。何でも『会議場』と呼よばれる、この集落の中ちゆう枢すうにあたる物らしい。その『会議場』の正面に多くの黒エルフ達が集まって、ラキス達の到とう着ちやくを待っていた。

　……この広さなら、落ちる恐怖を感じなくてすむ。

　ラキスが小さく安あん堵どの息を吐ついたとき、会議場の人ひと集だかりから、一人の黒エルフの男が人波を掻かき分けるように進み出てきた。

　細身の男だった。黒エルフ族の例に漏もれず黒くろ髪かみで瞳ひとみの色も黒色。年ねん齢れいは見た感じハーツと同じくらいだが、エルフ族は長ちよう寿じゆなのでハッキリとは判わからない。身長はラキスより少し高い程てい度どだが、細身の身体からだにはしっかりとした筋きん肉にくが付いているように見える。だが、一番印象的なのはその顔付き。エルフ族は基本的に美形なのだがそういう事ではなく、知的で切れ者という印象を見る者に与あたえた。

「パメラ様……会議を欠席して、また勝手に兵を動かしたそうだな……今日は重大な議題があると通達しておいたはずだ」

　男が、丁てい寧ねいなのかぞんざいなのか、その両方が入り交じったような口調で咎とがめるようにパメラを見つめる。その視し線せんにパメラが一いつ瞬しゆん気まずそうに視線を逸そらし、しかし睨にらみ付けるように男を見返した。

「……会議なんて時間の無む駄だです。それに、お借りしている兵をいつ使おうと私の勝手のはずです」

　男が小さく首を振ふる。

「小こ競ぜり合いで緑エルフ族を倒たおせるか？　緑エルフ族を第三層そうから追い出せるか？　なのに勝手に兵を動かすのは、私し憤ふんに囚とらわれて大局が見えていないからだ。オレが貴女あなたと盟めい約やくを結んだのは、あくまでも大たい義ぎのため。森の秩ちつ序じよを守るため。私憤のために兵を無む駄だ死じにさせるためではない」

　子どもに諭さとすような、静かな口調。その口調に、パメラの反発に火が点ついた。

「では、いつ兵を動かせばいいんですか？　いつ緑エルフ族との決戦を決けつ断だんしてくれるんですか？　私達の目的は緑エルフ族を第三層から追放する事のはずです！　なのにあなたは一向に動こうとはしてくれない！　私はいつまで待てばいいんです！」
















「……今はまだその時ではないと、何度も申し上げている」

「私には、ただ臆おく病びよう風かぜに吹ふかれて、悪戯いたずらに時を浪ろう費ひしているだけとしか思えません！」

「パメラ様……」

　男が、静かにパメラを見つめる。

　その視線に有う無むを言わさぬ迫はく力りよくがあり、その迫力に気け圧おされたパメラが言い淀よどんで、拳こぶしを握にぎり締しめながら俯うつむいた。

　そんな二人の様子を見守りながら、後ろにいたハーツがラキスの袖そでを引っ張ぱった。

「……誰だれだ、あれ？」

「あたしが知る訳ないじゃない。たぶん、黒エルフ族のお偉えらいさんだとは思うけどね」

　ラキスが思わず苦く笑しようを漏らす。

　そんな会話が聞こえたのか、不意にその男がラキス達に視線を向けた。

「お前達か、緑エルフ族から助けた人間というのは……一いち応おう報ほう告こくは受けているが、実力が見たい。そこの男、前に出て剣けんを抜ぬけ」

　そう言いながらハーツを見て、男が右手の人差し指で手て招まねきをする。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　何でいきなりそうなるの？」

　ラキスが慌あわててハーツの前に立ちふさがる。それを見たその男が、後ろに控ひかえた別の黒エルフから細身の剣を受け取って、小さく笑った。

「心配するな、殺すつもりはない。ただ、赤い女が魔ま法ほう使つかいだとは聞いているが、あとの二人の実力は判わからない。だから役に立つのか立たないのか見み極きわめたいが、オレは女に向ける剣は持たない。それにオレ達黒エルフ族は、女の後ろに隠れるような男を信用しない」

「言ってくれるぜ……」

　軽けい蔑べつしたような男の笑えみに、ハーツがラキスの肩かたを摑つかんで押おし退のけ、小さく凄すごみのある笑みを浮うかべる。

「いいだろう。だが、そんな細い剣でいいのか？」

「心配するな、戦いは力だけではない。オレが教えてやろう」

「なら、俺も教えてやろう。戦いにおける力の重要性せいを」

　不ふ敵てきに笑って剣を抜くハーツに、男が余よ裕ゆうの表ひよう情じようで剣を抜く。

　そのまま二人がお互たがい歩み寄より、その広場に集まっていたエルフ達が戦いの場所を空あけて円を作った。

「まだ名乗ってなかったな。オレはガーベル。黒エルフ族の族長だ」

「……成なる程ほどな。俺はロイヤル・ハーツ。今は、ただの剣士だ」

　円の中心に進み出た二人が、剣を構かまえて対たい峙じする。

「ハーツさ～ん、頑がん張ばってくださ～い」

　少し心配しながら見つめるラキスの横で、メルフィが無む邪じや気きにハーツの応おう援えんをする。そんな二人の所にパメラが歩いてきた。

「黒エルフ族は、強者に対して敬けい意いを払はらいます。ハーツさんが、勝てないまでも認みとめられるだけの実力を示しめせば、ガーベルを説得しやすくなるはずです……」

　少し心配そうなパメラに、ラキスが小さく笑みを浮かべる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。心配なのは、ハーツが黒エルフ族の族長に怪け我がさせないかって事だけね」

「……そう願いますが……ガーベルはエルフ族最強の戦士です……」

「……そうなの？」

　緊きん張ちようした面おも持もちで頷うなずくパメラに、ちょっとだけラキスの心に不安がよぎった。

　対峙するハーツとガーベルの二人は、三メートルほどの間合いをとって、それぞれ自分が得意とする型に構える。

　ガーベルは片かた手てで持った剣の刃はを横に寝ねかせて、正面に構え、剣先を円を描えがくように微び動どうさせる。一方のハーツは両手に持った剣を正面に構え、剣先を静せい止しさせた。

　息いき詰づまる緊張が二人の間を駆かけ抜ける。無言で対峙したまま交かわされる微び妙みような両者の駆け引きを、身を乗り出した周囲が固かた唾ずを呑のんで見守る。

　先に、ハーツが動いた。

　閃せん光こうのような素す早ばやさで一気に間合いをつめる。そして細身の剣けんなど断たち切る勢いきおいで、気合いを乗せて真上からガーベルに振ふり下ろした。

『速い！』

　驚きよう愕がくの声が周囲から漏もれ、

　ガシィィィィン！

　辺りに響ひびく、剣と剣とがぶつかる音。

　周囲で見守る誰もが、剣ごとガーベルが斬り裂さかれるのではないかと息を呑む。

　だが、ガーベルの剣は折れない。ガーベルはいったんハーツの剣を剣で受け止め、それとほぼ同時に絶ぜつ妙みようのタイミングで剣を引き、衝しよう撃げきを斜ななめ後ろに逃にがした。

　ハーツの剣がガーベルの剣を滑すべり、勢いを逸そらされてハーツが体たい勢せいを崩くずす。

　ガーベルが小さく笑みを浮かべ、戻もどした剣でハーツの胴どう体たいを真横に薙ないだ。

「ハーツ！」

　斬り裂く音が辺りに響き、ラキスが思わず顔を青ざめさせる。

　だが、斬り裂いたと思われたのは残ざん像ぞうだった。風を斬り裂いたガーベルの剣は、間かん一いつ髪ぱつでしゃがみ込こみんだハーツの頭上をかすめて、ハーツの頭髪が渦うずを描えがくようにして数本舞まい散った。

「なにっ!?」

「あまい！」

　ガーベルが視し線せんを下げて驚愕の声をあげ、ハーツが見上げながら薄うすく笑う。

　そして同時に、ハーツがガーベルのアゴ目め掛がけて、身体からだごとぶつけるように剣を真上に突つき上げた。

　空気の壁かべを突き破やぶり、ハーツの剣が雄お叫たけびをあげる。

「ガーベル！」

　ラキスの隣となりで、パメラが真っ青になって悲鳴をあげる。

　だがハーツの剣が斬り裂いたのは空気だけ。ガーベルが雄叫びをあげるハーツの剣を後ろに仰のけ反って間一髪で避よけ、そのままとんぼ返りして地面に着地。

　ハーツもすぐに剣を引いて後ろに飛んで、再ふたたび二人の間合いが開いた。

「やるな。今のを避よけるとは……」

「成る程、言うだけの事はある……」

　ハーツとガーベルが剣を構え直しながら、同時に笑えみを浮うかべる。それで一いつ瞬しゆん緊張が緩ゆるみ、周囲が思わず止めていた息を吐はき出して、どよめくような感かん嘆たんの声があがった。

「ちょ、ちょっと待った！　二人とも！　何、本気で戦っているのよ！」

　顔を青ざめさせたラキスが、両手をばたつかせて怒ど鳴なる。

　と、ハーツが苦笑して振り向いた。

「いや、全然本気じゃないんだが……まあいい。どうだ？　まだ続けるか？」

「いや、今ので充じゆう分ぶんだ。これから先は、お互たがい手て加か減げんができなくなりそうだからな」

　ガーベルが首を振り、二人が同時に剣を鞘さやに収おさめた。

「強いな、気に入った。黒エルフ族はお前達を友と認め、歓かん迎げいしよう」

「俺おれも、まさかこれほどの使い手が、こんな所にいるとは思わなかった」

　そう言って、二人が何やら通じ合った様子で微笑ほほえんだ。

「何だか……今ので友情が芽生えたみたいですね……」

「……何で殺し合いやって友情が芽生えるかな……これだから男って生き物は……」

　パメラとラキスが呆あきれた様子で小さく呟つぶやき、疲つかれた様子で同時に大きく息を吐いた。

　そんな二人の思いを知らず、ガーベルがその場にいるエルフ達を見回した。

「見ての通りだ！　『契けい約やくの決けつ闘とう』の代表者は、このロイヤル・ハーツに決定する！　異い存ぞんはないな！」

「……はい？」

　意味が解わからずラキスが首を傾かしげて間ま抜ぬけな声をあげる。しかし周囲のエルフ達は、納なつ得とくした様子で大きく頷うなずいている。

「……ラキスさん、『契約の決闘』って何ですか？」

「いや、あたしに訊かれても……」

　首を傾げるメルフィに苦笑して、ラキスが戸と惑まどいを隠かくさずに隣となりにいるパメラに疑ぎ問もんの目を向ける。しかしパメラも寝ね耳みみに水らしく、驚きよう愕がくした様子で大きく目を見開いてガーベルを見つめていた。
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「どういう事ですガーベル！　『契約の決闘』はやらないと、白エルフ族と黒エルフ族の盟めい約やくで決めたはずです！」

　全員が座すわるのを待ちきれず、パメラが隣に座ったガーベルに嚙かみ付く。しかしガーベルはパメラの反はん応のうを予想していたらしく、少しも慌あわてずに席に座って飲み物を一口含ふくみ、ゆっくりとパメラに視し線せんを向けた。

「パメラ、盟約で禁きんじたのは黒エルフ族と白エルフ族の中から代表者を選ぶ事だ。『契約の決闘』をしないと決めた訳ではない。だから盟約に反する事にはならない」

「そ、それは……」

　パメラが言い淀み、小さく唇くちびるを嚙んで俯うつむいた。

　黒エルフ族の集落にある会議場の中の一室。部屋の広さは二〇畳じようほど。一〇人くらいが座れる長テーブルを横に、黒エルフ族の族長であるガーベルと白エルフのパメラが並ならんでイスに座り、その二人に対面したテーブルの反対側に、ハーツ、ラキス、メルフィという順番で席に着いた。

　この場にいるのはこの五人だけ。どうやらパメラもガーベルも相手に尊そん称しようを付けるのは他のエルフ達に対する体面上らしく、今は言こと葉ば遣づかいに遠えん慮りよが感じられない。そして意味が解らずに会話についていけないラキス達をそっちのけで、なおも二人で諍いさかいを続ける。

「でも！　こんな重要な決定は黒エルフ族と白エルフ族の会議で議決されるべきです！」

　睨にらみながら嚙み付くパメラに、ガーベルが大きくため息を吐つく。

「『契約の決闘』をする事は、ついさっきまで開かれていた会議で議決した事だ。オレの独どく断だんで決めた訳ではない」

「……え？　だって私が欠席していたのに……。白エルフ族の代表である私には拒きよ否ひ権けんがあります！　その私を無視した決議なんて！」

　非ひ難なんする声をあげたパメラを、ガーベルが突つき刺さすような目で正面から見つめた。

「宣せん告こくしたはずだ。今度勝手に会議を欠席したら棄き権けん扱あつかいにすると……」

「あっ……」

「オレは確たしかに、今日会議があるとお前に伝えた。ついでに勝手に兵を動かすなとも釘くぎを刺した。今け朝さの事だ、忘わすれたとは言わせない。なのにお前はオレの言葉を無視して兵を動かし、会議も欠席した。だからオレはお前を棄権扱いにした。弁べん解かいの余よ地ちはない」

「……………………」

　ガーベルの言葉にパメラが沈ちん黙もくし、俯いて悔くやしそうに唇を嚙んだ。

　しばし気まずい沈ちん黙もくが流れる。

　それを頃ころ合あいと見て取って、ラキスが少しおずおずとした様子で口を開いた。

「あの……あたし達にはサッパリなんだけど、『契約の決闘』って何？」

　訊たずねるラキスに、ガーベルが苦笑を浮うかべて視線を向ける。

「そうだったな。エルフ族には古来より、『契約の決闘』と呼よばれる部族間のこじれた問題を決着する方法がある。無意味な多くの犠ぎ牲せいを避さけるために対立する部族の代表者一名同士が戦い、勝った部族の要求を負けた部族が受け入れるというエルフ族にとってはもっとも神しん聖せいな戦いだ。オレはこの『契約の決闘』で緑エルフ族の族長エルゼンバッハを排はい除じよしたいと考えている」

「ちょっと待ってよ。何で……」

「ラキス」

　思わずといった感じで声をあげたラキスを、ハーツが手を横に挙げて制せいした。

　ハーツがラキスに目で『俺に任まかせろ』と告げる。そしてガーベルに鋭するどい視線を向けた。

「その『契約の決闘』とやらは強制か？　俺達にはエルフ族の対立に関かかわる理由がない」

　用心深く訊たずねるハーツに、ガーベルが小さく笑えみを浮うかべる。

「理由はある。『契約の決闘』では、オレはエルゼンバッハの排除、緑エルフ族の第三層そうからの追放、お前達の仲間の身み柄がら、の三つを要求するつもりだ。だからその戦いに勝てば緑エルフ族に捕つかまった仲間を取り戻す事ができる。拒否したければ別にかまわんが、仲間を助けたければ他に選せん択たく肢しはないはずだ」

「成なる程ほど……ほとんど脅きよう迫はくだな」

　ハーツが凄すごみのある笑みを浮かべ、ガーベルが平然とそれを受け止める。

　パメラは俯いたまま動かない。ハーツに口出しを禁じられたラキスは、何だか殺さつ気き立った沈黙の中で少しハラハラとして、ハーツとガーベルの駆かけ引きを見守った。

　その緊きん張ちようの中、さっきから黙って考え込んでいたメルフィが不意に首を傾かしげた。

「あたし、グレンさんとマイルズさんが助けられるなら決けつ闘とうをしたらいいと思うです～。何で険けん悪あくになっているんですか？」

　メルフィの素す直なおな感想に、ラキスとハーツが思わず頭を抱かかえた。

　ラキス達としては、この森の情じよう報ほうを少しでも多く引き出したいのである。相手が手の内をすべて曝さらしてしまわない以上、こちらも手の内を曝せない。だから駆け引きになっていたのだが……。

「あのねメルフィ……」

　思わず苦笑しながら言うラキスに、メルフィがニッコリ微笑ほほえむ。

「それと、世せ界かい樹じゆの薪まきを持って帰るのはどうなったんですか？　あたし達、世界樹の木を貰もらいに来たです～。帝てい都とを離はなれて随ずい分ぶん経たちますから、陛へい下かも五大老さん達も心配してるですよ？　それにドワーフさん達も、首を長くして待っているです～」

『メルフィ！』

　無む邪じや気きなメルフィの言葉に、ラキスとハーツが同時に声をあげる。しかし反はん応のうしたのはラキス達だけではない。ガーベルとパメラが同時に身体からだを震ふるわせた。

「……それは、どういう意味だ？」

　ガーベルが表ひよう情じようを険けわしくして訊ねる。それにラキスが困こまってどう答えようかと頭を回転させていると、メルフィが無邪気な様子で微笑ほほえんだ。

「あたし達、帝国とドワーフ王国を代表して、先せん遣けん隊たいとしてこの森にやって来たです～。できれば交こう渉しようで穏おん便びんに、世界樹の木さんから薪を分けて貰おうと思っていたです～。そしたら緑エルフさん達に突とつ然ぜん攻こう撃げきされて、グレンさんとマイルズさん達が捕まって、あたし達困っているです～」

　一いつ瞬しゆんラキスの頭が真っ白になる。

　しかしガーベルの反応は、ラキスが予想したのとは違ちがっていた。

「……帝国とドワーフ族の目的が、世界樹の薪を手に入れる事だと……もし断ことわれば、両者が連合して不知火しらぬいの森に攻せめてくるのか……分ぶん裂れつしたエルフ族が、その攻撃を防ふせぎきれる訳がない。これは、交渉ではなく脅迫だ」

　苦虫を嚙かみつぶしたような表情で呟くガーベルに、ラキスが頭の中で閃ひらめく。

（……あ、そういう事か。やるじゃないメルフィ……）

　そんな事実はまったくないのだが、メルフィが『先遣隊』と言った事でガーベルは帝国とドワーフ族の連合軍が不知火の森に攻め入る準じゆん備びをしていると思い込んだのだ。どうやらメルフィの無邪気な様子が、その言葉に信しん憑ぴよう性せいを与あたえたらしい。

　この勘かん違ちがいを利用しない手はない。ラキスは急いで構こう想そうを練り直し、自信たっぷりな様子でガーベルに微笑んだ。

　そのラキスを見て、ガーベルが苦く悩のうの表情を浮かべる。

「……世界樹の木から薪を採とるという行こう為いは、エルフ族社会から大きな反発を受ける。不知火の森に住むエルフ族にとって、世界樹の木は親にも似にた存そん在ざいだからだ。オレには黒エルフ族の族長として森の秩ちつ序じよを維い持じする責せき任にんがある。承しよう服ふくできない……」

　見つめるガーベルに、ラキスが少し考えて視し線せんを返す。

「できれば事を荒あら立だてたくない……あたし達は今でもそう思っているの。だけど緑エルフ族に捕らえられた仲間を助け出さないと、そういう訳にもいかないわ。……何だかエルフ族もゴタゴタが起こっているみたいだけど、正直、あたしはそれに興きよう味みがないし、基き本ほん的にあたしは薪を無む理り矢や理り奪うばうのは反対している。だからもし世界樹の薪を渡わたさなくても、あたしが上う手まく立ち回れば帝国とドワーフ族が攻めて来るという事じ態たいは回かい避ひできると思う。だけどもしグレンとマイルズが殺されたら、あたしは絶ぜつ対たいにエルフ族を許ゆるさない」

　ラキスが睨み付けるようにしてガーベルを見つめ、しばし沈黙がその場を支し配はいし、緊迫した空気が張り詰めた。

　その緊迫を、今度はパメラが小さくため息を吐いて破やぶった。

「……いいじゃない。世界樹の木なんか、切り刻きざもうが薪にして燃もやそうが……」

「パメラ！」

　パメラの口から放たれた思い掛けない言葉に、ガーベルが咎とがめるような厳きびしい表情で振ふり向く。しかしパメラはそのガーベルを無視し、小さく俯うつむいて口元を笑みの形に歪ゆがめた。

「……世界樹の木があんな事を言い出さなかったら、白エルフ族が緑エルフ族に襲しゆう撃げきされるなんて事態は起こらなかった……父も母も、みんな死なずにすんだ……何が親よ……子を滅ほろぼすような親を、私は絶対に許さない……」

　パメラが右手を上に挙げ、手のひらに炎ほのおの霊れい獣じゆうを呼び出した。

　その突然の行為に度ど肝ぎもを抜ぬかれ、一同が思わず後ずさる。しかしパメラはそんな様子を気にしない。炎の霊獣の出しゆつ現げんによって部屋が明るくなり、逆ぎやくに銀ぎん髪ぱつが輝かがやくパメラの顔に影かげが落ちた。

「……何が森の秩序よ、笑わせないで。私がこの炎を使えるようになった時点で、既すでにこの森の秩序は失われているんです。次期白エルフ族の族長になるはずだった私が、誰だれもが忌いみ嫌きらう炎の霊獣を使える……これは、すべてを失った私の、憎にくしみが生み出した業ごう火かなの。愛する者を失い、森との繫つながりを失った私に残された復ふく讐しゆうの炎！　私はこの炎ですべてを焼き尽つくす！　エルゼンバッハも！　緑エルフ族も！　世界樹の木も！」

「パメラ！」

　パシィィィィン！

　痛いたそうな音が鳴り響ひびいて、ラキスが思わず目を瞑つむる。目の色を変えて興こう奮ふんしたパメラの頰ほおを、ガーベルがイスから立ち上がって平手で思いっ切り殴なぐったのだ。

　パメラが一瞬呆然として、集中力が乱みだれたらしく炎の霊獣が掻かき消えた。

「パメラ、今のお前は冷静な判はん断だんができていない。憎しみが生み出した力は、憎しみしかもたらさない。憎しみでは、何も解決しない」

　静かな口調で、諭さとすようにガーベルが告げる。

　パメラは叩かれた頰を手で押おさえ、悔くやしいような悲しいような複ふく雑ざつな表情を浮うかべて、目に涙なみだを浮うかべて部屋から駆け出していった。

　部屋の扉とびらが、叩たたき付けられるようにして閉とじられる。

　一同、しばし呆然としてパメラが出ていった扉を見つめ、誰からともなく大きなため息が漏もれた。

「……いいの？」

　戸と惑まどいながら気まずそうに訊たずねるラキスに、ガーベルが小さくため息を吐つき、

「良くはない。が、いつもの事だ。気にしないでいい」

　そう自じ嘲ちよう気味の笑みを浮かべる。

「あのパメラという娘むすめ……危あやういな」

　呟つぶやくようなハーツの言葉に、ガーベルが小さく頷うなずいた。

「毎年この時期になると情じよう緒ちよ不安定になるらしい。無理もない、目の前で一族を殺されたんだ……。だがパメラは、本来なら『女王』……即すなわちエルフ族全体の指し導どう者しやになるはずだった身だ。黒エルフ族の中においてもその影響力は大きい。今はまだ子どもだからオレの力でその影響力を抑おさえられるが、もう少し成長すれば……」

　疲つかれた様子で呟いて、ガーベルがイスに腰こしを下ろす。

「……この混こん乱らんの原げん因いんは、緑エルフ族の族長エルゼンバッハにある。やつさえ排はい除じよできれば、森の秩序は回復できるはずなんだ。だが、パメラはそれでは許ゆるせないらしい。緑エルフ族を全ぜん滅めつさせたがっている。このまま緑エルフ族との全面衝しよう突とつになれば、パメラはいずれ憎しみで身を滅ぼすだろう……」

「成る程……それで今まで緑エルフ族との衝突を避さけていた訳わけか……」

　ハーツの言葉にガーベルが頷く。

「そうだ。だからお前の力が借りたい。パメラの暴ぼう走そうを止めるためには『契けい約やくの決けつ闘とう』で片かたを付けるしかないのだ。『契約の決闘』は神しん聖せいであり、それで決まった事はエルフ族にとって絶ぜつ対たいの拘こう束そく力りよくを持つ。パメラがどう反発しても、パメラを支し持じする白エルフ族も黒エルフ族も動かなくなる。それでこの混乱に決着が着く。だからこそこの戦いは負ける訳わけにはいかないのだ。今までこの『契約の決闘』を任まかせられる者がいなかったが、お前の実力なら安心して任せられる。世せ界かい樹じゆの木についてはオレの一いち存ぞんでどうこうできる問題ではないが、この戦いに勝てばお前達の仲間を救出する事はできる。これがオレの偽いつわらざる本心だ。どうか引き受けて欲しい」

　ガーベルが真しん剣けんな表ひよう情じようで頭を下げた。

「……それしかないなら仕方がないな。だが、いいのか？　お前がパメラに恨うらまれる事になるぞ？」

　確かく認にんするように問うハーツに、ガーベルが小さく笑う。

「それは仕方ないな……すべてに憎にくしみを抱くより、オレ一人を憎む方がいい……パメラはオレにとって妹みたいな存そん在ざいだ。それに、黒エルフ族と白エルフ族の同盟のためとは言っても、一いち応おうは婚こん約やく者しやだからな……」

「そうか……解わかった。その決闘の代表者を引き受けよう」

「助かる。だが、一つだけ問題がある。この『契約の決闘』を緑エルフ族が受け入れてくれるかどうか、まだ判わからない。……結果は明日中には判る。それまで待ってくれ」

　そう微笑ほほえんで、ガーベルが立ち上がった。

「今日はもう遅おそい。この会議場内に部屋を用意させたから、ゆっくり休んでくれ」

　立ち上がったガーベルを見ながらラキスが少し不安な表情になって、しかし小さく頷いた。
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「ハーツ……ちょっと待って……」

　案内された部屋の前の廊ろう下かで、ラキスがハーツの服を摑つかんで呼よび止めた。

　ラキスとメルフィは同部屋だが、ハーツだけは廊下を挟はさんだ向かいの部屋。メルフィが先に部屋に入って、ハーツが「ゆっくり休めよ」とラキスの頭をポンと叩たたいて自分の部屋に入っていこうとしたところである。

　案内した黒エルフはとっくに立ち去っており、自然と廊下に二人きり。廊下の一角にある窓まどから風がそよぎ、月明かりが闇やみをほのかに照らし出す。

　パタン

　メルフィが開けた扉が今いま頃ごろ閉しまり、ハーツが扉を開いたままラキスに振り向いた。

「何だ？　ラキス……もしかして、俺おれに添そい寝ねして欲ほしいのか？」

「ち、違ちがうわよ。馬ば鹿か」

　ハーツが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、ラキスがちょっぴり口を尖とがらせる。しかしラキスがすぐに浮かない表情になってハーツを見つめた。

「ハーツ……その……決闘なんてやって大だい丈じよう夫ぶなの？　別に信用しない訳じゃないんだけど……サル兄に何かあったら、あたし……」

　少し視し線せんを下げて不安そうに言うラキスに、ハーツが安心させるように微笑む。

「言っておくがラキス、俺は一対一の戦いで負けた事は一度もないぞ。心配するな。大船に乗った気でいろ」

「うん……サル兄が強い事はあたしも良く知っているけど……」

「大丈夫だ、心配するな」

「……うん……」

　小さく頷くラキスの頭に、ハーツが右手を乗せる。

「それと、俺の名はロイヤル・ハーツだ」

　ハーツが笑いながらラキスの頭をポンと叩き、部屋に入っていった。

　ラキスはそれを見み届とどけて小さくため息を吐つき、先にメルフィが入っていった自分の部屋に入った。

　部屋は狭せまいが大きなベッドが一つ。ラキスとメルフィが一いつ緒しよに寝るには充じゆう分ぶんの大きさがある。そこにメルフィが俯うつぶせになって眠ねむっていた。

「……お布ふ団とんで寝られるのは、久ひさしぶりだな……」

　何があるか判らないので、少し汚よごれが気になるが服は着き替がえない。ラキスはメルフィの隣となりに、メルフィを起こさないようにそっと仰あお向むけになって寝転んだ。

　高い天てん井じよう。窓から月明かりが入ってくる。

　ラキスはしばし無言で、その見み慣なれぬ天井を見つめていた。

「……ラキスさん……」

　不意にメルフィに声を掛かけられ、ラキスが首を横にしてメルフィを見る。すると眠っていると思っていたメルフィが、俯せのまま顔だけをラキスに向けた。

「……グレンさんとマイルズさん、大丈夫でしょうか……？」

　暗くら闇やみの中、メルフィの大きな瞳ひとみが不安の色に輝かがやく。

　ラキスは小さく笑みを浮うかべた。

「マイルズが一緒なんだし、きっと大丈夫よ。それに、こういう状じよう況きようになったら、今あたし達がここで心配してもしょうがないしね」

「……でも……」

「たぶん明日は何かと忙いそがしくなるだろうし、寝不足でヘマしたら助けられるのも助けられなくなっちゃうわよ。それこそ本末転てん倒とうだしね。それに……そうだ、マイルズが今何やっているか想そう像ぞうしてみて」

「…………？」

「たぶん、大イビキかいて眠っているわよ。心配するだけ損そんだって」

　小さく苦く笑しようするラキスに、メルフィが小さく頰ほおをゆるめた。

「……はいです……」

　そう答えて、メルフィが目を閉とじる。

　ラキスはそんなメルフィに微笑ほほえんで、再ふたたび天井を見つめた。

　しばらくすると、メルフィの寝息が微かすかに聞こえてくる。

　静かな夜……窓まどが開いているのか、吹ふき込こんでくる風が心地ここちよい。

「……グレン、マイルズ……あたし……眠れないよ……」

　天井を見つめながら、ラキスが口の中で小さく呟いた。
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　いつの間にか眠ねむってしまったらしい。

　薄うすく射さし込む朝日に照らされ、ヒンヤリと冷たい石いし畳だたみの上に寝ね転ころんでいたグレンが目を覚まし、眩まぶしさに目を細めた。

　ずいぶん高い場所から小鳥のさえずりが聞こえてくる。首を傾かしげて確かく認にんすると、ずいぶん高く……八メートルほどの場所にある窓まどから、闇に慣なれた目には眩まばゆいほどの光が射し込んでいる。

　窓と言っても、直径一〇センチほどの円形の穴あなが開いているだけ。明かり取り用なのか通風口なのか、少なくともそこから外に出る事は不ふ可か能のうだろう。

　思わず、小さなため息を漏もらす。

　しかしまだ諦あきらめるのは早いと、もう少し詳くわしく状況を確かく認にんするために身体からだを動かした。

　後ろ手に縛しばられているため、身体を起こすのも一苦労。昨さく夜やは目め隠かくしをされて連れ回されたため疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていたし、無理な体たい勢せいで眠っていたから身体が強こわ張ばっている。おまけに緑エルフ族に殴なぐられたから、少し動かしても身体が悲鳴をあげる。

　そんな苦く痛つうを奥おく歯ばに押おし込みながら、グレンは何とか立ち上がった。

　ここに連れてこられたのは昨夜だった。その時は真っ暗で何も見えなかったが、しかし朝になって改めて見ても、やはりそこは薄暗かった。

　周囲は、円柱状に積み上げられた石いし造づくり。広さは直径五メートルくらいで、天てん井じようの高さはおよそ一〇メートル。一か所だけ出入り口の扉とびらがあるが、間ま違ちがいなく鍵かぎが閉しめられているだろうし、分ぶ厚あつそうな樫かしの木の扉で、とても素す手でで壊こわせる代しろ物ものではない。

　八メートルの高さにある小窓は、四方に一つずつの計四個。そこから見える光景で、ここが地下に掘ほられた場所だと推すい測そくできた。

　そんな様子を確認してグレンはため息を吐つき、絶ぜつ望ぼうを感じながら壁かべを背せにして床ゆかに座すわり込んだ。

「それで、ここはどこなのかな～？　ずっと目め隠かくしされて連れ回されて、いつの間にか夜が明けているみたいなんだけどさ」

　不意にそんな声が掛かけられた。

　見ると、マイルズがグレンと同じように壁を背にして座っていた。

「いたんですか、マイルズさん」

「それはずいぶんな挨あい拶さつだね～」

　マイルズが、同じように後ろ手に縛られているだろうに、実に器用に肩かたを竦すくめて見せる。そんな、余よ裕ゆうすら感じられるマイルズにグレンが小さく苦く笑しようした。

「ここはたぶん地ち下か牢ろうですよ。昨日今日できたようには見えませんから、たぶん緑エルフ族の集落だと思います。でも、それ以上の事は判わかりませんよ」

「問題は、ここが第何層なのかだね～」

　マイルズが肩を竦める。

　グレンは少し考えて、しかし苦笑を浮うかべて首を振ふった。グレンの知ち識しきでは、緑エルフ族の集落は第二層にあるはずだ。しかし古い情報なのでアテにはならないし、ここが第何層でもどうでもいいような気がした。

「ラキスさん達、どうなったんでしょうか……」

「緑エルフ族に捕つかまったのなら、俺達と一いつ緒しよに閉とじ込められているはずさ。そうじゃないと言う事は、無事に逃にげられたと思っていいね～」

　呑のん気きな口調でそう言うマイルズに、グレンが少しホッとして頷うなずく。

　推測にすぎないので一いち抹まつの不安は拭ぬぐいきれないが、それでもラキス達が救い出してくれるという希望は抱いだける。

　グー

　安心して緊きん張ちようが緩ゆるんだのか、不意にグレンのお腹なかが鳴った。

「グレン君も、結けつ構こう図太いよね～」

　マイルズが、苦笑しながらゴロンと寝ね転ころぶ。

　一いつ瞬しゆん顔を赤らめたグレンが、そのマイルズを見て驚おどろいた。縛られているはずの腕うでを枕まくらにして寝転んでいるのだ。

「……どうやって解といたんですか？」

　思わず目を丸くするグレンに、マイルズがチッ、チッ、チッ、と指を振る。

「縄なわ抜ぬけぐらい、冒ぼう険けん者しやならできて当然さ。さ、グレンも早く解いて」

「……できませんよ、そんなこと」

　少し気まずそうに言うグレンに、マイルズが肩を竦める。

「それはいけないね～」

　マイルズがグレンの背はい後ごに回ってロープを解いて……

「……マイルズさん……何、結び直しているんですか……？」

　表情を引きつらせるグレンに、マイルズが肩を竦める。

「縄抜けは最初が肝かん心じんだからね～、初心者でもできるようにしているのさ。グレン君も縄抜けくらいできるようにならないと、この先冒険者として生きていけないからね～。さ、俺が教えてやるからやってみて。何、簡かん単たんさ。まず最初に関節を外はずす」

「無茶言わないでくださいよ！　いきなり僕ぼくにできる訳わけがないですよ！　第一こんな事をしている場合じゃないんです！　外してくださいマイルズさん！」

　焦あせるグレンの剣けん幕まくなどどこ吹ふく風で、マイルズが肩を竦めてゴロンと横に寝転がる。

「頑がん張ばれグレン君。できるまで俺は寝ているからね～。……んごぉぉぉぉ～！」

　即そく座ざのマイルズの豪ごう快かいなイビキに、グレンが思いっ切りコケる。

「何、わざとらしく豪快なイビキをかいて思いっ切り眠っているんですか！　起きてくださいよ！　無む責せき任にんですよ！」

「んがっ……んごぉぉぉぉ～！」

　思わず頭を抱かかえたい衝しよう動どうに駆かられるが、両手を縛られているのでそれもできない。グレンは沸ふつ々ふつと内心に湧わき起こってくる怒いかりを何とか抑おさえ込みながら、一発殴なぐってやるという決意を胸むねに必死になって縄抜けを試こころみた。

　と言って、そう簡単に成功するはずもない。グレンはバランスを崩くずして床に転がりながら、マイルズに対する怒りを蓄積させて見苦しく藻も掻がき続けた。

「……何やっているの……？」

　不意に聞こえた、呆あきれたような声。

　見ると、地下牢の扉を開けたアニスが、床の上で藻掻くグレンを見て苦笑いを浮うかべていた。どうやら必死になりすぎて、アニスが扉を開けたのに気付かなかったらしい。

「あ、いや、その……」

　まさか縄抜けをやっていましたとは言えず、グレンが表情を引きつらせて後ずさる。と言っても床に寝転んでいるので、その仕草はかなり見苦しい。

　アニスは寝ているマイルズと見苦しいグレンを交こう互ごに見て小さく苦笑を浮かべ、右手に持った網あみ袋ぶくろの果くだ物ものを見せた。

「朝食を持って来た。お腹なか、空すいているでしょう？」

「……え？」

　緑エルフ族の中でそれなりの地位にあるはずのアニスが、どうしてわざわざ自分の手で食事を持って来たのか……。

　あれこれと邪じや推すいするグレンに、アニスが小さく微笑ほほえむ。

「警けい戒かいしないで……少し話がしたかっただけ。座って、縄を解いてあげる……」

　アニスが小さくはにかんだような笑えみを浮かべて果物の入った網袋を床に下ろし、グレンの後ろに回り込んで腕を束縛した縄を解きに掛かった。

「……あの……この森に来る前に、サウラの村を通った？　不知火しらぬいの森から少し離はなれた下界にある、街かい道どうから少し離れた川かわ沿ぞいの小さな村……何もない平へい凡ぼんな村だけど……」

　縄を解きながら、アニスが口ごもるようにそう訊たずねる。そのアニスの口調にグレンは何な故ぜか安心感を覚え、少し考えて首を振った。

「その村の名前は聞いた事があります。でも、僕達は少し特とく殊しゆな道を通ってこの森に来ましたから、残念ながら通っていないんですよ」

「……そう……」

　少しガッカリしたように、アニスが小さく呟つぶやく。そして縄を見て小さく首を傾かしげた。

「……解けない……こんな結び方してたかな……？」

「あ、それは……マイルズさんが……」

　思わず口ごもるグレンに、寝転んでいるマイルズを見たアニスが察さつした様子で苦笑する。

「もしかして……仲悪い？」

「そうですよ」

　グレンがちょっと憮ぶ然ぜんとして頷くと、何故かアニスが可お笑かしそうにクスクス笑い、

「いいな……仲間って……」

　そう小さく呟いて、固かたく縛られている縄に苦戦する。

「……あの……人間界は平和？　一〇年前は、プロペティア帝てい国こくがあっちこっちで戦争していたから治安が乱みだれていたけど……」

「帝国は一〇年ほど前から戦争を止やめています。今はどこも平和ですね。いろいろと問題は起こっていますけど、少なくともサウラの村に何かあったという話は聞かないですよ」

「……そう……」

　アニスの呟きに、少し安心した響ひびきを感じた。

「もしかしてアニスさんは、サウラの村に住んでいたんですか？」

　グレンが半ば確かく信しんして訊たずねると、アニスは少し間をおいて頷うなずいた。

「うん。……いけない？」

「まさか、いけないなんて事はないですよ。ただ、エルフのアニスさんが、どうして人間の村に住んでいたんですか？」

　その問いに、アニスはしばし沈ちん黙もくする。

「……解けた」

　アニスが小さく息を吐ついて立ち上がり、果物が置いてある所に移い動どうする。グレンは赤くなった手首をさすり、聞いてはいけない事を聞いたのかと心配してアニスを見つめた。

　そんなグレンに、アニスは微笑ほほえみながら果物を手て渡わたした。

「残念だけど、この森では肉食は禁きん止し。でも、いろんな種類の果物があるから不自由はない。食べて」

「……頂いただきますよ」

　グレンが頷いて一口食べて、驚いた。

「これは……」

「お肉みたいな味がするでしょう？　これはカプバラの実。この不知火の森には、他ほかにはない不思議な果物がたくさん生なっているの。他にも、パンの実とかもあるよ」

　アニスが微笑みながら袋からもう一つ果実を取って、

「狸たぬき寝ね入いりしない」

　マイルズに向かって放ほうり投げる。

　それをマイルズが手で受け取って、起き上がりながら肩かたを竦すくめた。

「判っていながら知らないフリするなんて、アニスちゃんも人が悪いね～」

「寝たフリして聞き耳を立てる人には言われたくない」

　アニスは床ゆかに膝ひざを抱かかえて座すわり、グレンとマイルズが食事しているのを見て微笑んだ。

　そして小さく視し線せんを下げて、

「私は、幼おさない頃ころに両親が死んでから、その村で育てられたの……」

　そう呟くように言いながら、アニスが横よこ髪がみを掻かき上げた。

　金きん髪ぱつに隠かくされていたアニスの耳が姿すがたを現あらわす。それはエルフ族の特とく徴ちよう的な長い耳ではなく、人間のとほぼ同じ、少しだけ尖とがった耳だった。

「……両親を早くに失った私を、村のみんなは優やさしく育ててくれた。けど、自分がハーフ・エルフなんだと気が付いてから、私は不知火の森に憧あこがれを抱いだくようになったの……」

　アニスが小さく、呟くように語り出した。
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「子どもの頃は、自分がハーフ・エルフだなんて思ってもいなかった。子どもの頃の成長速度は、人間とほとんど変わらなかったから……ただ、ちょっと小こ柄がらだっただけ。でも、誰だれも気にしなかった。耳が尖っていたから良くからかわれて喧けん嘩かをしたけど、それでも幸せだった。……一二歳さいになって、成長が止まり出すまで……」

　石いし畳だたみの床を見つめながら話していたアニスが、グレンとマイルズの視線に気付いて口を噤つぐむ。

「……食事の邪じや魔ま？」

「いいえ、いいんですよ。それより話を聞かせてください」

　首を振るグレンに、アニスが小さく頷く。

「……友達はみんな成長していくのに、私は全然成長しない。気味が悪いよね。一五歳になると自分でも訳わけが解わからなくなって、私は独ひとりになる事が多くなった……。拗すねて、孤こ立りつして、自や棄けになって、村のみんなに迷めい惑わくを掛かけていた……」

　俯うつむいて、小さく唇くちびるを嚙かむ。

「その頃だった……自分がハーフ・エルフだと気付いたのは。……馬ば鹿かだよね……自分で孤立していたのに、私はそれで村の人達から疎そ外がいされているんだと思ってしまった……。私はある日、ちょっとした諍いさかいから村を滅め茶ちや苦く茶ちやにして、村を飛び出して、アテもなく夜の森を彷徨さまよった……そして気が付いたら、いつの間にか不知火の森に入っていた……」

「……いつの間にかですか？」

　思わず問い返すグレンに、アニスが意味深に微笑ほほえんで小さく頷く。

「そこは第二層そうだった。でも、その当時の私には何が何だか解わからなかった。最初に遭あった黒エルフ族には、たぶん私を緑エルフと勘かん違ちがいしたんだろうけど追いかけ回されて、私は必死に逃にげ回った。三日三晩森を彷徨って、恐きよう怖ふと空くう腹ふくと疲ひ労ろうで動けなくなって……エルゼンバッハ様に助けられた……」

　アニスが笑みを張はり付かせたまま、その表ひよう情じようを泣き笑いへと変化させていく。

「馬鹿だった……不知火の森には理り想そう郷きようがあると思い込こんでいた……そこに行けば、どんな苦しみも消えると思い込んでいた……。村のみんなは、私がハーフ・エルフだと知っていて、それでも私を育ててくれたのに……愛してくれていたのに……なのに私はそれに気付かず、恩おんを仇あだで返してみんなを恨うらんで……今頃になってそれに気付くなんて……」

　肩を震ふるわせながら、声を殺して泣く……。

　小さいアニスの身体からだがもっと小さく見えて、壊こわれてしまいそうなほど弱々しく見えて、グレンはいつの間にかアニスを抱だき締しめていた。

「……あ……」アニスが驚おどろいて目を見開く。

「あの、グレン……こう見えても私、あなたより年上だから……」

　少し慌あわてたように戸と惑まどうアニスに、グレンが優やさしく微笑ほほえむ。

「でも、泣きたい時は思いっ切り泣いた方がいいですよ」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、アニスが心に作った堰せきが崩ほう壊かいした。

「……私、村に帰りたい……みんなは私の事を恨んでいるかもしれないし、私の事なんてもう覚えていないかもしれないけど……それでも帰りたい。あの頃に戻もどりたい……」

　アニスがグレンの胸むねに顔を埋うずめ、服を握にぎり締しめて、声を出して泣き出した。

　マイルズはそんな二人を無言で見、壁に背をもたれて座りながら果くだ物ものにかじりついた。

　やがて少し落ち着いたのか、アニスが少し照れくさそうに微笑んだ。

「ごめん……こんな事を話すつもりじゃなかったんだけど……久ひさしぶりに人と話せたから……。でも、ありがとう。少し落ち着いた。もう戻らないと」

　アニスが果物の入っていた網あみ袋ぶくろを拾い上げ、照れくさそうに誤ご魔ま化かすように立ち上がってドアに向かった。

　そんなアニスにマイルズが微笑む。

「アニスちゃん、大だい丈じよう夫ぶさ。村のみんなは君を恨んでなんかいないし、たった一〇年で忘わすれてもいないはずさ。心配はしているだろうけどね～」

「……そう……かな……」

「そうさ。何な故ぜなら、アニスちゃんはその村で問題を起こしていたんだろう？　印象が薄うすいはずはないさ。それに、アニスちゃんが愛されていたと気付いた以上、それは本当に愛されていたのさ」

　マイルズのその言葉に、アニスがはにかんだ笑みを浮うかべた。

「アニスさん、また来てくれます？　いろいろこの森の事を聞きたいし、それに僕はアニスさんの事をまだ何も知らないですから」

　そう言うグレンを、アニスが小さくはにかんだ笑みで見つめる。

「……うん。じゃ、昼食も持って来る」

「ついでに酒も持ってきて欲ほしいね～」

「……調子に乗らない」

　アニスはがそう言って、小さく笑みを浮かべて扉とびらを開こうとする。その扉がアニスが触ふれるより少し早く開かれ、三人の緑エルフの男が現あらわれた。

「……何か？」

　少し表情を硬かたくして訊たずねるアニスに、緑エルフの男達が礼れい儀ぎ正しく頭を下げる。

「アニス様、エルゼンバッハ様がお呼びです。この二人の人間も連行します」

　抑よく揚ようのないエルフ達の声に、アニスが小さく表情を強こわ張ばらせて頷うなずいた。そしてグレンとマイルズに視し線せんを向ける。

「今から緑エルフ族の族長エルゼンバッハ様と面会する。信じられない光景を目もく撃げきすると思うけど、問われるまで何も話さない方がいい」
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　ずいぶん長い距きよ離りを歩かされた気がする。しかし目め隠かくしをされていたので、どこをどう歩かされたのかはまったく判らない。

　勝手に解といた縄なわは、再ふたたびエルフ達によって後ろ手に縛しばり直された。だから何かに躓つまずいて何度も転び、そのたびにエルフ達によって手て荒あらに起き上がらされた。そうこうしているうちに、次し第だいに怒ど号ごうのような歓かん声せいが聞こえてきた。そして、目隠しが外された。

　一瞬眩くらんだ目が光になれて、最初にグレンが目撃した光景は、一本の、あまりにも巨きよ大だいな大木だった。

　幹みきの太さは一体何十メートルあるだろう。その高さは最も早はや測はかりようもない。上空を覆おおい尽つくした木の枝えだ葉はのために、全体の大きさが推測できないのだ。この巨木こそ、おそらく世せ界かい樹じゆの木と呼ばれるものなのだろう……そのあまりの巨大さに圧倒されながら、グレンはそう確かく信しんした。

　だが、グレンが圧倒されたのは世界樹の木の大きさだけではない。

　熱ねつ狂きようがその世界を支し配はいしていた。

『偉い大だいなるエルゼンバッハ様に祝しゆく福ふくを！』

『森を滅ほろぼす異い端たん者しや達に死を！』

『森は偉大なり！』

『森は永えい遠えんなり！』

　興こう奮ふん状じよう態たいにある緑エルフ達の叫さけび声が木こ霊だまする。

　世界樹の木の周りにある広場の一か所に祭さい壇だんらしきものがあり、その周囲を緑エルフが埋うめ尽くして口々に気き勢せいをあげているのだ。

　連れん呼こする緑エルフ達の目には狂気が宿っており、祭壇に近付くにつれて声は耳をつんざくような怒号の渦うずとなり、異様な熱狂が肌はだを刺さすように感じられる。

　祭壇の前に引き立てられるグレンは、そのあまりにも異様な光景に圧倒されて、緊張で喉のどを枯こ渇かつさせて無む理り矢や理り唾つばを飲み込んだ。

　だが、中央にある祭壇のもとに辿たどり着いたグレンは、またもや驚きで目を丸くした。

　遠くからは判わからなかったが、世界樹の木の幹に、人の腕うでほどもあるツタのような木がびっしりと巻まき付いているのだ。

「これは『木殺し』……」

　グレンが呆ぼう然ぜんとして小さく呟つぶやく。

『木殺し』とは、木に張り付いて巨木を覆い尽くしながら成長し、やがて本もとの木を枯かれ朽くちさせる植物である。一いつ般ぱんには滅めつ多たに目にする事がない植物なのだが……。

「世界樹の木に……何で……」

「グレン」

　呆ぼう然ぜんと呟くグレンにアニスが振り向き、小さく首を振る。

『──問われるまで何も話さない方がいい──』

　アニスの言葉を思い出し、グレンは押し黙った。

　アニスが祭壇の前に進み出て地面に片かた膝ひざをつき、恭うやうやしく頭を下げる。それに見習うように、グレンとマイルズが後ろにいる緑エルフに強きよう制せいされて跪ひざまずかさせられた。

『エルゼンバッハ様バンザ～イ！』

『緑エルフ族に栄えい光こうを！』

『不知火しらぬいの森に繁はん栄えいを！』

『愚おろか者どもに死を！』

　周囲を取り巻く緑エルフ達の熱狂は、とどまる事なく叫び続けられている。

「アニスちゃん、これが世界樹の木なのかな～？」

　不意に、グレンの隣となりに座らされたマイルズが、緊張感のない声で前に座るアニスに声を掛けた。この状じよう況きようを気にも止めていないのかと疑うたがいたくなるような呑のん気きさである。

　アニスがゆっくり振り向き、小さく頷いて、冷ややかな目でマイルズを見つめる。

　それにマイルズがとぼけたように肩かたを竦すくめた。

「と言う事は、ここは第三層なんだね～。だけどいつの間に第三層に来たのかな？　ここに来るまで目隠しされていたから判らないけど、あんな高い崖がけを登ったようには感じなかったんだけどね～？」

　……この人は、何で喋しやべるなと言われて喋るんだろう……

　グレンが内心で青ざめる。

　マイルズらしいと言えばらしいが、少しは場の空気を読んでくださいよ！　と文もん句くを言いたくなる。しかしグレンには、喋るなと忠ちゆう告こくされてそんな文句を言う度ど胸きようはない。目だけでマイルズを睨にらんで、せめて僕ぼくにとばっちりが来ませんようにと心の中で祈いのった。

　しかしアニスは、しばらく二人を見つめて小さく苦笑を浮うかべた。

「第三層に来たのは昨日。今通った訳じゃない。でも、エルフはあの断だん崖がいは障しよう害がいにならない。エルフ族は精せい神しん力りよくの勝利みたいに言うけど、実じつ際さいは空間を歪ゆがめて森と森とをつなげている。そういう能のう力りよくがある。私も、最初は戸と惑まどったけど、コツさえつかめば簡かん単たんな技ぎ術じゆつ」

　その表情に、どことなく優やさしさが見えた。

「少しお喋りが過すぎるようですね、アニス……」

　不意に聞こえた女じよ性せいの声。それまで連呼されていた怒号のような声が一瞬にして静まり返り、空気が張り付いたように緊張する。アニスが慌てて祭壇に向き直った。

　祭壇に向かって世界樹の木から降おりてくる、鮮あざやかな黄緑色に統とう一いつされた極ごく薄うすの絹きぬのローブを身に着けた、緑エルフの女性。切れるような細い目をしており、その容よう貌ぼうは背せ筋すじが寒くなるような鋭するどい美貌。赤い唇くちびるが妖よう艶えんな笑えみをたたえ、緑エルフ族に共通する鮮やかな緑色の髪かみは、長くロールをまいて足首にまで垂たれ下がっている。

　一瞬空を飛んでいるのかと思ったが、そうではない。世界樹の木に巻き付いているのと同じツタがその女性の身体からだに巻き付き、女性の身体を支ささえて祭壇に降ろしているのだ。

　その女性の足が音もなく祭壇に着き、穏おだやかな笑みを浮かべる。その瞬間、緑エルフ達が一いつ斉せいに地面に膝をついて、その女性に頭を下げた。

　喧けん噪そうに代わって世界を支し配はいした静せい寂じやくが息苦しさを増ます。

「アニス、随ずい分ぶん久ひさしぶりですね。変わりはありませんか？」

「はい。エルゼンバッハ様……」

　アニスが小さく頭を下げる。

　異様なまでの存そん在ざい感かんをかもし出すその女性……緑エルフ族の族長エルゼンバッハは、アニスの答えに優しい笑みを浮かべて頷いた。

「それは何よりです。では、さっそくですが、あなたに伝えねばならない事があります。黒エルフ族から『契けい約やくの決けつ闘とう』の打だ診しんがあったのです」

　アニスがビクンと反はん応のうする。それを見て、エルゼンバッハが微笑ほほえんだ。

「黒エルフ族は『契約の決闘』でこのわたくしの排はい除じよ、緑エルフ族の第三層からの退たい去きよ、捕とらえられた人間の身み柄がら、の三つを要求してきています。これは実に愚おろかしい提てい案あんです」

　そう言いながらエルゼンバッハはアニスの後ろにいるグレンとマイルズを見て、実に妖艶な笑みを浮かべる。その笑みを見た瞬間、グレンの背筋を恐怖が突き抜けた。

　それは理り屈くつではない。心を凍こおり付かせる本能的な恐怖。

　これは違う……何か、根本的に別次元の存在だ。そう確信するに足る恐怖である。

　堪こらえようもなく身体からだを打ち震ふるわせるグレンを見ながら、エルゼンバッハがゆっくりと一歩進み出る。

「ですが、人間を勝った方に引き渡わたす……これは実に興きよう味み深ぶかい提案です。その戦いで負けてこの者達を引き渡せば、彼等は疑うたがいを持たずに引き取るでしょう。それを利用すれば黒エルフ族と白エルフ族に、互たがいに対する不信感を植え付ける事ができます……」

　エルゼンバッハがゆっくりと、グレンとマイルズに近付いてくる。

「このわたくしに刃は向むかう愚か者達を、内から崩ほう壊かいさせる絶ぜつ好こうの機会です。この者達の心を破壊して、わたくしの意のままに操あやつります。薄うす汚ぎたない人間にも、便利な使い道が見付かりました……」

　エルゼンバッハに絡からみ付くツタが、意思を持っているかのように不気味に蠢うごめく。その光景に、グレンは声も出せずに恐怖におののいた。
















　本能が、敵てきの接せつ近きんに警けい報ほうを掻かき鳴らす。知性がエルゼンバッハの接近に破は滅めつを予よ測そくし、グレンに逃げろと命令する。しかし凍り付くような恐怖に捕らえられた心が、グレンの身体を硬こう直ちよくさせた。

「待ってくださいエルゼンバッハ様」

　不意にアニスが立ち上がった。

　両手を広げてグレンとマイルズを守るように立ちふさがったアニスを見て、エルゼンバッハが立ち止まって小さく首を傾かしげる。

「アニス……あなたはもしや、この人間達を庇かばうつもりですか？」

　冷たさを感じさせるその問いに、アニスが小さく頭を振った。

「庇わない。でも、彼等はプロペティア帝てい国こくの人間。下へ手たに手を出せば、帝国とドワーフ族が連合してこの不知火しらぬいの森に攻せめて来るかもしれない。その事じ態たいは避さけなければ……。この人間達の処しよ遇ぐうは、私に任まかせてもらえないでしょうか？」

　決然とそう言うアニス。

　エルゼンバッハはアニスをしばし見つめて、ゆっくりと右手を差し出した。

　周囲の緑エルフ達は無表情。ざわめきすら起きず、ただ空気の重苦しさだけが増す。

　差し出された手を身じろぎもせずに受け入れたアニスの頰ほおを、エルゼンバッハの指が触ふれるか触れないかにゆっくりなぞった。

「……まさか、仏ほとけ心ごころではありませんか？」

　アニスを突つき刺さすような鋭い目で見つめながら、エルゼンバッハが小さく呟く。

　アニスはそんなエルゼンバッハの視線を受け止めて、ゆっくりと頭を振った。

「違います。エルゼンバッハ様のためです」

　頭一つ分ほど高いエルゼンバッハを、アニスが決然と見上げる。エルゼンバッハはそんなアニスを見下ろしながら、アニスの唇に人差し指で触れる。

　わずかに沈ちん黙もくが流れ、グレンが思わず唾つばを飲み込こんだ音が、異様に大きく聞こえた。

　やがて、エルゼンバッハの刺すような目がわずかに緩ゆるんだ。

「……信用しますよ、アニス」

　エルゼンバッハが小さく微笑ほほえみ、アニスを自分の胸むねに抱だき寄よせる。そしてアニスの耳元で、囁ささやくように小さく言葉を続ける。

「あなただけはわたくしの味方です……ですから、第二層の統とう治ちをあなたに任まかせています……そのあなたの指し示じに、従したがわない不ふ届とどき者がいましたね……」

　そのエルゼンバッハの言葉に、アニスがビクッと身を震ふるわせた。

「エルゼンバッハ様……それは……」少し慌あわてた様子でエルゼンバッハを見上げ、

「……私は、あの者に助けると約束しました……」

　そう呟つぶやくアニスに、エルゼンバッハが優しく微笑む。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。あなたが気に病やむ事ではありません。勝手に動く駒こまなど、邪じや魔まなだけでなく有害です。わたくしやあなたにとっての害虫です。害虫は駆く除じよしなければなりません。ゴミは処しよ分ぶんしなければなりません。ですから妻さい子し共々処分しました」

　そのエルゼンバッハの口調は穏やかで、その笑みは慈じ愛あいに満ちていて、その表情と言葉の内ない容ようとのギャップが見る者の心しん胆たんを寒からしめる。

　真っ青になって立ち竦むアニスの頭を、エルゼンバッハが優しく撫なでながら微笑んだ。

「アニス……あなたを拾い、ここまで育てたのはこのわたくしです。だからあなたはわたくしのものです。あなたは、決してわたくしを裏うら切ぎりません。決してわたくしを裏切ってはなりません。ですから、わたくしはあなたを信しん頼らいします。……人間の処遇と黒エルフ族の提案は、すべてあなたに一任しましょう……」

「……はい……エルゼンバッハ様……」

　エルゼンバッハに撫でられながら、アニスが立ち竦むようにして目を閉とじた。

　周りの緑エルフ達は、その二人の様子をただ見ている。呆あきれるでもなく、感動するでもなく。共感するでもなく、嫌けん悪おするでもなく。その場にいる全員が感情を表に現すでもなく無表情に、ただただ見つめている。

　グレンはその光景に拭ぬぐいきれない違い和わ感を感じ、何な故ぜか言い知れない恐きよう怖ふを感じてその光景を見つめ、口の中に溜たまった唾を飲み込んだ。
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「ど、ど、ど、どうするんですかマイルズさん！　大変ですよ！　一大事ですよ！　緑エルフが木になって、エルゼンバッハが族長なんて尋じん常じようじゃないですよ！」

「いや～グレン君、大変な慌あわてようだね～」

　地ち下か牢ろうの中を行ったり来たりして慌てふためくグレンに、マイルズは肩を竦めながら苦く笑しようを浮うかべた。

「まあまあグレン君、落ち着いて。慌てても仕方がないさ」

　すっかりくつろいだ様子で床ゆかに寝ね転ころがるマイルズを、グレンが信じられないと言いたげな表ひよう情じようで睨にらみ付ける。

「何、落ち着き払はらっているんですかマイルズさん！　大変なんですよ！　おかしいんですよ！　巻まき込まれた僕達は、変な事に危き険けんな命にビックリで、他ほかの緑エルフ達だってきっとエルゼンバッハが表情に精せい気きがなくて操あやつって、僕達だってもしかしたら危険が危あぶなく操られて大変なんですよ！　本当に解わかっているんですかマイルズさん！」

「いや、サッパリ解らないね～」

　マイルズが、興奮しすぎたグレンに思わず笑う。

「とにかく心配しても仕方がないね～。それよりも、捕らえられて閉じ込められるなんて経けい験けんは滅めつ多たにできないんだからさ、グレン君もこの状じよう況きようをもっと楽しまないと」

「楽しめませんよ！」

　ぶち切れそうなグレンに、マイルズは呆れたように肩を竦めた。

　その時、鍵かぎが開けられて扉とびらが開き、アニスが一人で牢屋の中に入ってきた。

　グレンが思わず表情を硬くする。

　それを見て、アニスが小さく微笑んだ。

「大丈夫、私は正せい常じようだから」

　その言葉に、グレンが小さく安あん堵どの息を吐ついた。

「アニスさん、どういう事なんですか？　何で……」

「……食事、持って来た」

　訊たずねるグレンの言葉を途と中ちゆうで遮さえぎり、アニスが網あみ袋ぶくろに入った果くだ物ものを見せながらグレンの手に果物を一個こ握にぎらせた。

「え、あ、どうも……」

　答えをはぐらかされてグレンが戸と惑まどい、複ふく雑ざつな表情を浮かべる。そんなグレンにアニスが小さく微笑ほほえみ、膝を抱えて床に座った。

　座って微笑むアニスの姿すがたは、確たしかに操られているようには見えない。

「成る程……半ば思考能力を失った緑エルフ族を指し揮きするためには、操られていない人間が必要な訳だ……それが、アニスちゃんがハーフ・エルフでありながら緑エルフ族の指揮官でいられる理由か……」

　寝転んだまま確信したように呟くマイルズに、一瞬アニスが表情を硬くする。

「……マイルズは、食べないの？」

　誤ご魔ま化かすように果実を差し出すアニスを、マイルズは起き上がって見つめる。

「エルフ族が争っている原げん因いんは、本当は世せ界かい樹じゆの木に絡からまったあのツタにあるんじゃないのかな？」

　差し出した果実を無視して訊ねるマイルズに、アニスが表情を強こわ張ばらせた。

　それを見ながらマイルズは言葉を続ける。

「……あのツタとエルゼンバッハは無関係じゃない。あの常じよう軌きを逸いつした気配は普ふ通つうじゃないし、緑エルフ族は明らかにエルゼンバッハに操られている。俺おれはこの森に何が起こっているのか正確には知らないが、俺達とアニスちゃんが協力し合えば、たぶんエルゼンバッハを倒たおせるはずだ。エルゼンバッハを倒せば、今この森で起こっているほとんどの問題は解かい決けつするんじゃないのかな？」

　マイルズの言葉にアニスが俯うつむいて、小さく自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべた。

「……違ちがう……私は知っている。エルゼンバッハ様は、本当はとても優やさしい方。今も、憎にくしみと優しさの狭はざ間まで苦しんでいる……」

「いっちゃっている様に見えたけどね～」

　肩を竦めるマイルズに、アニスが小さく首を振った。

「違う……エルゼンバッハ様に正気が残っていなかったら、今いま頃ごろ黒エルフ族も白エルフ族も全ぜん滅めつしている……私も、とっくに殺されている。でも、そうはなっていない。エルゼンバッハ様の優しさが、内から湧わき起こる狂気を抑おさえ込んできたから……私の存在が、エルゼンバッハ様の正気を辛かろうじて保たもたせているから……」

　俯いて一言一言嚙かみ締めるように呟くアニスに、グレンが首を傾かしげる。

「どういう事です？　何でアニスさんが？」

　訊たずねるグレンを見つめながら、アニスが少し躊ちゆう躇ちよして、思い詰つめた表情で口を開いた。

「……エルゼンバッハ様は人間界で自分の子どもを殺された……私と同じハーフ・エルフの子。エルゼンバッハ様の中には愛情と憎しみがせめぎ合っている。そのせめぎ合いの破は局きよくは、本当は一〇年前に訪おとずれていた……でも、その時私がこの森にやってきて、エルゼンバッハ様は私と自分の子どもを重ね合わせた……だから私はエルゼンバッハ様を裏うら切ぎれない……裏切ったらいけない……」

　思い詰めた表情のアニスに、マイルズが小さく肩かたを竦すくめる。

「なら、アニスちゃんはどうするつもりなのかな？」

「マイルズに、緑エルフ族の代表として『契けい約やくの決けつ闘とう』で戦ってもらう」

　マイルズとアニスが見つめ合い、奇き妙みような沈ちん黙もくが流れた。

「……俺が負けるとは思わないのかな？」

　訊ねるマイルズに、アニスが小さく首を振る。

「あなたが負けるような相手なら、エルゼンバッハ様くらいしか勝てる人はいない」

「わざと負けるかも知れないね～」

　おどけるように言うマイルズを、アニスが真しん剣けんな目で見つめる。

「明日の昼、第二層そうで『契約の決闘』が行われる。戦うのは一人だけ、グレンにはここに留とどまってもらう。もしあなたが負けたら……それがわざとじゃなくても、グレンを殺す」

　アニスが「殺す」と言った瞬しゆん間かん、マイルズがアニスに殺気を叩たたき付けた。

「脅おどしかい？」

　低い声で、囁ささやくようにマイルズが呟く。しかし、常人なら腰こしを抜かしてしまうだろう殺気を叩き付けられても、アニスは少しも臆おくした様子を見せない。

「そう、脅し。『契約の決闘』で負けても、緑エルフ族は打撃を受けない。単に無視すればいいだけ。でも、そうなったら全面戦争になる。エルゼンバッハ様は気にもしないだろうけど、私はそれを避さけたい。だからマイルズに『契約の決闘』で勝ってもらいたい」

　そう淡たん々たんと言って、小さく笑みを浮うかべる。

「でも、あなた達にとって悪い事ばかりじゃない。マイルズが勝てば世界樹の薪まきをあなた達にあげる。そして、全員揃そろってこの森から出ていってもらう。それであなた達の目的も果たせるし、誰だれも不幸にならない。きっと、誰にとっても一番いい結果だと思う」

「……脅しをかけるような人の言葉は、信じられないね……」

「でも、この不知火しらぬいの森でプロペティア帝てい国こくの強さを知っているのはたぶん私だけ。あの錫しやく杖じようの在処ありかを知っているのも私だけ。あなた達を助けたいのも、たぶん私だけ。だから、あなたは私を信じるしかないはず」

　微笑みながら告げるアニスに、マイルズが探さぐる視線を向ける。

「……俺が、一人だけ助かろうとしたらどうする？」

「大だい丈じよう夫ぶ、それはない。あなただけ助かる気なら、今までにもチャンスはあった。今も。扉とびらの鍵かぎは開いているから、私を殺して逃にげればいい。……でも、あなたはそれをしない。たぶん、グレンを守りきる自信がないから」

　マイルズが目を瞑つむり、小さく息を吐ついた。

「……仕方ない」

「契約成立。……本当はもっといろんなお話をしたかったけど、もう来ない。これ以上ここに来ると、万が一の時に辛つらくなるから……」

　そう言って、アニスが少し寂さびしそうな笑みを浮かべて外に出ていった。

「マイルズさん……」

　心配そうなグレンに、マイルズが笑みを浮かべる。

「戦いの方は心配しなくてもいい。よほどの事がない限かぎり、俺が負ける事はない。ただ、アニスちゃんは一言も世界樹の木に絡からみ付いたツタの事に言げん及きゆうしてない。果たして本当にエルゼンバッハが元げん凶きようなのか……まだ何かあるような気がする……」

　マイルズは嫌いやな予感を抱いだきながら、牢屋の暗がりを鋭い表情で見つめ続けた。







　第五章　すれ違ちがう想おもい
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　アニスは独ひとり、第三層の外はずれにある一本のもみの木に登って枝えだの先に座り、夕ゆう闇やみに暮くれてゆく景色を浮かない表情で眺ながめていた。

　このもみの木からは第二層や第一層やその先の人間界が一望でき、アニスが生まれ育ったサウラの村が米こめ粒つぶのように小さく見える。

　不知火しらぬいの森だけではなく人間界の森にも、そこに住む人間の村にも、夕焼けは分け隔へだてなく訪おとずれている。その光景は、この大空には断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきで隔かく絶ぜつされたエルフと人間の境きよう界かいが存そん在ざいしないのだと思わせる。離はなれていても、この空でつながっているのだと信じる事ができる。だからアニスはこの光景が好きだった。悲しいとき、寂さびしいとき、苦しいとき、辛つらいとき……一〇年前にこの森に来てから何度も、アニスはこの木に登って枝に座ってこの光景を眺めた。時には嗚お咽えつを漏らし、時には愚ぐ痴ちを漏らす……そんなアニスをこのもみの木は、いつも優やさしく迎むかえてくれた。
















　もみの木が慰なぐさめてくれているような気がして、励はげましてくれているような気がして、アニスはいつも少しだけ生きていく元気をもらえた。

　この森で一番好きな場所。

　しかし今は、このもみの木もアニスの苦しみを和やわらげてくれない。

　本当にこれでいいのか？　自分は間違った選せん択たくをしたのではないか？

　アニスは生まれ育った人間界の村を眺め、答えの出ない自問自答を繰くり返していた。

　アニスがやろうとしている事は、現状維い持じに毛が生えた程てい度どの事だ。問題の根本的な解決にはつながらない。それはアニスが一番良く承しよう知ちしている。しかし様々な出来事が組み合わさって出来上がった現状は、微び妙みようなバランスでもってようやく平へい穏おんを維持している状態であり、小さなヒビを入れただけで取り返しがつかないほど崩ほう壊かいする。下へ手たを打てば、一気に破は滅めつに向かって暴ぼう走そうしかねない。それが怖こわくてアニスは今まで何もできなかった。

　すべての人が満足する結果なんて無理なのかもしれない。何かを手に入れるためには、何かを失わなければいけないのかもしれない。でも、どうすればいいのかも解らない。

　しかしアニスには解る。きっと今が一転機だと。今の決断が、森の未来に大きく影えい響きようを及およぼす。おそらく自分の決断に、森の未来が懸かかっている。

　正直、一人で抱かかえ込こむには重すぎる。しかしアニスには、誰一人として責せき任にんを分ぶん担たんしてくれる人がいない。悩なやみを打ち明ける相手も、助言をしてくれる相手もいない。叱しつ咤たしてくれる人も、支ささえてくれる人もいない。ただ責任ばかりが重くのし掛かり、アニスはそれに押おし潰つぶされそうになりながら、必死に堪たえているだけだった。

「私は……ただ信しん頼らいできる人が欲ほしかっただけなのに……。地位なんていらない。こんな力もいらない。ただ、普ふ通つうの幸せが欲しかっただけなのに……」

　両手で顔を覆おおって、踞うずくまるようにして嗚咽をあげた。

『だが小こ娘むすめよ、覆ふく水すいは盆ぼんに還かえらぬ。川は一いつ瀉しや千せん里り。動き出した時代の流れもまた然しかり。そなたが矛む盾じゆんを抱え込んで取り繕つくろっても、所しよ詮せん矮わい小しようなる者の力では、この世の摂せつ理りに抗あらがう術すべはあるまい。ならば何を嘆なげく。そなたは世界樹の木より炎ほのおの霊れい獣じゆうを授さずけられた者。半分とは言いえ、世界樹の木よりこの森の未来を託たくされた責任があるはずだ』

　不意にそんな声が掛けられ、アニスが驚おどろいて顔を上げた。

　アニスの目と鼻の先で、猫ねこと同じくらいの大きさの、全身が緑色を基き調ちようとした体毛で覆われた不思議な生き物が、鷲わしと酷こく似じした翼つばさを羽ばたかせながら空中に浮うかんでいた。

「あ……あなたは……？」

　突とつ然ぜん現れた見み慣なれない生き物にちょっぴり脅おびえながら、アニスがおずおずと口を開く。

　その生き物が、尊そん大だいそうに胸を張った。

『本来なら矮小なる者に教える名はないが、勿もつ体たいなくもこの余よ直じき々じきに我わが尊そん名めいを告げてやろう。天地鳴動の感動に震ふるえながら承うけたまわるが良いぞ。余はヴェルフェル。龍りゆうの中の龍にしてこの世界で最も偉い大だいなる存そん在ざいだ。さあ遠えん慮りよはいらぬ、余を崇あがめ奉たてまつり、存分に敬けい意いの念を掻かき立てるが良い』

「え……誰？」

　小さく首を傾かしげた瞬間、それがカクンと急きゆう降こう下かし、パタパタと飛んで再ふたたびアニスの前に戻ってきた。

『……ハーフなる小娘よ。余は、世界樹の木とは旧きゆう知ちの仲である。かつては最も神に近い存在とされたヤツが、自分の眷けん属ぞくすら守れぬほど弱っていると知り、からかいついでに見み舞まってきたところだ』

「世界樹の木と？　なら教えて。私はどうしたら……」

　身を乗り出して訊ねるアニスに、それが目を細めてしばし沈ちん黙もくする。

『そなたは余の眷属ではない。それに余には、自ら滅ほろびようとしているヤツの気持ちが理解できぬ。だがヤツは、そなた等眷属の意思を尊重して滅びを願った。故ゆえに余は、そなた達を手助けする事はせぬ。……それにこの程度の事じ件けんは、余の手助けなしに解決してもらわねば話にもならぬ』

　尊大そうに笑い、それがパタパタとアニスの前から飛び去った。

　一人残されたアニスが、考えながら小さく首を傾げる。

「……何しに来たんだろう、今の変な生き物……」

　ポツリと呟いたその瞬間、それがキリモミしながら急降下していった。が、残念ながらアニスはそれを見ていない。心の中で今言われた言葉を思い返していた。

　何か重要な事を告げられた気もする。いまいち良く解らないが、何な故ぜか間違いを指し摘てきされたような気がする。

「……私は……間違っているの……」

　アニスは一人、もみの木に座すわって考え続けた。
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「私は……間違っていない……」

　屋根から生えた木の上で、パメラが沈しずみゆく太陽を見つめながら、ガーベルにぶたれた頰ほおを手で押おさえて頼たよりなげに小さく呟つぶやいた。

　そこは黒エルフ族の集落の一角にある白エルフ族の居きよ住じゆう区くで、この木の真下にパメラの住む建物がある。気付きにくいがパメラの部屋から木の枝を伝えば、苦労せずにこの木に登れる。木の葉が隠かくしてくれるので、いったん上に登れば外から気付かれる事はない。

　誰も知らない、パメラだけの秘ひ密みつの場所。

　白エルフ族を率ひきいる立場のパメラには、一人になりたくてもそんな時間は滅めつ多たにない。集落の外に出れば黒エルフの護ご衛えいが必ず付き添そうし、集落内にいれば白エルフの取り巻きが付きまとう。だから一人になりたい時は、それらの目を盗ぬすんでこの木に登った。

　知られれば、木に登るのは危き険けんだからおやめくださいとか言われるに決まっている。

　しかし一人になれるのもせいぜい三〇分が限げん度ど。それ以上行方ゆくえを眩くらませていれば、誰かが必ず騒さわぎ出す。白エルフ族にとってパメラは絶ぜつ対たいに必要な存在なのだ。

　それは、パメラがいずれエルフの女王となるべき定めに生まれたため。

　しかしそれ以上に、一〇〇年前に起こった緑エルフ族の襲しゆう撃げきが、白エルフ族にとってぬぐい去れないほどの深い傷きずを残しているからだった。

　生き残った白エルフの数は五〇人足らずで、その三分の一がパメラと同じくらいの年の子ども達であった。

　子ども達の九割わりが、あの日の襲撃で両親を失った。目の前で凄せい惨さんな光景を目撃し、心に大きな傷を受け、脅え何かに縋すがり付きたがっていた。

　しかし本来なら頼るべき大人達は、まったく役に立たなかった。

　勇ゆう敢かんな者は愛する者を守って皆みな死んだ。生き残った大人のほとんどが、愛する者を見み捨すてて逃にげ出した者達だ。無む論ろん彼等とて、そうしたくてした訳わけではない。逃げ出したほとんどの者が、そうせざるを得なかった者達である。しかし逃げ出した事実は彼等に負い目を持たせ、負い目は緑エルフ族に対する恐きよう怖ふと相まって無気力を生み、多くの大人達が酒に溺おぼれる毎日を過すごしていた。

　そんな大人達を見て子ども達が安心するはずもない。脅える子ども達を見て大人達が動どう揺ようする……そんな悪あく循じゆん環かんが白エルフ族全体に蔓まん延えんし、一族は崩ほう壊かい寸すん前ぜんに陥おちいっていた。

　そんな窮きゆう地ちに陥おちいった時に、救世主を渇かつ望ぼうするのはエルフも人間も変わりない。そして救世主は、やはり同族から生まれなければならない。生き残った白エルフ達は、次代エルフの『女王』となるはずだったパメラに唯ゆい一いつの希望を見み出いだしたがっていた。

　それを決定的にしたのが、パメラが一〇〇歳になった頃ころに起こった事じ件けんだった。

　ある日パメラが原げん因いん不明の高熱を発し、七日七晩意い識しき不明に陥った。白エルフ族に緊きん張ちようが走り、誰もがパメラの全ぜん快かいを世せ界かい樹じゆの木に祈いのった。すると七日目の晩に、どこからともなく飛んできた炎ほのおの霊れい獣じゆうがパメラの身体からだに宿り、その瞬間高熱が治まってパメラが目を覚ますという奇き跡せきが起こった。その奇跡は、やはりパメラは特別なんだ。パメラこそ、この状況を打開してくれる救世主なのだと皆に信じさせるのに充じゆう分ぶんであった。

　その日以来、パメラにとてつもない重圧が掛けられるようになった。

　凜りんとして立つパメラの姿に、白エルフ族の誰だれもが希望を抱く。恐おそれや不安を見せないパメラに、誰もが自分の不安を和やわらげる……そんな役割が求められ、パメラは誰にも弱みを見せる事ができなくなった。

　パメラだって怖いのに、誰かに縋すがり付きたいのに、周囲の視線がそれを許ゆるさない。

　まだ何の実じつ績せきもないのに、自分一人を律りつする事さえ満足にできないのに、自分でも何だか解らない力に翻ほん弄ろうされて、自分の意い志しとは関係なく白エルフ族のリーダーに祭り上げられて、英えい雄ゆうとしての役割や立ち振ふる舞まいが求められる……そんな立場に突とつ然ぜん立たされたパメラは、自分自身の心を騙だますために恐きよう怖ふを憎にくしみに変えるしかなかった。悲しみを怒りに変えなければ、重圧に押し潰つぶされそうな自分の心を奮ふるい立たせる事ができなかった。

　パメラが黒エルフ族との同どう盟めいにあたって『契けい約やくの決けつ闘とう』を禁きん止ししたのも、緑エルフ族との全面衝しよう突とつに固こ執しゆうするのも、だからである。

　パメラが自分の心を騙だますしかなかったように、白エルフ族全体も緑エルフ族への恐怖心を騙す必要があった。そして恐怖心を騙すには怒りが最さい適てきである。それも、自じ己こ陶とう酔すいに基もとづく怒りが。だから白エルフ族が自己崩壊の危き機きを脱だつするまでは、緑エルフ族という絶対的な『悪』と、それと白エルフ族を代表するパメラが戦うという姿し勢せいが必要だったのだ。

　それを可か能のうとしたのが、黒エルフ族とその若わかき指し導どう者しやガーベルの存在だった。

　黒エルフ族と同盟を結んだ事によって、白エルフ族は身の安全を得た。再ふたたび緑エルフ族に襲撃されるという恐怖心を和やわらげる事ができ、パメラが緑エルフ族と戦うという姿勢を見せる事が可能になった。

　そして黒エルフ族の聡そう明めいな族長であるガーベルの存在が、ともすれば緑エルフ族との全面衝突という愚ぐ行こうに暴ぼう走そうしがちな白エルフ族を抑おさえてくれた。

　パメラは立場上、ガーベルと私的に会う事は滅めつ多たにできない。だからガーベルと顔を合わせれば、ガーベルが全面対決に反対する以上は対立せざるを得ない。しかし本心ではガーベルを頼りにしていた。パメラが唯ゆい一いつ心を許し、信頼しきっていた相手だった。

　お互たがい立場があるからいつもは対立してみせるが、ガーベルと二人の時だけパメラは年相そう応おうになって甘あまえられた。わがままを言えた。感情をぶつけても受け止めてくれた。

　同族に弱みが見せられないパメラの、唯一の理解者だったはずだった。

　そのガーベルに、昨日ぶたれた。その痛いたみが未いまだに残っている。

　痛いのは頰ほおではなく、心だ。

　パメラがラキス達を連れて戻ったのは、本当はパメラからガーベルに『契約の決闘』を持ちかけるつもりだったからだ。なのにガーベルは、パメラを排はい除じよしてそれを決めた。

　解ってくれていると思っていた相手に裏うら切ぎられた。

　ガーベルとの間に、いつの間にか見えない大きな亀き裂れつが横たわっていた。

　それが判っても、パメラにはもうどうする事もできない。

　パメラが自分の心を騙すために利用した怒りは、今や白エルフ族全体に蔓まん延えんしている。緑エルフ族に対する拭ぬぐいきれない憎しみが定着し、白エルフ族の代表であるパメラの行動を制限する。今やパメラにすら、自分が憎しみを利用しているのか自分が憎しみに利用されているのか解らない。

　自分の感情を持て余あまし、どうしていいのか解らない。

　それなのに、ついに独りぼっちになってしまった。

　気け怠だるさにも似にた脱だつ力りよく感に襲われ、パメラは頰ほおを押おさえて俯うつむいていた。

　まだ、しばらく一人でいたい。

　その思いは、しかしパメラには許されない。日にち没ぼつを待たずして、下の方でパメラを捜さがす声が聞こえてきた。

　騒さわぎになる前に姿すがたを見せなければならない。パメラは沈しずみゆく太陽を見つめて何度か大きく深しん呼こ吸きゆうをして、苦労して表ひよう情じように笑えみを張はり付かせて下に降おりた。そして木の下にある自分の部屋に降りて、廊ろう下かから聞こえてくる呼よび声に扉とびらを開けた。

「どうしました？」

　慌あわててパメラを捜さがしている白エルフの老人に、パメラが微笑ほほえみ掛かける。

「ああ、パメラ様！　お捜しいたしましたぞ！　一体どちらに行かれていたのです！」

「部屋で瞑めい想そうをしていました」

　狼ろう狽ばいした老人に、パメラがしれっと答える。もちろんそれで納なつ得とくするはずがない。

「しかし何度声を掛けても返事がなく、部屋を見てもお姿が……」

「部屋の隅すみに座すわっていたので気付かなかったのですね……。ごめんなさい。私も集中していたので気付くのが遅おくれてしまいました。それで、どうしました？」

　首を傾かしげる老人に、パメラが落ち着いて気品に満ちた笑顔を向けた。

　それが表面だけの物である事は、パメラ本人以外には判らない。過か度どの期待と神しん秘ぴ性せいが幻げん想そうを生み、パメラの笑顔に絶対の説得力を与えている。案の定、その老人はパメラの笑顔に安あん堵どして落ち着きを取り戻した。

「そうでしたか、どうやらこの老ろう骨こつの早とちりでしたな。申し訳ありませんパメラ様。実はガーベル様より託ことづけを預あずかっております。重要な話があるので『会議場』まで来ていただくようにとの事です」

　パメラが心の中で動どう揺ようする。

　正直、今はガーベルと顔を合わせたくない。しかし、立場上そうもいかない。だから、気持ちの整理のためにもう少しだけ時間が欲ほしい。

「解りました。支し度たくをしますので、少し遅おくれるとガーベル様に伝えてください」

　パメラは笑みを浮うかべたまま即そく答とうした。

　少しでも返事が淀よどめば、白エルフ族に不安が伝わる。少しでも表情に表せば、白エルフ族は動揺する。だからパメラは自分の感情を表に現す事が許されない。常つねに、薄うす皮かわ一枚まいにこの笑みを張り付かせていなければならない。

　ガーベルとの絆きずなが切れたら、永えい遠えんに……。

　内心の不安を押し殺しながら自分の部屋に戻ろうとするパメラを、老人が少し慌てて呼び止めた。

「パメラ様、夜が近付いて子ども達が広場に集まってきています。できればガーベル様のもとに行く前に、彼等に一言声を掛けていただきたく……」

「そうですね。解りました、今から広場に参りましょう」

「ありがとうございます。それでは、こちらへ」

　老人が恭うやうやしく頭を下げ、パメラを先せん導どうして廊ろう下かを歩き出した。

　生き残った白エルフ族の中で最長老である彼が、まだ一五〇年程てい度どしか生きていないパメラに対して媚こびるようにへつらう。本来ならまだ未み熟じゆくなパメラを指導するべき立場なのに、パメラの指導を嬉き々きとして受け入れている。

　何もこの老人に限かぎった事ではない。これが白エルフ族の現状なのだ。

　老人の後ろについて歩きながら、パメラは内心でため息を吐ついた。

　やがて、建物の外にある広場に着いた。

　もう太陽は沈しずんでいて、周囲が闇やみに飲み込こまれつつある。その闇の中で、白エルフ族の子ども達が半円を作って地面に座すわり、今や遅しとパメラの登場を待っていた。

　子ども達と言っても、みんなパメラとほとんど同じ年ねん齢れい。パメラより年下も多いが、パメラより年上も多い。なのにみんな一様に、パメラに信しん頼らいしきった瞳ひとみを向けている。

　しかも広場にいるのは子ども達だけではない。昨日緑エルフ族への襲撃でパメラが不在だったためだろう、大勢の大人達……おそらくほとんどすべての白エルフがパメラに不安を取り除のぞいてもらおうと、ここに集まっていた。

　満月が近付いてきたからだ。

　誰もが皆みな、程てい度どの差こそあれこの時期になると一〇〇年前の悪あく夢むに悩なやまされる。

　眠ねむれない夜を不安の中で過すごす事になる。

　しかしパメラが「大だい丈じよう夫ぶ」と微笑み掛けると、彼らは噓うそのように安心して眠れるようになるらしい。パメラ自身信じがたいが、こうやって集まってくる以上は本当に効こう果かがあるのだろう。

　自分の影えい響きよう力りよくの大きさに怖こわくなる反面、悲しくもなる。

　彼等の不安はパメラが取り除のぞいてあげられる。しかしパメラの不安は、苦しみは、一体誰が取り除いてくれるのだろう……。

　そんな思いを胸むねの内に隠かくして、パメラはみんなに笑みを向けた。するとそれまで皆にわずかに見えていた不安が消え去り、信頼しきった、あるいは陶とう酔すいしきった瞳を向けてきた。

　この信頼を裏切る事はできない。もし裏切れば、その後どうなるか想そう像ぞうもできない。

（……私は……きっと間ま違ちがっていない）

　胸の内に隠した不満や不安を無理矢理押し殺し、パメラは心の中で自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。
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　黒エルフ族の集落にある『会議場』内の族長室で、ガーベルとハーツが胡座あぐらを組んで床ゆかに座すわり、向き合って酒を酌くみ交かわしていた。

　部屋の中央上にはラキスが浮うかべた魔ま法ほうの明かりが漂ただよっているが、部屋の中にラキスの姿すがたはない。ちょっと前に一ひと騒そう動どうあって、たった今ラキスがメルフィを連れて出ていった。

　残った男二人は苦く笑しよう混まじりのため息を漏もらし、何を話すでもなくひょうたんとっくりから木のコップに酒を注いで、部屋の中に奇き妙みような沈ちん黙もくが流れていた。

「遅くなりました……」

　ドアが開き、部屋に入ってきたパメラが部屋の有様を見て眉まゆをひそめた。床ゆかにイスとテーブルが半はん壊かいして転がっているのだ。まるで台風でも過すぎ去った後のような有様である。

「……お楽しみですね。大事な話があると聞いていましたが」

　少し視線を背そむけて嫌いや味みを言うパメラに、ガーベルが苦笑を浮かべて肩かたを竦すくめた。

「お前がえらく遅いんで、少し飲んで待っていただけだ。心配するな、酔ようほどは飲んでいないし、見た目ほど飲んでもいない」

「酔っぱらいは、大たい抵ていそう言います。……ラキスとメルフィの姿が見えませんが？」

　棘とげを含ふくんでそう言うパメラに、ハーツが苦笑を浮かべる。

「ちょっと事じ故こがあってな。メルフィが間違えて濃のう度どの高い酒を飲んで、火を吹ふいてぶっ倒たおれた。それで今ラキスが寝しん室しつに連れて行った。ラキスの方はその内戻ってくるだろう」

　メルフィがぶっ倒れる前に暴あばれたのだが、それは言わないでも有様を見れば想像がつく。パメラが小さくため息を吐いた。

「そうですか」

　パメラが頷うなずいて、酔っぱらい二人から少し離れて床に座る。それを見てガーベルが小さくため息を吐いた。

「まだ怒おこっているのか……」

「……別に。それより用よう件けんは？」

　視線を背そむけてぶっきらぼうに訊たずねる。別にと言う割には態たい度どに丸出し。子どもの反はん応のうだとハーツが小さく笑みを浮うかべる。

　しかしガーベルはパメラのその反応に、考え込むように小さく顔を俯かせた。

「……話は『契けい約やくの決けつ闘とう』の件だ。日ひ暮ぐれ前に緑エルフ族から返事が来た。緑エルフ族は人間三人の身み柄がらと、パメラ、お前の身柄を要求してきている」

　ピクッとパメラの身体からだが震ふるえた。

　しかし何も言わずにじっと虚こ空くうを見つめる。そんなパメラの様子を注視しながら、ガーベルが言葉を続けた。

「お前の身柄を賭かけるなど、白エルフ族は絶ぜつ対たいに賛さん同どうしないだろう。だが、お前自身が賛成すれば話は別だ。お前さえ承しよう知ちしてくれれば……」

「ガーベルは……私が死ねばいいと思っているんですね……」

「馬ば鹿かを言うな！」

　バン！

　ガーベルが拳こぶしで床を殴なぐりつけ、コップが酒をこぼしながら転がった。

「同どう盟めい軍とは言っても、主力はほとんどすべて黒エルフ族だ！　最高責せき任にん者しやはお前ではなくこのオレだ！　だから当然緑エルフ族はこのオレか黒エルフ族を目的に要求してくると思っていた！　だからこそこの話を進めたんだ！　それが解らんのか！」

　興こう奮ふんした様子で睨にらみ付けるガーベルに、パメラが少し冷ややかな視線を向ける。

「なら取りやめますか？　取りやめるつもりはないんでしょう？　私達が要求した『契約の決闘』を私達から断ことわったら、もう二度と私達から『契約の決闘』を要求できなくなる。……この機会を逃のがしたら後は全面衝しよう突とつしかなくなる。だからガーベルは『契約の決闘』をしたいのでしょう？」

「……そうだ。オレは緑エルフ族との全面衝突は避さけたい。今全面衝突をすれば……」

「……解りました。ガーベルは私の事なんかどうでもいいんです」

　顔を歪ゆがめて吐はき捨すてて、パメラが俯いて立ち上がった。

「パメラ！」

「もういいです。もう話す事なんてありません。ガーベルの好きにすればいい。でも、私は死にたくないし、死ぬ訳にもいかない。だから私も好きにします」

「どういう意味だ？　何をする気だ！」

「『契約の決闘』は議決された事だから、彼が勝てば私もそれに従したがいます。でも、もし負けたら、私はそれに従いません。私はラキスとメルフィを殺します」

「馬鹿を言うなパメラ！　そんな事をすれば……」

「そう、秩ちつ序じよは崩ほう壊かいします。私はみんなから信頼を失うし、黒エルフ族と緑エルフ族は全面衝突する事になるでしょう。……でも、もうどうでもいい！　どうなっても、私はもう知りません！」

　パメラが部屋から飛び出した。

「待て！　パメラ！」

　ガーベルが慌あわててパメラを追い掛けていく。

　後にハーツだけが取り残された。

「……妙みような雲行きになってきたな……まあ、俺おれが勝てば済すむ問題だが……」

　苦く笑しようを浮かべて酒の入ったコップを傾かたむけ、ため息混じりに小さく呟つぶやく。

　ハーツが『契約の決闘』で勝ってもガーベルとパメラの問題は残るだろうが、ハーツにはそこまで心配する義ぎ理りはない。思いも掛けずラキスとメルフィの命を背せ負おう事になってしまったが、戦いとは常つねにそんなものであるし、たとえ誰だれが相手だろうと自分が負けるとは思っていない。

　少し気は重くなるが……。

「お待たせ～。やっとメルフィが落ち着い……あれ？　ガーベルは？」

　ラキスが部屋に入ってきて、ハーツを見て首を傾かしげた。

「ちょっとな。今、パメラを追い掛けて出ていった」

「え？　もう話し合い終わったの？　すぐ戻もどってきたつもりだったんだけど……で、どうなったの？　やっぱり駄だ目め？」

「いや、『契約の決闘』は行われる。ただ……」

「ただ、何？」

　まだ何も知らないラキスがハーツを見て首を傾げる。

　そのラキスを見て、ハーツはパメラの言葉を胸むねの内にしまった。

　何も不安がらせる事はない。

「いや、何でもない。心配するな、誰が相手でも俺が負ける事はない。大だい丈じよう夫ぶだ」

　笑みを浮かべるハーツに、ラキスが小さく首を傾げた。
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　日付が変わり、日がまた昇のぼる。

　いつもと変わらず鳥がさえずり、蝉せみが喧やかましく喚わめき出す。

　しかし天気は曇くもりがち。今はまだ大丈夫だが、昼頃には一雨来そうな気配である。

（せめて青天だったら、気も少しは晴れるのに……）

　森の中を歩きながら、ラキスが曇り空を見上げて小さくため息を吐ついた。

　第二層そうにある『契約の決闘』の舞ぶ台たいへは、第一層にある黒エルフ族の集落からは三時間ほど掛かるらしい。だから時間的余よ裕ゆうをとって、朝になってからの出発。

　ハーツを先頭に、隣となりにラキス。その二人を挟はさむようにして左側にガーベル、右側にパメラが歩く。

　メルフィは二日酔よいでダウン中。唸うなって布ふ団とんから起き上がれないのでそのまま置いてきた。その代わりではないが、黒エルフ族と白エルフ族がラキス達の後ろから少し離はなれてついてくる。一族の命運を賭かける戦いに、無関心ではいられないのだろう。

　何だか重苦しい緊きん張ちようが周囲を包む。居いたたまれなくなって、ラキスはその重苦しさに対たい抗こうするように、何気ない仕草を装よそおって笑みを浮うかべた。

「ねえ、約束の時間は正しよう午ごだったけど、太陽が見えなくても時間は判わかるの？　集落では時計なんて見た事ないけど……あ、もしかして腹はら時計？」

「違ちがう」

「違います」

　一いつ緒しよに歩くガーベルとパメラが同時に否ひ定ていする。語調はいつもと変わらないが、二人とも表情が少しだけムッとする。

「風の流れや気温の変化……オレ達エルフ族は人間のように時計を使わなくとも、自然の微び妙みような変化を肌はだで感じて正せい確かくに時を知る」

「ラキスはエルフ族を、文化の遅おくれた野や蛮ばんな種族と誤ご解かいしていませんか？」

「あ、いや……そんな事は……」

　非ひ難なんを含ふくんだ二人の言葉に、ラキスが小さく首を竦すくめた。

　せめて少しでも場を和なごませようと冗じよう談だんを言ったつもりなのだが、うけないどころか逆ぎやく効こう果か。ラキスが困こまり果てて、隣を歩くハーツに視し線せんを向けた。

　ハーツが、ラキスの縋すがり付くような視線に気付いて小さくため息。

「……笑えん」

「う、うるさいな」

　サクッと心にハーツの言葉が突つき刺ささり、ラキスがプイとそっぽを向いた。

　そのまま一行は無言で目的地へ進む。

　ラキスが再ふたたび、小さくため息を吐ついた。不安や苦しさを抱かかえている時に、ことさら明るく振ふる舞まう傾けい向こうがあるラキスは、正直こういう雰ふん囲い気きが苦手である。苦しい時に暗く落ち込こんでしまうと、ドツボにはまって抜ぬけ出せない気がするからだ。しかしこの場にはそう思わない人達が揃そろっているらしい。

　ガーベルとパメラは、朝から全然視線を合わせようとしない。何だか知らないが険けん悪あくな雰囲気で、さっきもラキスを非難するのに共同歩調をとりながら、お互いまったく視線を合わせなかった。おそらく昨夜何かあったのだろうが、何があったのか聞きにくい雰囲気である。

　それにハーツも、何か心に引っ掛かる事があるらしく様子がおかしい。こういう時のハーツは、ことさら普段どおりに振る舞おうとする。その惚とぼけぶりは見事なもので、良く知っているラキスですら普ふ通つうなら気が付かないだろう……が、そもそも周りが険悪な雰囲気に包まれているときに普ふ段だんと変わらない事がおかしい。

　みんな何かを隠かくしている。しかし、訊きいても答えてくれないだろう。何だか除のけ者にされたみたいで、ラキスは不満を心に隠かくして何度もため息を吐いた。

「……それで、その『契約の決闘』が行われるのはどんな所なの？」

　気を取り直して訊たずねるラキスに、ガーベルが小さく頷うなずく。

「戦いの舞台は、第二層から第一層に流れ落ちる滝たきの中ちゆう腹ふくにある。中腹と言ってもかなり上に位置するが、そこで『契約の決闘』は行われる」

「滝の真ん中？　そんな所で戦いなんかできるの？　それに緑エルフ族が何かちょっかい掛けたりしてくる心配はないのかな？」

　何気なさを装って確かく認にんするラキスに、ガーベルが小さく苦笑する。

「長年エルフ族の問題を解決してきた聖せい地ちだ、心配はいらない。そこには世せ界かい樹じゆの木が張はった結界があり、決闘が始まれば他者の手出しができない聖せい域いきになる。あらゆる魔ま法ほうは無効化し、あらゆる物理的妨ぼう害がいを遮しや断だんする」

「ふ～ん。でも、何でそんな場所が必要だったの？　そんなに昔からエルフ族は仲が悪かった訳？」

　首を傾げるラキスに、今度はパメラが苦笑した。

「いえ、実じつ際さいに『契約の決闘』が行われたのは、この不知火しらぬいの森の歴史でも数える程てい度どです。それもかなり初期の出来事だったと聞いています。もう、エルフ族にとっても真しん偽ぎも定かではない言い伝えです。伝説のつもりで聞いてください。

　……この不知火しらぬいの森に住むエルフ族は、もともとは白エルフ族だけでした。それが『神々の大戦』の時代に黒エルフ族と緑エルフ族がやってきて、この地に定住するようになりました。でも、文化の異ことなる者が一緒にいて諍いさかいが起こらないはずはありません。諍いの最大の焦しよう点てんは、どの部族が主しゆ導どう権けんを握にぎるかでした。三つのエルフ族は互たがいに譲ゆずらず争って、多くの血がこの森で流されたそうです。その争いを見かねて、世界樹の木が三部族に宣せん言げんしました。『森と精せい霊れいの名に懸かけて、それぞれの代表者を選出して彼かの地で戦わせよ。我われは勝ち残った勇者を選ばれし者と認みとめ、その部族から『女王』を選出しよう』と……その戦いで勝ち残ったのが白エルフ族でした」

「へ？　女王？　その勝った人がエルフ族の族長になるんじゃなかったの？」

　首を傾げるラキスにパメラが微笑ほほえみながら頷く。

「三つの部族の代表者は皆みな男性でした。女王には、当然ですけど女性しか選ばれません。それと、女王と族長は別の存そん在ざいです。各エルフ族の族長は基き本ほん的に選挙で選出されますけど、エルフの女王は白エルフ族の中から世界樹の木が指名して選ばれます。必ず、森と意い識しきを通じ合える事ができる一二〇～一五〇歳さいの若わかい女性がそれに選ばれるんです」

「……え？　族長も女王も血けつ縁えんじゃないの？　だってパメラは女王になるべき定めで生まれたって聞いたけど？」

　ラキスの問いに、パメラが弾はじかれたようにガーベルを睨にらみ付けた。

「別に、隠す事ではない」

　悪びれもせずに答えるガーベルを、パメラが嫌いやな物を見たかのように顔をしかめる。

「……女王に選ばれた女性は、それから二〇〇～三〇〇年間ほどは純じゆん潔けつを保たもたなければなりません。もし掟おきてを破やぶった場合、女王の資し格かくはその子に受け継つがれます。何な故ぜか必ず女の子が産うまれるんです。私は、母から女王の資格を受け継ぐはずだったんです……」

「何な故ぜ、パメラは資格を失ったんだ？」

　それまで黙だまっていたハーツの問いに、パメラが表情を苦しげに歪ゆがませた。

「……解わかりません……本当は、資格を受け継いだ子はずっと世界樹の声を聞いて育つはずなんです……だけど私には世界樹の声が聞こえません。……何故資格を失ったのか、私にも解りません……」

　思い詰つめたように俯うつむいたパメラにつられて、しばらく誰もが口を噤つぐんだ。

　やがてその沈ちん黙もくをガーベルが破やぶる。

「……森は黒エルフ族が大切にする存在、精霊は緑エルフ族が大切にする存在、そして白エルフ族は世界樹の木を信しん奉ぽうする。即すなわち『契約の決闘』の勝者は、この三つから選ばれた者となる。故ゆえに『契約の決闘』はエルフ族にとって絶ぜつ対たいのしきたりだ。もしこれを破る者が出れば、その者はこの三つから見放された存在となるだろう」

　ガーベルの言葉に、パメラがピクリと身体からだを震ふるわせる。

　しかし、何も言わない。

「もともとは無む駄だな争いを避さけるための決闘か……皮肉だな……」

「……何で？」

　ハーツの呟きにラキスが首を傾げる。

　しかしハーツは返事しない。無視されて、ラキスが頰ほおを膨ふくらませた。

「こら、ハーツ！　あたしに何か隠しているでしょう！」

「大した事じゃない。心配するな」

「心配するなって、何よそれ！」

　何だか不安が増ぞう大だいして訊たずねるラキスに、ハーツは苦笑を浮うかべて首を振る。

　あくまでも答えないハーツに、ラキスが頭に来て文もん句くを言おうとしたとき。

「着いたぞ」

　ガーベルが不意にそう言って、森が途と切ぎれた。

　目の前に現あらわれた、壮そう大だいな滝たき。

　巨きよ大だいな川が流れ落ちる光景に、ラキスは怒いかりを忘わすれて目を奪うばわれた。
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　それは、見る者を圧あつ倒とうするほど壮大な光景だった。

　直角に切り立った、長く連なる巨大な絶ぜつ壁ぺき。その一か所が大きく窪くぼみ、そこに流れ込む大たい河がが滝となって流れ落ちている。

　滝たき幅はばは一〇〇メートル以上はあるだろう。その中間辺り……滝口から二〇メートルほど下がった場所に、落ちる滝から顔を覗のぞかせた巨大な岩の突とつ起きがある。上面は切り取ったように平らであり、下面はなだらかな逆ぎやく斜しや面めんとなって滝の中に消えていく。

　滝は更さらに下まで続き、あまりの高さのために落水が途中で水すい蒸じよう気きとなって霧きり立ち上り、上から覗き込んでも滝たき壺つぼの姿すがたは確かく認にんできない。ただ遥はるか眼がん下かに小さく、川の流れる姿と広大な森の広がる光景が見えるのみである。

「うわ……こんなすごい滝とは思わなかった……メルフィにも見せたかったな……でも、本当にこんな所で戦う訳？　万が一にも落ちたら、絶対助からないわよ……」

　ラキスが連なる断だん崖がいの突起となった左岸側からしゃがみ込んで見下ろし、大きく口を開けて感かん嘆たんの声をあげた。

　ラキスはガーベルやパメラと一いつ緒しよにいるので特に特等席で観戦できるが、ここが観客席らしくついてきた白エルフ族も黒エルフ族も周囲にたむろしている。対岸の、右岸側の突起部分には緑エルフ族が姿を見せるはずである。

「戦いの舞ぶ台たいは、あの滝の中にある大岩だ」

　ガーベルが指差しながら、ラキスの隣に立つハーツに説明する。

　ラキスがつられてその岩を見た。

　上面が平らになったその場所は、なるほど数人が上に乗って立ち回れそうな広さがある。おまけに何な故ぜか滝の水が、その上方で何かに阻そ害がいされたように左右に分かれて落ちている。水蒸気でうっすらと、何か透とう明めいな幕まくのような物が覆おおっているのが判わかる。

「……でも、どうやってあの場所まで行くの？」

「見えないか？　両岸からあの場所まで小さな浮うき岩が連なっている」

　ガーベルに言われてラキスが目を凝こらすと、成る程ほど確かに小さな岩がいくつも連なって宙ちゆうに浮いている。

「……大だい丈じよう夫ぶなの？　結けつ構こう小さい足場みたいだし、浮き岩と浮き岩の間も結構離れているように見えるけど？」

　ラキスが不安になって訊ねると、

「まあ、確かに足を滑すべらせて落ちる可か能のう性せいが皆かい無むとは言わないが、そんなマヌケは代表者たる資し格かくがないな。そんな心配は、するだけ損そんだ」

「ま、そうだな」

　ガーベルが苦く笑しようし、ハーツが肩かたを竦すくめて頷うなずいた。

（……うるさいな……）

　ラキスがちょっとだけムッとして二人から視し線せんを逸そらした。

　不安とは、ちょっとした事でも心配になって、いつもだったら大丈夫な事でも心配になるものだ。大切だ、大事だと思えば思うほど、ほんの些さ細さいな事でも何度も確認したくなる。特に自分ではどうにもできない事ほど、不安は大きくなる。

　ラキスだって自分が戦うのならこんな不安は抱かかえない。クヨクヨしても仕方ないから、良い意味で開き直れる。理り屈くつではない。ハーツが戦うから、するだけ損そんな心配もしてしまうのだ。もちろん、お前が不安がっても仕方がないだろうと言われればその通りなのだが……。

　ポツンと顔に滴しずくが当たって、ラキスが空を見上げた。

　空はドンヨリと曇くもって太陽は姿すら見えず、周囲も少し薄うす暗ぐらい。今にも本ほん降ぶりになりそうな気配である。

（本当に……やな雲行きだな……）

「そろそろ時間だ。用意はいいか」

　ガーベルがそう言い、ハーツが頷いた。

「あ、待ってハーツ」

　ラキスが近付いてハーツの腕に右手を添そえ、不安を隠せずハーツを見つめる。

「……気を付けてねサル兄……油ゆ断だんしたら……駄だ目めだからね……」

「解っている。大丈夫だ、心配するな」

「うん……」

　ハーツが微笑ほほえみ、ラキスが頷く。

　ハーツが何かを隠していると知っているが、今はもう聞いても仕方がないのでラキスは何も訊ねない。お互い、交わす言葉もあまりない。だから小さく微笑ほほえんで、しばしの別れを交わした。

　ガーベルがハーツを戦いの舞台に連れていく。

　ラキスはその後ろ姿を見送って、不安に震ふるえる心を抑おさえるように両手で胸むねを押おさえた。

　ポツリ。

　また、雨がラキスを叩たたく。

　ラキスはもう一度空を見上げて、不安を押し殺すように小さく息を吐いて空から視線を外した。

（……あれ？）

　視線を外したその先で、パメラが表情を硬くして対岸を見つめていた。

「どうしたのパメラ？」

「……対岸に、緑エルフ族が来ました……」

　少し呆ぼう然ぜんとして呟くパメラに、ラキスが首を傾げて対岸に視線を向けた。

　確かに、対岸側に何人かの人の姿が見える。しかしラキスには、ちょっと遠すぎて個体の識別まではできない。

「……一〇人足らずかな？　何だか少ないみたいだけど……大事な戦いなんでしょう？　緑エルフ達は、戦いの行方ゆくえが気にならないのかな……？」

　首を傾げるラキスに、パメラが考える仕草で俯うつむき、小さく首を振る。

「そんなはずはありません。……でも、人数が少なすぎるしエルゼンバッハも来ていない……アニスとか言うハーフ・エルフが来ているだけ……これは一体……？」

「あ、アニスって金きん髪ぱつの？　彼女ハーフ・エルフだったんだ」

「知っているんですか？　そう言えば、前に私と彼女を間ま違ちがえましたね？」

「え？　あ、うん。知っているってほどじゃないけど、パメラに助けられる前に彼女と対たい峙じしたからね。あたしは見た事がないけど、グレン……あ、緑エルフ族に捕つかまっている仲間だけど、その彼の話だとパメラと同じように炎ほのおの霊れい獣じゆうが使えるらしいから、あたしてっきりパメラをアニスだと思ったのよ」

　苦笑しながら頭をかくラキスの言葉に、パメラが驚いた様子で目を見開いた。

「炎の霊獣を？　彼女、炎の霊獣を使えるんですか!?」

　詰つめ寄よって両肩を摑つかんで確認するパメラに、ラキスが驚いて戸と惑まどう。

「え？　何？　知らなかったの？」

「……知りません……私はあのアニスって人を初めて見るんです……ちょっと前に、会って話がしたいと打診がありましたけど、断ことわりましたから……」

　ちょっと呆然として呟くパメラに、ラキスが小さく首を傾げた。

「どうして断ったの？　話ぐらい聞いてもいいんじゃないの？　そんなに緑エルフ族が許ゆるせない？」

　パメラが微笑み、小さく首を振る。

「確かに緑エルフ族は許せませんけど、そうじゃありません。彼女、ほんのちょっと前に……一〇年ほど前にこの森に来たばっかりだったんです。なのに緑エルフ族の第二層を束ねる指し揮き官かんになった、私と話がしたいと言ってきたんです。……正直、馬ば鹿かにするなと思いました」

「……何で？」

「だってそんな短い期間で、しかもハーフ・エルフが分隊とは言っても排はい他た的な緑エルフ族の指揮官に成れるなんて、そんなの誰だれが考えてもおかしいじゃないですか。きっと、白エルフ族を陥おとしいれる緑エルフ族の罠わなだと思ったんです」

　少し憤ふん慨がいした様子のパメラに、ラキスが思わず首を傾げる。

「だって、一〇年近くもいたんでしょう？」

「ええ、たった一〇年足らずです」

　微び妙みような表現の違ちがいに、ラキスがしばし沈黙する。どうやら人間とエルフでは、時間の概がい念ねんが随ずい分ぶん違うらしい。

「……ま、いいや。でも、あたし達が会ったときは、何だか微妙だったけど確かに指揮官だったみたいだわよ？」

　食い違う概念は取り敢あえず置いて確かく認にんするラキスに、パメラが小さく頷いた。

「そうみたいですね。私もそれが不思議なんです。でもそれ以上に……ラキス、彼女は確かに炎の霊獣が使えたんですか？」

「えっと、あたしが直じかに確認した訳じゃないから断言はできないけど、グレンが噓うそを言う必要は何もないし、たぶん間違いないと思うけど……？」

「……そうですか……」

　パメラが呟つぶやき、対岸に視し線せんを向ける。

「……解らない……どうして炎の霊獣を……どうしてこんな短い時間で、緑エルフ族の指揮官を……それに、どうしてエルゼンバッハが姿を現さないのか……おかしい……解らないけど何かがおかしい……」

　空から落ちてくる雨の滴しずくが、肩や背中を叩たたき出す。それを全然気にせずに、パメラは対岸の緑エルフ達を見ながら小さく俯き、押し隠す不安を暴ばく露ろするように小さく呟く。

　ラキスも、心の奥おくに閉とじ込こめたはずの不安が、勝手に鍵かぎを開けて顔を覗のぞかせていた。

「まずい事になった」

　不意に背はい後ごから声を掛けられ、ラキスとパメラが驚いて身体からだを縮ちぢみ上がらせた。

「ガーベル……驚かさないでください」

　パメラが振り向いて、小さな声で非ひ難なんする。

　しかしガーベルは、非難するパメラではなく決闘場の方向に視線を向けながら表情を険けわしくしていた。

「緑エルフ族の代表も人間だ……おそらく、捕とらえられた仲間の一人だろう……」
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「これは……まずいな……」

　ハーツが小さく呟く。

「……まずいね……」

　マイルズも、小さく呟く。

　戦いの舞台で対峙したハーツとマイルズが、お互い負けられない理由を背に、しばし呆ぼう然ぜんと相手を見つめた。

　雨が本降りになろうとしている。

　しかし、この場所には雨は落ちてこない。周囲が暗くなっただけで、雨音は滝たきの轟ごう音おんが掻かき消している。

　しかし二人の会話は、この轟音の中で不思議なほど明めい瞭りようにお互いに届とどいた。

「まさか、お前が相手だとは思わなかったな……」

「俺おれもだね～」

　ハーツの言葉にマイルズが肩かたを竦すくめる。

「でもこうなったら仕方がないね～。実はグレン君が人ひと質じちに取られて、負けたら殺すと脅おどされているんだよね～」

「……俺も、負けたらラキス達を殺すと脅されている」

　二人がしばらく見つめ合い、小さく苦く笑しようを浮うかべた。

「こうなったら仕方がないな……」

　苦笑しながら抜ぬいた剣けんが、光の反はん射しやではなく七色に輝かがやく。

「そうだね～。こうなったら手は一つしかないね～」

　苦笑しながら抜き放った大剣が、同様に青白く輝かがやく。

　そのまま二人は、剣を構かまえて対たい峙じした。




「ハーツ……マイルズ……うそ、何で……？　まさか、本気で戦う訳わけないよね……」

　ラキスが真っ青になって二人を見つめた。

　本降りとなった雨が服を濡ぬらす。

　いつもなら大事な宮きゆう廷てい法ほう衣いが濡れるのを嫌きらうラキスも、今はまったく頓とん着ちやくしない。そんな事より、今目の前で繰くり広げられている現げん実じつが信じられない。

　二人とも何か会話を交かわしているようだが、滝の轟音に掻かき消されてまったくラキスの耳には届とどかない。口の動きを読もうとしても、降りしきる雨が邪じや魔まして視界を妨さまたげるし、もとよりラキスにそんな事はできない。

　いったい何がどうなって、これから何が起ころうとしているのか。

　解わからない不安がラキスの心を押し潰つぶす。

　祈いのるように組み合わせた両手が細かく震ふるえ、膝ひざが意気地をなくして小さく震える。

　そのラキスが見る前で、ハーツとマイルズが剣を構えて同時に動いた。

　一瞬の、目にも止まらぬ鋭するどい攻こう防ぼう。青白い残光と七色の残光が線を描えがき、剣と剣がぶつかる火花が幾いく重えにも散り、間合いをとって再ふたたび対峙する。その凄すさまじい攻防に、誰もが呆あつ気けにとられて口を噤つぐみ、一瞬後にエルフ達から怒ど号ごうのような歓かん声せいが湧わいた。

「……うそ……どうして……」

　ラキスが蒼そう白はくになって小さく呟く。

　ガーベルと戦った時とは、切れもスピードも全然違う。素人しろうと目めに見ても、二人の間に蟠わだかまる殺さつ気きが感じ取れる。しかしラキスには、どうして二人が本気で殺し合うのか理り解かいできない。目の前で繰り広げられている事実が、どうしても信じられない。

　夢ゆめなら覚めて欲ほしい。

「……あの二人、どちらが強いんですか？」

　訊たずねるパメラを、ラキスが目に涙なみだを浮うかべて睨にらみ付けた。

「知らない！　どっちが強いなんてどうでもいい！」

　いきなり怒鳴られビックリし、気け圧おされて後ずさる……そんなパメラを睨にらみ付けるラキスの頰ほおを、雨ではなく涙がこぼれ落ちた。

「何で？　どうして二人が戦わないといけないの？　だってハーツは短気だけど、マイルズは役立たずだけど、苦楽を共にしてきた仲間なのよ！　あたしにとって、どっちも掛かけ替がえのない大切な仲間なのよ！　なのに何で？」

　ボロボロと涙を零こぼすラキスに、パメラが表ひよう情じようを硬くして小さく俯うつむいた。

「おそらく、二人とも負けられないのだろう」

　ガーベルが小さく呟き、パメラがビクッと身体からだを震わせる。しかしラキスはそれに気付かず、困こん惑わくした表情でガーベルに振ふり向いた。

「……どういうこと？」

「ロイヤル・ハーツには、もし負けたらお前達を殺すと伝えてある。おそらく相手の人間も、仲間を人ひと質じちに取られて脅おどされているのだろう。……単なる脅しか本心かは知らんが、この戦いの決着は相手が死ぬか降こう伏ふくするまで……お互いに負けられないとなれば……」

　苦しげな表情で呟くガーベルの姿すがたに、ラキスがハッとしてパメラに振り向いた。何な故ぜガーベルとパメラが険けん悪あくな雰ふん囲い気きだったのか、ハーツがラキスに何を隠かくしていたのか、それらが全部つながったのだ。

「……ラキス……私は……」

　パメラが苦しげな表情で、身体を震わせながら小さく呟く。

　その時、戦いを見守っていたエルフ達から歓声が湧わいた。再びハーツとマイルズが攻防を繰り広げたのだ。

　観戦者達は、戦いのその一挙一動に注目し、一進一いつ退たいに一喜一いち憂ゆうする。

　ラキスがパメラから目を切って駆かけ出そうとする。そのラキスの手をガーベルが摑つかんで引き留とめた。

「どうするつもりだ？」

「どうもこうもないわよ！　冗じよう談だんじゃないわ！　こんな馬ば鹿かげた戦いなんて真まっ平ぴらよ！　二人を止める！　手を放せ！」

　ラキスがガーベルの手を振ふり解ほどき、戦いの舞ぶ台たいに向かって駆かけ出した。

　二人が殺し合うなんて冗談じゃない。どっちが勝っても確かく実じつに誰か死ぬ。ハーツが勝てばマイルズとグレンが、マイルズが勝てば少なくともハーツが。

　どちらがマシかという数の問題じゃない。誰一人として死なせない。ハーツとマイルズの戦いを止めて、メルフィと合流して、力を合わせてグレンを救い出す。すぐに動けばきっと可か能のうなはずだ。

　もう遠えん慮りよはしない。皇こう帝ていの勅ちよく命めいもドワーフ族の問題もどうでもいい。エルフ族の都合なんて知った事ではない。最初からそうすれば良かったんだ……。

　涙を零しながらラキスが戦いの舞台まで駆かけ抜ぬける。

　必死になっていたから、ラキスにもどういう風に動いたか解らない。いつもなら慎しん重ちようになるはずの飛び石の浮うき岩を魔ま法ほうも使わず一気に駆け抜け、戦いの舞台まで辿たどり着いた。

　だが、舞台の端はしに辿り着いたとき、ラキスは何か見えない壁かべにぶち当たった。

　おそらく、世せ界かい樹じゆが造つくった結界。

　勢いきおい良く顔面からそれにぶち当たったラキスは、しかし気にせず抜け道を探さがす。だが、いくら探しても抜け道がない。目の前で、すぐ近くでハーツとマイルズが戦っているのに、ラキスはどうしても二人の元に辿り着けない。呪じゆ文もんを唱えて放ってみたが、魔法を無力化するのは本当らしく、まったく効こう果かがない。

「ハーツ！　マイルズ！　お願いやめて！　もう戦う必要なんてないのよ！」

　見えない壁を拳こぶしで殴なぐりながら泣き叫さけぶ。

　しかし滝たきの音で掻かき消されるのか二人は気付かない。

「駄目！　戦わないで！　お願いだから！」

　必死に叫ぶラキスの願いが通じたのか、二人が不意に戦いの手を止めた。

　マイルズが滝底を指差し、ハーツが下を覗のぞき込こむ。

「……何？」

　ラキスも下を見てみるが、降りしきる雨のせいか、二人が何を見たのか判わからない。

　視線を戻すと、二人が何やら談だん笑しようし、表情を改めて舞台の端で剣を構えた。

　素人しろうとのラキスにも、何やら二人の間で殺気がこれまでになく高まったのが解った。

「だ、駄目……やめてぇぇぇぇ！」

　嫌いやな予感がして、ラキスが絶ぜつ叫きようする。

　それを合図としたかのように、二人が目にも止まらぬ早さで動いて、血が吹ふき飛んだ。

　二人が正面から激げき突とつし、突き刺した両者の剣が、両者の背はい後ごから飛び出ている……。

　……相討ち……

　ラキスが信じられない光景に愕がく然ぜんとして、声を失って立ち竦すくむ。

　その時になってラキスに気付いたらしく、ハーツがラキスを見つめて何か言った。

　滝の音が邪魔して、何と言ったのかはまったく聞こえない。しかし聞こえなくても、何と言ったかは解った。

　何度もハーツが口にした言葉だったから……。

『心配するな』

　ハーツが小さく微笑ほほえんで、その笑顔だけをラキスに残して、マイルズともつれ合うように滝底に落ちていった。

　ラキスが言葉を失い、悲鳴をあげる事すらできず、力も失って糸の切れた人形のように座すわり込こんだ。

　誰だれもいなくなった決けつ闘とうの舞ぶ台たいを信じられない思いで見つめ続けた。

　何もかもが現げん実じつと思えなかった。




　思い掛がけない結末に、戦いを見ていたエルフ達が騒そう然ぜんとしていた。

　その中でガーベルが悔くいるように顔を歪ゆがめて、立ち竦んでいるパメラに視線を向けた。

「二人とも助かるまい……これでもう、全面衝突しか残されていない。これが、お前が生んだ結末だ。お前が望む通りになった。これで満足か？」

　ガーベルから初めて向けられる、鋭するどい蔑さげすむような視線。

（違う……ガーベル……私は……）

　パメラが心の中で否ひ定ていする。しかし震えて声が出てこない。

　ガーベルが、パメラから忌いま々いましげに目を切って無言で引き上げていく。

　ラキスが死んだ目をして、糸の切れた人形のように座り込んでいる。

　自分がかつて味わった絶ぜつ望ぼう的なまでの喪そう失しつ感……それをラキスから感じ、自分の失敗をガーベルに指し摘てきされ、パメラの心に深々と突つき刺ささった。

　二人の姿が無言で激はげしくパメラを責せめなじっていた。

『この森の秩ちつ序じよは、もう既すでに崩ほう壊かいしている……』

　いみじくもガーベルに言った言葉を思い出す。

　そう、何かが間ま違ちがっている。何かが狂くるっている。

（……破は滅めつに向かって転がり始めた……）

　何な故ぜか解わからない確かく信しんがよぎり、しかも自分が禁きん断だんの扉とびらを開けた気がして……

　激しく降りしきる雨に全身を強く叩たたかれながら、パメラは深く悔かい恨こんの念に沈んでいた。
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　ここはどこだろう……今はいつだろう……あたしは何をしているんだろう……。

　現実味を感じない頭でそう考えながら、ラキスは目の前にあるメルフィの心配そうな顔をボンヤリと眺ながめていた。

　メルフィが、全身濡ぬれたラキスの身体からだをタオルで拭ふいている。

　どこをどう歩いたのだろう……メルフィの背後、遠くに黒エルフ族の集落が小さく見えている。

　いつの間に雨が上がったのだろう……西に傾かたむいた太陽が姿すがたを見せていて、空には虹にじが架かかっている。

　何も判らない。何も覚えていない。

　ラキスの中で、ハーツとマイルズが滝底に消えてからの時間が止まっていた。

　自分の存そん在ざいが空くう虚きよに感じ、自分に触ふれているメルフィの存在すら虚うつろに感じる。

　何もかもが現実味を失っていた。

「……ハーツさんとマイルズさん……死体も見付からないそうです……」

　メルフィが拭いていた手を止めて、震える手で痛いたいほど強く抱だき締しめてくる。その痛つう覚かくすらも今のラキスには意味がない。身体の中心に何かポッカリ穴あなが空き、メルフィの震えた言葉だけがその空くう洞どうの中でただ意味もなく反響しているような感覚だった。

　そんな無む反はん応のうなラキスに、メルフィはしばらく震えながら抱きついていた。

　メルフィも、ハーツ達の事をガーベルから聞いて激しくショックを受けていた。

　正直二人の生死確かく認にんにすっ飛んで行きたかったが、ラキスを置いて行く訳わけにもいかない。しかしラキスがどこにいるかも判わからない。焦あせりと不安と動どう揺ようを抱かかえ、メルフィは黒エルフ族の集落の入り口でひたすらラキスの帰りを待っていた。

　その間に、第一層そうの滝たき壺つぼへ生死確認に向かった黒エルフ族から二人が見付からないという報ほう告こくを受け、しゃがみ込んでしまうほど激しいショックを受けた。

　ラキスに励はげましてもらおうと思った。

　しかし雨が止やんで太陽が沈みかけた頃に帰ってきたラキスは、まるで森を彷徨さまよう幽ゆう鬼きそのもののような状じよう態たいだった。

　励ましてもらえるどころか、このままだとラキスの精せい神しんが崩壊しかねない。

　自分が何とかしなければ。

　メルフィはラキスを抱き締めていた力を緩ゆるめ、目に涙を浮うかべながら決意した瞳ひとみでラキスを正面から見み据すえた。

「ラキスさん、グレンさんを助けに行きましょう！」

「……グレン……」

　ラキスがピクリと反はん応のうする。

　それにメルフィが力強く頷うなずく。

「そうです！　もうエルフ族を信しん用ようしたら駄だ目めです！　あたし達だけで第三層に行って、捕まっているグレンさんを助けるんです！」

「グレンを……助ける……」

　ラキスの瞳が動いた。

　それまで死んだ魚のような目をしていたラキスの瞳に、ようやく意思の光が芽め生ばえる。そしてようやくメルフィの存在を認にん識しきした様子で、ゆっくり一回、目を瞬まばたいた。

「……メルフィ？　あたし一体……？」

「ラキスさん！」

　メルフィが再びラキスに抱きつく。

　ラキスはそのメルフィを見ながら、ようやく自分の中で時が動き始めたのを感じた。

　そうだ、グズグズしてられない。すぐにでも行動しないと手て遅おくれになる。

「……うん。行こうメルフィ。あたし達でグレンを助けるの！」

　ラキスが頷いてメルフィにそう言ったとき、

「それは無理だと思います。第三層は、不ふ馴なれな人間だけで行っても目的地に辿たどり着けないような場所なんです……」

　背後から掛けられた声に振り向くと、パメラがそこに立っていた。

　おそらくラキスの後ろをずっと歩いていたのだろう。しかし、どこか様子が変だ。付つき添そっていた白エルフ族の取り巻きを一人も連れず、何だか憔しよう悴すいした様子で足下を見つめている。

　しかし今のラキスには、パメラの様子など関係ない。

　ラキスはパメラを敵てきを見る目で睨にらみ付けた。

「あなたの言う事なんか信じない。……あなたはあたし達を利用した……復ふく讐しゆうのためにハーツを殺した！　あたしが馬ば鹿かだった！　ハーツの言うとおりだった！　最初から信用しなければこんな事にはならなかったのに！　あたしはあなたを許ゆるさない！　もう、絶ぜつ対たいに信じない！」

　憎にくしみを叩たたき付けられて、パメラがビクリと身を竦すくめる。

　そして胸むねを押おさえるようにして手を組み、足下を見つめていた視線を上げる。

「……ごめんなさい……でも違ちがうんです……いまさら言っても言い訳わけにしか聞こえないと思いますけど、私はそんなつもりじゃ……こんなはずじゃなかったんです……」

　パメラの目から涙がこぼれる。

　しかしラキスの怒いかりはパメラの涙を無視させた。

「何が違うの！　あたしとメルフィを殺すんでしょう！　あなたがハーツにそう言ったんでしょう！　あなたがそんな事を言ったから、ハーツはマイルズと相討ちするしかなかったんじゃない！　一体何が違うのよ！」

　怒りを叩き付けるラキスに、パメラが涙をこぼしながら小さく首を振る。

「違う……私は……本当にあなた達を殺すつもりなんてありませんでした……もし本気なら、あんなに親しくあなたと話したりしません……私は笑って人を殺せるほど強くはありません……ただ、『契けい約やくの決けつ闘とう』をするからには必ず勝たなければいけませんでした……私はまだ死ぬ訳にはいかなかったんです……だから保ほ険けんをかけたつもりだったんです……あなた達を殺すと言えば本気で戦うだろうと思って……勝つ事が、私達にとってもあなた達にとっても最さい善ぜんだと……よかれと思って……それがまさかこんな事になるなんて……ごめんなさい……ごめんなさい……」

　ボロボロと涙をこぼして謝あやまるパメラにラキスが少し怒ど気きを削そがれて、しかし怒りを消せずに、プイと顔を左に逸そらしてそっぽを向いた。

「謝られても、あたしはあなたを許せない。今更あなたを信じられない」

「許してくれとは言いません……ただ少しでも罪つみ滅ほろぼしがしたいんです……第三層は、第二層や第一層とは根本的に違う森なんです。本当に、あなた達だけで行っても目的地には辿り着けません。だから……これくらいで私の罪つみがなくなるとは思いませんけど、私が第三層を案内します」
















「……今度は、何に利用するつもりなの？」

　決意を込めて言ったパメラに、ラキスが冷たく言い放つ。

　一瞬パメラが言葉を失って、睫まつ毛げを震わせながら小さく俯うつむく。

「……信じられなくて当然です……利用したのは本当ですから……。でも、間違っていたんです！　緑エルフ族は明らかに『契約の決闘』を軽けい視ししていました！　エルゼンバッハは、エルフ族にとって最も神しん聖せいである『契約の決闘』で勝とうが負けようがどうでもいいと思っていたに違いありません！……勝っても、私やガーベルが望んでいた結果は得られなかったんです……。それなのに……本当はずっと前から気付いていたのに、私達はずっと気付かないフリをしてきたんです……この森の秩ちつ序じよが既すでに崩ほう壊かいしている事実に……」

　悔くいるように唇くちびるを嚙かみ締しめて、パメラが決意した目でラキスを見つめた。

「世せ界かい樹じゆの木が『我を滅せよ』と言い出した事、緑エルフ族が白エルフ族の集落を襲しゆう撃げきした事、エルゼンバッハの事、私が使える炎ほのおの霊れい獣じゆうの事、アニスというハーフ・エルフの事……謎なぞは、疑ぎ問もんはいっぱいあるのに、私は今まで目の前の事に囚とらわれて、憎しみに身をやつして、これまで何も知ろうとしてこなかった。一体何が原げん因いんで、どうしてこういう状じよう況きようになっているのか、知ろうとも思わなかった。本当は、私は知らないといけなかった……正面から現げん実じつを見つめなければいけなかったんです。このまま緑エルフ族と衝しよう突とつしても、悲ひ劇げきに悲劇を塗ぬり重ねるだけに違いないんです。問題を解決するためには、まず原因を突き止めるべきなんです。……もう遅いかもしれません……でも、私は知らなければいけない……何が起こっているのかを確かめなければならない……第三層の、世界樹のもとに行って……。だから、ラキス達が第三層に行くなら、私も一いつ緒しよに行きたいんです！」

　思いをぶつけるパメラ。

　しかしラキスはそっぽを向いたまま、見つめるパメラに視線を戻さない。

「つまり、護ご衛えいとして利用したい訳ね。残念だけど、あたし達はグレンを助けに行くの。この森がどうなろうとも、エルフ族が勝手に殺し合いをして全滅しても、あたしの知った事じゃないわよ」

「……ラキスさん……」

　メルフィが、ちょっと眉をひそめてラキスを見る。しかしラキスは、その非ひ難なんの入ったメルフィの声も無視した。

　一度失った信頼は、そう簡かん単たんには取り戻せない……パメラはその事を嚙かみ締しめながら、しかし何とか思いを伝えたくて、ラキスの視界に入るよう正面に移い動どうする。

「第三層における緑エルフ族の集落は、かつての白エルフ族の集落跡あとにあります。世界樹の木からその集落まで、白エルフ族しか知らない通路が存そん在ざいするんです。ラキスの仲間がどこに捕とらえられているのかは判わかりませんが、おそらく集落のどこかに監かん禁きんされているはずです。その通路を使えば、正面から乗り込こむよりも助け出す事が簡単になると思います……私も、その仲間の救出には協力するつもりです……だから……」

「あたしは、その通路の存在そのものを信じない」

　ラキスがプイと、今度は右に顔を背そむける。

「ラキスさん！」メルフィが少し怒おこった声をあげた。

「あたしには、パメラさんが噓うそを言っているようには見えないです。それに、グレンさんを助け出すためには、土地勘かんのある人がいてくれた方がいいです。ラキスさんがパメラさんを許せないのは解りますし、あたしも同じ気持ちですけど、でも今はグレンさんを助けるために確かく実じつな手しゆ段だんをとる事が優ゆう先せんだと思います」

　メルフィにそう指し摘てきされ、ラキスが小さく視線を俯かせる。

「でも……」

　理り屈くつでは解っているのだが、感情が納なつ得とくしない。

　そんなラキスにパメラが小さく頷うなずいた。

「解わかりました……私を殺してください」

「……え？」

　思わず目を見て問い返すラキスを、パメラが決意した目で見つめる。

「私は一人でラキス達について行きます。だから、私が噓うそを言ったと判ったときはラキス達の好きにしていいです。それと、事がすべて治まったら私を殺してください。それでラキスの気が済すむのなら、私は抵てい抗こうしません。森と精せい霊れいに懸かけて、誓ちかいます」

　厳おごそかに宣せん言げんしたパメラの瞳ひとみが、固い決意に輝かがやいた。

　ラキスはパメラの瞳に思わずたじろぎ、わずかに視線を逸らす。すると逸らした視線の先で、メルフィがもの言いたげな目でラキスを見つめていた。

　何だか気まずくなって、ラキスが少し考え込んで、小さくため息を吐つく。

「……解った。取り敢あえず第三層を案内して。信用するかしないかは、その後決める」

　そう言って、ラキスはパメラを見て頷いた。




　　　　５




「……何な故ぜだ……」

　ガーベルが小さく呟つぶやき、手に持った木のコップを勢いきおい良く壁かべに投げつけた。

　叩たたき付けられたコップが勢い良く跳はねて、中に入っていた酒を撒まき散らしながら床ゆかの上を転がる。それをガーベルは目で追いながら、第一層の黒エルフ族の集落にある族長室で、受け入れがたい現実に苦く悶もんの表情を浮うかべていた。

　苦く悩のうの原因は、『契けい約やくの決けつ闘とう』が相討ちで終わった事に対してではない。冷たい言い方かも知れないが、たった数日いただけの人間が死のうと、究きゆう極きよくガーベルにとってはどうでもいい。だからそれを演えん出しゆつしたパメラの行動も、本音を言えばどうでもいい。

　ガーベルの苦悩の原因は、決闘を見に来た緑エルフがあまりにも少なかった事にある。エルゼンバッハが姿すがたを見せなかった事にある。

　自分の生死が懸かった戦いだ、たとえ代表者にどれだけ自信があっても無関心でいられないのが普ふ通つうである。おまけに緑エルフ族の代表者も人間だった。排はい他た主しゆ義ぎを信しん奉ぽうする緑エルフ族が、たとえその人間がいかほど強くとも信じられるはずがない。

　そのはずなのに、エルゼンバッハは姿を見せなかった。いったい何故……。

　ガーベルの思考は、さっきから堂々巡めぐりを繰くり返していた。

　本当はガーベルも気付いている。その疑ぎ問もんの答えは一つしか考えられない。

　……エルゼンバッハにとって『契約の決闘』は茶番でしかなかった。決闘で勝っていても、緑エルフ族は約束を守るつもりはなかった。

　だが、理り屈くつで解わかっていても感情が認みとめない。認める訳にはいかない。森の秩ちつ序じよが既すでに崩ほう壊かいしているなど……緑エルフ族との全面戦争しか残されていないなど。

　解らないのだ……何故こうなったのか、何故森の秩序が崩壊してしまったのか。だからガーベルは答えの判りきった疑問を抱え、答えを出せずに苦しんでいた。

　その時扉とびらがノックされた。

「ガーベル族長、白エルフ族の長老がお会いしたいとの事です」

　扉の向こうからの声に、ガーベルが姿し勢せいを正して座すわり直し、「通せ」と返事をする。

　扉が開き、白エルフ族の長老が黒エルフ族の若わか者ものに案内されて部屋の中に入ってくる。

　白エルフ族の長老は床ゆかに転がるコップを見て一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめたが、しかしすぐに何食わぬ顔になって部屋の中央に進み出て恭うやうやしく礼をした。

「黒エルフ族の偉い大だいなる族長ガーベル様にお会いできましたる事、この老ろう骨こつ……」

「口上はいい」

　ガーベルが少しウンザリした表ひよう情じようで長老の言葉を遮さえぎった。

　白エルフ族は、年がいった者ほど大おお仰ぎようになる傾けい向こうがある。そうすれば体面を取り繕つくろえると思っている節があり、何か言うたびに長々とした前置きをする。正直、質しつ実じつ剛ごう健けんを旨むねとする黒エルフ族とはそりが合わない。

　いつもは相手の体面を計らって付き合ってやるガーベルも、今はその余よ裕ゆうがなかった。そもそも黒エルフ族の族長であるガーベルは、パメラ以外の白エルフに対して敬けい意いを払はらう必要はない。

「お互たがい忙いそがしい身だ、すぐに本題に入っていただこう」

　ぶっきらぼうなガーベルの物言いに、その長老が少しムッとする。しかしすぐに表面を取り繕い、当てつけるように床に転がったコップを見て恭しく礼をした。

「されば、さっそく本題に入りましょう。用よう件けんとは他ほかでもありません、パメラ様より、ガーベル様宛あての書しよ状じようを預かっております」

　そう言って、折り畳たたまれた書状を恭しく差し出す。

　黒エルフ族の若者がそれを受け取り、ガーベルに手て渡わたした。

「用件はそれだけです。ガーベル様はお忙しい様子なので、この老骨めはこれにて……」

「……待て」

　態わざとらしいほど恭しき礼をして踵きびすを返した老人を、ガーベルが書状を読みながら呼よび止めた。

「これをパメラから受け取ったのはいつだ？　パメラは今どこにいる？」

　立ち去ろうとしていた長老が、弾はじかれたようにして振ふり向いてガーベルを睨にらみ付ける。

「い、いくら黒エルフ族の族長と言えども、パメラ様を呼よび捨すてにするなど……」

「いいから答えろ！」

　バァァァァン！

　激はげしい音と共に机つくえが揺ゆれ、机を拳こぶしで殴なぐりつけたガーベルが長老を激しく睨み付ける。

　一流の戦士であるガーベルが容よう赦しやなく叩き付ける激しい圧力に、長老が腰こしを抜かさんばかりに気き色しよくを失った。

「しょ、書状を預かったのは『契約の決闘』が終わったすぐ後にございます……パメラ様が今どこに居られるかは……その……パメラ様が私どもに、先に帰るよう命じられましたので……」

「パメラを一人にしたのか！　しかも今いま頃ごろ持って来おって、この愚おろか者共め！」

　オドオドとした長老の言葉に、ガーベルが再び机を拳で殴り付けた。その激しい怒りに当てられて、長老が意い識しきを失って床に倒たおれる。

　だが一緒に部屋にいた黒エルフ族の若者は、ガーベルの怒りにほとんど動じない。族長の側近をしている以上は、彼も黒エルフ族の猛も者さなのである。

「族長、パメラ様は一体何と？」

　わずかに眉まゆを動かしそう訊たずねる若者に、ガーベルは倒れた長老を完全に無視して視線を向けた。

「パメラが、人間と一いつ緒しよに世界樹の木に会ってくると言ってきた……森の異い変へんの原げん因いんを探さぐるために、護衛をつけず三人で！　馬ば鹿かが、自殺行こう為いだ！　そんな人数で第三層に行くとは、殺してくれと言っているようなものだ！」

　吐はき捨すてるように怒ど鳴なるガーベルに、若者が考え込んで渋しぶい表情をする。

「……パメラ様を失えば、白エルフ族などこのとおり役立たずに成り下がりますな……。おまけにパメラ様の信しん奉ぽう者しやは、白エルフ族ばかりか黒エルフ族にも相当数おります。もしパメラ様を見殺しにすれば、彼等の不満は収おさまりますまい」

「解わかっている」

　ガーベルが頷き、奥おく歯ばを嚙かみ締めて若者を見る。

「時間が経たちすぎている。今いま更さらパメラを呼び戻もどすのは無理だ。仕方がない、全軍に出撃命令を出せ。パメラを援えん護ごするために、これより緑エルフ族に対して総そう攻こう撃げきを開始する！」
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　いくら何でも遅おそすぎる……

　地ち下か牢ろうに一人取り残されてマイルズの帰りを待っていたグレンは、胸むねの内に燻くすぶる不安に堪たえながら石の壁かべに背せを預あずけて床ゆかに座すわり、いくら待っても開かない扉とびらに視し線せんを向けていた。

　昼間でも薄うす暗ぐらい地下牢は、日が落ちた後は一いつ寸すん先さきも見えない闇やみに包まれる。その闇に飲み込こまれた扉は、最も早はやその輪りん郭かくすら確かく認にんする事ができない。

『契けい約やくの決けつ闘とう』が行われる予定は昼間。既すでに夜になった。何か不ふ測そくの事じ態たいが起こっていたとしても、もうそろそろ何かあっても良さそうである。

　しかし、いくら待っても扉は一向に開かれる気配がない。

　闇の中では何もする事がなく、何も知る事ができない。不安だけが煽あおられ、無意味に時間が過すぎていく。それがグレンの焦しよう燥そう感かんを掻かき立てる。

　不安が募つのり、苛いら立だち、無む性しように大声をあげて怒ど鳴なり散らしたくなる。しかしそれをしても意味はない。何かが変わる訳でもない。だからグレンはグッと堪こらえ、ただひたすら扉が開くのを待ち続けていた。

　永えい遠えんとも思える短い時間が、身み悶もだえしたくなる苦しみを伴ともなって刻こく々こくと過すぎていった。

　ギィィィィ……

　不意に、扉の開く重たい音が地下牢の中に響ひびいた。

　グレンがハッとして目を凝こらす。だが、扉は開かれても明かりがない。人の気配はすれども誰だれが入ってきたかまでは判わからない。

「……マイルズさん？」

　期待と不安が入り混じり、グレンが小さく声を掛ける。

「……グレン……」

　返ってきたのは、何か震ふるえているような弱々しいアニスの声だった。

　グレンの不安が増ぞう大だいする。

「もしかして、アニスさん一人なんですか？」

　そのグレンの問いに、アニスが炎ほのおの霊れい獣じゆうを喚よび出した。

　アニスが喚び出した炎の霊獣が、ほんの少し飛んで地下牢の中心辺りにある床ゆかの上に着地する。それで、それまで地下牢を支し配はいしていた闇が撃げき退たいされて、一人で入口の近くに佇たたずんでいるアニスの姿を照らし出した。

「グレン……マイルズは相手の人間と相討ちになって、一いつ緒しよに滝たき底ぞこに落ちた……」

　アニスが弱々しく呟つぶやき、グレンが目を驚きよう愕がくに見開く。

「……どういう事です？　相手の人間と？」

　受け入れがたい情じよう報ほうをいまいち呑のみ込こめないグレンに、アニスが俯うつむき加か減げんに小さく頷うなずく。

「……黒エルフ族の代表も人間だった……七色の剣けんを持った男の人……マイルズはその人と戦い、相討ちになった……確かく認にんはできなかったけど……とても助からない……」

（……死んだ？　マイルズさんがハーツさんと相討ちになって……？）

　グレンが頭の中で呆ぼう然ぜんと呟く。

　とても信じられない。タチの悪い冗じよう談だんにしか思えない。

　グレンは黙だまってアニスの顔を見つめた。少し呆然としながら、アニスが笑って「噓うそ」と言うのを待ち続けた。

　しかしアニスは、グレンに見つめられるのが堪たえきれないように俯き、小さく唇くちびるを嚙かみ締しめる。その様子が、嫌いやでも冗談などではない事をグレンに教えた。

「……何な故ぜ……？」

　受け入れがたい気持ちと受け入れざるを得ない現げん実じつが頭の中でごちゃ混まぜになり、グレンがそれだけを小さく呟く。

　それにアニスが弱々しく首を振ふった。

「……知らない……何でこうなったのか、私には解わからない……争いを止めるつもりだったのに……上う手まく行くはずだったのに……なのに『契約の決闘』が引き分けに終わって問題が拗こじれてしまった……黒エルフ族が総そう攻こう撃げきを仕掛けてきて、エルゼンバッハ様は第三層そうで迎むかえ撃うつつもり……もう争いを止められない……どうしていいのか解らない……」

　アニスが床に膝ひざをつき、涙なみだをこぼしながらグレンを睨にらむ。

「……どうして！　どうして不知火しらぬいの森に来たの！　グレン達さえ来なかったらこんな事にならなかった！　グレン達が来たために、すべてが狂くるってしまった！　今まで必死で押おし止とどめてきたのに！　動かないようにしてきたのに！　全部グレン達の所せ為いで！」

　アニスが顔を両手で覆おおってボロボロ涙をこぼす。

　ハーツとマイルズが死んだショックに、アニスに怒いかりの追い打ちを受けて、グレンは言葉を失った。少し混こん乱らんし、先にアニスに泣かれて少し冷めた気持ちになり、しかし何も言えずにただアニスを呆然と見つめた。

　アニスが顔を伏ふせ、すすり泣く。

　炎の霊獣が、牢屋の中央で必要はあるまいに毛け繕づくろいをしていた。

　しばらくして、アニスが顔を上げた。

「噓うそ……解っている……本当はグレン達の所為じゃない……グレン達は単にきっかけだっただけ……本当は誰も悪くない……悪いのは、決断を引き延のばしていた私だから……」

　まだ涙をこぼしながら、小さな、自じ虐ぎやく的な笑みを浮うかべて。そして胸むねの内にある苦しみを押し殺すようにして立ち上がり、開いたままになっている扉とびらに視し線せんを向ける。

「グレン……このままだとあなたは必ずエルゼンバッハ様に殺される。逃にげるのは、どさくさに紛まぎれた今しかない。私が案内するから、だから逃げて。私には、もうそれくらいしかしてあげられない……」

「……アニスさん……」

　グレンが背せを向けたアニスに小さく呟く。

　アニスは泣き止やんでいたが、何故かその方がむしろ痛いた々いたしく感じられた。

　もともと小さい身体からだが、気落ちしてもっと頼たよりなく見えた。

「炎の霊獣は、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど目立つから消す。誘ゆう導どうするから、私の手を握にぎって」

　そう言いながら、アニスがグレンに右手を差し出す。

　グレンは頷き、立ち上がってアニスの手を握った。罠わなかもしれないとかいろいろ頭の中で考えたが、しかし何故かアニスを疑うたがう気持ちは起きなかった。

「それじゃ、行くよ……」

　地ち下か牢ろうが再ふたたび闇やみに支し配はいされ、アニスがグレンの手を引いて歩き出した。




　雲くも間まに見える満月が、闇に慣なれた目には眩まぶしく世界を照らしていた。

　地下牢から続く通路を通り抜ぬけ、グレンは月明かりとアニスの先せん導どうを頼りに緑エルフ族の集落を通り抜けていく。

　月明かりがあるので、今は二人は手をつないでいない。三歩ほど先をアニスが歩き、グレンがその後をおっかなびっくりついて歩く。しかしアニスは堂々としたまま、何も悪い事はしていないと言わんばかりに胸を張はって歩いていた。

　何故アニスがそんなに堂々としていられるのか、グレンには解らない。さっきのアニスの様子からだと、エルゼンバッハの許きよ可かを得てグレンを逃がしている訳わけではないはずなのに……。

　声を出すのは憚はばかられたが、しかしそれ以上に気になって前を歩くアニスに声を掛かけた。

「ここは、緑エルフ族が住んでいるんじゃないんですか？」

　そのグレンの問いに、アニスが歩きながら振り向かずに頷いた。

「そう。だけど今は誰もいない。だから、そんなにビクビクしないでも大丈夫」

「……何故です？」

「黒エルフ族が攻撃を仕掛けてくる……だからエルゼンバッハ様が全員に出撃命令を出した。それでこの集落には、ほとんど全員がいなくなっている」

「ほとんど……ですか……」

　グレンが不安げに周囲を見た。ほとんどなら少しはいるはずなのだ。

　だが集落は、その規き模ぼから考えれば不気味なほど静まり返っている。無む論ろん夜だからという事もあるかもしれないが、それを考こう慮りよに入れても人ひと気けがなさすぎる。

　グレンが違い和わ感を覚えて首を傾かしげた。

　そのグレンの様子に、アニスが悲しげな笑えみを浮うかべて小さく俯うつむいた。

「……緑エルフ族には、男女の違ちがいも大人と子どもの区別も存しん在ざいしない……かつてはあったらしいけど、今は存在しない……だから、老ろう若にやく男なん女によを問わず全員戦いに駆かり出されている……今この集落にいるのは、自分の力では動けない幼おさな子ごだけ……」

　アニスが苦しげな様子で呟いて、立ち止まって目に涙を浮かべながらグレンに振り向く。

「……だから私は戦いを止めたかった……黒エルフ族は戦せん闘とう能のう力りよくに秀ひいでた種族だけど、緑エルフ族には絶ぜつ対たいに勝てない……黒エルフ族は戦士だけしか出しゆつ陣じんしてこないけど、緑エルフ族は本当に全力で出陣する……もともと緑エルフ族の方が少し多いのに、数が違いすぎる……だけど黒エルフ族は強いから、たくさんの緑エルフが死ぬ……たくさんの子どもや老人が……。私は、そんな悲ひ惨さんな戦いは見たくなかった……」

　唇くちびるを嚙かみ締しめて俯く。そんなアニスの様子に、グレンは心を決めた。

「本当に、もうどうする事もできないんですか？」

「……え？」

「まだ戦いは始まっていないんでしょう？　諦あきらめるのはまだ早いですよ。今ならまだ間に合うかもしれません。緑エルフ族はエルゼンバッハに操あやつられているんでしょう？　なら、エルゼンバッハを倒たおせば戦いを止められるかもしれませんよ。少なくとも、子ども達の犠ぎ牲せいは少なくてすむと思うんです」

　グレンの言葉に、アニスが手で胸を押さえて顔を歪ゆがめる。

「私は……エルゼンバッハ様を裏うら切ぎれない……」

「何故です？　多くの命が失われるんですよ、それと引き替かえにするどんな理由があるんです？」

「……だけど……」

「アニスさん、アニスさんが拾った錫しやく杖じようの事を覚えていますか？　あれはかつて魔ま王おうが使った『魔王の錫杖』なんですよ。ラキスさんは、あの錫杖を使える唯ゆい一いつの人物なんです。ラキスさん達と合流して、アニスさんが協力してくれたら、きっとエルゼンバッハを倒せます。アニスさんが何を躊ちゆう躇ちよしているのかは知りませんけど、戦いを止めたいならエルゼンバッハは倒さないといけないんですよ」

「……………………」

「アニスさん！」

　決けつ断だんを迫せまるグレンに、アニスが苦しげな表ひよう情じようで小さく首を振ふった。

「……駄だ目め……私はエルゼンバッハ様を裏切れない……」

「どうしてです！」

　責せめるような口調のグレンに、アニスが抑おさえていたものを堪えきれずに爆ばく発はつさせた。

「グレンには解わからないのよ！　今のエルゼンバッハ様はエルフなんかじゃない！　神にも匹ひつ敵てきする力を持つ化け物なの！　いつ暴ぼう走そうしてもおかしくない危き険けんな存在なの！　私がいるからエルゼンバッハ様は暴走を抑えられる！　私が裏切れば、もっとたくさんの人が死ぬ！　だから私はエルゼンバッハ様を裏切れない！」

　睨にらみ付けるアニスを、グレンが真しん剣けんな表情で見つめる。

「……それは、世せ界かい樹じゆの木に巻まき付いていた『木殺し』と関係するんですね？」

　確かく信しんして訊たずねるグレンに、アニスが躊躇ためらいを見せながら小さく頷いた。

「話してくださいアニスさん。一体何が起こっているんです？　どうしてこうなったんです？　アニスさんの話だとエルゼンバッハは悪くない。なのに問題は全部エルゼンバッハを経けい由ゆしている。どうしてなんです？」

「……それは……」

　視し線せんを逸そらすアニスの両りよう肩かたを、グレンが摑つかんで揺ゆさぶった。

「さっき言ってましたよねアニスさん、悪いのは決断しなかった自分だって。でも、今がその決断の時なんですよ！　今アニスさんが決断しなければ、きっと取り返しのつかない事になるんです！　話してください！」

　グレンに揺さぶられ、アニスが苦く悩のうしながら小さく頷うなずいた。

「……解った……」

　グレンがアニスから手を放し、アニスが空を見上げる。

　しかし、突とつ然ぜんアニスがハッとした様子で集落の方に視線を向けた。

「グレン、早くそこの木の陰かげに隠かくれて。こっちを見たら駄だ目め。私が呼よぶまで隠れていて」

　アニスが少し慌あわててグレンを木の陰に押し込こみ、そこから離はなれて別の木に近付いていく。

　グレンは訳が解らないまま、アニスに言われたとおりに身を隠した。すると、しばらくして何やら複ふく数すうの足音が聞こえてきた。

「これはアニス様、お一人ですか？　話し声が聞こえたと思ったのですが……」

　恭うやうやしい様子の男の声。グレンからは見えないし怖こわくて見ようとも思わないが、おそらく緑エルフの声だろう。

　茂しげみの中で、グレンが思わず緊きん張ちようする。

　しかしアニスの声の様子は、動どう揺ようをまったく表に現あらわさなかった。

「木に話し掛かけていた」

　しれっとアニスが答える。

　その言い訳は無理があるだろうと思ったが、何な故ぜか相手はそれで納なつ得とくしたようだった。

「そうでしたか、邪じや魔まをして申し訳ありません。しかしアニス様は何な故ぜここに？　緑エルフ族は、黒エルフ族を迎むかえ撃うつために全員第三層そうの境さかい目めに集結しています。アニス様は戦いには参加なされないのですか？」

「……エルゼンバッハ様には許きよ可かをいただいている。だから、どこで何をしていようとあなた方に説明する必要はない。あなた方こそここで何をしているの？　エルゼンバッハ様と一いつ緒しよに出しゆつ撃げきしたのではなかったの？」

「こ、これは失礼を」

　少し怒おこったアニスの声に、緑エルフが慌あわてて返答する。

「実は、何者かがこの第三層に入り込んだようなのです。どうやら少人数で、白エルフと人間のようです。我われ々われ以外にも捜さがしていますが、目的は判わかりません。どうかアニス様もお気を付けくださいませ」

「……解りました、注意します」

「それでは、我々は捜そう索さくを続けますので……」

　アニスとそういう会話を交わして、緑エルフ達の足音が遠ざかっていった。

（……人間……ラキスさん達かな……）

　心の中でグレンが呟つぶやく。

　どうやら危き機きは去ったようだが、しかしまだアニスが出てきていいと合図しないので、しばらく隠れ続けた。

　しかし、いつまで待ってもアニスから合図がない。待ちわびて、グレンが木の陰から顔を覗のぞかせた。

　周囲に緑エルフ族の影かげはない。ただアニスが一人呆ぼう然ぜんと、青い顔をして立ち竦すくんでいる。

「アニスさん？」

　グレンが声を掛けると、アニスがハッとしてグレンを見た。

「……グレン……まずい事になった……たぶん姉さんだ……グレンの仲間と一緒に、世界樹の所に行こうとしている……止めないと……」

「え？」

　疑ぎ問もんを浮うかべるグレンに、しかしアニスがどこか上の空で呟つぶやく。

「……まずい……今はまだ早い……今は夜だから危あぶない……でも姉さんはきっと私の言う事を聞いてくれない……どうしたら……」

「姉さんって、誰だれなんです？」

　訊たずねるグレンに、アニスがもう一度ハッとした。

「……グレン！　グレンは仲間と親しいよね？　グレンの言葉なら仲間も信じてくれるよね？　お願い、私と一緒に世界樹の所に来て！　きっと姉さんも、その人間が信じたら信じてくれるはずだから！」

「え？　え？」

　戸と惑まどうグレンを意に介かいさず、アニスがグレンの手を摑つかんで半ば強ごう引いんに歩き出す。

「ちょっと待ってくださいよアニスさん。何が何だか……」

「お願いグレン！　話すから！　全部何もかも話すから急いで！」

　焦あせりながら必死に頼たのむアニスの様子に、グレンは訳が解らないながらも何か大事な事だと察して頷いた。
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「別に、変な所はない森みたいだけど……」

　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげった密みつ林りんに、細く頼りなく続く一本の獣けもの道みち。

　闇やみ夜よに沈しずんだ第三層の森を掻かき分け進みながら、ラキスが誰にともなく呟いた。もっともそう装よそおっているだけで、本当は後ろを歩くパメラに嫌いや味みを言ったのだが。

　もちろんパメラもそれは解っている。

「……私が一緒にいるからです。ラキス達だけなら、森はまったく違ちがった姿すがたを見せます。この第三層の森には、エルフ族以外に反はん応のうする『迷まよいの魔ま法ほう』がかけられているんです。もし私がいなければ、二人とも永えい遠えんにこの森を彷徨さまよう事になりました」

「……口だけなら、何とでも言えるわよね」

　ラキスが、パメラに振ふり向かず呟く。

　何とも言えない気まずい空気が漂ただよい、ラキスの前を歩くメルフィが眉まゆをひそめて振り向いた。

「ラキスさん、らしくないです……」

　メルフィに非ひ難なんの目を向けられ、ラキスが小さく視し線せんを逸そらす。

　ラキスも良くないと解っているのだが、どうしても止められない。少し意地になってしまっているのだ。

　メルフィが、視線を逸らしたラキスにため息を吐ついて、パメラに視線を向けた。

「それでパメラさん、世せ界かい樹じゆの木まではあとどれくらいなんですか？」

　メルフィが無む邪じや気きに微笑ほほえみながら訊ねる。それに少し救われたように、パメラがメルフィに微笑み返した。

「そうですね、そんなに時間はかからないと思います。思っていたよりも順調にここまで来られましたから……」

　そう言って、パメラが少し不安そうに周囲を見み渡わたした。

　この第三層は緑エルフ族の根こん拠きよ地ちである。一いち応おう発見されないようにルートを選んで潜せん入にゆうしたが、そう易やす々やすと深部までの潜入ができるとは思えない。ここまで何事もなく来られた事が、むしろパメラには不気味だった。

「いいじゃない別に。手間が省けて」

　素そっ気けなく言うラキスに、パメラが少しムッとする。

「罠わなかもしれません。油ゆ断だんは禁きん物もつです」

「油断なんかしてないわよ、あなたにも。どうせ罠なのは最初から覚かく悟ごの内だし、何かあっても強行突とつ破ぱするだけよ」

「……………………」

　悲しげに目を伏ふせるパメラを見て、メルフィが怒おこってラキスを睨んだ。

「ラキスさん！　言い過すぎです！」

　そして立ち止まり、近付いてラキスに小さく耳打ちする。

「ラキスさん……あたし達は何にせよパメラさんを信じる事にしたんですから、必要以上に疑うたがうのも良くないです……」

「……うん……」

　ラキスが小さく頷うなずく。

　それにメルフィが微笑んで、無邪気な様子でパメラに視線を向ける。

「パメラさん、このまま道みち沿ぞいに真まっ直すぐでいいんですか？」

「ええ。もうじき開けた所に出て、世界樹の木が見えるはずです」

「それじゃ、邪魔が出ない内にサクサク進むです～」

　メルフィが微笑んで、前に向き直って歩き出す。

　メルフィと一いつ緒しよに立ち止まっていたラキスとパメラも、そのあとについて歩き出した。

　しばらく進むと、不意に森が途と切ぎれて目前が開かれた。途切れた森の先は、広大な草原が広がっていた。

　その開けた空間の中央に、想そう像ぞうを絶ぜつするほどの巨きよ木ぼくが立っている。少し離はなれた所から見上げても、どれほどの高さがあるのか判わからない。広げた枝えだ葉はは広こう範はん囲いに亘って空を覆おおい、まるで巨大なドームの下に立っているような錯さつ覚かくを覚える。根本の幹みきはあまりにも大きく、一体何人が手をつなげば一周できるのか想そう像ぞうもつかない。

「……これが世界樹の木……」

　呟つぶやきながらラキスが、その巨大さに圧あつ倒とうされてゴクリと唾つばを飲み込こんだ。

　一方、世界樹の木を知っているはずのパメラも、しばし信じられないと言いたげに唖あ然ぜんとした表情で世界樹の木を見つめていた。

　そのパメラの様子にメルフィが首を傾げる。

「どうしたんですかパメラさん？　あたし、初めて見るから判らないですけど、何か異い変へんでもあるんですか？」

「……もう少し近付けば、二人にも解わかると思います……」

　そう呟いて、パメラがフラフラと世界樹の木に近付いていく。

「あっ！　ちょっとパメラ！」

　ラキスがパメラを追い掛けかけ、躊ちゆう躇ちよして立ち止まりメルフィに振り向いた。

「出ていって大だい丈じよう夫ぶかな……隠かくれる所ないし、待ち伏ぶせされたらいい標的になっちゃうんだけど……」

「……えっと……」

　問われてメルフィがキョロキョロと周囲を見渡した。

　辺りは静まり返っており、鳥の声など聞こえないし動物の姿すがたも見えはしない。

「大丈夫だと思うです。取り敢あえず、周囲に気配は感じられないです～」

「……なら、行ってみようか」

　ラキスが周囲を警けい戒かいしながら、メルフィと一緒に、先を歩くパメラの後を追い掛けた。

　歩き出してすぐ、ラキスは自分の勘かん違ちがいに気付いた。比ひ較かく的すぐ近くだと思っていた世せ界かい樹じゆの木が、実はまだかなりの距きよ離りがあった。あまりにも大きすぎて距離感が狂くるわされていたのだろう。

　近付くにつれ、世界樹の異変がラキスにも判るようになってきた。世界樹のある周囲の大地から無数にツタが生え、幹に巻まき付いて上へ上へと成長している。しかも幾いく重えにも折り重なって巻き付き、木の肌はだを完全に覆い尽つくし、あたかも無数のコブが張はり付いているかのような様相をしている。そして木の上に茂る枝葉も、その半分以上がツタより生えた枝葉である。それはあたかも世界樹の木に取り付いて、世界樹の木に取って代わろうとしているかのような、そんな印象を見る者に与あたえた。

「……何、この不気味な植物……？」

「これは『木殺し』と呼ばれる植物です。……でも、信じられません……こんな事、有り得ないんです……世界樹の木は長年エルフ族が手入れをしてきましたし、それでなくても偉い大だいなる力を持つ世界樹の木が、こんな姿になるなんて……」

　思わず呟つぶやくラキスに、パメラがやはり呟つぶやくようにして解説をする。よほどショックが大きいのか、その声がわずかに震ふるえて聞こえた。

　世界樹の周辺、半径五〇メートルほどは草が生えていなかった。草原が唐とう突とつに途と切ぎれ、円形に赤い大地が露ろ出しゆつしている。その中に、小さな祭さい壇だんのようなものがあった。

（どうして世界樹の周辺だけ草が生えていないんだろう……？）

　ラキスが首を傾かしげると、

「……とにかく、世界樹の木に話し掛けてみます」

　パメラが緊きん張ちようした面おも持もちで、世界樹の木に近付いていった。

　その瞬しゆん間かん、異変が起こった。

　驚きよう愕がくし硬こう直ちよくするラキス達の目の前で、世界樹を中心に外に向かって円形に世界が変へん貌ぼうし、一瞬にしてそこは安らぎと静けさが支し配はいする空間に様変わりしていた。
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「世界樹の下には、何か邪じや悪あくな存そん在ざいが封ふう印いんしてあるらしいの……」

　アニスがグレンの手を握にぎり、夜の森を先せん導どうしながら語り出す。

「邪悪な存在？」

　そう訊たずね返したグレンに、アニスが振り向いて小さく頷うなずく。

「そう。でも、それがどんな『邪悪』なのか私には判らない。長ちよう寿じゆであるエルフ族も、その存在を忘わすれてしまうくらい遠い過か去この出来事だから……」

「何な故ぜ、アニスさんがそれを知っているんです？」

　首を傾げるグレンに、アニスが少し寂さびしげに微笑ほほえむ。

「……エルゼンバッハ様に教えてもらった……私がこの森に来た頃ころに……」

　アニスが目を瞑つむり、

「……急ごう」

　そう言って、再ふたたび前を向いて歩き出す。

「その『邪悪』が、あの『木殺し』と関係あるんですね？」

　後について歩きながら、グレンがアニスにそう訊ねる。

　それにアニスが、今度は振り向かずに歩きながら頷いた。

「……世界樹の木は、もともとその邪悪を浄じよう化かするために植えられた物らしいの……誰によって植えられたかなんて訊かないでね、そんなの誰にも判らないから。たぶん、神々よりも偉大なる存在。そう理解するしかない……」

「神々よりも？　神々ではないんですね？」

「……たぶん。神々の時代だったらエルフ族が完全に忘れ去るはずがない……何らかの形で残っていたはずだから……」

「神々より前の時代……」

　グレンが考え込んで呟つぶやく。

　アニスはしばらく間をおいて、歩きながら再び口を開いた。

「白エルフ族は、もともと世界樹の浄化を助けるための種族だった……世界樹の木は浄化の過か程ていで次し第だいにその邪じや悪あくに侵おかされてゆく……だから白エルフ族から優ゆう秀しゆうな力を持つ女じよ性せいが一人『女王』に選ばれ、儀ぎ式しきをして世界樹の『邪悪』を浄化してきた。だけど長い月日が経たつにつれその儀式は形式化していって、いつしか『女王戴たい冠かんの儀式』となって、その本来の意い義ぎは完全に忘わすれ去られてしまった……」

　まるで見てきたかのように言うアニスに、グレンが再び首を傾げる。

「それも、エルゼンバッハに教えてもらったんですか？」

　アニスが小さく首を振る。

「これは世せ界かい樹じゆの記き憶おく。私は、断だん片ぺん的にだけどそれを覗のぞいた事があるの。以前言ったと思うけど、私は人間界の森を彷徨さまよっていて、突とつ然ぜんこの森に入ってきた。だけど、普ふ通つうそんな事は有り得ない。断だん言げんはできないけど、たぶん世界樹の木が私を呼よんだんだと思う。その時、私はこの記憶を見せられた。その時は、正直何の事だか全然解らなかったけど……」

　アニスが歩きながら自分の足あし下もとを見つめる。

「私には、誰が悪いのかは解らない……誰も悪くないのかも知れない……すべてが、ほんのちょっとしたすれ違ちがいから始まったような気がする……」

　そして、一言一言嚙かみ締しめるようにグレンに話し始めた。




　本来なら、『邪悪』の浄化は既すでに終わっているはずだった。

　それが終わらなかった原げん因いんは、不知火しらぬいの森にあった。

　かつて『災さい厄やくの炎ほのお』が世界を襲おそったとき、世界樹の木はその災厄からエルフ族を護まもるためにこの森を造つくった。そのために余よ計けいな力を使い、邪悪の浄化が遅おくれ、世界樹の木はエルフ族に影えい響きようを及およぼす余力を失った。

　エルフ族がその使命を次し第だいに忘れていくのに、世界樹の木は何もできない。しかし、しばらくはそれでも何とかなっていた。長年による浄化で『邪悪』も力が弱まり、このまま順調にいけばいずれ『邪悪』は浄化されるはずだった。

　それが破は綻たんを来きたし始める。

　エルフ族の『女王』は、次第に溜たまっていく世界樹の汚けがれを払はらう儀ぎ式しきのために『純じゆん潔けつ』を保たもたなければならなかった。身み籠ごもればその体内に宿った子に浄化の力が受け継つがれ、『女王』自身は力を失ってしまうからだ。

　その子どもが成長するまで儀式が遅れる。儀式が遅れれば、世界樹の木に汚れが余分に蓄ちく積せきし、その分だけ世界樹の木から力が失われる。

　しかしエルフ族は世界樹の木の汚れを払う儀式の大いなる意味を忘れ、ただエルフ族の次なる『女王』が就しゆう任にんするための儀式と化してしまった。そして『純潔』を保つ事をただの重荷と感じるようになり出し、幾いく人にんもの『女王』がその責せき務むを放ほう棄きし始めた。

　その女性達は古い掟おきてに意味を認みとめず、自由を求めた。

　その度たびに、儀式は執とり行われなかった。

　そのため世界樹の木は、わずかずつだが着実に力を衰おとろえさせていった。

　そして一五〇年前、『女王』に選ばれた女性が身籠もったときに、ついに破は局きよくの時を迎むかえた。

　世界樹の木は封ふうじた『邪悪』と共に滅ほろびる決断をし、『次なる女王』にあらゆる不浄を滅めつする炎ほのおの霊れい獣じゆうを授さずける決断をして、エルフ族にその意い志しを伝える。

『我われ、切に願う。我、切に祈いのる。我の愛せしこの大地に、永えい久きゆうなる平和の訪おとずれを。されど我に『邪悪』を浄化する力無し。故ゆえに、次なる『女王』に授けたる炎の霊獣を似もつて、我を滅せよ。我、炎の霊獣の力を得て『邪悪』と共に滅ほろびん。我わが天命既に尽つきたれば、我滅するを躊躇ためらう事無かれ』

　だが、世界樹の木の意志はエルフ族には上う手まく伝わらず、『我を滅せよ』とだけ受け取ったエルフ族は混こん乱らんする。

　訳わけが解らないまま、緑エルフ族は世界樹の木の調ちよう査さを開始した。

　世界樹の木が『我を滅せよ』と言い出した理由を調査するため……また、『女王』が責任を放棄した時に、代々緑エルフ族が行ってきた『代だい替たいの儀式』を執とり行うため。

　その調査隊の中に、後のちにエルゼンバッハと名乗る緑エルフの女じよ性せいが含ふくまれていた。




「そして悲ひ劇げきが起こった……そこからすべての悲劇が始まった……」

　アニスが視線を落とし、悲しそうに呟いた。
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『本当によろしいのですか族長、わたくしをこんな所に連れて来て。これはとても大事な調査だと聞いていますのに……』

　若わかく美しい緑エルフの女性が、その顔に穏おだやかな笑みを浮うかべながら小首を傾かしげて、彼女が族長と呼んだ緑エルフの老人にそう訊たずねた。

　さっきまでとまったく様相を一変させた世界。

　一面に広がる青空の下、風にそよぐ枝えだ葉はに揺ゆられた木こ漏もれ日が、ダイヤモンドの輝かがやきを持って大地に降ふり注いでいる。その光に照らされて、一面の大地に生える草花が金色の輝きを放っていた。

　喧やかましいほど蝉せみが鳴き、咲さき誇ほこる草花が歓かん喜きの歌を歌う。

　緑エルフ達の目前にある世界樹の木は、『木殺し』の姿すがたなど欠片かけらも見えず、雄ゆう大だいな姿でそこにあった。

「……ラキスさん……これは……？」

　周囲を見ながら訊たずねるメルフィに、ラキスも戸と惑まどいを隠さずに返事に窮きゆうする。

「……いや、あたしに聞かれても……」

　そう呟いて、ラキスがパメラに視線を向けた。

「……エルゼンバッハ……」

　パメラが、どこか呆ぼう然ぜんとした様子でその緑エルフの女性を見つめて小さく呟く。

　ラキスが弾はじかれたようにその女性を見て呪じゆ文もんを唱えようとした。

「無む駄だですラキス、これは本物ではありません」

「……え？　本物じゃない？」

　戸と惑まどうラキスに、パメラが振り向いて頷く。

「おそらくここは精せい神しん世界……私達は、かつてこの場所で起こった光景を、何者かの記き憶おくを見ているだけだと思います……」

　パメラが緊きん張ちようした面おも持もちでエルゼンバッハに視線を戻もどす。

「目の前にいるのに、人がいる気配がないです～」

　メルフィが全然警けい戒かいせずにそう言う。それを聞いてラキスが少し安あん堵どし、肩かたの力を抜ぬいて突とつ然ぜん出しゆつ現げんした緑エルフ達に視線を戻した。

　緑エルフ達は、全部で八人だった。女性が三人、男性が五人。男性の一人は族長と呼ばれた老人。女性の一人が問題のエルゼンバッハである。

　絶ぜつ大だいなる力で不知火しらぬいの森に君くん臨りんし、白エルフ族を襲しゆう撃げきした残ざん虐ぎやく非ひ道どうな支し配はい者しやエルゼンバッハ……しかしその女性は、そんなラキスの持つイメージとはかけ離はなれた、優やさしげで穏おだやかな雰ふん囲い気きの女性だった。
















「……彼女がエルゼンバッハなの？　何だか想そう像ぞうしていたのと違うんだけど……」

　ラキスが戸惑いながら呟くと、

「……私もずいぶん前に一、二度、遠目からしか見た事がありませんけど……だけど間違いありません……何だか印象が全然違いますけど……」

　パメラもそう呟きながら、少し戸惑いの表ひよう情じようを浮うかべて緑エルフ達の様子を凝ぎよう視しした。

『お主が結界を張はる能のう力りよくに優すぐれているからだ。長き緑エルフ族の歴史にも、かつてお主ほどの才能を有する者はいなかっただろう。なればこそ、大切な儀ぎ式しきだからこそその力を持つお主を呼んだのだ。おかしな事ではあるまい？』

　緑エルフ族の族長が、エルゼンバッハの問いに答えて優しげに微笑ほほえむ。

　それにエルゼンバッハが自じ嘲ちよう気味に微笑んだ。

『それは建前でございましょう？　本来は『女王』がやるはずの儀式を代だい替たいした、形式だけの儀式だと聞いています。第一……ここにおられる方々は、わたくしを除のぞけば全員緑エルフ族を代表する有力者の方々ですけど、皆みなさんその才能では無能です』

　ハッキリと言い切ったエルゼンバッハに、他の緑エルフ達が思わずといった様子で苦く笑しようした。多くは苦笑しただけだが、露ろ骨こつに顔を歪ゆがめた者もいる。忌いま々いましげに舌した打うちした者もいる。しかしエルゼンバッハはそれらの反はん応のうを完全に無視して族長を見つめた。

『相変わらずだのエファメラ……嫌きらわれるのは、その超ちよう然ぜんとした態たい度どと過すぎる口の所せ為いであろうに……』

『わたくしが嫌われる原因など、どうでもよろしいのですよ』

　苦笑する族長に、エルゼンバッハがニッコリ笑みを浮かべた。

「ラキスさんラキスさん、あの人エファメラさんとか呼ばれていますよ？」

「いや、だからあたしに訊かれても……」

　袖そでを引っ張ぱり訊たずねるメルフィに苦笑し、ラキスがパメラに視線を向ける。

「エファメラとは、エルゼンバッハが緑エルフ族の族長になる前の名前だと聞いています……何な故ぜ名を変えたのかは知りませんけど……今は誰だれも昔の名では呼びません」

　パメラがエルゼンバッハから視線を逸らさず、表情に戸惑いを浮かべて説明する。

　知っているエルゼンバッハと、このエルゼンバッハが全然重ならない。それが何故なのか解らず戸惑い、パメラはエルゼンバッハをじっと見つめていた。

『この儀式に参加するためには、才能以外の資し格かくが必要なはずです。ですが、わたくしは緑エルフ族の嫌われ者です。資格などありません。なのに、批ひ判はんが大きかったのに族長がずいぶん無む理り強じいしたと聞いています。何故ですか？』

　エルゼンバッハがそう訊たずね、族長が小さくため息を吐ついた。

『いつまでそうしているつもりだエファメラ？　お主がこの森に帰ってきてからずいぶん時が経たつのに、お主の魂たましいは未いまだこの森に帰ってきてはおらぬようだ。お主は自分から好き好んで孤こ立りつしておる。自ら積極的に嫌われるように振る舞っておる。儂わしにはそれがいたたまれぬ。故ゆえにこの儀式に参加させた。お主は決して独ひとりではないのだと解わかって欲ほしくての……』

　族長の言葉に、エルゼンバッハがわずかに下を向いて表情を歪ゆがめた。

『……余よ計けいなお世話です。わたくしは、好きで独りでいるんです。同情されるのも、構かまわれるのも迷めい惑わくです。放ほうっていてください』

『その自じ虐ぎやくは、我わが子を護まもりきれなかった己おのれに対する罰ばつか？　愛した男を信じ切れなかった罪つみに対する戒いましめか？　それともお主の所為で死んだ両親に対する悔かい恨こんか？　だが、いずれにしてもそれは単なる自己満足に過ぎまいに』

　エルゼンバッハが顔色を変えて、弾はじかれたように族長を睨み付ける。

『……いくら族長でも、わたくしの傷きずに……』

『儂はお主の子やお主が愛した人間の事は知らぬ。故にその二人がどう思うかは解らぬ。だが、儂はお主の両親の事は良く知っておる。お主の両親は、お主がその様にしていつまでも苦しみ続ける事は望むまい。おそらく子や男もまた……』

　エルゼンバッハが言葉を呑み込こみ、苦しげに眉まゆを歪ゆがめて、しかし族長を睨み続ける。

　そんなエルゼンバッハに族長は優しく微笑み掛けた。

『お主は優しすぎる。その優しさ故、己の罪が許ゆるせない。だが、お主がいくら己を責せめても死んだ者は還かえっては来ぬ。ならば過か去こを教訓に未来を見み据すえ、再ふたたびお主のような悲ひ劇げきを辿たどる者が出ないよう尽じん力りよくする事こそ、お主が死んだ者にしてやれる唯ゆい一いつの供く養ようではあるまいか？』

『……………………』

　族長は、睨み続けるエルゼンバッハから目を切って物もの憂うげに世せ界かい樹じゆの木を見上げた。

『儂はの、エファメラ……儂が死んだ後の次なる緑エルフ族の族長には、お主こそ相応ふさわしいと思っておるのだ……』

『!?』

　黙って二人の会話を聞いていた緑エルフ達が、族長の言葉を聞いてざわめいた。

　しかし一番驚おどろいたのは、そう言われた当のエルゼンバッハだった。

『何を馬ば鹿かな事を……わたくしにはそんな資格は……お戯たわむれも程ほど々ほどにしてください』

　エルゼンバッハが一瞬目を見開き、戸惑ったような笑みを浮うかべて首を振る。

　しかし族長は世界樹を見上げたまま感かん慨がい深ぶかげな笑みを浮かべた。

『戯れなどではありはせぬ。……儂は、お主はまだ幼おさなかったから覚えてはおらぬだろうが、お主の両親がこの森を出て人間界に行くと言い出したときに、それはもう猛もう反対したものだ……この不知火しらぬいの森の秩ちつ序じよを乱みだす、悪あしき前例になると思うての……。だが、儂は間ま違ちがっておった。理由は解わからぬが、森の秩序は既すでに失われておる。『女王』がその責せき務むを放ほう棄きしだし、世界樹の木が『我われを滅めつせよ』と言い出した……この森を造つくった世界樹の木が滅ほろべば、当然人間界とこの森を分け隔へだてる断だん崖がいが消え去る。エルフ族は孤高を保たもてなくなり、いずれ人間と交流せざるを得ない時が来るだろう……その時おそらくエルフ族に『女王』はおるまい。確かくたる指し導どう者しやを失ったエルフ族が頼たよりとするべきは、この森で生まれ、人間界で育ち、悲しき過か去こを乗り越こえた者……エファメラ、お主しかおらぬと儂は思うておる。だから儂はお主をこの場に呼んだ。お主をこの儀式に呼んだのは、この場にいる他の者達と同じく、お主に次期族長たる資格があると緑エルフ族に宣せん言げんするためだ』

　族長の想おもいに緑エルフ達が静まり返った。

　蝉せみが喧やかましく喚わめき、エルゼンバッハが足あし下もとを見つめて眉を震ふるわせる。

『……無理です……わたくしには……そんな資格はありません……自分自身すら満足に律りつする事ができませんのに……』

　呟つぶやくエルゼンバッハに、族長が視し線せんを向けて優やさしく微笑ほほえむ。

『慌あわてる必要はない。今日明日に不知火の森が消えるでもなく、お主もまだ悲しみを乗り越こえてはおらぬ。次なる緑エルフ族の族長も儂が決める訳わけでなく、あくまでも選せん挙きよによる民意が決めるもの。儂が死ぬのもまだ先の話だ。されど、いずれそう遠くない将来にその時は来るだろう。お主には、その覚かく悟ごをしておいてもらいたい』

『そんな事を言われても……わたくしには……』

　エルゼンバッハが、幼子のように頼りなく身を震わせる。

　それを見る緑エルフ達の反応はまちまちだった。優しく微笑んでいる者もいれば、あからさまに嫌な顔をしている者もいる。そっぽを向いている者もいれば、無関心を装よそおっている者もいる。しかし誰も何も言わない。偉い大だいな族長の想いに、皆敬けい意いを払はらって受け止めていた。

「……パメラ……本当に彼女がエルゼンバッハなの？　何だかあたしにはいい人に思えるんだけど……」

　ラキスが戸惑いながらパメラを見る。

　そのパメラも、目の前の出来事が信じられなくて大きく動どう揺ようを表情に表していた。

　その間に緑エルフ達が儀ぎ式しきの準じゆん備びを終えた。

　世界樹の前にある祭さい壇だんの上に、八人が半円形に立ち並ならぶ。そして族長を中心にして手をつなぎ、何やら呪じゆ文もんのようなものを唱え始める。

　エルゼンバッハは一番右みぎ端はしに立ち、隣となりの女じよ性せいが差し出した手を握にぎらず、一人だけ呪文を唱えずに唇くちびるを嚙かみ締しめて足あし下もとを見つめていた。

　しかしエルゼンバッハの非ひ協きよう力りよくな態たい度どにも拘かかわらず儀式は順調に進む。

　やがて八人の目前に薄うす緑みどり色をした球体が出現しだし、次し第だいに大きくなり始めた。

　それが両手を広げたほどの大きさになり、無事に儀式が終わるかと思われた頃ころ……

　唐とう突とつに異い変へんが起こった。
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『エファメラ！　早く私の手を握って！　お願い！』

　緑エルフ達が苦く痛つうに呻うめきだし、隣にいた女性がエファメラに悲鳴に似にた声を出して手を差し出した。

　エファメラが、慌あわててその女性の手を摑つかむ。

　だが、一瞬遅おそかった。

　いや、早くても結果は同じだったかもしれない。

　ボン！

　そんな音とともに女性の身体からだが弾はじけ、飛び散った飛沫しぶきが辺りを真っ赤に染そめ上げ、摑つかんだ腕うでだけがエファメラの手に残された。

『……あ……う……うわぁぁぁぁ！』

　あまりの光景に、エファメラが腰こしを抜ぬかして悲鳴をあげる。

　だが、悲ひ劇げきが起きたのは彼女だけではなかった。手をつないだ緑エルフ達が次から次に、力の弱い者から順に吹ふき飛んでいく。その光景にエファメラは訳が解らず、為なす術すべもなく、ただ目を見開いて身体を丸め、ガタガタと震えていた。

『……エファメラ……』

　名を呼ばれ、ビクッと身を竦すくめる。

　しかしそれが族長の声だと気付いて、慌てて族長に視線を向けた。

　族長を含ふくめた中心にいる三人が、まだ健けん在ざいだった。苦痛に顔を歪ゆがめながら何かに抵てい抗こうするように、必死で呪文を唱え続けている。

　族長がこちらをじっと見つめている。

　その視線が『来い』と言っているのだと察して、エファメラは震える身体に鞭むち打うって立ち上がった。

　しかし、足が震えてちゃんと歩けない。

　その間に、族長の右側にいた男がエファメラに縋すがり付くような視線を向けて、次の瞬間に弾け飛んだ。

　まだ若わかく、才能があり、一番エファメラを嫌きらっていた男だった。

　だが、裏うら表おもてのない人物だった。

　足取りが重くなる。だが、一歩一歩前に進んだ。

　もう少しの所で、族長の左側にいた男がエファメラに微笑ほほえみを向けて、次の瞬間に弾け飛んだ。

　人望があり、エファメラにいつも笑みを向けてくれる男だった。

　父親の親友で、母親を巡めぐるライバルだったとも聞いていた。

　目の前が真っ暗になる。だが立ち止まらず、ようやく辿たどり着いた。

　族長を、倒たおれ込むようにして後ろから抱だき締しめた。

『……何な故ぜ、こんな……一体どうして……』

　震えながら、泣きながらエファメラが呟く。

　しかし族長にはそれに答える余よ裕ゆうはなかった。

『……呪文を……』

　苦しげに表情を歪めながら、呪文を唱える合間にそれだけを何とか告げる。

　エファメラが震えながら頷うなずいて、儀式のための呪文を……『封ふう印いんの呪文』を唱えた。

　……封印の？　一体何を封印するのか？　これは形式だけの儀式ではなかったのか？

　エファメラの脳のう裏りに疑ぎ問もんがよぎる。

　そのエファメラの疑問に答えるように、族長が世界樹の方を指差した。

　信じられない光景だった。世界樹の周囲……根本の大地から無数のツタが伸のび出て、酸さん素そを求める水すい没ぼつ者しやの手のように不気味にのたうっている。

　あれが封印していたものの正体？

　その問いに答える者はいない。誰も、何も知らなかった。

　族長が、後ろから抱きついているエファメラを振り向く。その目が、『後を頼たのむ』と言っていた。

　名付け親であり、この森に帰ってきて以来ずっと気に掛けてくれていた、緑エルフ族の偉い大だいな族長。孤こ独どくの身となったエファメラにとって祖そ父ふのような存そん在ざいだった族長が、腕の中で弾け飛んだ。

　もう二度と味わいたくなかった、突き抜けるように激はげしい喪そう失しつ感。だがエファメラには族長を失った悲しみに暮くれる余裕はなかった。族長が弾け飛んだ瞬間に、圧あつ倒とう的なまでの憎ぞう悪おが流れ込こんできた。

　──殺せ──すべてを殺せ──滅ほろぼせ──すべてを滅ぼせ──憎にくめ──すべてのものを憎め──我われらを裏うら切ぎった『神しん龍りゆう』に連なるすべての存在を──

　憎悪が心を、魂たましいを破は壊かいし尽つくそうと襲おそい掛かってくる。

　エファメラは倒れるようにして座り込み、心の奥おく底そこから湧わき起こってくる恐きよう怖ふに震ふるえながら族長達が作った薄うす緑みどり色の『封印の球』を見つめた。

　まだ、これがあの存在を押おし止とどめている。これを制せい御ぎよしているのは、今や自分一人しかいない。自分が死ねば、あれが世界に出てくる。あの、圧倒的に邪じや悪あくな存在が。

　邪悪が、少しずつ自分の魂を侵しん食しよくしていく。完全に侵食される前に……自分が自分である内にこれを完成させなければ、世界が悲劇に包まれる。

　エファメラは恐怖を無む理り矢や理り抑おさえ込み、しかし果たせずほとんど流され漂ただよいながら、一心不ふ乱らんに呪文を唱え続けた。

　それは永えい遠えんにも思えた、しかし一瞬の激しい攻こう防ぼう。

　エファメラが死力を尽くして雄お叫たけびをあげて……

　そして、世界が緑色に弾はじけた。




　目の前に世界樹の木があった。ツタに絡からまれた、今の無む惨ざんな姿すがた。

　周囲は闇やみ夜よに包まれて、頭上に満月が輝かがやいている。

　現げん実じつの世界に帰ってきたのだと気付いて、ラキス達が思わずため息を漏もらした。

「あたし達、いつの間にかエルゼンバッハさんと同調していたみたいです……」

　メルフィが呟つぶやき、ラキスが小さく頷く。

「……どうなったのかな、あの後……」

　ラキスの漏らした呟きに、パメラが小さく首を振ふった。

　その瞬間、ビクッとツタが脈打った。

「…………！」

　パメラが恐怖に顔を引きつらせて後ずさり、ラキスとメルフィが息を呑のむ。

「……何かやばそう……パメラ、メルフィ、結界を張はるからあたしの傍そばに来て」

　ラキスの言葉に頷いて、二人が刺し激げきしないようにゆっくりとラキスの傍にやってくる。

　ラキスは二人が来たのを確かく認にんして、声を小さくして呪文を呟いた。

　その直後、突然大地からツタが溢あふれ出し、周囲を取り囲まれたラキス達が思わず声を揃そろえて悲鳴をあげた。







　第八章　混こん迷めいの中で
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　暗い闇やみの中。

　第三層そうの森の中で、黒エルフ族と緑エルフ族が激しい戦いを繰くり広げていた。

　緑エルフ族の主武ぶ器きである弓は森の中では威い力りよくを半はん減げんさせ、得意な召しよう喚かん魔ま法ほうは混こん戦せんになれば使いづらくなる。ガーベルの率ひきいる黒エルフ族はそれを計算に入れ、巧たくみに動いて敵てき味方の入り乱みだれる混戦に持ち込み、優ゆう位いに戦局を動かしていた。

　そしてついに、緑エルフ族の主力と思われた大人数の部隊に、ガーベル率いる主力部隊が取り付いた。

「エルゼンバッハを捜さがせ！　狙ねらいはヤツのみだ！」

　ガーベルの声に威い勢せい良よく雄お叫たけびをあげて、黒エルフ族の勇者達が敵に斬きり掛かかっていく。緑エルフ族は不意を突かれたか、ろくに抵てい抗こうもできずに倒たおされていった。

　もともと接せつ近きん戦せんになれば黒エルフ族の方が有利である。しかしあまりの歯ごたえのなさに、ガーベルは不信を覚えて倒れた者達を見、激しい衝しよう撃げきを受けて我わが目を疑うたがった。

「馬ば鹿かな！　女、子どもだけだと！」

　倒れた者達のほとんどすべてが、戦士とは到とう底てい思えない者達ばかりだった。まだ五〇歳さいくらいの少年や、一〇〇歳くらいの少女。二〇〇歳に満たない若い女性。

　ガーベル以外の黒エルフ達もそれに気付き出し、動どう揺ようが広がった。

　だが戦いが終わった訳わけではない。まだ混戦状じよう態たいであり、周囲からは緑エルフ族の少年や少女が狂くるったように襲い掛かってくる。それに応おう戦せんしなければならない。

　ガーベルは切った。ナイフを手に突進してきた緑エルフの少女を。弓矢で狙っていた少年を。何人も。

　ガーベルにとっては、束で掛かってきても問題にならない相手だった。

　しかし手て強ごわい相手だった。

　黒エルフ族の勇者が、何人も口元を押さえて胃の中の物を吐はいた。

　動きが散さん漫まんになった。

　そこに、突然足あし下もとから大地の霊れい獣じゆうが現あらわれて暴あばれた。

　多くの黒エルフ達がその犠ぎ牲せいになった。

　数倍の緑エルフ族の子ども達がそれに巻まき込まれた。

　戦場は、凄せい惨さんな地じ獄ごく絵え図ずと化していた。

「味方もろともだと……エルゼンバッハ！　これが貴き様さまのやり方か！　子ども達を犠牲にしてまで己おのれの安あん泰たいを図はかりたいのか！　絶対に許ゆるさんぞ！」

　ガーベルが霊獣を召しよう喚かんした緑エルフを切り倒し、エルゼンバッハの姿を求めて戦場を駆かけ回る。

　だが、戦場のどこにもエルゼンバッハの姿はない。

「どこだぁぁぁぁ！　エルゼンバッハぁぁぁぁ！」

　怒いかり狂ったガーベルの雄お叫たけびが、暗い森の戦場に木こ霊だました。
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　何な故ぜ、周囲だけ赤い大地が見えていたのか疑ぎ問もんだったが、謎なぞが解とけた。

　人間の腕うでほどの太さのツタが、赤い荒こう野や一面に真上に生えて、獲え物ものを求めて無数に蠢うごめいている。おそらく地面の下に蔓延はびこっていたのだろう。成なる程ほど、こんな不気味な物が下にあれば、草木は枯かれて二度と生えてこないのも当然だと思えた。

　しかし、その不気味なツタの中に取り残されたラキス達には、そんな事を感心している余よ裕ゆうはない。たった今、過か去この凄せい惨さんな光景を目まの当たりにしたばかりの事もあって、パメラとメルフィはラキスに左右からしがみついて、身を寄よせ合って恐きよう怖ふに震ふるえていた。

「あうぅぅぅ……押し潰つぶされそう……」

　二人に左右から抱きつかれたラキスが、結界を維い持じしながら苦く悶もんの表情を浮うかべて小さく呟つぶやく。それを聞いて、メルフィが少し慌あわててラキスを抱だき締しめていた腕の力を抜いた。

　無む論ろん、パメラとメルフィに押し潰されるのではなく、ツタに締め付けられて結界の維持が難むずかしくなってきているのである。しかしラキスに突っ込む余裕はない。結界を張った場所は安全地帯になっているが、下からは突き上げられ、周囲と上からは抑おさえ込まれ、それに抵抗して魔ま法ほうを維持するのに懸けん命めいになっていた。

　そんなラキスの表情に、パメラが周囲を見み渡わたす。

「……植物なんだから、炎ほのおの霊獣で焼き尽くせば……」

「駄だ目め！　中であたし以外が魔法を使ったら、結界が壊こわれる！」

　呪文を唱えようとするパメラをラキスが慌あわてて止め、結界の外を指差した。

　ツタはラキス達の四方八方を取り囲み、結界に張り付いて隙すき間まなく埋うめ尽くしている。あたかも脳のしわのような様相である。そのおかげで本来目に見えないはずの結界が、ラキスを中心にした大地に対して半円形なのだとハッキリと判る。

　もしパメラが炎の霊獣を使ったら、ツタを焼き尽くすよりもラキス達がツタに押し潰されるのが先だろう。その結果どうなるのかは想そう像ぞうしたくない。

「ラキスさん、結界ごと移い動どうして逃にげられないんですか？」

　不安そうな目で見つめるメルフィに、ラキスが小さく首を振る。

「あたしもさっきからそうしようとしているんだけど、周囲を取り囲まれてビクとも動かないのよ……それにどんどん重くなってきているから、他の魔法を使う余裕がない……今はまだ大だい丈じよう夫ぶだけど、このままだといずれ……」

　ラキスが唇くちびるを嚙かみ締めて黙り込む。

　絶体絶命。

　ギリギリと結界を外から締め付けるような音が聞こえた気がして、パメラとメルフィが顔を青ざめさせて言葉を失った。




　その光景は、遠くから見れば草原が風に揺ゆれているように見えた。

　しかし、実じつ際さいに生えているのは草ではない。揺れているのは風だからではない。

「……遅おそかった……」

　アニスは草原の端はしで、不気味に蠢うごめくツタの草原を見ながら呆ぼう然ぜんと呟いた。

　こうなったらもう助からない。

　こうなる前に出会わなければいけなかったのに、間に合わなかった。

　目の前が真っ暗になり、絶望感にアニスがガックリと膝ひざを落とした。

「アニスさん、あそこを見てください！」

　アニスの後ろで目を真ん丸にしてその光景を見ていたグレンが、ハッとしてツタの草原の中にある一か所を指差した。そこに、こんもりと円形に盛もり上がったツタの塊かたまりがある。

「きっとあの下にラキスさん達がいるんです！　まだ生きているんですよ！　何とかならないですか？」

「……まだ間に合う？」

　アニスが立ち上がって呪文を唱え、手のひらに大きな炎の霊獣を喚よび出した。そして狙いを定め、塊に向かって解き放つ。

　炎の霊獣が甲かん高だかく鳴いて飛び、ビッシリと蠢くツタを焼き払って一本の道を作りながら、塊目掛けて突っ込んだ。




「うぎゃぁぁぁっ！」

　突然物もの凄すごい衝撃が襲い掛かり、結界を維持していたラキスが悲鳴をあげた。

　ついに最後の時が来たのだと、パメラとメルフィが目を瞑つむった。

　だが、突然周囲にひしめいていたツタが燃もえ上がり、不意にラキスの負ふ担たんが軽くなる。

　そして燃え上がる炎の中に見えた、一本の道。

　訳わけが解わからないなりにも、ラキスの決けつ断だんは早かった。

「二人とも走って！　逃げるのは今しかない！」

　ラキスが二人の返事も待たず、両手でそれぞれの腕を引っ張って走り出す。

　結界がラキスと共に移動し、まだ燃えてないツタが追い掛ける。

　道の終点までは五〇メートルほどの距きよ離り。走れば一〇秒ほどしかかからないが、その間道が保もってくれる保ほ証しようはない。現げんに、先の方はもうずいぶんと細ってきている。

　圧力が軽くなって余よ裕ゆうのできたラキスは、結界を維持しながら攻撃呪文を唱えて解き放つ。すると細っていた道の中心が爆ばく発はつし、爆ばく炎えんと爆風でツタが燃え吹き飛んだ。

「ラキスさん！　グレンさんです～！　グレンさんが待っているです～！」

　メルフィが終点の向こうで手を振っているグレンを見付けて嬉うれしそうに手を振る。

　それにラキスが内心で歓かん声せいを上げながら、もう一度呪文を唱えて細ってきた場所を吹き飛ばす。そして一気に駆け抜けツタの草原を脱だつ出しゆつした。

　ラキスがパメラとメルフィの手を放して、グレンに駆け寄る。

　グレンも、ラキスを迎むかえて駆け寄る。

　パメラが歩きながらラキスの背せ中なかに安あん堵どの笑みを浮かべ、アニスが歩き出しながらグレンの背中に少し羨うらやましそうな笑みを向けた。

　最後はグレンがラキスを迎える形で立ち止まり、笑みを浮かべて両手を広げる。そこにラキスが飛び込こんで……

「な、な、な、何て事をするのよグレン！　本当にあともうちょっとで、あたし達も一いつ緒しよに吹き飛んじゃうところだったのよ！　殺す気か！」

　鬼おにの形ぎよう相そうで襟えり首くびを摑つかみ、思いっ切りグレンの首を締め上げた。

　思わずコケるパメラとアニス。

「ぼ、僕ぼくじゃないですよラキスさん……く、苦しいですよ……」

　グレンがジタバタしながら後ろにいるアニスを指差す。

「……感動の再さい会かいシーンじゃないんだ……」

　アニスがジロリと睨にらむラキスの形相に後ずさりながら、思わず苦く笑しようを浮かべた。

　その時、

「グレンさ～ん！」

　少し遅おくれてやって来たメルフィが満面の笑みを浮かべてグレンの名を呼びジャンプして、ラキスの背はい後ごから勢いきおい良く飛びついた。

「どわっ！」

　いきなり背中に抱きつかれたラキスがビックリしてグレンの襟から手を放し、飛び掛かったメルフィの勢いに押おされて体たい勢せいを崩くずし、万ばん歳ざいをするようにしてグレンにのし掛かる。

　グレンは慌ててラキスの腰こしを両手で抱き締め、倒れようとするラキスを何とか支ささえようと踏ふん張ばるが……

『うわぁぁぁぁ！』

　二人分の体重を支ささえきれず、ラキスと一いつ緒しよに悲鳴をあげながら後ろに倒たおれた。

「無事で良かったです～。心配したです～」

　メルフィが一番上で目に涙なみだを浮かべながら二人ごと抱き締め、

「イタタタ……やだ、胸むねが……メルフィ、お願いだから押し付けないで！」

　俯うつぶせに倒れたラキスが真ん中で真っ赤になりながらジタバタし、

「潰つぶれちゃいますよ……二人とも、早くどいてくださいよ……イタ！　イタタ！　何で殴なぐるんですかラキスさん！」

　仰あお向むけに倒れたグレンが、ラキスの胸の下で悲鳴をあげる。

　そんな混こん乱らんの中、ラキスがグレンを叩たたきながら目に涙を浮かべていた。
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　三人の再会シーンを微笑ほほえみながら羨ましそうに見ていたアニスに、歩きながら近付いてきたパメラが立ち止まって声を掛けた。

「……どうして私達を助けてくれたんですか？　それに何な故ぜ、あなたは炎ほのおの霊れい獣じゆうを使えるんです？」

　少し警けい戒かいした表情で訊たずねるパメラ。

　アニスはラキス達を見ながら少し緊きん張ちようした表情をして、

「……あなたが死ねば、誰だれもこの森を救えなくなるから……」

「……え？」

　戸と惑まどうパメラに、アニスが振ふり向いて小さく笑みを向けた。

「やっと会えた……ずっと会いたかった……ずっと会えると信じてきた……悪戯いたずらな運命のすれ違ちがいは、きっといつまでも続かないと思っていた……」

　アニスがパメラを見つめながら、笑顔の目に涙を浮かべた。

　二〇歩ほど離はなれた距離。その二人の中間で、メルフィが抱き締めていた手をゆるめて顔を上げ、ラキスがグレンの頭を叩いていた手を休めて目を瞬しばたたかせ、グレンが頭を庇かばいながら二人に視し線せんを向け、重なった亀かめ状じよう態たいのままパメラとアニスの二人に注目した。

　注目が集まる中、アニスは涙を拭ぬぐってパメラに微笑む。

「私が炎の霊獣を使える理由は……判わからない？　私は白エルフと人間の混こん血けつ……同じ母親から生まれた、父親の違う、あなたの妹だからです、姉さん……」

「……妹？」

　パメラが呟きながら信じられないと言いたげに目を見開き、記き憶おくにある母親の顔を思い出しながらアニスの顔を見つめた。

　髪かみの色はエルフにいないはずの金きん髪ぱつで、だから雰ふん囲い気きはだいぶん違ちがう。だけど言われてみれば、確たしかにどこか母と面おも影かげがダブって映うつる。

　だが、パメラは小さく首を振った。他人の空そら似にとしか考えられない。

「……あなたの母親が、私達が姉妹だと言ったんですか？　でも、一〇〇年前まで私に妹なんていませんでした。それから生まれたとしても、まだ一〇〇歳以下のはずです。でもあなたは私と同じくらいの年ねん齢れいに見えます。悪いですけど、信じられません」

　胡う散さん臭くさそうな目で見つめるパメラに、アニスが少し悲しげに目を伏ふせる。

「……母は何も言ってない……川に流されて人間界にやってきた母は深い傷きずを負っていて……それなのに私を産んだから……私は母の名も顔も知らない。それに私は二八歳……」

「二八歳？　馬ば鹿かにしないでください！」

　パメラが目を怒いからせてアニスを睨にらみ付ける。

「あの……ハーフ・エルフの成長はエルフと違って、最初のうちは人間と同じように成長するんだそうですよ」

　ラキスの下で、グレンがおずおずと手を挙げる。

「……それが本当だとしても、私達が姉妹だという根こん拠きよは何ですか？　一〇〇年前のあの日、川に飛び込んだのは私と母だけじゃなかったんです。なのに何故、私達が姉妹しまいだと断だん言げんできるんです？」

「……僕に訊かれても、答えられませんよ」

　眉まゆをひそめて訊ねるパメラに、グレンが苦笑してアニスに視線を向ける。そのグレンの視線にアニスが頷いて、パメラに笑みを向けた。

「……あたし達、無視されてるね」

「でも、口を挟はさめないです～」

　グレンの上で、ラキスとメルフィが苦笑しながら小さな声で頷き合う。しかしまあ、それは蚊か帳やの外の出来事。

「根拠は、私達が炎の霊獣を使えるから」

「……炎の霊獣を？」

　問い返すパメラに、アニスが小さく頷く。

「炎の霊獣は、もともと世せ界かい樹じゆの木が『邪じや悪あく』とともに滅ほろびるために与あたえた力。……本来は『女王』の資し格かくを持つ姉さんにだけ与えられるはずだったんだけど、姉さんが憎にくしみに捕とらえられていて本来の力を発はつ揮きできないでいたから、妹の私にもその力が与えられた……私は、そう確かく信しんしている」

「……世界樹の木が、『邪悪』を……？」

　パメラが思わず後ろを……ツタが蠢うごめく草原の中にある世界樹の木を振ふり返った。

　アニスが炎の霊獣でツタの草原に穿うがった傷きず痕あとは、今はもうどこにも見て取れない。何事もなかったかのように蠢く、満月に照らされたその光景は、いかにも不気味でおぞましく見えた。

「その『邪悪』ってこれの事ですか？」

　首を傾かしげて訊ねるメルフィに、アニスが小さく頷いた。

「と言う事は、あの儀ぎ式しきは失敗したの？」

　訊ねるラキスに、アニスが不気味な草原を少し感かん慨がい深ぶかげに見つめた。

「見たんだ、世界樹の記き憶おくを。……でも、そうじゃない。エルゼンバッハ様はあの時『邪悪』を封ふうじ込める事には成功した。今見えているのは、あくまでも『仮かりの姿すがた』にしかすぎない。今でもエルゼンバッハ様が『邪悪』が顕けん現げんするのを抑おさえている。だけど『邪悪』はエルフが封じるには強大すぎた……封じたはずの『邪悪』は、少しずつエルゼンバッハ様の精せい神しんを侵おかしていき、それが一〇〇年前の悲ひ劇げきを生んだ」

　パメラがピクンと反はん応のうする。

　それを見て、アニスが悲しげに首を振った。

「憎まないで姉さん。エルゼンバッハ様が悪いんじゃないの……誰が悪いのでもない……ただ、いろんな事がほんのちょっとすれ違っただけだから……。エルゼンバッハ様を倒しても問題が解決する訳じゃない。むしろ逆。エルゼンバッハ様を倒したら、封印が解けて最悪の事じ態たいになる。だから……」

「そんな戯ざれ言ごとを、私に信じろと言うんですか？」

　パメラが吐はき捨すてるように、アニスの言葉を遮さえぎった。

「敵てきの言葉を信じろと言うんですか？　無理です。悪いですけど、あなたが妹だという事も、私には信じられません」

　パメラがアニスから視線を逸そらす。

　アニスが小さく唇くちびるを嚙かみ締しめて、救いを求めるようにラキスを見た。

「ラキスも信じられない？」

「……え？　何？　あたし？」

　判断を求められたラキスが、戸と惑まどいながら少し考える。

「えっと……何であたしに訊くのか解らないけど、あたしも信じられな……」

「僕はアニスさんを信じますよ」

　言葉の途と中ちゆうで遮られ、ラキスがビックリして断言したグレンを見つめる。

「どうしたのグレン？　だってハーツとマイルズはこの人達のせいで……」

　そのラキスをグレンが真しん剣けんに見つめ、

「僕は、ラキスさん達よりもアニスさんの事を知っているんです。アニスさんはこんな噓うそを言う人じゃないですよ。それに、アニスさんは戦いを止めようとしてきたんです。その想おもいは、間違いなく本物だと僕は思います。だから、ラキスさん達もアニスさんの言葉を信じてあげてください」

「……うん……グレンがそこまで言うなら……」

　真剣なグレンの表情に押されてラキスが小さく頷き、そっぽを向いているパメラに視線を向ける。

「ねえパメラ、取り敢あえず話だけでも聞いてみない？　ほら、どうやったら問題が解決するかとか、パメラもそれを知りたいんでしょう？　信じる信じないは、話を聞いた後でもできるんだし」

「……ラキスがそう言うなら……」

　そっぽを向いていたパメラが小さく頷き、アニスに視線を戻した。

　それにアニスがホッとしたように小さく微笑ほほえむ。

「『邪悪』を消しよう滅めつさせるためには、世界樹の木に炎の霊獣をぶつければいい。でも、今のままだと駄だ目め。姉さんも私も、まだ本当の炎の霊獣を使いこなせていないから。本当の力を使うためには……」

　アニスがパメラを見つめてそう言ったとき、

「アニス……わたくしを裏切るつもりですか？」

　すぐ耳元でそんな囁ささやきが聞こえ、アニスが顔色を失って硬こう直ちよくした。
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　パメラもラキスもグレンもメルフィも、突然アニスの後ろに出現したエルゼンバッハの姿に、声すらあげる事ができなかった。

　慌あわてて振り向いたアニスの腹ふく部ぶに、短剣が吸すい込こまれるようにして突き刺さる。

「もう……わたくしには何も残されていないのですね……」

　エルゼンバッハが虚うつろな目で悲しげに呟つぶやき、アニスの腹部に突き刺したナイフを半回転させて、引き抜いた。

「かはっ……」

　小さな呟きと共に口から血が溢あふれ、アニスが血の噴ふき出す腹はらを押おさえて、自分の流した血の池に崩くずれ落ちた。

　その時になってやっと呪じゆ縛ばくが解とけた。

「エルゼンバッハ！」

　パメラが叫さけび、

「アニスさん！」

「駄目ですグレンさん！　危あぶないです！」

　グレンがアニスに駆かけ付けようとして、メルフィが慌てて取り押さえる。

　そんな騒そう動どうの中、ラキスが愕がく然ぜんとしてエルゼンバッハを見つめた。

「……これが緑エルフ？……そんな可愛かわいいものじゃない……化け物だ……」

　地底世界で敵対した蛇じや龍りゆうドルウェルと同等か、それ以上のプレッシャーを感じる。

　まずい。戦力が足りない。準じゆん備びが足りない。錫しやく杖じようもない。

　ラキスは慌てて、せめてとばかりに魔力を増ぞう幅ふくする『魔ま晶しよう顕けん現げん陣じん』を準備する。だが、これは作るのに時間が掛かかりすぎる。

　その間に、先にパメラが動いた。

「エルゼンバッハぁぁぁぁ！」

　エルゼンバッハの足あし下もとにアニスがいるのもお構かまいなしに、怒いかりと恐きよう怖ふに我われを失って、パメラが炎ほのおの霊れい獣じゆうを全力で解き放つ。

「アニスさん！」

　グレンが思わず悲鳴をあげる。

　パメラの怒りを具現化したような炎の霊獣が、甲かん高だかく鳴きながらエルゼンバッハに突進する。しかし次の瞬しゆん間かん、エルゼンバッハが突進してきた炎の霊獣を無む造ぞう作さに素す手でで受け止め、そのまま両手で引き裂さいた。

　痛いた々いたしい鳴き声と共に、炎の霊獣が火の粉このように霧む散さんする。

「！」

　信じられない光景に我わが目を疑うパメラの前で、エルゼンバッハがパメラに視線を向けて、背せ筋すじがゾッとするほど妖よう艶えんに微笑んだ。

「……炎の霊獣……そう、あなたがパメラですね。あなたがアニスをたぶらかし、わたくしから娘むすめを奪うばったのですね。……許ゆるしません……わたくしの手で、同じように引き裂いて差し上げますよ……ゆっくりと……」

　エルゼンバッハが顔に笑みを張り付かせたままパメラにゆっくり歩み寄る。

「……そ……う……あ……」

　パメラが言葉を失い、顔を恐怖に歪ゆがめさせて後ずさる。

　ラキスの『魔晶顕現陣』は、まだ全然完成していない。

　メルフィは、グレンを押さえているため動けない。

　そんな絶ぜつ望ぼう的な状じよう況きようで、倒れたアニスが小さく呻うめいた。




　力が入らない。

　音が聞こえない。

　両手で傷きず口ぐちを押さえるが、出血が止まらない。

　地面に倒れたアニスの霞かすみ揺ゆれる視し界かいの中で、エルゼンバッハの背せ中なかがパメラに向かって歩いていく。

　アニスには解わかる。アニスを刺さした事で、エルゼンバッハは一線を越こえてしまった。優やさしさと憎にくしみのせめぎ合いに終しゆう止し符ふが打たれ、もう救う事ができなくなってしまった。

　もう倒すしかない。

　だけど今は駄目！　まだ戦ったらいけない！　逃にげて！

　アニスが必死になって呼び掛ける。しかしほとんど、声が出ない。

　このままでは、最後の希望が失われる。

　誰だれか、姉さんを助けて！

　アニスが心の中で必死に祈いのったとき、

『ふん……仕方がない。少しだけ手助けをしてやろう。矮わい小しようなる小こ娘むすめよ、そなたの一番行きたい場所を強く心に描えがくが良いぞ』

　頭の中で、そんな偉えらそうな声が響ひびいた。

　誰だろう？　もしかして、あの変な生き物？

　いや、誰でもいい。目の前でエルゼンバッハがパメラ達を殺そうとしている。疑っている余よ裕ゆうはない。

　アニスは急いで自分が今一番行きたい場所を、行くべき場所を心に思い描いた。
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　不意に飛ばされた、さっきまでとは全然違う森の中。

「この感覚は……もしかして性しよう悪わる龍りゆう……」

　必死で『魔晶顕現陣』を作っていたラキスが、口元を押さえて座すわり込み、ゲッソリした表ひよう情じようで呟つぶやいた。

「……エルゼンバッハは……？」

　どこか呆ぼう然ぜんとしたパメラの声を聞いて、ラキスが顔を上げて周囲を見み渡わたす。

　一本の大きなもみの木の周りに、エルゼンバッハ以外のみんながいた。パメラとグレンは青い顔をして座り込んでいるが、メルフィは仰あお向むけに倒れて小さく呻き声を出しながら目を回している。

　そしてアニスは……

「アニスさん！」

　グレンが弾はじかれたようにアニスに駆かけ寄より、鞄かばんから治ち療りよう薬やくである『霊薬』を取り出して、急いでアニスに治療を始めた。

　ラキスがちょっと複ふく雑ざつな表情をしてそれを見つめる。

　すると、パメラが震ふるえる足に鞭むち打うって立ち上がり、恐おそる恐るアニスを治療しているグレンの傍そばに歩いて行った。

　妹という言葉を心底信じた訳ではないが、会いたかったと言って涙なみだまで流したアニスの事が、エルゼンバッハに感じた恐怖なんかよりもパメラの心を占しめていた。

「あの……その子は……アニスは無事ですか……？」

　少し声を震ふるわせて訊たずねるパメラに、グレンが青い顔をして首を振る。

「……霊薬は、重じゆう傷しようには気休め程てい度どにしか効ききません……」

「……………………」

　パメラが顔を青ざめさせながら言葉を失った。

　解ってしまったのだ。アニスがもう助からないと。

　治療のために仰あお向むけになったアニスの顔をグレンの反対側から見下ろして、パメラは力を失ったように座り込んだ。

　その時アニスが薄うす目めを開けた。

「……姉さん……良かった……無事で……」

　苦しそうに途と切ぎれさせながら、アニスが小さく安あん堵どの笑みを浮うかべた。

「……どうして？　どうしてあなたは信じられるの？　何も証しよう拠こがないのに……」

　悲しげに顔を歪めながら小さく首を振るパメラに、アニスが小さく微笑ほほえむ。

「私には……それしか信じられるものがなかったから……この森に来てからずっと……」

「アニスさん、あんまり話さない方がいいですよ」

　心配して口を挟はさむグレンに、アニスが苦しげにしながら笑みを向ける。

「大だい丈じよう夫ぶ……グレンが手当をしてくれたから、だいぶん楽になった……ありがとう……高こう価かな薬なのに、私なんかに使ってくれて……」

　アニスが小さく笑みを浮かべて右手を挙げ、グレンの頰ほおに優やさしく触ふれる。

「でも……私にはやらないといけない事があるの……姉さんに伝えないと……私の命が燃もえ尽つきる前に……」

　覚かく悟ごを決めたアニスの言葉に、グレンが顔を悲しみに歪めて目を伏ふせた。

　その時、

『どこに逃にげましたか？　隠かくれても無む駄だですよ。パメラ……あなたはわたくしが直じき々じきに引き裂さきたいのです。猶ゆう予よをあげましょう。今から日が昇のぼり、それが頂ちよう点てんに昇のぼるまでに世せ界かい樹じゆの所まで来なさい。もし来なければ、世界は滅ほろびます』

　不意に周囲からエルゼンバッハの声が聞こえ、一同が緊きん張ちようして身構えた。

「……大丈夫……声だけ……木を経けい由ゆして伝わっているの……エルゼンバッハ様は、迂う闊かつに世界樹の木からは離れられない……でも、まだ時間がある……良かった……」

　アニスが少し悲しげに微笑ほほえみ、座り込こんでいるラキスに視線を向けた。

「……ラキス……だったね……あなたの錫しやく杖じようはこのもみの木の、上の枝えだの中に隠かくしてあるの……私は持ってこられないから、悪いけど探さがしてきて……」

　アニスに言われて、ラキスが木を見上げる。結けつ構こう太くて高い木だ。

「……どこにあるの？」

「あの辺……」

　アニスが弱々しく手を挙げて指差す。しかし、さすがにそれでは解わからない。

　グレン達を置いて行っていいものか少し躊ちゆう躇ちよするラキスに、グレンがラキスを見て小さく頷く。それを見てラキスが頷いた。

「解った、探してくる。ちょっと手間がかかりそうだから、メルフィ手伝って」

「はいです」

　ラキスが立ち上がり、まだ少しフラフラしているメルフィの手を握にぎって呪じゆ文もんを唱えた。

「ラキス……その後で話があるの……できるだけ急いで戻もどってきて……」

　告げるアニスにラキスが頷き、魔法でフワフワと宙ちゆうに浮きながらメルフィと一いつ緒しよに木の上に登っていった。

　それを少しだけ見送り、アニスがパメラに視線を向ける。

「姉さん……お願い……エルゼンバッハ様を……緑エルフ族を恨うらまないで……」

　ビックリした表情で見返すパメラに、アニスが悲しそうに微笑む。

「姉さん……憎にくしみからは破は壊かいの力しか生まれない……だけど炎ほのおの霊れい獣じゆうは浄じよう化かの力……姉さんの心に憎しみがある限かぎり、炎の霊獣は使いこなせない……炎の霊獣の本当の力を使わないとエルゼンバッハ様は救えないの……だから、お願い……」

「でも……エルゼンバッハはあなたを……」

　戸と惑まどった表情を見せるパメラに、アニスが悲しげに微笑ほほえみながら手を伸のばしてパメラの手を弱々しく握った。

「見たよね姉さん……優しい人だったエルゼンバッハ様がああなったのは、私達の母さんが……歴代の『女王』が責せき務むを放ほう棄きして、世界樹の木が『邪じや悪あく』を浄化する力を失ったからなの……だから世界樹は『邪悪』とともに滅びる決意をして、残った力を振ふり絞しぼって炎の霊獣という形で私達に浄化の力を託たくした……私達が浄化の願いを成長させれば、世界樹の木は滅びと引き替かえに『邪悪』を浄化できる……エルゼンバッハ様はその過か程ていで巻まき込まれた犠ぎ牲せい者しやなの……私達姉妹が生まれたための犠牲者なの……緑エルフ族は、そのエルゼンバッハ様に操あやつられているだけなの……正気を失って、自分達が何をしているのか解らないだけなの……だから恨まないで……お願い……」

　弱々しく握り締めるアニスの手を、パメラが握り返して頷いた。

「……アニス、あなたの言葉を信じます。でも、どうしたらいいんです？　どうしたら、私は炎の霊獣の力を引き出せるんです？」

「……私がやってみせる……姉さん、炎の霊獣を出して……」

　パメラが少し戸惑いながら、手の平に炎の霊獣を喚よび出した。

　アニスが無む造ぞう作さに炎の霊獣に手を伸ばす。

「アニス！」

　パメラが一瞬硬こう直ちよくする。炎の霊獣は召しよう喚かん者しや以外が触れたら、その者を焼き尽つくすはずだった。しかしパメラが喚び出した炎の霊獣は、あっさりアニスの手に飛び乗って、手のひらで羽を繕つくろいだした。

「……良い子だね……」

「まさか……信じられない……」

　炎の霊獣に微笑み掛けるアニスに、パメラが呆ぼう然ぜんとして呟いた。

「グレン……立ち上がるから手伝って……」

「何を言っているんですか！」

　声を荒あららげるグレンを、アニスが頼たのむような目で見つめる。

「お願い……やらないといけないの……こうしている間も黒エルフ族と緑エルフ族が戦って、多くのエルフが命を落としているの……私はそれを止めたい……」

「でも、その身体からだで立つのは無茶ですよ！」

「グレン……大切な人が死んだら悲しいよね？　ラキス達が死んだら悲しいよね？」

　アニスがそう呟いて立ち上がろうとする。

「アニスさん！」

　慌てて止めるグレンを、アニスが笑みを浮うかべて見つめた。

「グレン……『邪悪』が顕けん現げんしたら、たくさんの人が死ぬ……グレンも、姉さんも、ラキス達も、エルフ達も、この森の外にいる村の人達も、私の大切な人達がみんな……だから私は、私にできる事をしたい……もう倒すしかエルゼンバッハ様を止められないから……グレンなら、私の気持ちが解ってくれるよね……？」

「……………………」

「ありがとう……私を信じてくれて……グレンは私を信じてくれた……だから私はそれに応こたえたいの……お願い……私を支ささえて……グレンが一いつ緒しよなら、私は力を振ふり絞しぼれる……どうせ助からない命なら、私は大切な人達を守るために燃もえ尽つきたい……」

　アニスの表ひよう情じようは、何かを悟さとったような、今まで見たこともないような晴れやかな笑顔だった。だからグレンは何も言えず、アニスを止められず、唇くちびるを嚙かみ締しめながらアニスが立ち上がるのを手伝った。

　腹ふく部ぶから流れ落ちる血が、大地を真っ赤に染そめ上げる。

　アニスが苦く痛つうに顔を歪ゆがめながら、額ひたいを汗あせでビッショリにしながら、必死に立ち上がって夜空を見上げた。

「姉さん……炎の霊獣は本来、二体で一つの霊獣なの……私はハーフだから……半はん端ぱ者ものだからどんなに頑がん張ばってもできないけど……正当な『女王』の資し格かくを持つ姉さんになら一人でもこれができる……」

　アニスが小さく息を吐はいて呪じゆ文もんを呟き、左手にパメラの霊獣を従したがえたまま両手を広げて右手に炎の霊獣を喚び出した。

　両手に乗った二体の霊獣が、アニスの金髪を美しく輝かがやかせる。それはグレンが今まで見たどれよりも大きく、アニスの笑顔が乗り移うつったように美しい炎の霊獣だった。

「飛べ、炎の霊獣……私の想おもいとなって、縛しばられた心を解かい放ほうするために……」

　二体の霊獣はアニスの言葉に反はん応のうするように甲かん高だかく鳴き、両手から解き放たれて夜空に向かって飛んでいった。
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　森の戦場は、一いつ層そうの混こん迷めいを深めていた。

　戦せん闘とう能のう力りよくに優すぐれた黒エルフ族を、緑エルフ族は数と非ひ情じような罠わなで圧あつ倒とうしようとする。

　だが、戦せん術じゆつがあったのは最初の内だけだった。黒エルフ族は圧倒的な数の差に互たがいの連れん絡らくを失い、バラバラになって孤こ軍ぐん奮ふん闘とうした。しかし緑エルフ族も何な故ぜか急に統とう率そつを失い、場当たり的な攻こう撃げきに終始した。夜明けが間近になってきた頃ころには戦せん略りやくも戦術もなくなり、敵味方も判わからぬ混戦の中であまりにも凄せい惨さんな消しよう耗もう戦せんを繰くり広げるだけとなっていた。

　ガーベルも、何人斬ったか覚えていない。思い出したくもない。

　ただ機械的に、しかしエルゼンバッハに対する怒いかりを燃もやして、鬼き神しんの如ごとき強さで戦場を駆け回っていた。

　その戦場に、急に異い変へんが起こった。

　不意に聞こえたエルゼンバッハの声。その少し後に、どこからか二体の炎ほのおの霊れい獣じゆうが飛んできて上空を飛び回り、その身体からだから赤く輝く火の粉こを出して撒まき散らした。

　その火の粉に触ふれた瞬しゆん間かん、緑エルフ達が猛もう烈れつに苦しみ出して地面に膝ひざをついた。

「炎の霊獣……パメラか？　しかし二体というのは……？」

　ガーベルが上空を見上げながら呟く。

　不思議な火の粉だった。ガーベルや他の黒エルフ族が触れても少しも熱くない。

　森が燃えると慌あわてた者もいたが、しかし火の粉は森も燃やさず、ただ緑エルフ族だけに影えい響きようを及ぼしていた。

　やがて、その緑エルフ達に変化が現あらわれる。

「俺おれ達は何て事を……自分の子を……妻つまを……」

　緑エルフ達は、全員大地に伏ふせて泣いていた。

『黒エルフ族の皆みなさん、緑エルフ族のみんなを許ゆるしてください……彼等はエルゼンバッハ様に操あやつられ、悪あく夢むを見ていただけなんです……』

　炎の霊獣が、飛びながら緑エルフ族に語り掛けた。

「……アニス……」

　緑エルフの誰だれかが、空を見上げながらそう呟く。

　炎の霊獣は二羽で仲良く飛びながら火の粉をまき続け、

『みんな……緑エルフ族の指し導どう者しやとしての、私の最後の指し示じ……黒エルフ族と協力して、パメラ姉さんの……『女王』のもとに結集して……そして、エルゼンバッハ様を倒して、森の悪夢を終わらせて欲ほしい……私の最後のお願い……』

　そうアニスの言葉を伝えてから、仲の良い姉妹のように寄より添そい、甲高く鳴いて空高く飛び去っていった。




　脱だつ力りよくして倒れようとするアニスを、グレンが慌てて抱き抱かかえながら地面に寝ねかせた。

「アニス！」

　慌あわてて駆け寄ったパメラに、アニスが弱々しく微笑ほほえむ。

「姉さん後はお願い……今みたいに炎の霊獣を使えば……二体の炎の霊獣を世界樹の木に直ちよく接せつぶつければ、世界樹の木は一時的に活かつ性せい化かして『邪じや悪あく』を浄じよう化かできる……それで世界樹の木は完全に力を失うけれど、もうそれしか手はないから……」

「……解わかった……安心してアニス……」

　パメラが頷うなずく。それにアニスが安心して微笑ほほえんだ。

「姉さん……最後のお願い……私の手を握にぎっていて……やっと会えたのに、もう離はなれ離ばなれになりたくないから……私が逝ゆくまでの、ほんの少しの間だけ……私を妹だと認みとめてくれるなら、お願い……」

　パメラが震ふるえる手で、アニスの手を強く握り締める。

「……ありがとう、姉さん……」

　アニスが嬉うれしそうに、安心して微笑む。

　それを見てパメラが泣き崩くずれた。

「ごめんなさいアニス……私が馬ば鹿かだった……もっと早くあなたに会っていたら……もっと早くあなたを信じていたら……。機会は何度もあったのに……たった一人の肉親だったのに……ごめんなさい……馬ば鹿かな姉を許して……」

「泣かないで姉さん……私は、そんなに良い子じゃなかったから……何度もこの森から逃にげ出そうと思ったから……姉さんを殺そうとも思った事もあるから……だから泣かないで……私が死ぬのは自じ業ごう自じ得とくなんだから……」

　胸むねに顔を埋めて泣く姉の銀ぎん髪ぱつを、妹が微笑みながら弱々しく撫なでた。

　その時、錫しやく杖じようを探しに木に登っていたラキスが、メルフィと一緒に降おりてきた。

「見付けてきたよアニス。話って……」

　錫杖を持ってアニスの前に降り立ったラキスが、グレンとパメラに抱かれているアニスを見て思わず言葉を呑み込こむ。

　倒れているアニスの顔色が、燃え尽きる寸すん前ぜんだと知らせていた。

「……急いだんだけど……」

　気まずそうに呟くラキスに、アニスが小さく微笑む。

「間に合ったから大丈夫……話はお願いなの……その錫杖でエルゼンバッハ様を倒して欲しい……姉さんが炎の霊獣で世界樹の木の『邪悪』を浄化した後に……先に倒したら駄目……封ふう印いんが消えてしまうから……だから……もうエルゼンバッハ様を『邪悪』から解放する手だてはないから……役目が終わった後にエルゼンバッハ様の魂たましいを救ってあげて……あなたの仲間を殺した私にこんな事を頼む資し格かくはないけど、私の最後のお願い……」

「う、うん……解った……」

　ラキスが頷き、アニスが安心して微笑む。

　そして、グレンに視線を向けた。

「……グレン……お願いがあるの……私の最後のお願い……みんなに最後って言っているけれど……」

　グレンはアニスを抱き締めて、小さく微笑みながら頷いた。

「いいですよ。何でも言ってくださいよ」

「ありがとう……お願いグレン……私、生まれ育った村でずいぶん悪い事をしてきたの……みんなに謝あやまりたかったけどできそうにないから……グレンの都合がついたら、私が謝っていたって村の人達に伝えて欲しい……育ててくれた事を感かん謝しやしていたって……」

「サウラの村でしたね。伝えますよ、必ず……」

　涙なみだを堪こらえながら頷くグレンに、アニスが嬉しそうに微笑む。

「ありがとう……それと、私の遺い体たいはこの木の根本に埋うめて……ここはこの森で私が一番好きだった場所だから……生まれ育った村とこの森が一望できる所だから……だから、私はここからいつまでも見守っていたい……森の未来と村の行く末を……私をいつも慰なぐさめてくれたこの木と一緒に……」
















　一瞬グレンは言葉に詰つまった。

　アニスが死ぬ事を認めたくなかった。しかしグレンは唇を嚙かみ締めて頷く。

「……解りました……そうしますよ……」

「ありがとう……それで……」

　グレンが涙をこぼしながら、無理矢理微笑む。

「多すぎますよ、最後の願い……」

「そうだね……じゃ、本当に最後のお願い……」

　グレンの涙を頰ほおに受け、アニスが目を瞑つむって小さく微笑んだ。

「……グレン……キスして……」




　満月が地に墜おち、東の空が白み始め、長かった夜に終わりを告げる。

　その森の空に、アニスの名を叫さけぶ悲しい声が木こ霊だました。
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　両手を広げて呪じゆ文もんを唱えると、上に向けた手のひらの上に、それぞれ一体ずつの炎ほのおの霊れい獣じゆうが出しゆつ現げんする。パメラは必死の表ひよう情じようで、それを前に向けて解とき放った。

　勢いきおい良く、直進する炎の霊獣。だが次し第だいに小さくなりだし、それからいくらも行かないうちに消えてしまった。

「最大一五メートルといったところですね。でも、一二メートル付近から威い力りよくが弱まっていますし、確かく実じつに効こう果かを上げるには一〇メートルまで近付く必要がありますよ」

　そう分ぶん析せきするグレンの言葉に、パメラが荒あらく息を吐はきながら悔くやしそうに唇くちびるを嚙む。

「四時間も特訓したのに……」

「最初はまったく出せなかったんですから、それを考えれば大した進歩ですよ。もう時間がありませんから、現状で作戦を立てるしかありませんね」

　太陽を見上げながらそう言うグレンに頷きながら、パメラはもみの木の根本に作られた簡かん素そな墓はかに視し線せんを向けた。

　その様子を少し離はなれた所で木に背せをあずけて見ていたラキスが、浮うかない表情で小さくため息を吐いた。

「一〇メートルまで近付かないといけないなら、あのツタの出てくる範はん囲いに入らないといけないって事でしょう？　それにエルゼンバッハも当然邪じや魔まするだろうし……作戦と言っても、具体的にどうするつもりなの？」

　訊たずねるラキスにグレンが視線を向ける。

「アニスさんの話だと、あのツタは夜しか活動できないそうなんですよ。ですから障しよう害がいはエルゼンバッハだけに絞しぼれると思います。具体的な作戦は、僕ぼく達ができるだけエルゼンバッハの注意を引き付けて、その間にパメラさんがコッソリと世せ界かい樹じゆの木に近付くしかないでしょうね。先にエルフ族と合流できれば、ずいぶん成功する可か能のう性せいは高くなると思いますけど……」

　グレンがそう言って、もみの木を見上げた。

　メルフィが、木に登ってエルフ族を捜さがしている。しかし、下から見上げてもメルフィの姿すがたは見えない。

　パメラが炎の霊獣を使えるようになるまで、思いの外ほか時間が掛かった。本来ならガーベル達と合流していなければならない時間だが、それを果たせずガーベル達が世界樹の木に向かっていると信じて、現地で合流するのを期待するしかない。

　もしそれすら果たせないようなら……

　ラキスは小さく息を吐いて錫しやく杖じようを握にぎり締しめた。

　不安なのだ。先にエルゼンバッハを倒たおせないと言う事がネックになっている。

　アニスが生きていたら遠えん距きよ離りから世界樹の木を狙ねらえただろう。それができれば、エルゼンバッハを倒す事ができた。ラキスが全力を出せれば、遠距離から魔ま法ほうで攻こう撃げきして片かたが付く。あくまでも錫杖が思った通りに発動してくれればだが、それでもこんな不安は感じないですんだ。

　今の状じよう況きようでも、ガーベル達エルフ族と合流できるなら問題はない。

　足りないのだ、戦力が。

　ラキスとパメラは基き本ほん的に魔法使い。グレンは基本的に戦力外。メルフィは接せつ近きん戦せんもできるが、基本的に中距離からの狙そ撃げきを得意としている。この面子めんつで戦うと、無む防ぼう備びな魔法使いを守まもるために敵と接近戦をしてくれる者がいないのだ。

（……ハーツとマイルズがいたら……）

　そう思うと胸むねが締め付けられ、ラキスは涙なみだを堪こらえて俯うつむいた。

　不意に、ラキスの頭上でガサッと音がした。

「捜してみたんですけど、やっぱりエルフさん達近くにいないみたいです～」

　そう言いながら、逆さかさまになったメルフィの顔が唐とう突とつに目の前に現れた。それにビックリしたラキスが後頭部を木にぶつけて、頭を押おさえてずり落ちるように座すわり込む。

「ラキスさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　枝えだに足を絡からませて逆さかさまになったメルフィが、少し心配そうにラキスに訊ねる。それにラキスが目に涙を浮かべ、ガバッと顔を上げた。

「ビックリさせないでよメルフィ！　だいたい何であたしの上から出てくるのよ！　もみの木に登ったはずでしょう！」

　怒おこるラキスに、メルフィが宙ちゆう返がえりをするようにして音もなく地面に降おり立ち、無む邪じや気きに微笑ほほえむ。

「木の枝から枝に飛び移うつって、あっちこっちを見ていたです～。降りた木の下に、ラキスさんが偶ぐう然ぜんいたです～」

　メルフィの言葉に、ラキスが思わず上を見上げた。

　木と木の間はそれほど遠いと言う訳ではないが、決して近くもない。

　正直信じられないが、登った木とは別の木から降りてきたのは事実だし、メルフィが言うのだから本当なのだろう。しかし、確たしかにさっきから上の方でガサガサと音がすると思っていたが、まさか飛び移っていたとは……。

　ラキスがメルフィを見つめて呆あきれながら感心していると、それまでアニスの墓はかを見つめて黙だまっていたパメラが小さく息を吐いた。

「仕方ありません。ガーベル達を捜す時間はありませんから、私達だけで世界樹の木に向かいましょう」

　その言葉に、太陽を見上げていたグレンが頷うなずく。

「そうですね。もう時間的にギリギリですし、向こうで合流できるかもしれません」

　それらの意見に、ラキスが小さく頷いた。

　世界樹の木に向かって歩き出す。

　パメラが先頭で、その後にグレンが続き、少し離れてラキスとメルフィが並ならんで歩く。

　そのラキスに、メルフィが小さく首を傾かしげた。

「どうしたんですラキスさん？　さっきから浮うかないです～。何か気になるんですか？」

「うん……正直戦力が足りないと思うし……それにあたし、もっと基本的に問題があると思うのよ……」

「何です？」

　訊たずねるメルフィに、ラキスが先頭を歩くパメラを見ながら声を潜ひそめる。

「アニスは『憎にくしみでは炎の霊獣を使えない』って言った。けど、あたしがもし妹が殺されたら、妹が何と言おうとも相手を憎まずにはいられないわ。今はちゃんと使えても、実じつ際さいにエルゼンバッハを目にしたときにパメラが本当に割わり切れるかどうか……。メルフィはどう思う？」

　訊ねるラキスにメルフィが少し首を傾げる。

「えっと、あたしは妹がいないから解わからないですけど……でも、孤こ児じ院いんにいる子ども達が殺されたら、やっぱり許ゆるせないです」

「……そうよね……」

　もしパメラが炎の霊獣を使えなければ絶ぜつ望ぼう的な戦いになる。しかしラキスは内心の不安を無理矢理押し殺し、笑みを浮かべてメルフィに視線を向けた。

「何にせよ、やってみないと判わからないけどね。あたしの杞き憂ゆうに終わるかもしれないし。それより、アテにしているからねメルフィ。メルフィに頑がん張ばってもらわないと、あたし達どうしようもないからね」

「任まかせてください～」

　メルフィが軽くトンと自分の胸を叩き、微笑んでラキスを見つめる。

「ラキスさん、大丈夫です～。ハーツさんとマイルズさんはきっと生きているです。だって死体が見付かっていないですし、アニスさんのお母さんも生きていたですから」

「……うん」

　気休めでしかないが、ラキスは素す直なおに頷いた。

　そしてしばらく歩き、やがてガーベル達と合流できないまま森が途と切ぎれて、広大な草原の向こうに世せ界かい樹じゆの木が見えてきた。
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　草原を、緊きん張ちよう感かんが包み込こんでいた。

　次し第だいに大きく見えてくる世界樹の木。

　いつエルゼンバッハが攻こう撃げきしてくるか判らない。決して警けい戒かいを緩ゆるめないが、警戒しすぎても歩けない。

「作戦を確かく認にんしますよ。エルゼンバッハが執しゆう着ちやくしているのはパメラさんだけですから、まずパメラさんはエルゼンバッハの前に姿すがたを現あらわさないといけないんですよ。それからラキスさんが魔法を使って攻撃して、同時に僕とメルフィさんが仕し掛かけます。と言っても、僕は戦力としてはアテになりませんから、基本的にはメルフィさんとラキスさんが頼たよりです。その間に、パメラさんはエルゼンバッハを迂う回かいして世界樹の木に炎ほのおの霊れい獣じゆうを使ってください。その後は、状況によります。もし戦いの途中でエルフ族が参戦してきたら、状況によってはそのままケリを着けます。でも基本的には一気にケリを付けようとはせずに、いったん退たい却きやくして、エルフ族と合流してから総そう攻撃を仕掛けるべきですよ」

　グレンの言葉に全員が頷く。

「あたしが作りかけた『魔ま晶しよう顕けん現げん陣じん』があるから、エルゼンバッハと戦うのはその付近ね。それを利用すれば『魔晶顕現陣』がいつもの半分で作れるし、世界樹の木にエルゼンバッハを近付ける訳にもいかないし。だから、もしエルゼンバッハが世界樹の木から離れようとしないときは、上う手まく挑ちよう発はつして連れて来て。あたしはその準じゆん備びで忙いそがしいし、パメラが動く訳にもいかないから、メルフィにお願いね」

　ラキスが呟つぶやくように告げ、メルフィが頷く。

　みんな緊張していたが、一番緊張しているのはパメラだった。

　やがて、草原と大地の境さかい目めが見えてくる。

　そして見えてくる、エルゼンバッハの姿。

　エルゼンバッハもラキス達の姿を確認したらしく、その瞳ひとみをこちらに向けた。

「遅おそかったですね……危あやうく、先に世界が滅ほろびてしまうところでしたよ……」

「……え？」

　戸と惑まどうラキス達に、エルゼンバッハが小さく妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

「封ふう印いんされた『邪じや悪あく』は、この太陽が頂ちよう点てんに達したときに顕現します。もう、誰だれにも止められません……」

「だ、だって、あたし達がここに来ればって！」

「……どうして、このわたくしがそんな約束を守る必要があります？　虫ケラとの約束など、守る必要はないでしょう？」

　慌あわてて怒ど鳴なるラキスに、エルゼンバッハが小首を傾かしげる。その仕草は、本当に解わからないと言いたげな仕草だった。

　ラキス達が慌てて太陽を見上げる。

「もう三〇分くらいしか時間がない！　どうする？」

　ラキスが慌てて訊ねる。

「どうするも何も！　急いで世界樹の木に炎の霊獣をぶつけるしかありません！」

　パメラが焦あせった表情で断だん言げんする。

「焦ったら駄だ目めですよ！　短い時間で目的を達成するためには、きちんと作戦を練らないといけないんです！」

　グレンが二人をいさめる。

　三人がそんな風に会話をしているときに、エルゼンバッハを警戒していたメルフィが驚きよう愕がくに目を見開いた。

「ラキスさん！」

　メルフィがエルゼンバッハを指差して警戒の声を発する。しかし、そんな必要はなかった。突とつ然ぜん膨ふくれ上がった圧あつ倒とう的なまでの殺さつ気きに、それを察する事ができないはずのラキス達も背せ筋すじに戦せん慄りつが駆かけ抜ぬけ、言葉を失ってエルゼンバッハを振り向いた。

　エルゼンバッハの身体からだが変へん貌ぼうしていく。

　上半身だけは変わらない、美しいエルフの姿。しかしその下半身が、五メートルはあるかという巨きよ大だいで不気味な、蜘く蛛もに似にた姿に変わっていた。

「……害虫が四匹ひき……駆く除じよが大変ですね……」

　不気味な下半身の上で妖艶に微笑むエルゼンバッハ。

　本ほん能のう的に感じる、異い質しつな存そん在ざいに対する恐きよう怖ふ。ラキスの鼓こ動どうが落ち着きを失った。

　ハーツ、マイルズの戦力を欠いて、こんな化け物と戦わねばならない。しかも時間はほとんどなく、その上エルゼンバッハを滅ぼす訳にはいかない。頼たのみの綱つなの炎の霊獣はアテにならない。

　ラキスの頰ほおを、冷たい汗あせが流れ落ちた。




　　　　３




　エルゼンバッハは世界樹の木のすぐ前で、妖艶に微笑みながら悠ゆう然ぜんと構かまえている。虫ケラ如ごとき、気にするまでもないと言いたげな態たい度どで。

　その前に対たい峙じしたラキスは、固かた唾ずを呑のんでカラカラに渇かわききった喉のどを何とか潤うるおした。

「グレン、パメラ、取り敢あえずあたしの後ろに下がって。メルフィが前ぜん衛えい。頼りになるのはメルフィだけだからね。あたしが魔法で援えん護ごするから、何とか頑がん張ばって」

　かすれた声で、ラキスがみんなに指し示じを出す。それで、エルゼンバッハの醸かもし出す雰ふん囲い気きに呑まれていた三人が、ようやく我を取り戻したように動き出した。

「ラキスさん……あたし……自信ないです……」

「大だい丈じよう夫ぶ。あたしもないから」

　少し身体からだを震ふるわせているメルフィに、ラキスが全然気休めにならない言葉を吐いて微笑む。他ほかに言い様がない。ラキスも恐怖を感じているのだ。

　そんなラキスを見て、グレンが決断した様子で頷いた。

「ラキスさん、『魔ま晶しよう顕けん現げん陣じん』の準じゆん備びをしてください。エルゼンバッハは僕達を侮あなどっていますから、準備をする時間は稼かせげるかもしれません」

「え？　でも、時間が……」

「間に合うか間に合わないかは僕にも判らないですよ。でも、ラキスさんが普ふ通つうに攻撃してもエルゼンバッハを倒せるとは思えませんし、もう賭かけに出るしかないと思うんです」

「……うん。解った」

　ラキスが決意した様子で頷くと、グレンはパメラに視線を向ける。

「パメラさんは、僕達と別れて、大回りでエルゼンバッハの背はい後ごから世界樹の木に近付いてください。ラキスさんが『魔晶顕現陣』を無事に発動させたら、たぶんエルゼンバッハは途と中ちゆうでラキスさんの動きに勘かん付づいて、こちらに注意を向けるはずですよ。その時に世界樹の木に近付いて炎ほのおの霊れい獣じゆうを放ってください」

「はい。解りました」

　パメラが神しん妙みように頷くと、グレンはメルフィに視し線せんを向ける。

「メルフィさんは、エルゼンバッハがラキスさんに攻こう撃げきしてきたときに、何とか注意を引き付けて時間稼ぎをしてください。僕もそれなりに努力するつもりですけど、一番頼りになるのはメルフィさんですから。頼みますよ」

「解ったです」

　メルフィが表ひよう情じようを緊きん張ちようさせながら、少し嬉うれしそうに頷うなずく。グレンはそれに頷き返し、最後に三人を見回した。

「賭かけの要素が多いですけど、今の僕達には他に手がないと思うんですよ。作戦がすべて順調にいっても、ギリギリの戦いになると思います。僕達が唯ゆい一いつ付け入れるのは、エルゼンバッハの油断です。それを忘わすれないでください。それじゃ、お願いしますよ」

　グレンの言葉に三人が同時に頷いて、全員が行動を開始する。

　パメラはいったんグレン達から更に後ろに遠ざかり、背せ丈たけの高い草が生えるルートを選んで身を低くしながら慎しん重ちように急いで、右回りで目的地に移い動どうを始める。

　ラキスは作りかけの『魔晶顕現陣』を見付けて、しゃがみ込んで地面に手をつき、小さく呪文を唱える。するとそこが輝かがやきを放ち、小さな魔方陣が出現する。ラキスは立ち上がって少し歩き、また地面に手をついて小さく呪文を唱える。そんな作業を何度も繰くり返しだした。

　グレンとメルフィは、ラキスの邪じや魔まにならないように離はなれて少しだけエルゼンバッハに近付き、気を引かないように息を潜ひそめた。グレンは荷物からボウガンを取り出して、組み立てながら周囲の状じよう況きようを確かく認にんした。

　太陽が天てん頂ちように昇のぼるのが先か、ラキスが魔法を完成させるのが先か、グレンには判断しようがない。できたとしても、今いま更さらどうしようもない。

　エルゼンバッハは、まだ微笑ほほえみながら悠然と佇たたずんでいる。時間が過すぎるのを楽しむように。その瞳は視点が定まらず、こちらを警けい戒かいしている様子はない。

「グレンさん……エルゼンバッハさんが魔法で攻撃してきたら、あたし対たい処しよしきれないですよ……」

「それも、賭ですよ」

　顔を緊張で強こわ張ばらせながら囁ささやくように告げるメルフィに、グレンは自分に言い聞かせるように小さく答えた。




　急いで焦あせらず……そう内心で自分に言い聞かせながら、ラキスが必死になって小さく呪文を唱えながら『魔晶顕現陣』を作る。

　緊張と焦あせりと恐きよう怖ふで、手のひらが汗あせをかく。地面に手を着くたびに、土が手のひらに付く。

　ラキスが『魔晶顕現陣』を完成させてエルゼンバッハに魔法を解とき放つのが、迂う回かいしているパメラが世界樹の木に突入する合図。五〇メートルの距きよ離りだから数秒間。いろいろあっても一分ラキスとメルフィでエルゼンバッハの気を引けば、作戦が成功する確かく率りつは高い。

　昨夜途と中ちゆうまで作っていたので、完成までそんなに時間は掛からない。問題は、それまでエルゼンバッハが動かないでいてくれるかどうかである。そんな保ほ証しようはどこにもないし、一度動き出したらメルフィ一人で止められるはずもない。油断していてくれる内に、何とか完成させてしまいたい。でないと、先に気付かれると、パメラが焦あせって世界樹の木に突入してしまうかもしれない。

　ラキスが、確かく認にんするためにエルゼンバッハに視し線せんを向ける。そのラキスとエルゼンバッハの視線が合った。エルゼンバッハがラキスを見つめ、目を細めて妖よう艶えんに微笑んでいる。

「小こ賢ざかしいゴミ虫ですね……このまま記念すべき瞬しゆん間かんに立ち会わせてあげようかとも思いましたけれども、やはり害虫は害虫。早々に駆く除じよした方が後のち々のちのためですね……」

　エルゼンバッハが小さく呟つぶやき、その手に大きな炎を生み出した。

　気付かれた！

　ラキスの背せ筋すじが凍こおり付く。

　メルフィがグレンの隣となりから飛び出して、赤い大地を駆かけ抜ぬけながらナイフを投げた。

　ナイフが風を切ってエルゼンバッハの腕うでに突つき刺ささる。

　エルゼンバッハは自分の腕に突き刺さったナイフを見て小さく表情を歪ゆがめ、身み構がまえるメルフィを見て、目を細めて妖艶に微笑んだ。

「……本当に鬱うつ陶とうしい虫ケラです……」

　そう呟いて、手に持った炎をメルフィに向かって解き放つ。

　猛もうスピードで迫せまる炎をメルフィが寸すん前ぜんで避よけて、大地で弾はじけて大だい爆ばく発はつ。まき起こる爆風でメルフィが吹ふき飛ばされて、身を丸めて大地を転がる。だがすかさず起き上がり、手に持った一〇本のナイフをエルゼンバッハに放った。

　エルゼンバッハはメルフィのナイフを微笑みながら手で打ち払はらい、余よ裕ゆうの笑みを深める。

「ふふ……意外と素す早ばやい虫ですね」

　エルゼンバッハが自分の腕に突き刺さったナイフを手で抜き取り、滴したたる血を舌したで舐なめとり、妖艶に微笑みながらメルフィに投げ返す。それは無む造ぞう作さに見えた動作だったが、メルフィは一歩も反はん応のうできなかった。

　頭の横を何かが通り抜けた感じがあったと思ったら、その後から空気の壁かべをぶち抜いたような物もの凄すごい音が響ひびき、風が駆け抜け、メルフィの頰ほおから血が噴き出す。

「……外はずしてしまいましたね。結けつ構こう難むずかしいものです」

　妖艶に微笑むエルゼンバッハとは対照的に、メルフィが真っ青になる。

「立ち止まったら駄だ目め！　メルフィ、動き回って！」

　慌あわてたラキスの声に、メルフィが我われを取り戻もどして走りながらナイフを投じる。そのメルフィの攻撃をエルゼンバッハが鬱陶しそうに手で叩き落とし、落ちたナイフを拾い上げてメルフィに投げ返す。

　音速を超こえたエルゼンバッハのナイフは、投げられてから反応したのでは遅おそすぎる。メルフィはエルゼンバッハの手の動きを凝ぎよう視しして、盛さかんに左右に進行方向を変えながら避よけた。そうすると、いくら物凄いスピードでもそうそう当たるものではない。メルフィの身体からだから大きく外れるナイフの軌き道どうを見て、エルゼンバッハが肩かたを竦すくめる。

「使えません」

　エルゼンバッハが当たらないナイフをあっさり諦あきらめて、再ふたたび手に炎ほのおの魔力球を生み出す。だが、エルゼンバッハはそれをすぐには解き放たない。頭上に放ほうり投げて浮うかばせて、次の魔力球を生み出して、また放り投げて頭上に浮かばせ、また次と、次々に炎の魔力球を生み出して頭上に浮かばせる。その数が一〇、一五、二〇と増ふえていく。

　あれが全部放たれたら、とてもただじゃすまない。

　恐きよう怖ふに駆られて、メルフィが闇やみ雲くもにナイフを放つ。しかしエルゼンバッハは、造ぞう作さもなくメルフィのナイフを片かた手てで弾いた。

「そろそろ、よろしいですね」

　頭上に浮かぶ魔力球が三〇を数えたところで、エルゼンバッハが妖艶に微笑ほほえみ、走り回るメルフィに向かって放とうとした。

　瞬間、グレンが放った矢がエルゼンバッハの右胸に突き刺さった。

　エルゼンバッハが小さく顔をしかめ、しかし構かまわずメルフィに魔法を一いつ斉せいに解き放つ。

　メルフィが慌あわてて回かい避ひしようとするが、一面に広がる魔法の攻撃に逃にげ場がない。

　ラキスが慌てて、メルフィの周囲に魔法の防ぼう御ぎよ壁へきを張はる。

　メルフィがいた辺りが大爆発。大地が震しん動どうして爆音が連続して鳴り響ひびき、煙けむりが視し界かいを妨さまたげた。

　やがて、煙が晴れた。爆心地で大地に倒れたメルフィは、ピクリとも動かない。その姿すがたを見つめ、エルゼンバッハが妖よう艶えんに微笑む。

「まず、一匹ぴき……」

　そしてラキスとグレンに視線を向けて、小さく首を傾かしげた。

「確か四匹いました……一匹足りませんね」

　呟いたエルゼンバッハが目を閉じて、小さく妖艶に微笑む。

「成なる程ほど……何のつもりなのかしりませんけど、小賢しいですね……」

　エルゼンバッハの左手が伸びて、世せ界かい樹じゆの木の幹みきを大きく迂う回かいして背はい後ごに消える。そして聞こえてくる、パメラの悲ひ痛つうな叫さけび声。

　戻もどってきたエルゼンバッハの左手は、五本の指が長く伸びていて、その先に頭をガックリ項うな垂だれて口から血を垂たらしているパメラがいた。四本の指で手足を貫つらぬかれ、一本の指にお腹なかを貫かれ、磔はりつけにされたような格かつ好こうで……。

　エルゼンバッハの指がもとに戻り、パメラが糸の切れた人形のように大地に落ちた。

「これで、二匹……」

　エルゼンバッハが指から滴したたる赤い血を舌したで愛いとおしそうに舐なめながら、妖よう艶えんに微笑む。その圧あつ倒とう的な光景を前に、グレンは一歩も動けなかった。

　次々と倒たおれていく仲間達を前に、怒いかりよりも恐怖が勝まさった。

　そのグレンの後ろで、ラキスの声が弾ける。

『魔ま晶しよう顕けん現げん陣じん！』

　ラキスの声と同時に、黒い光の魔方陣が浮かび上がる。

「エルゼンバッハ！」

　パメラが倒された以上、もう倒したらいけないとか言っていられない。ラキスは目を怒りで燃もえ上がらせ、渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって攻撃魔法をエルゼンバッハに解とき放った。

　エルゼンバッハを中心とした大地に、光り輝かがやく魔方陣が浮かび上がる。それと同時に膨ぼう大だいな魔力が魔方陣から上に向かって噴ふき上がる。それにエルゼンバッハは少し表情を焦あせらせ、大地に右手をついた。ラキスには解わかる。エルゼンバッハは、それで大地から噴き上がるラキスの魔力を抑おさえ込こもうとしている。

「……この……滅びろぉぉぉぉ！」

　ラキスが絶ぜつ叫きようをあげ、同時にエルゼンバッハも絶叫をあげる。

　だが次の瞬間、ラキスの放った魔法がエルゼンバッハに抑え込まれ、大地を激しく揺らしながら拡かく散さんして消えてしまった。

「……うそ……」

　ラキスが肩かたで息をしながら、愕がく然ぜんとした表情で小さく呟つぶやく。

「今のは、さすがのわたくしも、少しばかり焦りました……」

　大地に右手をついたエルゼンバッハが、ラキスを見つめて妖艶に微笑ほほえんだ。

　ラキスは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ締しめて、しかし決意を込めて再ふたたび呪じゆ文もんを唱え始める。だがエルゼンバッハは余よ裕ゆうに微笑んだ。

「それは、お断ことわりです」

　エルゼンバッハがそう言ったのと同時に、ラキスは突とつ然ぜん首を後ろから摑つかまれた。詠えい唱しようしていた呪文が、喉のど笛ぶえを摑まれて無理矢理中断させられる。

　ラキスの首を、背後の大地から伸び出た手が握り締めている。見れば大地についているエルゼンバッハの右手が地面にめり込んでいた。

「あ、ぐがぁぁぁぁ！」

　指が喉に食い込み、ラキスが悶もん絶ぜつする。

「うふふ……このわたくしを焦じらしてくれたお礼に、ゆっくりジワジワと恐きよう怖ふを与あたえながら絞しめ殺して差し上げます……」

　エルゼンバッハが妖艶に微笑みながら、ラキスに声が枯かれるまで絶叫をあげ続けさせようと、ゆっくりと指先に力を入れていく。

「ラキスさん！」

　グレンがナイフを取り出して慌あわててラキスに駆かけ寄よろうとする。そのグレンにエルゼンバッハが魔法を解き放つ。

　爆発が起き、爆風でグレンが吹き飛んだ。

「うふふ……ちゃんと順番が決まっていますのよ。そう慌てずとも、ちゃんとわたくしが滅びの園で会わせて差し上げます」

　エルゼンバッハが微笑みながら、倒れたグレンの目の前でラキスの首を絞め上げる。

　つま先立ちにさせられたラキスの手から、持っていた錫しやく杖じようがこぼれ落ちる。ラキスは何とか指を離はなそうと喉を掻かきむしるが、次し第だいに力がなくなっていく。

　長々と続いたラキスの絶叫が掠かすれだした。もう、目の焦しよう点てんが定まらない。

「これで、三匹目……」

　エルゼンバッハが最後の一握にぎりをしようとしたとき……

　突然、周囲から鬨ときの声があがり、エルゼンバッハに無数の矢が突き刺さった。油断していたエルゼンバッハが針はり鼠ねずみになって、思わず苦く痛つうの呻うめき声をあげる。その拍ひよう子しに指の力が緩ゆるみ、ラキスが人形のように大地に倒れた。

「これは……一体何事です……？」

　エルゼンバッハが呻いたと同時に、周囲から黒エルフ族と緑エルフ族の連合軍が姿を現し、再び空に無数の矢が舞まう。

　それと同時に大地が盛もり上がり、エルゼンバッハの周囲に大地の霊れい獣じゆうが現あらわれる。

「全軍突撃！　エルゼンバッハを討うち滅ほろぼせ！」

　ガーベルの声が響ひびき渡わたり、エルフ族が総そう攻こう撃げきを開始した。
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　パメラは、世界樹の木から一五メートルほど離れた所に倒れて、世界樹の木に何とか近付こうともがいていた。

　エルゼンバッハに貫かれた手足はほとんど感覚がなく、腹が焼けるように熱い。たった五メートル……歩いて行けば数秒の距きよ離りが、今のパメラには果てしなく遠く感じる。

　しかし、少しでも早く辿たどり着かなければならない。エルフ族が総力を結集しても、時間稼かせぎにしかならない事は目に見えているのだから。

「……アニス……お願い……私に力を貸かして……」

　呟きながら必死にもがいて、やっと一〇センチ前に進む。全体から見ればほんのわずかな距離。だが諦あきらめない。エルフ族が全ぜん滅めつしてしまう前に、何とか突とつ破ぱ口こうを開きたい。

　また一〇センチ前に進む。

　出血で目が霞かすみ、世界樹の木が三本に見える。

　だがパメラは諦める訳にはいかない。妹の死を無む駄だにはしたくない。その一念で、全力を振り絞って少しずつ前に進んだ。

　そのパメラの前に、突然空から変な生き物が降おり立った。

　緑色をした、背せ中なかに翼つばさを持つ、猫ねこくらいの大きさの変な生き物。

　それが、パメラを見て尊そん大だいそうに胸むねを張った。

『森の運命を背せ負おいし娘むすめよ、どんなに足あ掻がこうとも這はっていては間に合わぬ。その矮わい小しようなる頭を使って考えるが良い。そなたの妹は何と言った？　そなたの母は、最後に何と言った？　思い出し、理り解かいすれば、そなたには炎ほのおの霊れい獣じゆうが使える』

　それだけ言うと、変な生き物がパタパタと飛び去っていった。

「……アニスと……お母さん……？」

　朦もう朧ろうとしながら呟つぶやくパメラの脳のう裏りに二人の顔が浮うかぶ。

　──姉さん、エルゼンバッハ様を憎にくまないで──

　──パメラ、世界樹の加か護ごを信じて──

「……アニス……お母さん……」

　弱々しく呟いたパメラの身体からだに、小さく炎の力が燃もえ上がった。




「ラキスさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　倒れて咳せき込んでいるラキスに、グレンが怪け我がを押おして駆け寄った。

「……グレン、錫杖を持ってきて……まだ『魔ま晶しよう顕けん現げん陣じん』は生きているから、あと一回なら魔法が使える……」

　声が掠かすれて聞こえにくいが、グレンを安心させようと微笑ほほえむ。そんなラキスにグレンは頷き、近くに落ちていた錫杖を拾ってラキスの上半身を抱き起こした。

「グレン……あたし身体に力が入らない……支ささえて……」

　グレンは頷いてラキスの背後に回り、後ろから抱くようにしてラキスの身体を支えた。

　ラキスはグレンに小さく微笑み、掠れる声で呪文を唱え、総攻撃をしているエルフ族を援えん護ごするために、エルゼンバッハに魔法を解き放とうとした。

　そのラキスの視界に起き上がろうと藻も掻がいているパメラの姿が映うつり、ラキスが魔法を解き放つのを寸すん前ぜんで中断する。

「……パメラ……何をするつもりなの……？　もしかして、そこから炎の霊獣を放つつもり……？」

　パメラと世界樹の間には、まだ一五メートルほどの距離がある。確かく実じつを期すためには、もっと近付く必要がある。だが、どうやらパメラは上半身を起き上がらせるのがやっとの状じよう況きようらしく、地面に座すわり込んで肩かたで息をしている。

　ラキスは少し考えてエルゼンバッハに視し線せんを向けた。

　エルゼンバッハは、おそらく世界樹の木が傷きず付つくのを嫌きらってだろう、世界樹の木から少し離はなれてエルフ族に応おう戦せんしている。最も早はやパメラの存そん在ざいなど眼がん中ちゆうにない。それを見て、ラキスは小さく頷いた。

「……そうね、もう賭かけるしかないね。解わかった、頑がん張ばって。エルゼンバッハがあなたに気付いたら、あたしが魔法で援護する」

　ラキスは呟いて、エルゼンバッハを見つめて呪文を放つ準じゆん備びをした。




　エルゼンバッハに対するエルフ達の攻撃は、次し第だいにその勢いが弱まってきていた。

　砂さ糖とうに群むらがる蟻ありのように接せつ近きん戦せんを挑いどむ黒エルフ達。しかしエルゼンバッハはビクともしない。無傷ではすまないが、剣けんで切られるたび、弓の攻撃を受けるたび、霊獣の攻撃を受けるたびにエルゼンバッハは驚きよう異い的な回かい復ふく力りよくを発はつ揮きする。傷口から泡あわを出して、瞬時に傷を治していく。

　そして全身を返り血で真っ赤に染そめて、狂くるったようにエルフ達を屠ほふっていく。遠くから弓矢で攻撃する緑エルフ達を魔法で吹き飛ばし、接近戦を挑む黒エルフ達を手で引き裂さき、貫つらぬく。実に楽しそうに。

　その圧倒的な光景に、エルフ達の心を恐怖が締め付け、後ずさりさせる。それが攻撃が弱まった最大の要因だった。

「怯ひるむな！　この戦いにエルフ族の命運がかかっている！」

　ガーベルが必死に味方を鼓こ舞ぶするが、しかし恐怖に駆られた味方の志し気きはそんな事では回復しない。まだ十分の一もやられていないのに、既すでに攻撃の勢いは最初の半分以下にまで落ち込んでいる。

　当初こそ不意を突かれて焦あせったエルゼンバッハは、エルフ達の攻撃が弱まっているのを察して高らかに笑う。

「無む駄だです。このわたくしを倒す事などできません。最早あなた方には、逃のがれようのない死が待ち構えています。恐おそれて逃にげても、時間が来ればお終しまいです」

　妖よう艶えんに微笑みながら、ウットリとした表情で世界樹の木に視し線せんを向けた。

「滅びなさい！　人もエルフもすべての生き物も、このわたくしを滅ぼそうとした世界樹と共に！　わたくしを裏うら切ぎった世界と共に！」

　エルゼンバッハが、立ち上がって両手を広げているパメラに気付いて目を見開く。

「……薄うす汚ぎたない、死に損ぞこないの害虫め……まだわたくしの邪じや魔まをするつもりですか……！」

　怒いかりで笑みを歪ゆがませて、エルゼンバッハがパメラに向けて右手を伸のばす。

（気付かれた！）

　慌てて魔法を解き放とうとしたラキスの視界に、七色の剣を抜いてエルゼンバッハに突進していく人ひと影かげが……

「ハーツ！」

　ラキスがビックリして叫んだのと同時に、ハーツが閃せん光こうのような素す早ばやさでエルゼンバッハの懐ふところに飛び込こんで、パメラに目掛けて魔法を解き放とうとしていたエルゼンバッハの右腕をすれ違いざまに斬きり飛ばした。

「ぐがぁぁぁぁ！」

　エルゼンバッハが、斬られた右腕を押さえて絶叫する。切断された右腕の傷口からは泡が噴ふき出して治ち療りようを開始するが、さすがに切れた腕はすぐにはもとに戻らない。

「おのれゴミ虫め……性しよう懲こりもなくまだ出てきますの……！」

　エルゼンバッハが赤い瞳ひとみを怒りに燃もやしてハーツを睨にらみ付け、残った左手に魔力球を出現させる。だがそれをハーツに解き放つよりも早く、青白い衝しよう撃げき波はが物もの凄すごい轟ごう音おんと共にエルゼンバッハを縦たてに切り裂いた。

「が……は……！」

　胸から血を噴き出させて、エルゼンバッハが目をむきながら仰のけ反ぞった。

　ラキスが慌てて、衝撃波が来た方向に振り返る。

「いや～、何とか戦たたかいに間に合ったね～」

　刀身が青白く輝く大剣で肩を叩きながら、マイルズがラキスに笑みを向けていた。

「マイルズ……ハーツ……二人とも、無事だったの……？」

　死んだと思っていただけに信じられず、ラキスが少し呆ぼう然ぜんとして呟くように訊たずねる。そんなラキスにマイルズが肩を竦すくめてエルゼンバッハを指差した。
















「ラキスちゃん、そんな話は取り敢あえず後にして、先にあれを何とかしないとね～」

「あ、うん」

　頷き、エルゼンバッハに向き直って、ラキスが準備していた魔法を解かい放ほうした。

　エルゼンバッハを中心にして、浮うかび上がった魔方陣から白く光る蛍ほたるのようなものが上のぼりだす。そして力が下から噴き出す。

「おのれぇぇぇぇ！」

　エルゼンバッハが絶叫して、残った左手でラキスの魔力を押さえ込む。

　ラキスの魔力とエルゼンバッハの力のぶつかり合い。しかしマイルズとハーツの攻撃を受けてもなおその軍配はエルゼンバッハに上がり、魔法が前と同じように消し飛んだ。

「これくらいで滅びたりはしません。わたくしは、世界を滅ぼすまでは死ねないのです。……それに、もうお終いです……もう、タイムリミットですよ……」

　不死身を見せつけるように高らかに笑い狂うエルゼンバッハの姿を、ラキスが肩で息をしながら悔くやしそうに睨にらみ付けた。

　その時、

「飛べ、炎の霊獣……私達の願いを力に変えて……」

　パメラの弱々しい声が、何な故ぜか明めい朗ろうに周囲に聞こえた。

　エルゼンバッハが驚きよう愕がくしてパメラを振り向く。そのエルゼンバッハの目の前で、力を振り絞って解き放ったパメラの手から二体の炎ほのおの霊れい獣じゆうが飛び立ち、甲かん高だかく鳴いて世せ界かい樹じゆの木に激げき突とつした。

　世界樹の木が炎に包まれ、奇き怪かいな雄お叫たけびにも似にた地鳴りが響ひびき渡わたる。

　燃え上がったのは世界樹そのものではなく、世界樹を取り巻いていたあの不気味なツタだった。ツタが炎にまかれて苦しげに藻も掻がき蠢うごめき、炭化してボロボロと世界樹の木からこぼれ落ちていく。上空を覆おおっていたツタの葉や枝えだにも炎が燃え広がり、枝葉はそれから逃のがれるように生長して伸びていったが、やがて炎に呑のみ込まれ、その生命力を失ってボロボロと下の地面に落ちていった。

　その下の地面にも異い変へんは起こっていた。赤い大地の至いたる所から燻くすぶったような煙けむりが噴き出し、所々の大地から炎にまかれたツタが現あらわれ、苦しげにのたうってボロボロと炭化していく。その赤い地面の色も、まだら模も様ように黒茶色く変色していき、次し第だいに全面に広がっていった。

　そして、世界樹の木があたかも若わか木ぎのような生命力を取り戻した。壊え死しさせられていた枝から生命力が溢あふれ出し、ツタの枝葉に変わって世界樹の枝葉が見る見るうちに芽吹き生え盛さかっていった。
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　穏おだやかな風がいい匂においを運び、見ている者の気持ちを穏やかにする。

　世界樹の木は、その巨きよ大だいな姿すがたに満開の花を咲さかせていた。

　太陽は既すでに頂ちよう点てんに達していたが、しかし不ふ吉きつな予よ兆ちようなどどこにもなく、不気味な雰ふん囲い気きが消え去り、偉い大だいな巨きよ木ぼくの復ふつ活かつを告げていた。

　その前で、エルゼンバッハが呆ぼう然ぜんとしていた。

　信じられないと言いたげに世界樹の木を見つめ、視線を下ろして自分の手を見つめた。

「……こうなったら……」

　エルゼンバッハが不気味に微笑ほほえみ、小さく呟つぶやく。

　その呟きが聞こえ、ラキスの背せ筋すじに言い知れない悪お寒かんが走る。

「みんなエルゼンバッハを攻こう撃げきして！　何だかやばい！」

　枯かれた声を張はり上げたラキスを、エルゼンバッハが見つめる。

「……賢さかしい小こ娘むすめ……」

　そう呟くエルゼンバッハの手に、真っ黒な魔力球が生み出される。それを見たラキスの身体からだに緊きん張ちようが走った。

　でかい。直径でエルゼンバッハと同じくらいの大きさで、まだまだ大きくなっていく。それがどういう類たぐいの力かは判わからないが、放たれたらただでは済すまないという予感がする。まさかそれで世界が滅びる事はないだろうが、この不知火しらぬいの森全部を吹き飛ばすだけの力はあるかも知れない。

「正気？　あなたも一いつ緒しよに吹き飛ぶわよ！」

　思わず叫さけんだラキスに、エルゼンバッハが満足げに微笑んだ。

　それと同時に、エルゼンバッハに攻撃しようとした周囲のエルフ達から、「何な故ぜだ？　動けないぞ？」という戸と惑まどいの声があがった。

　いつの間にか大地に張り巡めぐらされた蜘く蛛もの糸。エルゼンバッハを中心とした蜘蛛の巣に捕つかまって、足が大地から離れない。大地の霊獣は姿を顕あらわわすことができず、風の霊獣はエルゼンバッハの復活した右手で次々と迎げい撃げきされる。緑エルフ達の放つ弓矢は、エルゼンバッハの周りに何か見えない壁かべがあるらしく、エルゼンバッハまで届とどかない。

「ハーツ！　マイルズ！　お願い何とかして！　あたし、もうほとんど魔力が残っていないの！」

　焦しよう燥そうに駆かられたラキスは、しかし蜘く蛛もの糸に身体からだを絡からめられている二人の姿を見て言葉を失った。二人とも、ほとんど身動きすらできそうにない。エルゼンバッハを何とかするなんて、どう考えても無理そうだ。

　小さく唇を嚙かみ締しめて、ラキスは覚かく悟ごを決めた。

　残った魔力でエルゼンバッハを止める自信はないが、他に手段がない。ならば、無理を承知で全力を振り絞るしかない。

　ラキスが決けつ然ぜんとしてエルゼンバッハに視線を戻す。そして、愕がく然ぜんとして顔色を失った。エルゼンバッハが頭上に作った魔力球は、既に直径一〇メートルを超えて成長していた。

「……大きすぎる……もう……駄だ目めだ……」

　絶望に震えるラキスを、グレンが背中から強く抱き締めた。

　その時だった。

『もうやめてエルゼンバッハ様……もういいの……もう、終わったの……もう、自分のものじゃない憎にくしみを抱いて、苦しまないで……』

　世界樹の木の前に精せい根こん尽つきて座すわっていたパメラが、エルゼンバッハに視線を向けて小さく微笑んだ。

　魔力球を解とき放とうとしていたエルゼンバッハが止まり、パメラに視線を向ける。

「……パメラ？」

　ラキスがパメラを見つめて小さく呟く。しかし、何か違う。いつものパメラと雰ふん囲い気きが違うし、声も違う。それに、パメラの姿にダブって見えるのは……。

「……アニス……」

　エルゼンバッハがパメラを見て小さく呟く。

　パメラにダブるアニスが、小さくはにかんだように微笑んだ。

『代表で、迎むかえに来た。みんな待っている。みんなエルゼンバッハ様の大切な人達……エルゼンバッハ様を愛している人達……。戻ろう、みんなが待っている……』

　アニスが、エルゼンバッハに向けて炎ほのおの霊れい獣じゆうを解き放つ。エルゼンバッハはそれに抵てい抗こうも反はん応のうも示しめさず、アニスを見つめて受け入れた。

　炎が燃え上がり、エルゼンバッハの身体を包み込む。その光景は、あたかもアニスがエルゼンバッハを抱き締めたような、何故か安らぎに満ちた炎だった。

　下半身の不気味な蜘蛛が分解するように消えていき、エルゼンバッハの姿が本来の美しいエルフの姿にいったん戻った。

「……そう……終わったのですね……わたくしは、この森を守ったのですね……」

　エルゼンバッハの表情に、満足したような安らかな笑みが浮うかぶ。

　そして、その炎の中で分解するように消えていった。

　後には何も残らない。灰も、黒い魔力球も、大地に張り巡らされた蜘蛛の糸も。そこにエルゼンバッハという存在がはじめからいなかったかのように。

　エルゼンバッハを消滅させた炎は、もう一度炎の霊獣へと姿を変えて、皆みなに別れを告げるように甲かん高だかく鳴いて、空に向かって飛んでいった。

　あまりにも信じられない光景に、誰だれもが言葉を失ってその奇き跡せきを見つめ続けた。

　ただ、座り込んでいるパメラだけが、小さく妹の名を呼んで涙を流していた。







　終章







「パメラ、入っていい？」

　ドアを開けて、ラキスが部屋の中を覗のぞき込こむ。

　第一層そうにある黒エルフ族の集落の、白エルフ族の居きよ住じゆう区くの中にあるパメラの部屋。その中で、ベッドに横になっていたパメラがラキスに気付いて微笑ほほえんだ。

「どうぞ、今は誰もいませんから」

　顔を歪ゆがませて、パメラが上半身を起こした。

「出発するんですね、ラキス」

　少し寂さびしそうなパメラに、ラキスが小さく微笑む。

「うん。メルフィも回かい復ふくしたし、悲しい宮仕えだから報ほう告こくの義ぎ務むもあるし、あたし達もそんなにゆっくりしている訳わけにはいかないのよ。それよりも動いていいの、まだ怪け我がは完全に治ってないんでしょう？」

「少しなら大だい丈じよう夫ぶです。みんな気を遣つかいすぎて、ちょっぴり退たい屈くつですから」

　小さく微笑むパメラに、ラキスが少し冷やかすような笑みを向ける。

「そう言えば、ガーベルと結けつ婚こんするって話を聞いたんだけど？」

「えっと、その……」

　パメラが誤ご魔ま化かすように上を見上げ、

「……薪まきは私達が責せき任にんを持ってドワーフ族に届とどけます。たぶん、三か月から半年後だと思いますけど……帝てい国こくには、その後という事になりますね」

　強ごう引いんに話題を変えたパメラに、ラキスが苦く笑しようしながら頷く。

「でも、本当にいいの？　別にあたしは強きよう制せいしないわよ？」

　そのラキスの問いに、パメラが追つい及きゆうされなかった事に小さく安あん堵どしながら頷く。

「いいんです。花が散り、実が落ちれば、どうせ世界樹の木は力を使い果たして枯かれてしまいます。それに本当に大切なのは物じゃありません。ドワーフ族とも友好を取り戻したいですし、これからは人間とも友好的に付き合っていかないといけません。世界樹の木が枯れれば、この森は本来の高さに戻ってしまいますから……」

　森が地上に降おりれば今までの結界はあまり意味を持たなくなる。これから森には変化が訪おとずれるだろう。人間と交流するのは何かと困こん難なんが付きまとうが、大陸の最大勢力であるプロペティア帝国と同どう盟めい関係を結べば、その困難もいくらか緩かん和わされるだろう。そしてそのための交こう渉しよう手しゆ段だんとして、『世界樹の木の薪』は有ゆう効こうに使える。

「……うん。じゃ、頼たのむね。同盟の事はあたしに任まかして。それじゃあたし、もう出発するね。見送りはいいから。パメラまだ重じゆう傷しようなんだから」

「ラキス、いつでもこの森に来てください。私が死ぬまでラキスは親友です。何か困こまった事があったらいつでも相談してください。エルフ族はいつでもラキスに味方します」

　パメラが目に涙なみだを浮うかべる。エルフと人間の寿じゆ命みようは違うから、もう会えないかもしれない……そう思っているようだ。

「ありがとうパメラ。必ずまた会いに来るね。今度は遊びに」

　パメラを安心させるように笑顔で手を振って、ラキスは外で待つ仲間達の所に向かった。




　怪我が治りきっていないメルフィをマイルズが抱だき、ハーツが二人の荷物を背せ負おっている。そんな風に待っていた仲間達の所に戻って、ラキスがぷっくらと頰ほおを膨ふくらませた。

「だいたい、無事なら何でもっと早く助けに来なかったのよ！　おかげでしなくていい苦労をしちゃったじゃない！　あたし達がどんな気持ちでエルゼンバッハと戦ったと思っているの！　しかも最後のところだけにちょっと顔を出して美お味いしいところを取ろうとするなんて……この極ごく悪あく人にんども！」

「えらい言われようだな」

　文もん句くを言うラキスに、ハーツとマイルズが苦く笑しようを浮かべる。

「そうは言われても俺おれ達も、まさかその日の内にあそこまで事じ態たいが進しん展てんするとは思わなかったからな」

「ラキスちゃんもせっかちだよね～。せめて一日待ってくれていたら、もっと事態は変わっていたのにさ」

「あたしの所せ為いか！」

　苦笑する二人から、ラキスがプイと顔を逸そらした。

「でも、二人ともどうやって助かったんです～？」

　メルフィが微笑んで訊たずね、それにハーツが苦笑する。

「いや、実はあの時、滝たきの下の方にエイブルが飛んでいてな。ヴェルフェルの声で『手を貸かそう』とか言ってきたから、ほんじゃ相討ちでも演えん出しゆつしようかって事になって……」

　それにマイルズが相づちを打つ。

「いや～、一世一代の名めい演えん技ぎだったね～。こう、お互たがいの剣けんを脇わきに挟はさんで、あたかも胸むねを突つき刺さしたように血を噴ふき出させてさ。距離が離れていれば判らないだろうからね～」

　その二人の会話を聞いて、そっぽを向いていたラキスが切れた。

「だったらあたしに何か合図してよ！　すぐ近くにいたじゃない！　何であたしまで騙だます必要があったのよ！」

「いや、だから『心配するな』と言っただろうが」

「解るか！　だいたいその後だって、あたし達に知らせる方法があったはずでしょう！　エイブルに伝言を頼たのめば良かったんだから！　エイブルは今どこよ！　途と中ちゆうで何も告げずにいなくなって、一言文句が……うわっ！」

　肩に突とつ然ぜんエイブルが着地し、ラキスが仰ぎよう天てんして腰こしを抜ぬかした。

「ビックリした！　いきなり降りてこないでよ！」

『何を怒おこっておる。この余よに用があると言うからわざわざ降りてきたのではないか。この余の寛かん大だいなる配はい慮りよに、感かん涙るいで脱だつ水すいしこそすれ怒るのは筋すじ違ちがいであろう』

「げっ！　その声と陰いん険けんな言い回しは、性しよう悪わる龍りゆう！」

　嫌いやな顔をするラキスに、ヴェルフェルが尊そん大だいそうに、馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

『ふん、相変わらずの無礼者め。そもそも深しん謀ぼう遠えん慮りよを以もつてした余の行動に文句を付けようなどと言う性しよう根ねが腐くさっておる。所しよ詮せん高級お味み噌そでは解るまいが、この程てい度どの問題に余が手助けをしなければならぬ事自体、そなたの未み熟じゆくさの証しよう明めいなのだ。深く己おのれの無む能のうさを反省し、墓はか穴あなの中で腐くされ死ぬが良いぞ』

「うぐぐ……相変わらずむかつく……。だいたいこの程度の問題って、結局、世界樹が浄じよう化かしていた『邪じや悪あく』って何だったのよ？」

　歯ぎしりして訊ねたラキスを、ヴェルフェルがじっと見つめる。その視線に何だか圧力を感じて、ラキスが思わず気後れを感じて後ずさった。

「……何よ？」

『あれは、人間達が『邪神』と呼ぶ存在だ。もっとも『神』などと呼ぶほど高級な存在ではない。滅ぼされた前世界の住人の、恨うらみや憎にくしみが集まった集合体。それがあれの正体だ。所詮、負け犬の群むれにすぎぬ。余は、ああはならぬ……』

「……滅ぼされた前世界？　負け犬の群？　それに、ああはならないって……？」

　訊ねるラキスの肩で、ヴェルフェルがどこか遠くを見つめ……

「以上、ヴェルフェル様の通信終わりです」

　エイブルがペコリと頭を下げて、ラキスが思わずコケた。

「待てこら！　意味深な事を呟いて逃げるな！」

「落ち着けラキス！　エイブルの首を絞しめても何も解決しないぞ！」

　エイブルの首を摑つかんで振り回すラキスを、ハーツ達が取り押おさえる。そんな騒そう動どうがしばらく続き、やがて息を切らせたラキスが周囲を見て首を傾かしげた。

「……あれ？　そう言えばグレンは？」

　そのラキスの問いに、ハーツが小さく肩を竦すくめる。

「また、例の場所に行っている」




　太陽は優やさしく辺りを照らし出し、木の葉が光を受けて輝かがやく。

　鳥達が平和の到とう来らいを祝って楽しくさえずる。

　そんな穏おだやかな風景の中に、アニスの墓は静かにとけ込んでいた。

「アニスとパメラ、本当に姉妹しまいだったのかな……？」

　アニスの眠ねむる、もみの木が墓ぼ標ひよう代わりの質しつ素そなお墓。その前で佇たたずんでいたグレンに、ラキスが後ろから近付いて声を掛けた。

　それにグレンは振り向かず、小さくゆっくり頭を振る。

「証しよう拠こは何もないですね。炎の霊獣が使えただけで……。でも、本当に姉妹だったかどうかは、どうでも良い事だと僕ぼくは思いますよ」

「……あれ？　真実は尊とうといんじゃなかったの？」

「ええ、尊いですよ」

　そう頷いて、グレンがラキスに振り向いた。

「でも、当の本人達が信じたんですから、それ以上の真実なんてありませんよ」

「……うん」

　振り向いたグレンが笑顔だったので、ラキスは何となくホッとして頷いた。

「グレン、そろそろ出発しようか」

「そうですね」

　ラキスにそう返事して、グレンは墓に振り向いて最後の別れを告げた。

「……アニスさんの事……僕は決して忘わすれませんよ……」







　かつて、不知火しらぬいの森と呼ばれた場所がある。帝てい国こくとの強い同どう盟めい関係で結ばれた、エルフ族の住む森である。

　かつては神しん聖せい不ふ可か侵しんだったその森は、火の存在を知り、世せ界かい樹じゆの木が滅ほろびた二〇年後に地上の高さに完全に戻り、周囲の森と同化してしまった。

　その森に、多くの人が訪おとずれて祈いのりを捧ささげる、一本のもみの木を墓標とした墓がある。探たん究きゆう者しやグレン・フォードが著あらわした書物によってその名を知られた、人知れず世界を救った聖せい女じよの眠ねむる墓である。
















　かつて不知火の森と呼ばれたその森は、いつしかそう呼ぶ者がいなくなり、今はその聖女の名を取って『アニスの森』と呼ばれている。







　あとがき







　お待たせしました！

　ラキスにおまかせシリーズ三巻、ここに堂々と登場です！

　いつも筆が遅い私も、今回ばかりは頑張りました！　せっかく応おう援えんしてくれているありがたい読者を待たせてはならないと、ナメクジの這はい進むが如ごとき微速前進を日夜続け！　ついに！　驚異的なスピードでこの巻をお届けすることができたのです！

　何と！　二巻が出てから、たったの一年で！

　……………………（頭を抱えて悶もだえている）。

　いや、しかし！　表現を変えたら、たったの一二か月！

　……………………（墓穴を掘った）。

　ご、ごめんなさい。もうしません。許してください。（涙）




　しかしまあ、この巻が最初の出で会あいという方もおられることですし。そこで、改めて簡単な自己紹介をしておきましょう。

　初めまして、桑くわ田た淳ひろしと申します。

　かつては日本の中心地だった九州地方に生息する、ヒト科のオスです。

　この巻は私のデビュー作の続編で、記念すべき三冊目に当たる作品になります。ですが前の巻からずいぶん間が空あいたこともあり、初めての方でも読めるように努めました。ですから、どうぞ安心してご購こう読どくください。

　……何？　信じられない？　初めてでは読めないと思う？

　そんなあなたに朗ろう報ほうです！　今だから書ける衝しよう撃げきの事実があります！

　デビュー作である一巻目は、賞に応おう募ぼした作品でありながら、読者に読ませることを前提にして……即ち、続編が出ることを前提にして書かれています！　本来なら一巻完結に必要ない伏ふく線せんが、あちらこちらに散りばめられているのです！　ですから、既すでに刊行されている前二巻も一緒に購読すれば、そんな伏線が見えてきて面白さアップは間違いなし！　しかも、いっさい待たされないというお買い得！　ちくしょうこの幸せ者め！　さあ！　今すぐ本屋でシリーズ三冊を買い揃えましょう！




　……さて。

　突っ込みどころ満まん載さいな書き出し＆姑こ息そくな宣せん伝でんがすんだので、心置きなく今回の話に入りましょうか。（笑）




　今回、物語の時季は真夏です。

　そう、冷房をガンガン利かせた室内でヒンヤリと高校野球を観戦しながら、熱いラーメンでもすすろうかという気分になる。そんな季節です。

　……いや、何かが間違っている。そうじゃなく。（笑）

　暑い！　怠だるい！　きつい！

　そんな地じ獄ごくの三さん拍びよう子しが紡つむぐ汗まみれの世界に、忽こつ然ぜんと現れた大きな湖！　それはまさに砂さ漠ばくのオアシス！　ともなれば、水浴びをしたくなるのが人情でしょう！

　というわけで今回は特別に、ラキスの水着シーンを書いてみました。

　本当は、いっそのこと裸に──とか企んでいたのですが、編集者に窘たしなめられたので断だん念ねんしました。ちぇっ。（ちぇっじゃない）

　しかしそんなのどかなシーンはありますが、実は今回のこの話、シリアスに重点を置いて書いてあるのです。

　すれ違いから始まった混乱が、ラキス達を巻き込んで拡大し、様々なすれ違いを生んでいく。そして──という感じの話になっています。

　ギャグも入れてありますが、前二巻を読まれた方は、少し雰ふん囲い気きが違うと感じるかもしれません。しかし私自身は、苦く労ろうの甲か斐いあって、何とか満足できる出来になったのではないかと感じています。

　もちろん、作品の評価を決めるのは読者であります。私が満足しても、あなたが満足するとは限りません。

　ですからこの作品が、少しでも、あなたにとっての良い物であれば幸いです。なにとぞこの三番目のうちの子を、お宅に引き取って末すえ永ながく可愛かわいがってやってください。




　それでは、そろそろ話題も尽きたので、今回はこの辺で失礼します。

　また、次に会える日を楽しみに。








二〇〇四年　四月　　桑田　淳　　












ラキスにおまかせ３




森もりとエルフのすれ違ちがい







桑くわ田た　淳ひろし
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